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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　【序】記録







　かつて、一人の王がいた。

　アルナリス＝カイ＝ベルヘス。

　またの名を、血けつ翼よく王おう。




　赤燕の国レポルガ、白三日月の国ルーガーダ、昼山羊の国テテラ＝サテラ、この三国を抱えるタージス平野、とりわけその中心に位置するガラド中原で起こった戦争を鎮圧し、平和をもたらしたという一人の王。

　為政の身でありながら、自ら青せい刀とうを振るい戦場を駆け、立ち塞がる者は類なき燕えん舞ぶでもって斬り伏せる。その足元には野原を覆い尽くす程の死体が並び、低みに流れた敵の血はひと月を経ても枯れぬ川を成したという。あまりに多くの返り血を浴び、殺した人間の執念を背負ったがために、王の言げん血けつは紅こう焰えんのごとく、ひとたび近づけば誰もが燃えるような痛みを感じる。そして戦場で王を見た者は、皆一様に口を揃そろえてこう言った。




　──王には血色の翼が生えている。




　それは返り血の比喩なのか、あるいは言げん血けつがもたらした錯覚か、今となっては分からない。赤燕の国レポルガにメトラジガッドが現れ、太陽に喧けん嘩かを売り、二振りの青せい刀とうと虫飼いの技術を王に譲る──耀よう天てん祭さいの発端となった伝説の真偽は別にせよ、当時起こった大旱かん魃ばつとそれによって引き起こされた紛争は疑いようのない事実。だが、戦乱の世に綴つづられた言葉の宿命か、血けつ翼よく王おうを謳うたう言葉は常に血に濡ぬれ、痛みに満ちる。果たして彼女の戦功にどれほどの真実が残っているか。血翼の怪物とも言われる数あま多たの逸話は、一つの伝説として語られることとなる。

　それでも、今の赤燕の国レポルガが始まったのは血けつ翼よく王おうからと言えるようだ。それまで赤燕の国レポルガは広大な森に隠れる小さな領主達の連合であり、王はそれを代表する一勢力に過ぎなかった。しかし、戦乱の平定を機に赤燕の国レポルガでは多くの街が統合され、都市が生じ、交易の国としての整備が始まる。王おう歌か、燕えん舞ぶ奉納、耀よう天てん祭さいの儀礼、今に残る様々な伝統を制度化し、官庁制でもって統治機構まで作り上げる。国民の誰もが知る王都エスレイの王宮もまた、彼女の指示によって建てられたものだ。一人の人間が成し遂げたとは思えぬ程、多くの偉業を血けつ翼よく王おうは為なした。数百年に及ぶ赤燕の国レポルガの繁栄はまさに彼女のおかげと言っていいだろう。

　血濡ぬれの戦士か偉大なる王か。

　戦いに狂う彼女がいたかと思えば、臣民に慕われる彼女がいる。数え切れぬほど残された血けつ翼よく王おうの姿は、百態ゆえに真実が霞かすんでしまうのだ。はるか昔に生きた王、やはりその人となりを推し量ることは難しい。

　ただ、この世に一つだけ、血けつ翼よく王おうの内実に近づきうるものがあるとすれば。




　血翼王亡命譚。




　それは一冊の書物だ。今手に入るのはその流る布ふ本や異本だが、原典はまさに血けつ翼よく王おう自身が記したとされる亡命の記録。

　奇妙にも、ガラド中原に平和を取り戻し、国勢を盤石なものへと導きながら、血けつ翼よく王おうはすぐに姿を消してしまった。名も、地位も、全てを擲なげうち、流る浪ろうの旅へ。一説に、あまりに多くの血を浴びて気が狂い、国から追放されたとも、あるいは自分の権力が強まることを恐れ、自ら隠いん遁とんの道を選んだとも言われている。

　実際のところ、時の経過に従い、彼女が書いたはずの亡命譚たんには多くの手が加わってしまった。そこから王の正確な心情を読み取ることはもはや不可能に等しい。結局、その価値は一つの記録──翼よく人じんの記録という点にあるのだろう。各地に伝わる翼よく人じん伝説や翼の逸話、そういったものを記録として残した最古の書物。多くの人間を翼探しへと駆り立てた探究者の聖典。

　ある意味、それこそが唯一の真実なのだ。

　血けつ翼よく王おうは翼を求めた。

　果てなき願いの足跡が一冊の本をこの世に残した。

　彼女は空を飛びたかったのか。

　それとも翼よく人じんと会いたかったのか。




　答えはすぐそばにあったのに、俺は気付かなかったのだ。

　血翼王亡命譚。

　それは彼女の亡命の記録──。
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「ただいま」

　明るいイルナの声が飛んできて、俺は本から顔を上げた。

「おかえり。大分長かったな。外は真っ暗じゃないか」

「ほんとにね。まあ……そう簡単な話じゃなかったってことよ」

　宿の扉を閉めて軽く伸びをした彼女は、するりとチャフムを取り外す。布から姿を現した亜麻色の二つの三角形、彼女の猫耳は気持ちよさそうにぱたぱたと震えた。チャフムを外したということはもう今日は外に出るつもりはない、ということだろう。実際、窓から覗のぞく街は粘ついた夜闇に覆われており、とても出歩く気になどならない。

　イルナと共に部屋へ帰ってきたスゥは俺の肩に飛び乗ると、机の方に頭を傾けた。

「……ずっと本読んでたの？」

「まあ、別にやることもないしな。俺は速く読めないから、かなり時間はかかってるけど」

「……『血翼王伝』？」

「血けつ翼よく王おうが書いたっていう『血翼王亡命譚』の抄本というか、普通の読者でも楽しめるような面白い逸話だけを選んだ本らしい……だろ、イルナ」

　俺にこの本を薦めてくれた張本人は机の向かいに腰を下ろすと、麻袋を置く。そしてその中から三つの林りん檎ごと、葡萄ぶどうの葉でつつまれた四角い物体を取り出しながら、頷うなずいた。

「そうよ。かなり潤色されてるって言われてるけどね。実際、古い写本と見比べたりすると、戦いだとか道中の恋物語だとか、現実離れした話がいっぱい入ってるわ」

「初心者の俺としては、これくらいが飽きずに読めていいんだけどな。写本はないのか？」

「こんな街の書しよ物もつ庫こにはないわね。勿もち論ろん、私は内容を覚えてるから話してもいいけど」

　……頼めば本当に一字一句間違えずに話しそうなのが、恐ろしいところだ。

「普通、バラン都市群みたいな古くて大きな書物保管所にいかないと自分の目では見られないの。それに、どの写本も一部が散逸していて、正確な全貌は摑つかめないままだし」

　イルナは短刀を取り出し、林りん檎ごを切り分けながら小さな盆の上に載せる。特に小さく刻んだものは端に寄せ、スゥの分にした。俺の肩からぴょんと机に着地すると、スゥは「いただきまーす」と言って、早速林りん檎ごをつつき始める。イルナも一切れ齧かじると、俺が読んでいた頁ページに目を落とし、素直に感心した様子を見せた。

「ユウファが自分から本を読みたい、なんて言い出した時はびっくりしたけど、ほんとに勉強してるみたいね」

「なんというか……因果を感じたからな」

「血けつ翼よく王おうとアルナが同じ名前ってこと？」

「ああ。それでいて、ジルは血けつ翼よく王おうの友人だったっていうしな」

　するとイルナは一転眉を顰ひそめ、わざとらしい溜ため息いきを漏らす。

「……ほんとなら、血けつ翼よく王おうがどういう人だったのかジルから沢山聞いておきたかったわね。ユウファもどうしてもっと早く言ってくれなかったのよ。ナサンゴラを出てから聞かされたって、また戻るわけにもいかないじゃない」

「いや、理由を聞きたいのはこっちだからな。何だか知らんが、ジルを話題に出すたびにお前が不機嫌になったせいで、俺は言いそびれたんだぞ」

「……う、だってそれは、その……」

　顔をしかめるイルナだが、その猫耳もまた同調するように低く潰れ、震えていた。チャフムを外していると、彼女の感情表現が数倍豊かになるような気がして、まあ、微笑ほほえましい。

「──とは言っても、別に今聞かなくちゃいけないってわけでもないだろ。またいつかナサンゴラに帰って、お互い時間に余裕がある時に話を聞けばいいさ」

　なにしろ今はすぐ目の前にやるべきことがある。ジルはナサンゴラの復旧、俺は目前に迫った赤燕の国レポルガと白三日月の国ルーガーダの戦争、イルナもしばらくは自分の仕事に取り組まざるを得ない。イルナは商人のダボンにナサンゴラの情報および開発利権を売る交渉を数日かけて行っていた。俺達がナサンゴラから昼山羊の国テテラ＝サテラの街エンドスに戻ってきて、既に五日が経たっているのだ。

　彼女は林りん檎ごを咀そ嚼しやくしながらしばらく本を見つめていたが、やがて不意に小首を傾かしげた。

「でもいくら因果があるって言っても、本を読んで何か発見はあるわけ？　翼よく人じん伝説の知識は多少増えるでしょうけど、血けつ翼よく王おう自身のことはあまり分からないんじゃない？」

「そりゃな。でも、俺は今までちゃんと勉強してこなかったから。ナサンゴラの一件があってから、もっとアルナについて知りたいって思うようになったんだよ」

「血けつ翼よく王おうを知ることがアルナを知ることになるの？　赤せき刀とうに聞いた方が早いと思うけど」

　それはその通りだ。確かに、俺が持つ赤せき刀とうにはアルナの言げん血けつが宿っている。刀に自分の言げん血けつを流し、彼女の言げん血けつと結べば自然と記憶や感情を共有できる。でもそれは一方で、彼女の視点でしか彼女が分からない、ということでもある。

「結局言げん血けつっていうのは主観だからな。赤せき刀とうに入ってるのは一人の少女としての感情なんだよ。特に、アルナがずっと押し隠してきた、普通の感情。母親に愛されたいとか自由に生きたいとか、そういうな」

「それだけじゃ不満ってことね」

「不満っていうか……不足っていうか。普通の少女だった彼女のことも王女を背負おうとした彼女のことも、両方知って初めてアルナを理解したことになるんじゃないかって。自己満足と言われたら否定できないけどな。今はとにかく少しでも何かをしたいんだよ」

「……焦あせってない？」

　まるでこちらの心情を掬すくい取とるように、イルナは尋ねてくる。俺は正直に答えるしかない。

「そりゃ、焦あせってる。俺が落ち込んでいた間に、周囲はどんどん変わっていたわけだし」

　ただナサンゴラの時間が足踏みを止めたように、俺も足踏みを止めようと思ったのだ。もうすぐ戦争がやってくる。赤燕の国レポルガと白三日月の国ルーガーダの戦争であり、俺達の戦争。決して無関係ではいられない戦いが、目前にまで迫っている。

　耀よう天てん祭さいを巡って起きた王女アルナリスの失踪。それを口実にして、赤燕の国レポルガは白三日月の国ルーガーダに鞘さやを当てた。勿もち論ろん、実際あの五日間に起きたのは赤燕の国レポルガの国王メルトラが自ら仕組んだものに過ぎない。しかし俺達が亡命したために生じた真相の空白を、国王は戦争をしかけるためさらに利用したのだ。

　やり方は実に単純。事件の黒幕は白三日月の国ルーガーダである、という噓うそを主張する。それだけ。白三日月の国ルーガーダ側としてはまるで心当たりのない話に巻き込まれ戸惑ったはずだ。しかし、国として喧けん嘩かを売られた以上、ある程度の反発を見せなければ示しがつかない。当然赤燕の国レポルガの話は噓うそだと主張する。するとメルトラは娘を奪われた、という感情論で国をまとめ上げ、相手国に対する反感を煽あおる。二国間の緊張の高まりは留まるところを知らず、遂ついには開戦手前まで来てしまった。冬が終わりを迎えた今、いつ戦闘が始まってもおかしくない。……正直なところ、自分に何が出来るのかも、どうしたいのかも、まだはっきりとは分からなかった。だが、少女としてのアルナを理解しその想おもいを国王にぶつけること、それだけでは足りないのだ。俺はまだ戦争を止めることを諦めていない。王女としてのアルナはそれを望んでいたと思うから。

　イルナは呆あきれたような、しかしどこか穏やかな笑みを見せる。

「ナサンゴラに行く前、この街で呆ほうけていたあなたとは別人ね」

「……そうか？」

「ええ、あなたはちゃんと歩き始めてるわよ」

　イルナは葡萄ぶどうの葉の包みに手を伸ばす。彼女が封を解くと柔らかな湯気と共に香草と羊肉の香りが溢あふれ出でた。

「スジェじゃないか」

　赤燕の国レポルガの伝統料理の一つだ。久しぶりに見たような気がする。

「街の屋台で見つけたのよ。あなた、スジェって好きだったの？」

「まあ、好きだな。懐なつかしいし。士官寮じゃあまり食べられなかったけど、師匠が城下町に連れて行ってくれた時は、よく食べた」

　粥かゆのように緩く炊いたご飯と共に食べるのが、師匠のおすすめだった気がする。

「それに、アルナと王宮で食べた最後の晩ばん餐さんにスジェが出たんだ。イチジクも食べたなあ」

　悪戯いたずらっぽいアルナの笑みを思い出す。すると心臓の底が少しだけ痛みに震える。でも今は、こうして誰かにアルナの話をできることの方が幸せだと思えるようになった。俺は羊肉の大きな塊を一つ摘みあげ、丸ごと頰張る。すると、さらりとした肉汁が口いっぱいに広がって、一嚙かみするごとに深みを増していく。やっぱりおいしい。

「イチジクね……あたしの故郷はイチジク畑が沢山あったわ。旬になると毎日食べてた」

「ここら辺じゃ簡単に手に入らないよな」

「もうちょっと大きな都市に行かないとね。そうだ、丁度いいわ。今日で一通りダボンとの話し合いは終わったから、次の行いき先さきを考えましょうか」

　イルナは盆を脇に避けると、鞄かばんから一巻きの地図を取り出した。

「スゥ、ちょっとそっちの端の上に座ってちょうだい。地図が丸まっちゃうから」

「……ボクは文鎮じゃないんだけど」

　小食のスゥは既に自分の分を食べ終わり、毛づくろいをしていた。しかし文句を言いながらも、地図の端までちょこちょこと歩いていくと腰をおろし、重しとなる。

「あたし達が今いるエンドスはここよ。それから、ここがマジス＝バラン。その隣にエフタス湖畔があって、さらに隣にあるのがガラド中原」

　地図は東方三国と呼ばれる赤燕の国レポルガ、白三日月の国ルーガーダ、昼山羊の国テテラ＝サテラの全体を描いたものだった。おもな街と街道が書かれており、山や丘などの地名も書き込まれている。おそらく黒っぽく描かれた部分の全ては赤あか燕つばめの森だろう。その中に網目を作るようにして街道があり、赤燕の国レポルガの商業都市が繫つなげられている。昼山羊の国テテラ＝サテラと赤燕の国レポルガの国境付近にある一ひと際きわ大きな点がマジス＝バラン、そして巨大な鎌形のエフタス湖を挟んで広がる丘陵がガラド中原だ。

「……ここで戦争をやるのか？」

「ダボンの話によれば、既に少しずつ兵が集まっているらしいわ。それにこの平野は戦争に適しているのよ。ぱっと見ただけでも、街が少ないでしょ？」

　確かにガラド中原には街を表す点がほとんどない。白三日月の国ルーガーダの王都ガズビオラが唯一中原の縁にあるだけだ。

「ここら辺には人がいないのか？　湖も近いし、畑とかあってもおかしくないだろ」

「大昔はそうだったんだけどね。メトラジガッドが引き起こした日照りの五日間で焼け野原になって、その上ここが戦乱の舞台になったの」

「血けつ翼よく王おうが平定したっていうやつか」

「沢山血が流れたから、死の言げん血けつで土が駄目になっちゃって。作物がほとんど育たないのよ。赤燕の国レポルガと白三日月の国ルーガーダの間にあるけど、両国とも所有を主張していないし、ほんと古戦場がそのまま残ってるって感じなのよね」

　当然ながら、戦争で血を流せば土地の言げん血けつが濁る。戦略上あえて血を流す場合もあるのだろうが、先のことを考えると国の頭だけ挿すげ替かえる方が遥はるかに得だろう。赤燕の国レポルガの側からすれば、これから奪おうとする土地を腐らせて取り分を失いたくはないはずだ。

「それで結局、今回もここが戦場になるわけか」

「赤燕の国レポルガの補給拠点はおそらくマジス＝バラン。白三日月の国ルーガーダに関しては、たぶん王都から直接兵を出すでしょうね」

「じゃあ俺達はガズビオラに行くか？　さすがにマジス＝バランに行くのは危ないだろ」

「……そうよねえ。でも、もし本気でメルトラに会いたいなら……」

　いつかは赤燕の国レポルガの陣営に乗り込まなければならない。勿もち論ろん、俺達は亡命者であり、唯一耀よう天てん祭さいの真実を知る者だ。見つけられて、無事に済むとは考えにくい。メルトラの本拠地に身を投じるというのは、正気の沙汰ではないだろう。……こうして考えると、戦争を止めるどころかアルナの想おもいを母親に伝えることさえ非現実的な話だ。たった二人と一羽わと一頭の力で、何ができるのか。どれほど意志が固まっていても可能な手段が限られていることは事実なのだ。

　俺達はそれからしばらく議論を続けたが、一向に次の目的地は決まらなかった。結局今日のところは眠ろうという話になり、寝床の準備をしていると、突然宿の扉が叩たたかれる。

　部屋に緊張が走った。この時間の訪問者、ましてや俺達の居場所を知っている者など限られている。イルナはうんざりした様子でチャフムを頭に巻き直し、俺は赤せき刀とうを腰に挿した。

「……誰だ」

　慎重に扉から距離を置いて尋ねると、酷ひどく押し殺した声が聞こえてくる。

「ダボンの使いの者です。至急、商会所にいらしていただきたく」

　扉を開けると、外がい套とうに身を包んだ一人の男が立っていた。彼の表情は真剣で、特に怪しげな言げん血けつも匂わない。俺の隣に来たイルナは首を傾かしげる。

「……何か交渉の話？　明日じゃ駄目なの」

「出来るだけ早くいらして欲しいと。それに主人はパルシタル様だけでなく、ガルーテン様のお越しも望んでおります」

　俺まで一緒とは珍しい。だがイルナも意図が推し量れないのか、返答は鈍かった。

「ここで要件も言えないようなことなの」

「はい。申し訳ありません。私は詳細も伝えられておりませんので、どうか」

　イルナは一瞬こちらに目を遣やるが、俺が肩をすくめると小さく溜ため息いきを吐く。

「……分かったわ。すぐに支度して向かうから、待っておくようダボンに伝えて」

　イルナの言葉を聞くと男は軽く会え釈しやくをした後、立ち去った。イルナは扉を閉め、改めて意味が分からないとでも言うように首を横に振る。

「……ダボンのことだから、野暮用で呼び出したわけじゃないと思うけど。むしろここまでするってことは、簡単な要件じゃないってことなのよね……」

「でも、行くしかないよな。大切な取引相手なんだろ？」

「ええ。今回のナサンゴラと外界を繫つなぐ坑道開発に関しても、当分仕事をしなくてもいいくらいの情報料をもらったわ。だから逆に、そのせいで何か頼まれたら断りづらいのよね。無理なものは無理だけど、信頼も捨てがたいわけだし。……もしかしたら、ダボンのことだもの、頼みごとを断られないような機会を狙ってたんじゃないかしら」

　ほんとやんなっちゃう、と言いながらイルナは盆に残っていた林りん檎ごの一切れを口に放り込む。俺もスジェの残りを全部口に詰め込み、外がい套とうを羽織った。

「スゥ、留守番頼むぞ」

　俺が声をかけると、赤あか燕つばめは小さく首を縦に振る。

「早く帰ってきてね。ボク、早く寝たいから」

「……何事もなけりゃな」

　正直、あまりいい予感はしていない。
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　俺達は夜の街を足早に移動した。中央通りでさえもほとんど灯あかりは落とされ、曇天の夜闇に街路の暗がりが溶け込んでいる。広場に辿たどりつくとダボンの商会所がある天幕にまっすぐ足を向けた。幕の中は篝かがり火びもなく、正体の判然としない商品の山がこちらを見下ろしている。警備の人間が釣燈とう火かを持って歩き回っていたが、すぐに俺達を呼びに来た男が現れ、中央の地下商会所に連れて行ってくれた。

　そしてそのまま階段を降り待合室を抜けると、書斎に通された。俺は初めて入る部屋だが、床が深紅の絨じゆう毯たんで敷き詰められ、壁には大量の書物や巻物の詰まった棚がある。長机が一つと椅子が四つ。その一つには瘦そう身しんの女性が一人。傍かたわらにはふくよかな体型の白しろ梟ふくろうが一羽わ。ダボンは書斎机に座っていたが、俺達が現れるとすぐに立ち上がり、使いの人間を下がらせた。

　彼はイルナと握手を交わした後、俺にも手を差し伸べる。握手をすると彼は小さく笑みを浮かべたが、以前ここで会った時の雰囲気と比べると随分鋭い印象だ。摑つかんだ手から幽かすかに滲にじむ言げん血けつもどこか緊張を感じさせる。

「椅子に座ってくれたまえ。この夜よ更ふけの呼び出しに応じてくれて、本当にありがとう」

　俺達が席に着くとダボンは臨席する一同を見回した後、立ったまま話を続けた。

「時間がないから、直ちよく截せつに言おう。パルシタル君、ガルーテン君。君達に一つ仕事を頼みたい」

　仕事と来たか。しかし、俺の名前まで出ると言うのはどういうことなのか。

「内容は護衛だ。ここにいる御仁を昼山羊の国テテラ＝サテラの首都、ピマまで送り届けて欲しい」

　ダボンが注意を促すと、白しろ梟ふくろうが一歩前に出てゆっくりと瞬まばたきをする。

「私の名は、ロクトルであります。この連れは生あい憎にく言葉を話すことのできない者でして、代わりに紹介させていただきますが、クルカと申します」

　クルカと呼ばれた女性はただ静かに頭を下げる。あまり気迫が感じられないというか、言げん血けつがとりわけ薄いというか、まるで幻影を前にしているような印象を受けた。しかし言葉を話せない人間、となると俺はどうしても言げん血けつに刻まれた記憶が騒ぎ出すのを感じる。

　ダボンは再び口を開くと一切の淀よどみなく言った。

「君達のことは既にロクトル殿に紹介してある。パルシタル君なら分かるだろうがこれは交渉ではない。頼み事だ。……まあ、やや脅迫じみていることは百も承知だがね。この頼み事は断らないでいただきたい。それぐらい火急の用なのだ」

　するとイルナもまた鋭い眼差まなざしでダボン達を見つめながら、問い返す。

「……護衛の仕事をあたし達に、ですか。もっと適した傭よう兵へいなどはご存知でしょう」

「無論。だが、これは能力というより信頼の問題なのだ、パルシタル君。私も君だからこそ、この案件を頼もうと思った。実はジル＝ペトロに頼もうと思っていたのだが、彼女はナサンゴラから手を放せなくなってしまっただろう。もはや信頼できる相手は君……まあ、正確には私の信頼する君が信頼する人間しかいない」

「……ユウファは確かに腕は立ちますけど、でも……」

「これは、交渉ではないのだよ」

　断固としたダボンの口調にイルナでさえも気け圧おされる。彼は一度視線を外し、今度はやや苦しげな表情を露あらわにした。

「……すまない。すまないが、どうしても頼まれて欲しいのだ。そしてもう時間がない。今晩にでも街を発たってほしい」

「そんな！　ピマはアフカ山脈の東ですよ。もしも護衛をするなら準備が必要です」

「心配要らない。食料、衣料、全て私が負担する。何か他に必要なものがあれば、好きなだけ持って行ってくれて構わない。──無論、この依頼の代金も別途に支払おう」

　イルナはもはや何も言うことができない。信頼できる相手のダボンがこれほど強引な手段に出ているという事実が、かえってその切迫さを浮き彫りにしているのかもしれない。

「あの、ちょっといいですか」

　突然俺が声を上げると、ダボンはややぎょっとした様子でこちらに注意を向けた。

「護衛の目的というか、ロクトルさん達がどうして護衛を頼むかを知りたいんですが」

「……なぜかね？」

「人一人と鳥一羽わを守る上で、俺とベオルだけでは正直対応できる状況に限界があります。最低でも四人は欲しいというのが正直なところです。もし大量の敵に襲われた場合、逃がすことができませんし。……まあ、そういう状況にはならないと判断しているから依頼をなさったのかもしれませんが、それでも多少の情報は欲しいんです。あなた方が想定している敵に目星がつけば、少人数でも対策が立てられますから」

　護衛任務は俺も見習い時代に経験がある。当然、状況が異なれば動きも変わるが、それでも情報はあればあるだけ役に立つ。全てをその場の判断に賭けるのは得策とは思えなかった。

　しかし、それに答えたのはダボンではなくロクトルだった。彼はくるくると小さく首を振ると、申し訳なさそうに身体を縮める。

「それは言えないのでございます。いやはや勿もち論ろん、貴殿の仰る理由はよく分かるのですが、万が一にも明かしてはならぬ事情があるのです。いずれ、ピマに無事到着し、事がすべて終わった暁にはお答えいたしましょう。しかし今はどんな問いにもお答えすることができかねる」

　きな臭い話だ。十中八九まともな案件じゃないだろう。するとイルナも似たようなことを思ったのか、ややきつい口調でダボンに言う。

「あなたを信用はしていますけど、悪事に巻き込まれるのはお断りしますよ。こんな夜中にこそこそと呼び出すのも、何かやましいことがあるからと考えてしまいます」

　するとそれに答えたのはまたもやロクトル。彼は一瞬大きな翼を広げたかと思うと、「それは違いますぞ！」と声を張った。

「……失礼。いや、これは誓って申し上げますが、この度の護衛、決して悪に加担するような話ではありません。何をもって善悪を定めるかはまた難しいことではありますが……されど、我々はやましいところなどないと、それだけは確かな事です。むしろこれは……」

　彼は咽喉のど元もとまで出かかった言葉を吞み込み、ぐっと黙り込む。代わるようにダボンは俺達の方を向くと、静かな、しかし揺るぎない声音で言った。

「頼む。これが無理な依頼だということも、君達に抱かせる疑念も承知している。それでもなお、やらねばならぬことがあるのだ。……それはきっと、君達も望むことだと私は思う」

　その真意を測ることはできなかった。彼は深々と頭を下げ、もはやこちらに異議を唱える余地などない。イルナの方を見やると、あなたに任せる、とでも言うように肩をすくめていた。

「……わかりました。俺達でよければ、お受けします」

　俺がそう言うと、ロクトルが安あん堵どの溜ため息いきを漏らす。ダボンは「ありがとう」ともう一度深く頭を下げ、書斎の扉を開いて使いの者を呼んだ。早速旅の準備に取り掛かるらしい。

　俺達は最後にもう一度だけ宿に戻り、支度をすることになった。当然夜が明ける前にエンドスを出ることは確定済みだ。宿へ帰る道すがら、イルナは苦々しい表情で言う。

「……ごめんなさい。あたしのせいで、変な話に巻き込まれちゃって」

「俺は別に気にしてないよ」

「でも、ピマは片道で十日はかかるわ。アフカ山脈の森のかなり深いところにある。せっかくここまで帰って来たのに、またナサンゴラの方へ後戻りすることになる。もう戦争まで時間がないっていうのに……」

「イルナ」

　俯うつむきがちな彼女の手を取る。イルナははっと顔を上げてこちらをまっすぐ見返した。

「……俺は確かにやりたいことがある。だけど、イルナと旅を続けたいとも思ってるんだ。だから両方大切にしたい。今やらなきゃいけないことがあるなら、それをやることに俺は不満なんてないよ」

　俺の言葉を聞くと、彼女は、なぜか一瞬寂しげに微笑ほほえみ、「うん」と小さく頷うなずいた。

「……さっさとこの仕事を終わらせて、アルナの願いを叶かなえましょ」




　ベオルとスゥに事情を説明し、休憩する間もなく出発の準備をした。最低限の荷物だけまとめて、あとはそのまま。借りていた本や書物は全てダボンが処理してくれるらしい。これでは本当に夜逃げでもするかのようだ。

　約束通りエンドスの外れに行くと、そこには既にロクトルとクルカの姿があった。スゥとベオルを紹介し、それからすぐにピマへ向けて街を出る。ダボンは搬送用の広背種の犬を二頭も貸してくれたため、目的地まではずっと騎行だ。ベオルはやや不機嫌そうにしていたが、出発前に新鮮な生肉を与えられ、最終的には文句の一つも吠ほえることはなかった。

　エンドスから北に向けてまっすぐ進み、大きな街は出来るだけ避ける。三日目にアフカ山脈へ山入りしてからは、ほとんど人の通らない行商道を選んだ。夜は毎晩見張りを立てたが、こちらの警戒に反して、襲撃はおろか不穏な気配さえ感じることなく旅は淡々と進んでいった。言葉を話さないクルカは勿もち論ろん、ロクトルもまた事情を語らぬようにとほとんど口を利きくこともない。俺とイルナとスゥが交わす他愛もない雑談も他人の目があるせいかどこか慎つつましげで、二言三言言葉を交わすとすぐに会話が途切れてしまう。なんとも静かな道中だったが、そのおかげか予定よりも二日早く俺達は目的地に到着した。

　霧深い山中に隠れる昼山羊の国テテラ＝サテラの首都ピマ。

　そのまたの名を《雨霧の宿》と言った。
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　アフカ山脈の東には針葉樹林が広がっている。峻しゆん険けんな山肌を隈くまなく覆うのは剣のごとく聳そびえ立たつ樅もみの大木。赤あか燕つばめの森は木々が縦横無尽に枝葉を伸ばすことで空を隠していたが、こちらは幾多にも重なる枝が薄布を重ねるようにして木こ蔭かげを生み出している。一本一本の木は大人数人が手を繫つないでも取り囲めないほどの巨木ばかり。古くから人の手が入っていない証拠だろう。しかもその合間には絶えず濃霧が漂っていた。イルナによれば、それは一年中晴れることのない、永久の雨霧。森の中を歩いているだけで服に霧が浸しみ込み、驟しゆう雨うに見舞われたかのような具合に濡ぬれてしまうのだ。

　ピマはそのじっとりと湿った森の上に築かれた街だった。大木の幹に這はうようにして作られた螺ら旋せん階段を上ると、そこに広がるのは樹じゆ上じようの街。木製の小屋が樅もみの木の上部に取り付けられ、その間には沢山の吊つり橋ばしが渡されている。丁度、林の上に張られた蜘く蛛もの巣すのように、ピマの街は広がっていた。

　ロクトルの先導で街を歩く途中、ふと欄干から下を覗けば、そこにあるのは霧と枝ばかり。地面は闇の底に沈んでいて視認することすらできない。

「……落ちたら足を折る程度じゃすまないな」

　思わずそう呟つぶやくと、イルナは意外そうに「あれ、高いところ苦手だったっけ」と尋ねてくる。

「苦手とかもはやそういう話じゃないだろ。こんな高さじゃ、落ち着いて寝られやしないぞ」

「でもこの辺りは森が深いから、野犬も多いのよ。外敵を駆逐できるほど人間の数もいないし、結局木の上で生活する方が楽だってことになったのね」

　……その話は初耳なのだが。ここまでの道中、最悪の場合俺達は野犬に襲われる可能性もあったということか。それはそれで落ち着いて寝られなかったかもしれない。

　ピマに到着したのはエンドスを発たってから八日目の夜だった。月は霧のせいで朧おぼろがかかり、樹じゆ間かんの切れ端から垣かい間ま見える空は微光を湛たたえている。木の上は絶えず緩やかな風が通り、それほど湿気も不快に感じることはなかった。そして夜も深いからか、あるいは元々人が少ないからか、街の中心部まで来ても住人の姿が見当たらない。この国は人間ではなく青あお鷹たかの議鳥達が統すべており、それゆえ首都であるピマはとりわけ人間の街の活気からは縁遠いのだろう。

「うわ、あれなんだよ」

　ある時、俺は目の前に現れた光景に、思わず声を出してしまった。そこにあったのは一本の巨木とその上に作られた奇妙な形の館。そしてその下に積み重ねられた大量の岩だった。

「あれが、この国の議会所よ。下にあるのは《岩暦いわごよみ》ね。毎年大きな岩を積み上げるのが、この国の伝統行事だから」

「でも何のために積むんだ？　まさか技術を自慢するためじゃないだろ」

「何というか……あれは街の年齢みたいなものよ。ピマは数十年に一度、街の下の鉱脈を掘り尽くした時に遷都をするの。それで大体、今ここにあるピマがどれだけの年数続いていて、あとどれくらいで遷都しそうかを表す指標が《岩いわ暦ごよみ》なのよ」

「結局自慢にしか見えないけどな。一体何なんだよ、あの隙間の無さは。一枚岩に見えるぞ」

「それが青あお鷹たかの技術なんだもの。採掘と加工。昼山羊の国テテラ＝サテラはアフカ山脈の鉱山のおかげで栄さかえているって、話したことあったでしょう。人が少ない割に鉱石や反はん血けつ晶しようを掘り出しているのは、青あお鷹たかの技術があってこそでしょうね」

　イルナがそう言うと、ベオルの頭に乗っていたスゥも頷うなずく。

「赤燕の国レポルガの王宮だって、青あお鷹たかに手伝ってもらっているはずだよ。白亜の壁とか」

「岩喰いの国グランダルから持ってきたっていう、あれか」

「うん。材料は岩喰いの国グランダルだけど、あの継ぎ目が見えない壁は《岩いわ暦ごよみ》と一緒なの」

「そりゃ、あれだけ大きな一枚岩があるわけないもんな……」

　夕暮れ時、王宮の立派な白壁が真っ赤に染め上げられていたことを思い出す。血けつ翼よく王おうは旅先で様々な国を巡り、その地の技術を記録したというが、エスレイの王宮はそういった技術を集めて建てられたのだろう。些さ細さいなことでも、こうして知識が繫つながっていくのは嬉うれしく、本が好きなイルナの気持ちも何となく分かる気がしてきた。

　話しながら歩いている内に、俺達はとうとう《岩いわ暦ごよみ》の上の議会所まで辿たどりついた。その建物は講堂一つ程の大きさだが、壁は美しい石組みで出来ており、入り口と思しき扉は滑らかに磨かれた鉄てつ扉ぴのように見える。俺がその奇妙な造りに感心していると、ロクトルがコホン、と咳せき払ばらい。クルカの腕に乗り、彼は大きく胸を膨らませたかと思うとこう言った。

「……しかして、無事ここまで至れたこと、誠に嬉うれしく思いますぞ。八日もの間、どうもありがとうございました」

「幸運なことに、俺達が活躍する場面はありませんでしたけどね」

「いえいえ、我々を守ってくださる方が傍そばにいる、それだけで心の持ちようは違うというものです。このような奇怪な依頼を果たしてくださり、感謝の念に堪たえません」

　おそらくエンドスで出会ってから最も親しげな口調でロクトルは語っていた。クルカもささやかな笑みを浮かべ、静かに礼を向けてくる。

　ふと穏やかな空気が流れたその時、夜闇から一羽わの鳥が現れ、近くの欄干に留まった。壮健な顔つきで、肩の張り出した青あお鷹たかは一度手を広げるように大きく翼をはためかせ、口を開く。

「よくぞ参られた。我が友、ロクトルモルヌス。こちらの準備は既にできておるぞ」

　するとそれに応ずるようにロクトルもまた巨大な翼を一度はためかせた。

「我が友、ヨシンピルカント。春風よりも速き出迎え、嬉うれしき限りであります。既に我々の到着はお気付きになられておりましたか」

「ピマの夜霧には幾多もの目が隠れておるのでな。見えぬものなどないのだ。しかし、ロクトルよ、時間は少ない。歓迎の宴うたげは全てが終わってからにしようではないか」

　そして青あお鷹たかは突然鉄てつ扉ぴの前に降り立ち、かつん、と嘴くちばしを触れさせた。すると扉からキィキィと虫が鳴くような音が聞こえ、やがて中心に細かな亀裂が入ったかと思うと、穴が開く。それはまるで大きな生き物が口を開くかのようで、俺はなんとも薄気味悪いものを感じた。

　だが青あお鷹たかが穴をくぐり部屋の奥に消えると、ロクトルはこちらに向き直る。

「これが最後の仕事になりましょう。今からしばしの間、我々はこの中に籠ります。その間、見張りをお願いしたいのです。宴うたげはその後に存分に用意するつもりでありますが、どれほど時間がかかるかも分かりませぬ。余っている食料で小腹を満たしていただいても構いませんぞ」

　ロクトルとクルカが議会所の中に入ると、再び金属の軋きしむような高音が響く。ぱっくりと開いていた口は見る間に小さくなってゆき、遂ついには罅ひび一つない壁に戻ってしまった。

　もっぱら扉のせいで呆あつ気けにとられていると、肩に乗っていたスゥが耳元で小さく囁ささやいた。

「……これ、鳥ちよう門もんだよ」

「なんだそれは」

「大昔からある鳥ちよう献けんの一つ。特定の言げん血けつが動力になって、開く門」

「何というか、虫みたいだな。これも青あお鷹たかの技術なのか？」

「そんなに珍しくもないと思うけど。青あお鷹たかに限らず、鳥にとって重要なものとか部屋は鳥ちよう門もんで守るから。鳥ちよう献けんの建物には大抵あるし……」

　本当に次から次へと鳥ちよう献けんが出てくるものだ。さすが鳥が治める首都というだけはある。しかし、この半年余り多くの鳥ちよう献けんを見てきたせいか、驚きもそれほど長続きはしない。俺達は議会所の前に座り込み、ベオルに預けていた荷物をほどいた。

　残っていた食べ物は、練った小麦粉に乾燥豆を混ぜ込んで焼いたホッポと檸檬れもんの香りを染しみ込こませた干し葡萄ぶどう。ベオルは大きな鹿の干し肉を齧かじり、骨を砕くぶっそうな音が夜闇に響いた。

　しかし食事はすぐに終わってしまい、それからはただ静かな森を見つめるばかり。議会所から会話は一切聞こえず、夜風が木々を揺らす音だけが周囲に満ちている。

「……それにしても、ロクトル達って何者なのかしらね。さっきの青あお鷹たかは間違いなく議鳥よ。そんな高い身分の相手に、我が友、なんて普通言わないわよ」

　膝を抱えぼんやりと森を見つめながら、イルナがそんなことを呟つぶやいた。

「ロクトルモルヌスが本当の名前なんだろ。スゥは意味とか分かったりするのか？」

　ベオルの頭に乗って羽を休めていた赤あか燕つばめは眠たげに欠伸あくびを放つと首を傾かしげた。

「泥の心臓、って意味だと思うけど。鳥の古語を今の言葉に直すのは難しいから……」

「そういえばスゥの名前はスベルイ……」

「……スベルイロウシェン。虫の王」

「なるほど」

「鳥の名前はその人の特徴とか生まれを説明するものだから。普通は皆、省略するの」

　しかしロクトルの名前が泥の心臓だとして、彼の正体が分かるわけでもない。

　イルナはスゥからうつった欠伸あくびをかみ殺し、目をこする。

「……でも、たぶん白三日月の国ルーガーダから来てると思うわ」

「どうして」

「クルカがしていた髪留めに三日月形の王印があったから。それに王都ガズビオラは白しろ水すい晶しようの彫ほり物ものが特産品なのよ。白しろ水すい晶しようは言げん血けつを溜ためやすい鉱物で、良い願いを込めて作られたものは幸福を招くとも言われてる。凄すごく高価で、あんなの貴族しか身に着けないわ」

　そう言われてみても、クルカがどんな髪留めをしていたかなんて俺は思い出せない。イルナの洞察力は大したものだ。

「でも、ロクトルも白三日月の国ルーガーダの使者だとしたら、今俺達の後ろでやってる話し合いってのは、かなり重要な話なんじゃないのか？　二つの国の代表同士なわけだろ」

「そうでしょうね。でもあたしとしては、かえって納得がいったって感じ。ダボンは大口の商会所だから、白三日月の国ルーガーダと繫つながりがあってもおかしくないもの。彼が仕事の依頼に慎重になるのも分かるし……」

　イルナはそれ以上言葉を続けなかったが、きっと俺と同じことを考えていたに違いない。

　ロクトル達がここに来た理由。

　それは間違いなく、赤燕の国レポルガと白三日月の国ルーガーダの戦争に関するものなのだ。

　戦いは決して刀を抜いた瞬間に始まるものではない。地勢、気候、相手の状態、そういったものをあらかじめ確認し、その上で戦略を立てる。無論、それは誰にも気づかれぬよう行うものなのだ。兵の移動、武器や食料の備え、協力の依頼──既に戦争は始まっている。

　俺には想像すらできない戦いだ。焦燥感と共に覚えるのは、一つの果てしなさ。あまりに大きく、長大な時間をかけて進む戦いに対して、自分はたった一人の人間だ。武器は刀と言げん血けつだけ。蛇の血があるからと言って、国一つを止めることはできない。

　……かつて血けつ翼よく王おうはその身一つで、どうやって戦乱を治めたのだろう。

　そんなことを考え始めると、不意に肩へ重みを感じる。気付けばイルナの頭がこちらに寄りかかっていた。大丈夫か、と声をかけようとするが、微かすかな寝息が聞こえてきて口を閉じる。

「……イルナ、よっぽど疲れてたんだね」

　スゥが俺だけに聞こえるような声でそう囁ささやいた。確かに、彼女がこんな無防備な姿を晒さらすのは珍しい。仕事も終わりに近づいて緊張が緩んだのだろうか。

「ロクトル達の前だとチャフムも取れないし、よく眠れなかったみたいだよ」

　布で頭を隠し続けることは決して楽ではないと、かつて彼女も語っていた。そういえば護衛を始めてからしばらく彼女の猫耳を見ていないようにも思う。昼夜、他人の視線を意識する道中は想像以上にイルナの精神を疲弊させていたのかもしれない。

　布越しに伝わる彼女の熱に、俺の心臓も少しだけゆっくりと鼓動を響かせていた。そっと頰を撫なでると、イルナはどこか嬉うれしそうに笑みを浮かべ、身を寄せてくる。

　森は音一つなく、ロクトル達が議会所に消えてからどれだけ時間が経たったのかも分からなかった。このまま夜が明ければ、いよいよ護衛の仕事からも解放される。そう思い、夜闇に視線を漂わせていたある時、微かすかなざわめきが耳じ朶だに触れた。




　いや、音だけではない。俺に触れたのは、音だけではない、何か。

　……言げん血けつだ。しかも不穏な、刺とげ々とげしい感情。

「ベオル」

　俺が名を呼ぶや否いなや、彼もまた異変に気付いたのだろう。すっと首をもたげて周囲を睨にらむ。俺は間髪を容いれずにイルナの肩を叩たたき、起こした。

「……起きろ、何か変だ」

「え、なあに……」

　彼女は眠たげに瞼まぶたを上下させていたが、ベオルが夜闇に向かって放つ低い唸うなり声に異常を察知したのだろう。自ら、ぱん、と頰を叩たたくと立ち上がった。俺は刀を抜いて言げん血けつを繫つなぐ。緊張と抑えの利きかぬ興奮が四肢を駆け抜け、急速に血が巡り出す。

　議会所へと至る吊つり橋ばしの先に敵影は見当たらず、一見周囲は穏やかな夜を保っているように思われた。だが、やはり臭う。

「スゥ、何か見えるか」

「……別に変なものはないけど……」

　屋根の上に乗ってスゥは目を凝らす。しかし今一度、闇に目を向けたその時、




　──ドォン！

　朱色の炸さく裂れつ。寸前に見えたのは、議会所の壁に突き刺さった火矢とそこに繫つなげられた火薬瓶だった。それほど大きな衝撃ではないが、石壁は見事に砕け、裂け目が出来ている。

「スゥ！」

　その叫び声はイルナのもの。

　彼女の視線の先には爆発に巻き込まれ、床の上に墜落した一羽わの赤あか燕つばめの姿があった。俺は一瞬理解が及ばず、思考が完全に停止する。

　先に反応したのはアルナの言血。スゥが傷つけられた──その事実に対する火か焰えんのごとき憤ふん怒ぬ。赤せき刀とうから流れ込む彼女の力が、突如奔流となって俺を吞み込んだ。全身を巡る力道の流れが純粋な怒りによって膨れ上がり、暴れる。

「──っ」

　息を吐き、言げん血けつを御そうとするも不可能。視界が歪ゆがみ、手が震える。

　それほどまでに、アルナが怒っている。

　いや──俺も怒っているのだ。




　そして、黒い外がい套とうを纏まとい、布で口元まで隠した敵の一群が現れた時、俺を支配していた怒りは即座に抑えがたい殺意へと収しゆう斂れんした。やつらが来たのは吊つり橋ばしからではない。議会所を囲む欄干に引っ掛けた紐ひもをたぐり、直接上り込んできたのだ。手近な縄を即座に切り落とすも、その間に四人が道の上に登り切る。二足で踏み込んで一人の右腕を斬り飛ばし、返し刀にもう一人の脇腹を深く斬りつけた。三人目は刀を抜かれてしまう。こちらの袈け裟さに反応し流すも、遅い。すかさず崩しで手首を切り落とし、心臓に突きを入れる。

　どくり、と全身が震えた。

　染しみ込こんだ燕えん舞ぶの動き、それを突き動かす殺しの感情。それに意識が追いつかない。目の前の敵を斬っていいのか。そんな迷いなど、挟まれる余地がない。仲間が傷付き、相手はこちらに襲い掛かる。

　──ならば、殺せ。

　息をするように、俺の身体が反応する。次から次へと現れる敵を、一刀をもって断ち切った。

　七人目に向かおうとすると、夜闇から矢が飛んでくる。間一髪で避けるも、背後では再び火薬が炸さく裂れつした。俺は爆発の衝撃で欄干に打ち付けられ、耳に針で刺すような痛みを覚える。耳じ殻かくを切られただけでなく、鼓膜が破れたらしい。

　七人目の敵は素早く駆け寄るとまっすぐに刀を振り下ろしてきた。俺は身体を撥はね起こしてそれを避け、片手で刀を振り下ろす。二撃凌しのがれるが、三撃目で相手の身体が浮く。肺を潰すように思いきり蹴りを打ち込むと、白目を剝むいてばたりと倒れた。

　ベオルの足元には三人の死骸。既に議会所の前は惨状と化していた。議会所の壁の裂け目から、緊迫した表情のロクトルが見えた。「一体何事だ！」と青鷹たかが叫ぶ声も聞こえてくる。

「襲撃です！　そこから動かないようにお願いします！」

　イルナの声は震えていた。だが俺は声をかけるよりも先に、新たに現れた敵の首を斬り飛ばす。果たしてイルナが怯おびえていたのは、敵か俺か。やらねばやられる。そんな当たり前だったはずのことが今では現実味のないものに思われた。死の言げん血けつ。むせ返るような苦痛の香り。

　……なんだ、これは。

　何なんだ、この俺は。

　自分が八人も殺したということ、そこに躊躇ためらいなどなかったことに呆ぼう然ぜんとする。ほんの少し前、眠るイルナの傍かたわらで静かに夜を眺めていた自分と今の自分が、どうしても繫つながらない。

「ユウファ！」

　イルナに呼ばれ、意識が戻る。今度の敵は左右から襲ってきた。俺が一人、ベオルが一人に対たい峙じする。イルナに戦わせるわけにはいかない。目の前の敵を一撃でもって止めなければ、間に合わない。

　相手が直刀を抜き、片腕で逆袈け裟さに切り上げる。額を切り裂く素早い振り。俺は首を傾かしげて避けるが、敵の返し刀が速い。横に受け止めると、鋭い剣けん戟げき音が静寂を割った。

　言げん血けつを縦に繫つなぎ、押し返す。相手が脇を開いたところに、首から肩へ一息に袈け裟さを流した。

　──ギンッ。

　凌しのがれた。二の太刀を縦に振り下ろす。またも凌しのがれる。

　足の捌さばき、太刀筋の揺るぎなさ、滑るような手首の返し。刀の切っ先まで染しみ透とおった言げん血けつを感じる。しかも、全てが繫つながっている──殺しの刀。これまでの相手とは格が違う。

　身体を捻ひねりこちらの一撃を躱かわした次の瞬間、ねじ込むようにして緩やかな突きを放ってくる。朧おぼろ月づきを鈍く映し込み、白銀の太刀筋が煌きらめいた。俺は肩を落とし、前に倒れ込むようにして掌底を打つ。しかし相手も速い。腰を後ろに外し、足を添えて勢いを殺すと二足で後退する。

　こちらが正中上段に構えれば、相手は斜め中段、受けの構え。なぜ追撃してこないのか。その疑問に答えるようにして、背後でイルナの叫びが響いた。




「きゃあっ！」

　思わず振り向けば、視界の端で一人の敵が彼女に襲い掛かっていた。木をよじ登って現れた三人目。ベオルも俺も、所詮は陽動──目的はイルナの背後、議会所の中だ。

　初撃。間一髪、イルナが短刀で太刀を受けた。しかしそれは単なる幸運。二の太刀で得物を弾はじかれる。彼女は後ろに倒れ込み、辛くも返し刀が外れるが、相手は容赦ない追撃。強烈な下段の蹴りが、イルナの側頭部に直撃した。華きや奢しやな少女の身体が議会所の壁に打ち付けられる。

　──だが、次の瞬間感じたのは怒りではなく恐怖。

　まるで、お前の相手はこちらだ、とでも言うような殺気の知覚。

　俺は本能的にしゃがみこみ、視界の外から繰り出された袈け裟さ切りを避けていた。視線を戻せば、敵は既に間合い。一瞬の隙に詰められている。

　イルナに気を取られれば、俺が殺されかねない。

　立て続けに猛烈な連撃を受け、息を止めてそれに応じる。関節を狙った細やかな乱れ打ち。決して深追いをせず、むしろ軽やかとも言うべき切きり返かえしの応酬だった。

　……気を抜けばやられる。だが、俺が助けなければイルナが殺される。

　周囲に満ちる死人の言げん血けつに皮膚は焼けつくようだった。しかし身体を巡る二つの言げん血けつ、俺とアルナの熱情は惑い、暴れ、狂っていく。目前の敵への怒りと背後に迫る死の恐怖。二つの方向に感覚が引き裂かれ、俺は一瞬、目で前を見つめながら言血で背後を見つめていた。感覚に意識が追いつかない。──いや、意識を感覚が飛び越したのだ。完全な死角の中で、一人の敵がイルナに刀を振り下ろすのが分かった。

　そして俺の背後で、一つの命が潰えたのだ。




「──」

　時が止まったのではないかと思った。

　いや、実際その場にいた全てのものは止まっていたのだ。なぜか俺が対たい峙じしていた敵は刀を振り上げたまま、凍りついている。布の隙間から見える相手の眼差まなざしは俺の背後に注がれ、釘くぎづけにされていた。

　俺は敵から視線を外すことも構わず、その眼差まなざしの先を追う。振り向くとそこにあったのは、一つの死体。一本の刀に心臓を貫かれた娘。

　しかしそれはイルナではなかった。

　まるでイルナを庇かばうようにして足を踏み出したクルカの身体が、一本の刀に貫かれていたのだ。ベオルが対たい峙じしていた敵もまた彼女を見つめ、さらには彼女を殺した敵本人でさえ、ただ呆ぼう然ぜんとして立ち尽くしている。

　全てが静止した中で、ゆっくりとクルカが足を崩し、イルナの上に倒れ込んだ。

「ク……クルカ……さん？」

　イルナがクルカの頭を抱え、震えた声で尋ねた。クルカはなぜかまっすぐにイルナを見つめ返し、それからゆっくりと手を伸ばす。そしてイルナの額に一瞬、触れた。

　それが最後。クルカは完全に息絶え、腕がだらりと落ちる。

　心臓から溢れ出た大量の血が忽たちまち服を染め上げた。

　異様な沈黙が俺達を取り巻いていた。まるであらゆる言葉がそこでは死んでいるかのように、敵も味方も、そこにいた全ての口は結ばれ、止まっていた。

　クルカはイルナを守ろうとしたに違いない。彼女の足元には抜き身のナイフが落ちており、しかしそれが敵の身体に届くよりも先に相手の刀が彼女の身体を貫いたのだ。

　だが、敵はどうして動きを止める必要があったのか。ようやくそこに疑問を向ける余裕が出来た時、敵達もまた自らの状況を思い出したらしい。俺に向かって刀を振り上げていた一人が、恐るべき怒声でもって沈黙を破った。

「撤退するぞっ！」

　そして俺に目もくれず、イルナに向かって駆け寄ったかと思うと、そのまま彼女を片腕に抱きかかえる。

「な、何を──」

　イルナの声はそこで途切れる。言げん血けつを流して気絶させたのか、振り上げられた腕からするりと力が抜けていった。

「イルナっ！」

　俺が飛び掛かると、クルカを殺したもう一人の敵が立ち塞がる。その間にもイルナは敵に抱えられ、吊つり橋ばしの方に運ばれようとしていた。

　……理解できない。

　自分の置かれている状況に全く理解が追いつかない。まるで赤あか燕つばめの森でアルナと共に襲撃を受けた時のように、一切の説明もないまま事態が進む。そして、誰かが傷ついていく。いまだ地面に倒れたままのスゥと敵に攫さらわれかけているイルナ。彼女達を失う、そんな想像をしただけで言げん血けつが凍りつき、そして燃え上がった。

　駄目だ。絶対に、許さない。もう俺は、大切な存在を誰ひとり奪わせたりなどしない。二度とあの悲しみを繰り返したくはない……！

　全身に言げん血けつが巡り、血液が沸騰する。瞬間、夜闇に青い光が閃ひらめいた。赤せき刀とうから電光にも似た輝きが迸ほとばしり、発火する。俺の感情に応えるように、アルナの言げん血けつが赤く刀身を燃え上がらせた。

「──っ」

　突然の炎に、敵がのけ反る。その隙に続けざまの三連撃。言げん血けつが飽和し、極点に置いて定まる太刀筋を相手はただ受けるのみ。四の太刀を叩たたきこむと、敵の刀は砕け、脳天と臍へそを繫つなぐ一線を一気に両断した。

　人の肉が焼ける醜悪な臭い。だが血は噴き出す前に焼き尽くされ、返り血はない。

　俺は息を浅く吐き出し、イルナを背負い逃げた敵に視線をやった。相手は既に吊つり橋ばしを渡り、隣の木に移ったかと思うと、橋を繫つないでいた縄を一刀で断ち切る。

　だが、そんなものがなんだというのか。

　俺は地を蹴り、二十歩の宙を跳躍した。逃がすわけにいかない。己の肉が弾はじけ飛ぼうが、己の骨が砕け散ろうが、絶対にイルナを取り戻す。
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　敵の背を追う。赤せき刀とうの刀身に霧が触れ、その軌道を描くように蒸発した白煙が線を引く。

　ピマの街では至る所で襲撃が起きていた。議会所だけではない。樹じゆ上じようの街は炸さく裂れつする火薬で破壊され、また地上からも動乱の喧けん噪そうが聞こえてくる。どれほど少なく見積もっても敵の数は百では利きかないだろう。

　これは単なる襲撃ではない。戦争なのだ。

　イルナを背負った敵が指笛で合図をすると、こちらを阻はばむようにして次々と別の敵が現れる。あれほどの手練てだれはいない。ほとんど一いつ閃せんか、次撃で片が付く。とはいえ一斉に太刀を受ければ、足を止めざるを得ない。刀だけでなく弩いしゆみや小弓を使ってくる者もいる。俺がその一人一人を斬り伏せる間に、イルナはどんどんと遠くへ運ばれていった。

　じきに自分が何人殺したのかすら分からなくなった。師匠を殺すまでに背負った命の数など、この一晩で二倍にも三倍にも増えてしまった。返り血に皮膚は焼けつくが、今は自分の激情の方が痛い。自分が抱える熱に耐え切れず溶解する炉のように、自分の肉体が急速に壊れていく。

　それでも、今動きを止めたのならば、俺は殺され、イルナは奪われる。

　そのことへの恐怖、怒り、痛みに満ちたその感情だけが身体を突き動かしていた。そして、いつしかイルナを背負った敵が階段を降り、大地に辿たどりつくのが見えた時、最後の箍たがが外れた。

　刀を構え走り込んできた敵を一刀で断ち切り、欄干に足をかける。そして、飛んだ。俺はまっすぐに地面へと墜落し、直前、近くの木に刀を挿し込んで、勢いを殺す。赤せき刀とうは軋きしみもしない。その負荷はただ言げん血けつで繫つないだ手に集約する。地面に降りつき、刀を幹から抜き取った時、皮膚の千切れた手の平からは、まるで水の染しみ込こんだ布を絞るように大量の血が零こぼれ落おちた。

　息を吐き出し、もう一度言げん血けつを繫つなぎ直すと再び赤せき刀とうが発火する。俺が上から飛び降りる姿を見ていたせいか、近くにいた敵は皆一様に後ずさった。イルナを背負っていた敵もまた、立ち止まりこちらをじっと見つめている。

　距離はいまだ二十歩。

　いや、たったの二十歩。この程度の距離は二足で飛騰できる。

　刀を収めて腰を落とし、上体に流す力は一糸一いち毫ごう。鼓動の一回、心臓が膨らみ縮むその瞬間に、下か腿たいへ全ての言げん血けつを圧縮する。

　跳水。




　──ガンッ。

　敵の直刀が砕けた。瞬まばたきの合間に間合いへ飛び込み、胴を薙なぐ一いつ閃せん。しかし、敵は即座にイルナを放り投げ、抜刀。反りのない刀はこちらの勢いを殺し切れず真っ二つに両断されたが、それでも十二分な反応だった。

　脚部に放った言げん血けつを全身に戻すのに数瞬、俺も動きが止まる。敵は即座に刀を投げ捨て、もう一本の刀を抜き放った。優美な曲線と素朴なまでに中庸を極めた長さの刀身。それは俺が握り締めるものと寸分違わぬ一振りの得物。

　赤せき刀とう。

「そいつを連れていけ！　全員撤退だ、こいつは自分が片を付ける！」

　相手が叫ぶと、近くにいた敵がイルナを抱え、犬に乗る。しまった、と後悔する暇もない。素早い袈け裟さの一撃が迫り、こちらはそれに意識を持っていかれた。

「よそ見をしている暇はないぞ」

　声音は思ったよりも若い。体格は俺よりも少し大きいくらいか。そして間違いなく蛇の血。まるでこれまでは手を抜いていたとばかり、凄すさまじい力でこちらを圧おしてくる。

　イルナを乗せた犬が走り出す。手が震え、赤せき刀とうが白熱を帯びる。だが、どうしようもない。こちらに一切の隙を与えぬ猛烈な燕えん舞ぶを敵は繰り出した。

　横薙なぎ、躱た閃せん、掌底、突き、どれをとっても完成された燕えん舞ぶの一片。そしてそれを迷いなく繫つなぎ組み合わせる攻めの妙。三太刀受ければすぐに分かる。これは殺しの燕えん舞ぶ。崩しが編み込まれた、本当の刀術だ。

「──っ」

　こちらも全力でもって応ずるしかない。元より強いと思っていたが、この敵、直刀は本来自分の刀ではなかったか。議会所の前で戦った時よりも動きに無駄がなく、そして速い。借り物ではない、真の翼で舞い踊る燕えん舞ぶ。間違いなく、この敵は極めているのだ。それも凡百の稽古では到達できない、護舞官に相応しい刀術の域。

　正直、これほどまでの使い手を俺は師匠以外に知らなかった。一切、自らが優位に立てるとは思えないこの感覚。アルナのために舞った、あの送そう燕えんの儀。師匠と俺が繰り広げた燕えん舞ぶが脳裏に浮かぶ。

　互いが互いの動きを知っている。故に互いが後の先をとろうと、読み、読まれて刀を振るう。それぞれの一刀は、それ以外の解のないものとして、ひとたび違えれば死を招く。しかしどちらも譲らない。最善手と最善手の循環。果てのない剣けん戟げき。

　だが、限界が来る。

　消耗に消耗を重ねるこの戦い、言げん血けつの歪ゆがみ一つで全てが狂う燕えん舞ぶにおいて、先にしくじったのはこちら。

　振り下ろした刀の返しが、ほんの僅かに遅れたのだ。

　相手の追撃を凌しのぐが、それも遅れる。三の太刀はさらに遅れる。遅れが重なり、太刀筋は歪ゆがみ、やがてただ一方的な防戦になる。

　そして最後の一撃。

　鋭い横薙なぎを受けるのは凡庸なまでの構え。燕えん舞ぶが分かるからこそ、予測できる。この一いつ閃せんで自分は横に刀を弾はじかれ、脇を開く。そこをとどめの袈け裟さが撫なで、心臓を断つ。

　ここで死んだか。そう思った次の瞬間、




　──ギィンッ！

　俺の刀は予想通り弾はじかれた。だが、一つだけ忘れていたことがある。互いの腕が互角でも互いの刀は互角ではない。寸法、重さが同じでもその質は別。あれだけの人間を斬り、刀を受けてなお傷一つないアルナの赤せき刀とうに対し、敵の赤せき刀とうは最後の一撃を前にして砕け散ったのだ。

　刀身の半ばで折れたその刀は、袈け裟さに振っても届かない。

　そして一撃の猶予があれば、十分なのだ。俺は刀を切り上げて相手の折れた刀を吹き飛ばし、そのまま首下に切っ先を突きつけた。なんとか殺しを踏みとどまったのは、イルナを助けるため、情報を引き出せるはずだという冷静な判断が残っていたからだろうか。

　しかしもはや限界を迎えていた腕は勢いを止められず、赤せき刀とうの先がほんの僅か敵の咽喉のどに刺さる。痛みに敵の目が歪ゆがんだ。そして敵は信じがたいものを見るように、俺を見据え、はっきりとこう口にしたのだ。




「……お前、ユウファ、なのか？」




　なぜ、その名前が出てきたのか。相手の口から零こぼれた言葉に、俺は頭が真っ白になる。

　同時に忽たちまち相手の殺気が消散していくのを感じた。こちらも張り詰めていたものがふと緩み、赤せき刀とうの火も消える。そして言げん血けつが分断されるにつれ、全身が酷ひどい痛みを訴えた。骨の一節、肉の一片一片を引き剝がされるような激痛。敵の首下に突き付けていた切っ先がぶれ、地に膝をつきそうになる。

　しかし気付けば、俺達は鎧よろいをまとった人間に周囲を取り囲まれていた。おそらくはピマの兵士だろう。短たん槍そうを差し向け、鋭い眼差まなざしを送ってくる。しかも、なぜか槍やりの穂先は俺にまで向けられていた。

「刀を捨てろっ！」

　いや、俺は味方だ。襲撃者の敵を何人殺したと思っているのか。

　だが説明してどうにかなる雰囲気にも思えない。それに何より、口を動かすことさえ億おつ劫くうなのだ。怒りの言げん血けつが途切れた瞬間から、全身に浴びた返り血が意識を蝕むしばみ始めた。全身を炎に投じるかのような苛烈な死の言げん血けつ。もしもアルナの言げん血けつを手放したならば、意識が吹き飛ぶのは間違いない。

　この身体はどうなっても構わない。だがもしも今俺が気を失えば、イルナを追いかけることができなくなる。イルナを攫さらい、スゥを傷つけた敵を手放すことになる。

　それだけは駄目だ。諦められない。

　その想おもいだけで俺は意識を繫つなぎ、二本の足で立っているに過ぎなかった。

　だが不意に、遠方から人々の悲鳴が聞こえる。そして人垣を蹴散らし、現れたのは二頭の犬。白と黒の巨きよ軀く。

　ベオルと───タイロ？

　なぜか師匠の軍犬がベオルの隣にいる。




「ガルーテン殿！　お乗りください！」

　上から響いたのはロクトルの声。だが、俺はもう足を動かすことさえできない。すると代わりに動いたのは俺に切っ先を向けられていた敵の燕えん舞ぶ使い。そいつは切り殺されることも恐れず一歩踏み込み、こちらの脇に腕を挿し込むと、そのまま俺を肩に抱え上げた。

　敵は俺をベオルの背中に乗せ、そのまま自分もベオルに跨またがる。そして叫んだ。

「走れっ！」

　二頭の犬が一斉に地を蹴る。タイロが道を開き、その後ろをベオルが走る。夜の森を脇目もふらずに駆け抜ける。

　敵が俺を助け、ロクトルもまた俺達と共にピマから逃げようとしていた。まるで事態の展開に付いていくことができない。一体何が起き、誰が敵で、誰が味方なのか。だが、ベオルの背に揺られながら、俺は遂ついに意識が遠のき始めていた。骨の髄まで染しみ渡わたった返り血の痛みに気は狂い、肉体にかけ続けた負担もまた誤摩化し切れぬものになっていた。

　視界が急速に霞かすんでいく中、不意にかつての光景が重なった。

　アルナと共に逃げた夜の森。前を行くタイロと俺を運ぶベオルの毛並み。

　全てが始まったあの夜。

　全ての終わりが始まったあの夜。

　俺はもう一度、あれを繰り返すのか──……




　　　　□　□　□




　激痛に目が覚める。全身は汗にまみれ、手足の先は死んだように感覚がない。俺は寝床から出て汗を拭いながら、どうして悪夢を見たのかと自問する。最近は久しく経験していない。孤児院を出てから数年、他人の言げん血けつにあてられることなど滅多になかったはずだ。もしかして昨日、城下町の祭を覗のぞきに行ったせいだろうか。少しは成長したかと思っていたけれど、まだまだ精進が足りないらしい。

　着替えが終わると丁度朝の六つ時、士官寮の呼び鈴が鳴る。俺は目を閉じ、言げん血けつの乱れが収まるのを確認してから部屋を出た。

　朝のこの時間、士官達はぞろぞろと列をなして一階の大食堂に向かい、入った者から順に朝食を受け取る。大鍋で炊かれた麦粥かゆに羊の乳脂、それから葡萄ぶどうが一房。俺は適当な席に着き、ぬるい粥かゆを腹に流し込んだ。塩気はほとんどなく、どろりとした粉を飲んでいるような気分だが、それでも食べなければ始まらない。半分しなびた果実も残さず食べ、種も嚙かみ砕くだいて飲み込んでしまう。食べられるものは何でも食べて、それからさっさと食堂を出た。

　俺は士官寮から稽古場へと続く道を歩く。野原の向こうにはこちらを睥へい睨げいするように聳そびえ立たつ王宮、とりわけ巨大な大理石で作られたという白亜の壁が見える。赤あか燕つばめの森を切り拓ひらいて作った小道を抜け、稽古場に辿たどりつくと、そこには既に二人の子供がいた。

　明るい琥こ珀はく色をした髪の少年と茶髪の少女。彼らは親しげに言葉を交わしていたが、向かいからやってきた俺に気付くと口をつぐむ。

「おはよう」

　俺がそう言うと、少女の方が慎つつましげな微笑ほほえみを浮かべ、「おはよう、ユウファ君」と返してくれる。少年はじろりとこちらを見て、

「……早いな、お前」

　と呟つぶやいた。

「君達だって早いじゃん」

　多くの兵士が集まるのは朝の八つ時。まだ七つ時の手前にあって、年とし端はが十にも満たない三人が稽古場に来ているのだ。

　ガタリとマーナは士官寮ではなくエスレイの城下町に住んでいる。おそらく俺よりも早起きしなければこの時間には間に合わないだろう。本当に二人の熱心さには感心しているのだけれど、なぜかガタリは俺の返答に眉を顰しかめ、先に稽古場に入っていった。マーナは少し困ったようにガタリの背中を見つめ、それから俺を見つめるが、結局何も言わずに稽古場に入る。最後が俺。それぞれは身体を解ほぐし、関節を温めた後、壁にかけられた木刀を取る。そこからはひたすらに型稽古。誰も言葉を交わさず、それぞれが己の修練に励む。

　こうしていつもの一日が始まるのだ。

　三人の日常。

　護ご舞ぶ官かん見習いを目指す三人の、毎日が。




　　　　□　□　□




　……随分と懐なつかしい記憶だった。

　まだ士官になって五年も経たたぬ頃、俺には二人の同志がいた。

　ガタリ＝アルマンとマーナ＝ペルゲン。

　ヘイダス＝シャグラムの下で燕えん舞ぶの修業を重ね、最後までその指導に付いていくことのできた者達。俺、ガタリ、マーナの他にも志願者はいたが、稽古の厳しさから、一年も経たたぬうちにその多くが脱落していった。それゆえ、俺は三人だけの稽古の方がよほど記憶に残っている。

　勿もち論ろん、最初から仲が良かったわけではない。一日隣で稽古をしながら、まともな会話など滅多になかった。……まあ、正確に言えばガタリとマーナは普通に会話をしていたし、マーナは俺にも挨拶を返してくれた。距離があったのは俺とガタリの関係だろう。

　こっちは警戒なんかしていない。俺はいつだって彼らを凄すごいと思っていた。有名な貴族の家柄でありながら、決して自らに怠慢を許さず、ひたすら稽古に打ち込むその姿勢を、素直に尊敬していた。だが、ガタリは違ったらしい。彼はずっと俺から距離を置き、いつも対抗心を露あらわにした。それは時に練習試合にまで影響がおよび、俺はとうとう、彼に殺されかけることになったのだ。

　そしてその日が俺達にとって、最も大切な一日となった──。




　　　　□　□　□




　マーナと俺の稽古、マーナとガタリの稽古は特に問題もなく終わった。お互いが軽い攻撃を喰くらいながらも、結果としてはマーナの二敗。俺とガタリの戦いが最後ということになった。実戦形式の勝負とはいえ、お互いが共に未熟で、燕えん舞ぶもほとんど身についていない。予測のつかない相手と戦うとなれば、身のこなしは忽たちまち棒を振り回すだけの粗野なものになってしまう。とはいえ、どちらも根気だけはあった。腕を叩たたかれ、足を突かれ、それでも決してとどめを許さず、倒れない。

　ついには日も傾き、審判をしていた師匠も仕事の時間になってしまった。

「……まあ、とりあえず今日のところは止めだ。二人とも疲れただろう。稽古はこれで十分。俺は先に王宮に戻るが、ちゃんと木刀を磨いてから帰るんだぞ」

　しかしガタリは切っ先をこちらに向けたまま、こう返す。

「まだ、決着が付いていません」

「決着なぞつけてどうする。これはどちらが強いかを決めるための稽古じゃない。お前達の得意な型、苦手な型を確認して、できるだけ癖をなくすためのもんだ」

「しかし勝負は勝負です。貴族たる者、いかなる勝負でも途中で投げ出すことは許されません」

　頑として譲らないガタリに、師匠はやれやれといった表情で髭ひげを撫なでまわす。

「何も投げ出すわけじゃあるまい。引き分けもまた、一つの勝負の終わりだろう」

「……それは終わりじゃありません」

「いいや、終わりだ。どちらかが勝つまで戦う、それでないと終わらない、なんて勝負は大抵幸せなもんじゃない。そういうのはお前達にはまだ早い。──いいな、これで終わりだ。片付けてさっさと休め。普段使わない筋肉を使って、疲労も激しいだろうからな」

　師匠はそう言い置くと足早に稽古場を去った。護ご舞ぶ官かんになる見込みのある三人のためとはいえ、自らの業務もまた人一倍抱えているのだ。実際、その功績を耳にすると尋常の二倍は働いているような印象を受けるから忙しいのも当然と言える。

　俺は構えを解き片づけを始めようとしたのだが、なぜかガタリに呼び止められた。

「……おい、ユウファ」

「なに」

「構えろ。まだ戦いは終わっていない」

　……本気か。こっちはもうへとへとだし、出来ることならさっさと寝たい。

　俺が呆あきれて見つめ返すと、ガタリは眉間に皺しわをよせ、睨にらみつけてくる。一見すると少女かと思うような綺き麗れいな顔立ちをしているが、この負けず嫌いな性格は苛烈そのもの。エスレイでも由ゆい緒しよ正しい貴族の生まれらしく、常に重要なのは誇りと美しさ。……孤児院の片隅で縮こまっていた俺とはあまり反りが合わないのかもしれない。

「オレはやんない」

「逃げるつもりか」

「いや、どうせまた稽古する時は来るし、その時に決着付ければいいじゃん」

　ぎりぎり、とガタリが歯を食いしばる。もはや稽古場に俺達以外の人間はおらず、敵意に満ちた静けさが周囲に張り詰めている。

「ねえ、ガタリ、ヘイダス先生も終わりって言ってたし、ユウファ君の言うとおりだよ」

「マーナはあっちの肩を持つのか。君も騎士の家系だろう。こんな中ちゆう途と半はん端ぱな戦いを認められるのか」

「わ、私は騎士じゃないし……二人に負けちゃったし……」

「勝ち負けが重要なんじゃない！　僕が勝とうが相手が勝とうが、そんなのはどうでもいいんだ！　決着というのは、いかに力を出し切るかだ！　僕が気に入らないのはユウファの態度……その、勝負に対する適当な態度なんだ！」

　怒りの矛先がこちらに向き直る。なんか口から火が出そうな勢いだ。

「……オレ、真面目にやってるつもりなんだけど」

「噓うそを吐くな。いつも眉一つ動かさないで、刀を振るなんて……こちらを馬鹿にするのもいい加減にしろ。僕ばかりが必死にあがいて……惨みじめじゃないか！」

　や、やつあたりじゃないか。それ。

「僕は、お前の本気が見たいんだっ！」

　ガタリの言げん血けつが皮膚に刺さる。本当にどうすればいいのか。……とはいえ、俺は彼を嫌いではない。俺に苛いら立だちを隠せないのも、こうやって喧けん嘩かを吹っ掛けてくるのも、結局は燕えん舞ぶに対して真面目だからだ。勿もち論ろん言げん血けつをぶつけられれば痛いのだが、不快なものじゃない。貴族としての振る舞いを大切にするだけあって、心根は凄すごくまっすぐだと思う。

　それゆえ、仕方なく木刀を構え直す。ガタリだってここまで来たら、下手に引き下がることはできないだろう。ここはさっさと勝負を受けてしまった方が早く帰れそうだ。

「ちょっと、ユウファ君！」

　マーナが何をやってるんだと咎とがめるような眼差まなざしを送ってくる。ガタリはごく真剣な表情を崩さぬまま、一瞬刀を腰帯に戻す動作を模し、頭を下げた。俺も礼の所作を返し、両者は五歩の間合いで構え合う。

　それから、互いが踏み込んだ。夕暮れの稽古場に木と木がぶつかり合う高い音が響き渡る。もう戦いを止める者はおらず、どちらかが参るまで続けるしかない。

　だが、それほど時間も経たたぬうちに戦いの決着は着いてしまった。もう俺の体力が残っていなかったのだ。足に踏ん張りが利きかず、正面からの振り下ろしを受け止めきれなかった。押し倒されるように地面へ叩たたきつけられ、容赦ない追撃に刀も弾はじき飛とばされる。

「ガタリ！」

　マーナの制止があってなお、彼はもう一度天高く振りかぶると、鋭い袈け裟さ斬ぎりを放ってきた。




　──ガンッ、と響いたのは耳元の地面。さすがにこちらの顔面を潰すつもりはなかったらしい。ガタリの木刀は俺の側頭部を掠かすめるように地面へ突き刺さっていた。

「……参りました」

　一瞬殺されるかと思った。しかしこれで勝負から解放されるぞと安心していると、なぜか胸倉を摑つかまれる。

「いや、まだだっ！」

「ガタリの勝ちだよ。オレ、もう動けないし」

「お前はまだ──本気じゃないだろうっ！」

　……またそれか。俺は決して手を抜いているつもりはないし、最大限出来ることをやっている。この勝負の結果はガタリの疑いない強さの証拠だと思うのだが。

　しかしガタリは額を歪ゆがめたまま、苦しげに言葉を吐き出す。

「どうしてお前はそうやって……いつも無表情でいられるんだ。失敗しても成功しても、何一つ変わらない。何も分からない」

「……ガタリは相手の底が見えないと、不安なの？」

　彼の目が怒りに見開かれる。殴られるかと思ったが、彼は即座に感情を抑え、摑つかんでいた俺の稽古着も放す。そして静かに、一切の苦悩を隠そうとせず、こう吐露した。

「そうだ。僕はお前が怖い」

　そんな顔をするガタリを俺は今まで見たことがなかった。マーナも一緒だろう。稽古場が異様な静けさに覆われて、二人ともガタリの次の言葉を待つ。

「初めて会った時から……僕はお前が怖くて仕方ない。なぜならお前は限界を見せようとしないからだ。今、僕が勝とうがそんなことは何の意味もないんだ。お前はいつでも、知らぬ間に限界を超えてしまいそうだから。俺の届かない場所に、すぐ飛んでいってしまいそうな気がするから」

「……オレは普通の人間だよ」

「普通の人間は、もっと怖がる。もっと底が見えるんだ。僕はこうやってお前を倒しても、何一つ達成感を得られない。安心することができない」

「……これでも、怖がってるつもりなんだけどな。オレだって死にたくないし、勝ちたいって思う時だってあるし……ただ上手うまくそれを表現できていないだけだよ」

「でも、お前はまだ命を懸けたことがないだろう」

　木刀での試合に、命も何もないだろう。しかしガタリは至って真面目な調子でそう言ったのだった。きっと彼は練習にさえ命を懸けるつもりでやっているのかもしれない。

　俺は身体を起こし、服に付いた土を払い落としながら考える。……なぜ俺は本気にならないのか。なぜ命を懸ける気にならないのか。




「いや──だってさ、オレの命はアルナのためにあるんだもん」




「……アルナ？」

「あ、アルナリス王女のこと。でもガタリだってマーナだって、護ご舞ぶ官かんになりたいんでしょ？　なら皆、同じじゃないの？　たぶんオレが本気になって、命を懸けようと思うのはアルナを守ろうと思った時だけだよ」

　ガタリもマーナもなぜか言葉を失っていた。ガタリはそれから考え込むように拳を額に押し当てていたが、やがて大きな溜ため息いきを漏らし、小さく笑った。

「すごいな、お前」

「え、何が」

「やっぱり僕が、未熟だっただけだ」

　彼は弾はじき飛とばした俺の木刀を拾いに行き、わざわざこちらに返してくる。マーナもほっとした様子で濡ぬれ布巾を用意し、俺達に渡してきた。

　それから俺達は地面に座り込み、木刀の手入れをする。その途中、マーナはおずおずと俺に尋ねてきた。

「ね、ねえ、ユウファ君はどうしてアルナリス様のことをアルナって呼んでるの？」

「え、アルナはアルナだし……普通はアルナリス様って呼ぶの？」

　ぽかんと口を開ける二人。それから俺がアルナと初めて会った時のこと、今でも毎日のように会っていることを話すと、開いていた口がますます大きくなっていった。

「……そんな変な話かな？」

「い、いや……そりゃ……なあ……」

　ガタリの震え声にマーナもよく分からぬ同意を返す。しかし咳せき払ばらいをしたかと思うとガタリは一転低い声で忠告をしてくる。

「ユウファ……その話、誰にもしてないよな？」

「え、うん。たぶん二人が初めてだと思うけど」

「絶対に他の人間に言うんじゃないぞ。……そんなこと上官連中が聞いたら卒倒する。王女が王宮を抜け出しているのも驚きだが、お前が手しゆ語ごを知っているなんて聞いたら間違いなく大問題になる」

　そういうものなのか。まあ、ガタリが言うんだから間違いないのだろう。これからは気を付けよう。

　分かった、と言って頷うなずくと、ガタリはまた大きな溜ため息いきを吐いたが、もはやそこに他人行儀なところは一切ない。彼は苦笑し、こう続ける。

「それにしても、ユウファは二歩も三歩も先を歩いていたわけか」

「そう？」

「そうだよ。最低でも僕は自分が強くなること、それしか頭になかった。護ご舞ぶ官かんになってどうしたいとか、王女をどういう風に守りたいとか考えたこともなかったんだ。まあ会ったこともない人を想像するというのは、難しいんだが」

　マーナも頷うなずく。

「私も燕えん舞ぶを覚えるのに必死で、そういうこと考えたことなかったなあ……それにきっと護ご舞ぶ官かん見習いに選ばれなかったらどうしようとか、そういうことも考えないといけないのかもね」

　俺にその発想はなかったが、言われてみればその通りだ。護ご舞ぶ官かん見習いになれるのは一人だけ。数年後にはこの三人のうち一人だけが選ばれることになる。他の二人は別の道を歩むのだ。

「でも、護ご舞ぶ官かんになってもなれなくても、オレはアルナが笑っていればそれでいいよ」

　俺がそう言うと、マーナはくすくすと笑って、穏やかに首を縦に振る。

「そうだね。王女様が笑っていられる国は、きっと幸せだよね」

　ガタリも相変わらず苦笑したまま、しかしはっきりと頷うなずいた。

「皆が笑っていられるように、僕達はもっと強くなって、この国を守り続けないとな」

　それから俺達は時間が過ぎるのも忘れてお互いのことを話し合った。自分の生まれ、好きな食べ物、苦手な燕えん舞ぶの型。それは本当に他愛のないことだったけれど、実に穏やかで楽しい時間だった。話が終わる頃にはすっかり夜になっていて、俺達は慌てて帰路に着く。

　だがその日、俺はあんなに疲れていたのに、すぐ眠ることができなかった。

　小さな心臓がずっと飛び跳ねていたのだ。

　ガタリ＝アルマンとマーナ＝ペルゲン。

　二人の同志ができたことが、俺は眠れぬほど嬉うれしかった。




　　　　□　□　□




　それは間違いなく、三人にとっての約束の日だった。俺が痛みを感じずに友人と話した初めての記憶。護ご舞ぶ官かんを目指す三人が正面から言葉を交わした最初の記憶だ。

　三人はそれぞれが護ご舞ぶ官かんへなるための決意を固め、想おもいを分かち合った。ガタリとマーナはアルナの笑顔を心に浮かべ、俺はその日以来、アルナをアルナリス様と呼ぶようになった。

　まさにその日から、始まったのだ。

　三人の目指す国が、一人の王女が笑っていられる、そういう国が始まった。

　しかし、なぜこんなことを思い出すのだろう。

　なぜ、俺は懐なつかしい記憶の中を漂っているのだろう。




　──ユウファ。




　ふと、彼女に呼ばれたような気がした。

　本当に目を覚まさなければならない。

　夢は、終わらなければならない──……
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　顔に当たる陽光で目が覚めた。その眩まばゆさに一瞬目の奥が痛むが、ぼんやりと焦点を合わせていくと、屋根裏に渡された無骨な梁はりが見える。どうやら自分は民家のような建物の一室に寝かされているらしい。

　誰かいないかと首をひねると、見慣れた一羽わの鳥がこちらを見つめていた。

「あ、起きた」

「……スゥ、無事だったのか……」

「全然無事じゃないよー。ほら、折角綺き麗れいなボクの羽が包帯のせいで見えないでしょ」

　スゥはわざとらしいほど明るい調子で右翼を見せる。緋ひ色いろの宝石細工のような羽は麻布で包まれ、添え木が施されていた。おそらくはあの爆発で翼が折れたのだろう。彼女はいつものように俺の肩や頭に飛び乗ることもせず、よたよたと地面に降りる。

「……飛べないのか？」

「……まあ、今はね。でももう痛くないから、大丈夫だよ」

　大丈夫なわけがない。鳥が飛べないなど、人であれば足が不自由となるに等しい。しかも右翼だけでなく、胸や足の付け根にも火傷やけどで羽が焼け焦げた痛々しい傷痕が見て取れる。

「ユウファは自分の心配をした方がいいと思うけど……」

　そう言われた瞬間、脇腹に激痛が走った。まるで内臓を刀で貫かれたような衝撃に、どっと汗が噴き出る。

　しかし慎重に服の内側へ手を這はわせてみても、傷痕らしきものは見つからない。人の皮膚と背中の蛇の鱗うろこの境目には、いつものように奇妙な滑らかさを誇る硬い皮膜がある。どういうことかと首を傾かしげると、今度は太ふと腿ももが燃えるように痛んだ。まるで一思いに両断されたかのような、言げん血けつを引き裂くほどの瞬間的な痛み。

　それだけでは収まらない。

　腕、肩、首、頭。間かん歇けつ的に身体の一部が酷ひどく傷んでは、すぐに消え去る。しかもそのどこにも傷痕は残っていないのだった。……そもそもピマでの戦闘で俺はほとんど怪け我がをしていないはずだった。だというのに、これはまるで──……

「言痛でしょ」

　スゥが俺の思考を読み取ったかのようにそう呟つぶやいた。

　言げん痛つう。すなわち、言げん血けつの痛み。戦場を長く経験した兵士が襲われるという、幻覚の一つ。俺は普段から他人の言げん血けつを痛みとして知覚するが、言げん痛つうはそれがもっと根深くなったものだ。自らの言げん血けつに死人の言げん血けつが混入し、あるはずのない他者の痛みを自らが記憶してしまう。つまり脇腹の痛みは俺が脇腹を貫いて殺した相手の痛み。太ふと腿ももの痛みは俺が太ふと腿ももを断ち切って殺した相手の痛みなのだ。

　数え切れないほどの敵の痛みが、俺に染しみ付ついてしまった。それだけの人間を殺したのだという事実が、直接苦痛となって身体に刻み込まれている。

「……ユウファの体質から考えて当分は……」

「二か月は治らないだろうな。……初めて人を殺した時も、似たようなことになったんだ」

　返り血に気を付ければ、ここまでの言げん痛つうを受けることはない。ましてやあの戦いの時、俺の身体はアルナと自らの言げん血けつで充満し、外部の言げん血けつが入り込む余地などなかったはずだ。

　故に、これが浸しみ込んだのは俺が気を失った後。言げん痛つうを引き起こすのに十分な程の血を、俺の服が浸しみ込ませていたということだ。

　何人殺したのか。

　この手で、俺は何人殺したのか。

　手の平はほとんど皮膚が剝がれ、剝むき出だしになった肉の上に薄い膜が残るばかり。まるで肉に血が浸しみ込んだかのように、赤くてらてらとした光を放っている。すると今度は手首を切り落とされるような痛みが両手を貫いた。

「──っ」

　肉体の痛みは言げん血けつを統御することで忘れることが可能だが、言げん血けつ自体に浸しみ込んだ痛みはどうしようもない。いわば、言げん血けつの通る道に傷が付いてしまっているのだ。

「……それで、今はどんな状況なんだ？」

　痛みから意識を逸らすためスゥに質問を投げかけると、彼女は扉に視線を促す。耳を澄ますと、幽かすかに話し声が聞こえてきた。

「だから何度言えばわかる！　僕は絶対に協力しない！　する義理などない！」

「義理などという問題ではありませんぞ！　いいですか、あなた方のせいで、こちらは人を一人殺され、あらゆる計画が破綻したのです！　悦えつ薬やくはそちらの手に渡り、我々はピマの者に疑惑を向けられ……」

「こちらだって数十人殺されているんだ、戦争で死人が出るのは当然だろう！　秘ひ血けつを殺すつもりはなかったが、僕達は最初からお前達を破綻させるために動いていたんだ！　忘れるなよ、僕はお前達の敵だ！　僕が助けたのは白三日月の国ルーガーダのためではない、自分の友人のため──」

　ばん、と音を立てて扉が開き、凄すさまじい剣幕で怒鳴り合う一人と一羽わが現れる。ロクトルは巨大な翼を激しく羽ばたかせながら猛たけり狂くるい、周囲には白い羽が舞い散っていた。あの普段の温厚な語り口からは想像もできない激しさだが、返す方も負けていない。金糸のような長い髪を肩まで垂らした一人の青年が血管を浮き上がらせて激している。──もしかすると実際に声を聴いていなければ、彼が男であるとわかったかは怪しいだろう。体たい軀くは壮健だが不思議と線が細く、驚くほど整った顔は女性と言われても違和感を覚えない。

　一体、何者かと思った矢先、彼と目が合う。盛んに責め立てるロクトルを無視したまま、なぜか男は俺の傍そばまでやってくると、安心したように微笑ほほえんだ。

「目が覚めたのか。気分は悪くないか？」

　随分と馴なれ馴なれしい口調にびくりとする。年齢は俺とほとんど変わらないほどだろうが、どういうことなのか。

「……気分は悪い……というか、お前は誰なんだ……？」

「なっ」

　俺が首を傾かしげると、相手はあんぐりと口を開けて驚きを表現する。それから眉間がびくりと震えたかと思うと、皺しわが寄り始め、再び怒りが顔面にせり上がってきた。

「……ぼ、僕が誰だか分からないのか？」

　分からないから聞いている。スゥのことが分かったのだから、俺が記憶を失ったはずはない。どうしたものかと黙っていると、男は叫んだ。




「──僕はガタリ＝アルマンだっ！」
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　その一喝に吐き出された彼の言げん血けつ、怒りと呆あきれと寂しさと何かよく分からないその感情の塊をぶつけられ、言げん痛つうで過敏になっていた俺の身体は胸に刃物を挿し込まれたように痛んだ。だが、挿し込まれた言げん血けつに、なぜか懐なつかしさを覚える。そして俺は確かにその名を覚えていた。

「……お前、ガタリなのか」

「そうだ、思い出したか、ユウファ＝ガルーテン。少しは驚いた顔を見せてみろ」

　腕組みをしてこちらを見下ろすその眼差まなざしは、あれから少しも変わっていなかった。どこか尊大で、しかし常に誇り高く、鍛え抜かれた一本の刀のように歪ゆがみのない言葉。

　それはかつて師匠の下、護ご舞ぶ官かん見習いを目指して共に研けん鑽さんを積んだ男だった。

「……五年、いやもうすぐ六年になるか。お前は何も変わらないな」

　そう言うガタリはなぜか優しく、一方で寂しげな表情を見せる。俺は再び彼と出会えたことを素直に嬉うれしく思うと同時に、少しだけこれまでの状況を理解した。

「……お前がイルナを攫さらった敵か」

「そうだ。その後お前を食い止めるために戦い、結局ピマの人間達に囲まれて一緒に逃げ出してきた。……お前の連れ──イルナというらしいな、彼女のことに関してはすまないと思っている。だが、僕も戦いの最後まで相手がお前だと気付かなくてな」

「最後……？」

「お前の赤せき刀とうから、言げん血けつが流れ込んできたんだよ」

　ガタリはそう言って首に巻いていた包帯を指差す。それは確かに俺が勢いを殺し切れずに切っ先を触れさせてしまった場所だった。

「あの時、凄すさまじい熱量の言げん血けつが流れ込んできたんだ。ユウファ＝ガルーテンの言げん血けつと、俺には分からないがとにかく熱い、炎のようなものが」

「……」

「それはアルナリス様の言げん血けつだったのだと、スゥに話を聞いて理解した。そしてお前が辿たどったここ半年の話も、大体は理解しているつもりだ」

　ガタリはふと視線を外すと、寝台の近くに置いてあった椅子に腰を下ろした。ロクトルももう一つの椅子の背もたれに留まり、口をつぐむ。一瞬、部屋全体が重い沈黙に引きずり込まれるが、スゥがすぐにそれを断ち切った。

「ガタリはボク達を助けてくれたんだよ。ピマからここまで逃げる途中、追手も追い払ってくれたし、ボクやユウファの手当てをしてくれたのもガタリなの。……ユウファの友達だって言うから、アルナとかの話をしちゃったんだけど……」

「俺がスゥの判断を責めるわけないだろ。必要だと思って話したのなら、それでいい。それに、ガタリになら話しても大丈夫だと俺も思う」

　少しだけ不安そうな様子でこちらを覗うかがうスゥの頭を軽く撫なでた。視線をガタリの方に向けると、彼は一段と声を低くして言った。

「……アルナリス様は死んだんだな」

　スゥから聞いているはずなのに、それでも念を押すようなその問いはなおも否定の言葉を待つ彼の想おもいが透けていた。それゆえに、俺は咽喉のどを締めつけられるような痛みを覚えながら、返答を絞り出す。

「……ああ、守り切れなかった」

　ガタリは護ご舞ぶ官かん見習いを目指し、同じ志の下に稽古を積んだ人間だ。俺は彼を押しのけて護ご舞ぶ官かんになったのだし、ある意味で彼の想おもいも背負って王女を守るという任についた。だからこそ、再会の場において既にアルナが失われているという事実はあまりに不ふ甲斐がいない。

　しかし、ガタリは俺を見下すでも、責めるでもなく、ただ、「……そうか」と無念を嚙かみ締しめるように一言を漏らした。

「ガタリは……あれから、どうしていたんだ？」

「僕はあれからすぐ、間候庁の所属になった」

「……隠おん密みつ部隊ってことか？」

「そうだ。ガロカ＝シャグラム直属のな」

　ガタリの口から出た言葉に虚を突かれる。それは俺の師匠であるヘイダス＝シャグラムの兄。影の護ご舞ぶ官かんとして王都の外で任務にあたり、耀よう天てん祭さいの一件では国王と共謀して師匠を殺そうと目もく論ろんだ男だ。結局師匠の手によって返り討ちにされたが、戸籍の上では遥はるか昔に死んだことになっている。

「……ユウファ、お前が護ご舞ぶ官かんの下について次代の護ご舞ぶ官かんを目指す間、僕はもう一人の護ご舞ぶ官かんの下で、同じく次代の護ご舞ぶ官かんの裏方になるべく育てられたのだ」

「じゃあ、耀よう天てん祭さいの時はどこに」

「あれには関わっていない。祭の休暇の後に知らされたのは、自分の上官であり師だった人間の死と、王女およびその護ご舞ぶ官かんの失踪だけだ。……何も知らなかったよ。ガロカとヘイダスの確執も、スゥに聞かされて初めて知った。……ガロカを擁護するつもりはないが……ただ、僕は彼に恩があるのも事実だ。暗部の技術を教えてくれたのは彼だったし、最低でも僕にとっては良き上官だったと思っている。だから彼を突然失うことは酷ひどく悲しいことだった……」

　ガタリの師を殺したのは紛れもなく俺の師だ。しかし全ての事情を知った今、彼は師を殺された怒りをどこに向ければいいのか分からないようにも見えた。そして静かに拳を握りしめ、一つ溜ため息いきを漏らすと声音を戻す。

「だが、すぐに僕は近この衛え庁に引き抜かれた。現護ご舞ぶ官かん、それにその後を継ぐはずだった人間がいなくなって、王宮は屋台骨を失ったようなものだ。国王の命令で急ごしらえの直属組織が作られ、僕はそこで副官の任を与えられている。まあ、これでも兵士の中では腕が立つ方だからな。それで、その時にタイロと出会った。不思議と気が合ったよ。主人を失って以来タイロが初めて心を開いた相手が僕だった。……お互いにとって大切な人間がお互いに殺し合いをしたのにもかかわらずな」

　タイロは師匠の軍犬で、彼の許可がなければ誰も背中に乗せない程、師匠に懐なついていた。それでいて喪失の傷を分かち合ったのが宿敵の弟子、ガタリだったというのは確かに皮肉な話だ。

「……それで、どうしてピマを襲ったんだ」

「国王の命令だからだ。目的は二つ、白三日月の国ルーガーダの秘血を手に入れることと悦薬の強奪」

　悦えつ薬やく、とは濃い言げん血けつを含んだ液体のことで、飲用した人間に快楽や興奮作用を与えるものだ。だが、秘ひ血けつとは聞いたことがない。それにどうして襲撃の舞台が白三日月の国ルーガーダではなく関係のない昼山羊の国テテラ＝サテラのピマなのか。俺達がピマから逃げるはめになった事情も、よく分からない。

　次から次へと湧いてくる俺の疑問に答えたのは、それまで沈黙を守っていたロクトルだった。彼はいつもの朗々たる声音を潜め、悲哀に満ちた眼差まなざしでこちらを見つめてくる。

「……この度の経緯は私が順を追ってお話しましょう。しかし、まず謝らせていただきたい。ガルーテン殿やパルシタル殿を巻き込んでしまった……しかも最悪の形で……」

「それも覚悟の上の仕事ですから」

　俺がそう言って軽くかぶりを振ると、ロクトルは深く頭を垂れ、それから話し始める。

「ガルーテン殿はピマが悦えつ薬やくを特産としていることをご存知ですかな」

「……いえ、恥ずかしながら」

「構いません。いや簡単に申しますと、ピマの鉱山では大量の濃い言げん血けつが取れます。そこに野犬の血を混ぜて作る悦えつ薬やくがあるのです。……十頭の野犬を閉じ込め、最後の一頭になるまで共食いをさせる。その一頭の血を溶かし込んだ悦えつ薬やくです」

「──狂乱の悦えつ薬やくですか」

「まさしく」

　兵士が使う悦えつ薬やくの一つだ。死の恐怖や殺人の罪悪感を紛らわすために用いる言げん血けつで、ある種の陶酔状態に入ることができる。飲んだ人間は人並みならぬ攻撃性を得ることができるが、一般兵士では手の届かない、かなりの高額で取引されているとも聞いている。

「じゃあ、わざわざあなた方がピマを訪れたのも……」

「兵力の劣る我が国が戦争で勝つため、大量の悦薬を買い付ける──その交渉に他なりません」

　確かに軍全体に行き渡るほどの悦えつ薬やくがあれば、優位は決定的となるだろう。支払われる金額も国の経済的安定を賭とするものだったはずだ。交渉相手に議鳥が出てきたのも当然と言える。

「しかし最終的にピマで悦えつ薬やくを手に入れたのは、赤燕の国レポルガだったと」

「……そういうことになりましょう。彼らが行ったのは交渉ではなく強奪でありますが」

　ロクトルが睨にらんだ先でガタリはただ肩をすくめるばかり。それがどうした、とでも言いたげに鋭い視線を返している。ロクトルは意識をこちらに戻すと話を続けた。

「……そしてクルカ……あの物言わぬ彼女が秘ひ血けつなのです。……そうですな、秘ひ血けつとはすなわち人間を使った本のようなものです。様々な機密事項を記憶し、保持する一つの官職であります。白三日月の国ルーガーダはかつて猫の種族の支配下にあり、記憶保存に関する技術が優れているのです。秘ひ血けつも猫から伝わった一つの技術。もしも外部から言げん血けつを読み取られる──記憶や知識を奪おうと接触を受けても、決して感知されることがないように訓練を受けております。無論、ひとたび秘ひ血けつとして情報を与えられれば、言げん血けつを漏らさぬよう一生言葉を発することが許されないわけですが」

　猫、言げん血けつに干渉を受けない訓練、そして禁じられた言葉。そういった言葉は奇妙な一連の繫つながりをもって俺の記憶に手を伸ばす。ふと鮮明に思い出されたのは、猫の長官ディナンと対たい峙じしたアルナの姿だった。

　スゥの方に目をやると、こちらの推測を確かめるように頷うなずく。

「……アルナがディナンに考えを読まれなかったのと同じだよ。それに言げん血けつを溜ため込こむっていう意味でも王族と秘ひ血けつは似てるよね。秘ひ血けつは王おう歌かを使えないから、一生溜ため続けるだけだけど」

　俺のように言げん血けつの境界が綻びやすく、容易たやすく意識に干渉される者もいれば、強固な縛りで言げん血けつを閉じている者もいる。アルナの言げん血けつがガタリの身体に流れ込んでもその正体が分からなかったというのだって、それほど彼女の言げん血けつが閉じていたからだろう。

「じゃあ、クルカさんは白三日月の国ルーガーダの重要な情報を持っていたということですか」

「……この度の戦争に関わるものです。彼女は軍事情報の秘ひ血けつ。兵へい站たん部の後方支援──とりわけ、悦えつ薬やくの分配のために彼女が必要だったのです」

　悦えつ薬やくをどこにどれほど運ぶ必要があるかという情報はいわば兵の配置を全て明かすことに等しい。逆に、ガタリ達、赤燕の国レポルガの国王直属部隊が奪取しようとしていたのは、この戦略情報に他ならなかった。

「……でも、それはロクトルさんも知らないものだったんですか？　そもそもあなたは」

「私は白三日月の国ルーガーダの外政庁長官、ロクトルモルヌスでございます」

「……それって国の対外関係で一番偉い人ってことじゃないですか」

「ええ、そういうことになりましょう。私は一番偉い鳥、でありますが」

　こんな重役であればダボンが頼みを断れなかったことも理解できる。一方で、ロクトルのような上の立場にある者がここまで駆り出されていることも意外だった。

　そう言うと、彼は咽喉のどを鳴らしそれに同意する。

「できることならば、私も避けたかったのです。私にもやるべきことは山積しておりますし、旅の道中にこの身体は目立ちます。ですが、ピマは鳥の街。とりわけ青あお鷹たかの者達は人間を見下しているきらいがある。……戦況を左右するほどの悦えつ薬やくを売買するとなれば、向こうも慎重になるのです。取引を確実にするためには、私が出るしかなかったのでありますよ」

「……そちらの事情は分かりました。でも、それならどうしてイルナが攫さらわれたんですか」

「パルシタル殿が攫さらわれたのは、秘ひ血けつの代わりでありましょう」

　ロクトルの言葉に、ガタリもまた軽く頷うなずき言葉を継いだ。

「クルカの強奪──それが僕達の目的だった。白三日月の国ルーガーダの連中がピマに悦えつ薬やくの交渉へ来るという情報は前々から摑つかんでいたからな。秘ひ血けつから無理やり情報を得ることは難しいが、それだけで一つの交渉材料とはなる。だが、こちらの部下がクルカを殺してしまった。そしてあの時、情報は別の人間に移った」

　クルカの血を大量に浴びた、イルナ、ということか。

「彼女が下手に傷つけられることはないから安心しろ。あくまでも人質だ。秘ひ血けつの情報を無理やり引き出そうとすれば、血が濁る。彼女は猫に会うまでは無事だろう」

「……猫？」

「秘ひ血けつを無理やり開錠できるのは猫だけだ。言げん血けつを調ちよう伏ぶくし、意識を奪う訳だ。だからお前の連れ合いは今、マジス＝バランに連行されている途中だろう」

「ディナンに渡すってことか」

「ああ。猫の言げん血けつにどれだけ耐えられるかは人次第だが……普通の人間ならば持って半日だ。そしてひとたび情報を奪われれば、どうなるか分からない」

　……ガタリの言葉に眩暈めまいを覚える。

　ディナンとマジス＝バラン。忌いまわしき記憶が否応いやおうなしに思い出された。一度、イルナを凄惨な方法で死の淵ふちにまで追いやったのは、まさにディナンだ。あいつの前に彼女を晒さらすという状況自体が想像したくもないことだ。

　そしてどうしても分からないことが一つある。

「でも、どうして……どうしてガタリは俺に気付かなかったんだ？　こうして俺達を助けてくれたんだろう？　どうして議会所の前で……もっと早く……」

　あの時ガタリが俺に気付いていたら、イルナを危険な目に遭わせることは避けられたはずなのだ。ガタリに敵意がないことは分かっているが、そのために一層、あのピマでの戦闘が腑ふに落ちない。ガタリの姿は服装によって隠れていたが、相手からこちらの容姿は分かったはずだ。

　するとガタリは一段と険しい表情を見せ、それから意を決したように俺を見据えた。

「あの時、僕がお前をユウファだと認めることは不可能だった」

「どうして」




「……僕にはお前が、化け物に見えたからだ」




　彼の声音にふざけた調子など微み塵じんもなかった。むしろそこにあったのは、隠しきれない恐怖。

「炎を放つ刀というだけで、それが尋常ではないことは分かるだろう。……だが、それだけじゃない。あの時、お前の言げん血けつは人じゃなかった」

「……」

「人一人が放つ殺気を遥はるかに凌りよう駕がした、言げん血けつの塊のようなものに見えたんだ。本当にこちらの知覚を歪ゆがめる程、こちらが痛みを覚える程の殺気だった。お前が木の上から地上に迷いもなく飛び降りた時、僕は素直に恐怖を覚えたよ。一瞬、赤い翼をもった化け物が飛び掛かってくるように見えた」

　ガタリは苦々しい表情を崩さぬまま、目を伏せた。

「……言い訳だと思うなら思ってくれ。だが、僕は今でもユウファを友人だと思っているし、お前達をこの戦争に巻き込んだことは申し訳ないと思っている。出来ることなら、もっと別の形で再会したかった……」

　スゥは負傷し、俺は言げん痛つうに襲われ、イルナは攫さらわれた。本当に、悪夢としか言いようがない。まるで耀よう天てん祭さいでの終わりなき厄災が再び俺達に追いついたかのようだ。

「……俺が気を失ってからは何があった？　あれからどれくらいの時間が経たってるんだ？」

「三日だ」

　……三日。それだけの時間に、イルナは着々とマジス＝バランに近づいている。自分が失った時間の取り返しのつかなさに、呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「僕達はアフカ山脈の中腹で見つけた廃村にいる。山賊に荒らされていたが、怪け我がの治療に使えるものも多かった。ピマの追手もさすがにここまでは来ないだろうと思う」

「……その、ピマの追手っていうのは何なんだ？　なぜピマから逃げる必要があったか、まるで分からない。襲撃者であるガタリはまだしも……ロクトルさん、あの時俺達が逃げるように促したのはあなただ。青あお鷹たかに協力を仰ぐことは出来なかったんですか？」

　俺がそう口にすると、あまりに重い沈黙が部屋を支配した。ガタリもロクトルも互いに気を張り詰め、口を開こうとしない。俺はなんとなくここが二人の対立の原因なのだと察した。一旦口を開けば、互いに罵り合うことが分かっているのだろう。

　だが静寂を破ったのは、小さな溜ため息いき。スゥの口から洩もれたささやかな嘆きだった。

「……今ね、白三日月の国ルーガーダは昼山羊の国テテラ＝サテラの完全な敵国になってるの」

「どうして。協力を求めるくらいには、仲が良かったんじゃないのか」

「赤燕の国レポルガが悦えつ薬やくを奪ったでしょ？　でも、あの時襲撃犯達が使っていたのはどんな武器だったか覚えてる？」

　確か、直刀。まともに確認する余裕はなかったが、おそらく白三日月の国ルーガーダの白はく輪りん刀とう──そこまで考えて、俺もようやく事態を理解した。

「あの襲撃は白三日月の国ルーガーダがやったものだと偽装されたってことか」

「……そういうこと」

　国王メルトラが考えそうなことだ。白はく輪りん刀とうを用いて白三日月の国ルーガーダに濡ぬれ衣ぎぬを着せておきながら、自分達は悦えつ薬やくを奪い取る。この度の戦争において白はく輪りん刀とうは白三日月の国ルーガーダを象徴するものとして扱われているのだ。混乱したピマの側が反射的に敵意を向けたのも無理はない。

「悦えつ薬やくの交渉に出向いた我々は襲撃の陽動だと思われたのです。それゆえ、逃げるしかありませんでした」

　ロクトルは悔しさを滲にじませて、ガタリを睨にらむ。

「全てが失敗です。全てがあの《冷血》な国王の思うがままになってしまったのです……！　もはや全面戦争は避けられません。しかも敵は悦えつ薬やくと秘ひ血けつを手に入れた……こちらの不利は絶対的でしょう。しかし、こんな非道が許されるのでありましょうか！　虚言で戦争を仕掛け、他国との敵対関係を巻き起こし……これぞ狂気の沙汰でありましょう！　数百年もの長きに渡り続いてきたタージス三国の平穏を砕く、狂乱！　赤燕の国レポルガの人間がどうしてこの非道に手を貸すのか、まさか国民全てが非道の血を分かち合っているわけではありますまい！」

　ロクトルの耐え切れなくなった怒りが少しずつ吐き出される。ガタリは突然立ち上がったかと思うと、きっと鋭い眼差まなざしで睨にらみ返した。

「そんなわけがあるか！　多くの民は真実を知らされていないだけだ！　確かにお前の国を王女襲撃の主犯と思い敵意を隠さぬ者もいるが、そうではない者も少なくない！　皆が漠然と戦争に怯おびえている。だが、誰一人、事の真相を語る者がいなければ、国王の言を信ずるしかないだろう！　声の大きな者に付いて行かざるをえないのだ！」

「そうとわかっているのなら、なぜあなたが伝えないのか！　なぜ我々に協力しないのか！　ガルーテン殿を友と認めるのなら、失われた王女をいまだ敬愛する思いが残っているのならば、今こそ国王の凶行を止めるべく動く時でありましょう！」

「出来るのならば、していた！　僕がもっと早く真実を知り、皆に届く言葉を持っていたのならば、そうしていただろう！　だが、もはや手遅れなのだ！　戦争は始まる。大量の悦えつ薬やくを赤燕の国レポルガが手に入れた今、兵士達の戦争に対する疑念は完全に消え去る！　全てがその狂騒に吞み込まれる！　僕にできることなどありはしない！　そして、もはや我が手に戦いしか残されていない以上、僕が守るのは赤燕の国レポルガの民だ！　どれほど非道な王の下にあろうと、その国の民を守る者が必要になる！」

「他の土地に生きる無む辜この民を滅ぼしても構わぬと！」

「そうだ！　それしか自分に出来ぬのならば、僕は僕が守れるものだけを守る！」

　互いの怒りと割り切れぬ感情が烈火のごとく放たれ、衝突していた。二人の言い分は共に理がある。無論、ロクトルは被害者であり、ガタリは知らぬ間に加害に巻き込まれた者だった。ガタリも相手の言い分は理解しているのだろう。国王に疑念も覚えている。だが、それでも理想と現実は違うのだと彼は覚悟を決めているのだ。彼は赤燕の国レポルガの人間として生きると、決めている。

　ガタリとロクトルは睨にらみ合あい、今にも互いに飛び掛かろうかというほどの剣けん吞のんな空気が流れた。しかし、やがてガタリは一つ息を吐き出すと、部屋から出ていく。激しい音と共に扉が閉められ、後には重苦しい静寂だけが残された。

　ロクトルは逆立てていた羽を鎮しずめ、静かに目を閉じていたが、不意に「申し訳ない」と呟つぶやく。

「……ガルーテン殿のご友人を悪く言うつもりはないのですが、さりとて私も我が国を支える身。今、白三日月の国ルーガーダは瀬せ戸と際ぎわにいるのであります」

「俺も……ガタリだって、ロクトルさんの考えは分かっていますよ。この場にいる誰も戦争なんて望んでいません。でも、きっとそれは既に始まっているんですよね」

「我が王はいまだ、戦火を消す希望を諦めておりません。もとよりこの度の悦えつ薬やくも、当然戦争への下準備という意味はありましたが、一つの交渉材料として提示する予定だったのです」

「和平に持ち込むための、ということですか」

「ええ。今から一月の後、最後の話し合いの場が設けられることになっております。それは白三日月の国ルーガーダ、赤燕の国レポルガ、互いの国王が差し向かいで交渉することになっているのです。……白三日月の国ルーガーダの君主であるユルキド様は、そこでなんとか戦争を避ける方向に持っていけるのではないかと、そう考えていらっしゃいました」

　しかし悦えつ薬やくは奪われ、隣国である昼山羊の国テテラ＝サテラの協力は絶望的になった今、その希望は断たれたと言ってもいいだろう。

「……これから、どうするんですか？」

　こちらの問いにロクトルは小さく頭を振る。

「正直なところ、私にも分かりません。秘ひ血けつの情報がパルシタル殿に移り、敵の手にあることを考えれば、白三日月の国ルーガーダの劣勢は必至でしょう。外政庁の長官としては、これ以上の失態は想像できません。この身一つで国が救われるなら、いくらでも擲なげうつ覚悟ではありますが、むしろここからが正念場になりましょう。私は敗戦、降伏の処理が終わるまで、この責任を取るつもりであります」

「まだ、秘ひ血けつの情報が敵の手に渡ったわけではないでしょう。どんなに早くてもピマからマジス＝バランには半月かかる。取り返す機会はあります」

「しかし、赤燕の国レポルガの領土に入ってしまえば手も足も」

「俺が、取り返しますから」

　自分に言い聞かせるように、そう言った。俺は、絶対にイルナを取り戻す。もう二度と自分の大切な存在を失うようなことは許さない。

　しかしロクトルの眼差まなざしには諦めが滲にじんでいた。

「その身体で、ですか？」

「……」

「ガルーテン殿を侮あなどってるわけではありませんが、全てのことが決意で解決するわけではありません。今の我々には圧倒的に数が足りない。力がないのです。イルナ殿に追いついたところで、どうやって助けるというのです。無駄に命を落とすことになりますよ」

「ガタリがいます」

「彼が何を？　ガルーテン殿も先ほどの言葉をお聞きになっていたでしょう。あちらにも、やはり譲れないものがあるのです。我々、白三日月の国ルーガーダに与くみするようなことをするわけがない」

「大丈夫ですよ」

　俺の言葉に、ロクトルがきょとんとした。大丈夫とは何か、と尋ねるように首をひねる。俺は寝台から降りて立ち上がり、赤せき刀とうを手に取った。

「あいつが言ってたじゃないですか。守ろうとしているのは、国じゃなくて民だって。そこを間違えていなければ、きっと話は通じるはずです」

　……きっとガタリは変わっていない。あれだけの部下を殺し、自らも殺しかけた俺を、ただそれが友人だったと気付いただけで助けてくれた。その度量、その揺るぎない人への信頼に、俺はもはや敵かなう気はしないのだ。

「……ユウファ、動いて平気なの？」

　スゥが寝台から不安げに見上げてくる。

「全身が死ぬほど痛いよ」

「なら安静にしてないと」

「燕えん舞ぶにおいて、静止は即すなわち死を意味する──からな」

　今動かなかったら、俺は本当に死んでしまう。二度と飛ぶことができなくなってしまう。

　俺は赤せき刀とうを握りしめ、自らに刻み込むように言った。

「……どんなに痛くたって、止まれないんだ」




　　　　□　□　□




　言げん痛つうに悲鳴を上げる身体を動かし、俺は部屋を出た。おそらく建物は村の商会所だったのだろう。まるで昨日まで人々が使っていたかのような保存の良さに、かえって人の欠落を感じる。しかし一階へと下り、建物の外に出るとようやく状況が摑つかめた。山腹に作られ、綺き麗れいな敷しき石いしの道が延びるその村は、半分が荒廃していた。民家の屋根は焼け落ち、壁は打ち壊され、道端にひっくり返ったままの飼葉桶おけがこの場所を襲った不運の唐突さを物語っている。

　ふと視線を感じて目を向けると、建物の軒の日陰にベオルが横たわっていた。近づいてもただ静かにこちらを見つめるだけ。だがよく見れば、彼の身体の至る所に癒えきらぬ傷が残っていた。おそらく矢を受けたのだろう。後ろ脚の付け根のところなど、刀で突き刺したような大きな痕が見える。

「……助けてくれて、ありがとな。いつも、いつも……」

　耀よう天てん祭さいでもナサンゴラでも、ベオルは文句の一つも言わず与えられた役目以上のことをしてくれる。アルナがいない今、主人でもない俺を助ける義理などないというのに、それでもこうして傷に耐え、走ってくれる。

　ベオルはフンッ、と小さく鼻を鳴らした。それはどこか呆あきれを表しているようにも、ぶっきらぼうな慰めのようにも聞こえる。

　──また、俺達は失いかけている。

　物言わぬ彼の瞳の奥に、そんな言葉が煌きらめいたような気がした。

「イルナは、絶対に取り戻すよ」

　するとベオルは当たり前だとでも言うように一回唸うなり、億おつ劫くうそうに首を下げる。彼は建物の裏へ視線をやり道を促うながすと、再び昼寝に戻った。

　商会所の裏手へ回ると、そこには簡素な屋根付きの厩うまやがあり、タイロと毛並みの手入れをするガタリの姿が見えた。厩うまや側にはもはや跡形もなく破壊され尽くした村の跡が広がっている。ここまでされれば人々が村を捨てて逃げるのも当然に思われた。

「……酷ひどいものだろう」

　タイロの手入れを終えたガタリが隣にやってきた。彼は打ち壊された一軒の民家の元まで歩いていき、地面に付いた黒い焦げ跡を見つめる。

「火薬玉だ」

　それはピマを襲撃する際にガタリ達が使っていたものとよく似ている。だがあれはそもそも西方の武器で、このあたりの山賊が襲撃に用いるようなものではない。ガタリは剝むき出だしになった礎石の一つに腰を下ろすと、硬い表情で言った。

「……これは噂うわさだがな。国王メルトラは昼山羊の国テテラ＝サテラの荒くれ共に火薬玉や武器を横流ししているらしい。ピマがあれだけ手薄になっていたのは、山賊の駆逐に人員が割かれていたからだ」

「……」

「昼山羊の国テテラ＝サテラでは戦争のせいで物資の流れが滞り、こういった山奥の村は貧しさを極めている。そのせいで山賊達だけでなく、一般の民が他の民からものを奪うことが当たり前のようになっているそうだ」

　ある種の内紛を引き起こそうということなのか。もはや戦争の大義名分などなく、近隣諸国に壊乱をもたらそうとしているだけのように見える。

「……その国王の下で、ガタリは戦うのか」

　俺の言葉に彼は眉を顰ひそめ、しかし苦々しい溜ため息いきを一つ漏らした。

「心が痛まないわけがないだろう。他の国とはいえ、生きるのは同じ人間だ。……だが、ならどうして、などとは聞くな。僕は所しよ詮せん、赤燕の国レポルガの一兵士に過ぎない」

　ガタリの隣に腰を下ろすと、彼は袂たもとから兵ひよう糧ろう用の干した葡萄ぶどうを取り出しこちらに差し出した。一つとって食べるが、飲み込む際首の言げん痛つうが再び迸ほとばしり、思わず表情を歪ゆがめてしまう。

「……相変わらず難儀な体質は変わっていないみたいだな」

「ガタリから滲にじみ出でる罪悪感が肌に刺さるほどよく分かる」

「……飄ひよう々ひようとこちらの聞きたくないことを言う性格も変わっていないようだ」

　ガタリはほんの少しだけ表情を緩め、軽くかぶりを振った。

「あれから五年以上経たった今、こうして話をできるのは不思議な気分だ」

「そうか？　会おうと思えば、いつだって会えただろ。これまでは機会がなかっただけで」

「お互い、いつ死ぬか分からないところにいるじゃないか」

「まあ、それはそうだが」

　実際、ピマでは俺とガタリで殺し合いをしたのだ。一つ間違えば、あるいはもう少しあの戦いが続いていたら、どちらかがどちらかを殺していたことになる。しかしそれでも俺はこうしてかつての同志と語り合うことが、ごく自然なものに思われた。まるで稽古の後の帰り道、三人で他愛もない冗談を言い合った、あの時の会話のように。

　ただ、今は一人足りない。いつも一歩引いたところで俺達を楽しげに見つめている少女の眼まな差ざしがなかった。

「そういえば、マーナはどうしてるんだ？　ガタリは何か知ってるのか」

　ふと思い立ち尋ねてみる。マーナ＝ペルゲン、ガタリと共に俺が多くの時を過ごした友人だ。彼女もまた俺が護ご舞ぶ官かん見習いについて以来消息を聞いていない。

「彼女は最近私塾を始めたよ」

「……私塾？」

「文武を教える私塾らしい。お金を取らず、誰にでも物を教えるそうだ」

「マーナは十分腕が立つだろ。兵士としてなら、ずっと上の士官にもなれたんじゃ」

「無論だ。護ご舞ぶ官かんになれないと決まってから、彼女もまた僕と同じように暗部に誘われた。同世代で我々程燕えん舞ぶに優れた人間はいないからな。引く手は数あま多ただったよ。……だが、それを全て断り、彼女は勉学に励んだようだ。その反面、金持ちの護衛で数年は荒稼ぎをしたらしい。彼女は貴族の礼儀にも通じているから、客はいくらでもいたんだろう。そしてそのお金をつぎ込んで、私塾を始めた」

　マーナの家は王都エスレイでも有数の貴族だ。俺達のような年齢で私塾を開く気概にも驚嘆するが、それを家の力ではなく一人でやってのけたというのはさらに驚きだった。

「僕も耀よう天てん祭さいの一件が終わって王宮に勤めるようになってから知ったのだがな。暗部で働いていた頃は、人と会う機会もなかった。マーナには数か月前に会ったが、何も変わっていない。師を失って弛ゆるんでいた僕に、すかさず檄げきを飛ばしてきた」

「俺とガタリが喧けん嘩かすると、いつもマーナが諌いさめていたからな……やっぱり教師は向いているのかもしれない。私塾は上手うまくいってるのか？」

「まあ、そう簡単な話ではないらしい。今は貴族の小さな子供の面倒ばかりだそうだ。大人の連中はまだマーナを子守りに都合のいい娘としか思っていない、と本人が言っていた。それでもいつか、燕えん舞ぶを受け継ぎ、良き赤燕の国レポルガの民となる者を育てられたら、と」

「すごいな」

「全くだ」

　正直なところ、彼女がそこまで行動力に溢あふれた人間だったとは俺も知らなかった。同期の三人の中では俺とガタリよりも二つ年上、面倒見がいいとは思っていたが、そうして自らの道を歩み始めている話を聞くと、改めて彼女の見ていたものの大きさに驚かされる。護ご舞ぶ官かんになることに必死で、それしか頭になかった俺とは大違いだ。

「……でも、ガタリが暗部っていうのは少し意外だったな。もっと花形の官庁に行くのかと思っていたんだが」

「家の者には、反対された」

「だろうな」

「だが、吹っ切れたんだ。あの護ご舞ぶ官かん見習いのための任用試験で、僕は全力を出した。だがそれで選ばれなかったということは、自分には違う道があるのだということだと思ってな。マーナも同じだろう。アルナリス様を守る仕事はお前がやってくれる。だから、僕はお前が出来ないようなことをしたいと思ったんだ」

　王女を守る。

　それはかつて三人が交わした一つの誓いだった。誰が護ご舞ぶ官かんになろうとも、皆が王女の笑顔を守るという約束。ガタリもマーナも、俺とは違う方法でその約束を守ろうとした。ただ一人護ご舞ぶ官かんの権利を与えられた俺だけが、最悪の失敗を犯したのにもかかわらず。

「──なあ、一つ聞いていいか」

　ふと口を開くと、こちらの発言に先手を打つかのごとくガタリが言う。

「自分は護ご舞ぶ官かんとしての資格が本当にあったのか、なんて聞いたら、張り倒すぞ」

「……」

　彼の容赦ない眼まな差ざしに、俺は言葉を吞み込まざるをえなかった。まあ、考えるまでもなく護ご舞ぶ官かんになれなかった相手にその質問をすること自体、酷ひどく無礼なことでもある。

　しかしガタリは長い髪をかきあげ、あまりに優美な相貌でこちらをじっと見つめると言った。

「お前はアルナリス様を守れなかった。それはきっと事実なんだろう。だが、お前以外に護ご舞ぶ官かんになるべき人間はいなかった。それも事実だ」

「……どうしてそう言いきれる」

「先代の護ご舞ぶ官かんが認めたのはお前だからだ」

「唯一燕えん舞ぶを失敗して、倒れたのは俺だったけどな。師匠は心臓に燕つばめが降りていたと言っていたが……実際、言げん血けつの扱いなんて大差ない。だからこれは皮肉でもなんでもなく……単純に、俺はどうして自分が選ばれたのか分からない」

　確かに人よりも言げん血けつに敏感でその扱いに長たけているという自負はある。だがそれが護ご舞ぶ官かんとしての決定的な素質になるとは思えないのだ。護ご舞ぶ官かんにとって燕えん舞ぶを体得していることは前提となるが、その点でいえばガタリの方が優れていたし、士官としての知識においてはマーナが優れ、文武の両面において長じていた。俺は結局、どうして師匠が自分を選んだのか分からずじまいのままだ。

　するとガタリは一ひと際きわ大きく溜ため息いきを漏らし、「……お前は本当に覚えてないのか」と呟つぶやく。

「何を」

「ヘイダスから側頭部に横薙なぎを喰くらった後のことだ」

「……まあ、少し気を失ったけど、もう一度燕えん舞ぶをやり直しただけだろ」

　軽く意識が飛び、頭からは少なからず血が出た。気が付いた時には既に止血の処置を施されていたが、その後俺はもう一度試験をやり直したのだ。

「それは違う」

　ゆっくりと首を横に振り、ガタリは否定する。

「お前は倒れてすぐに起き上がって、即座に燕えん舞ぶを再開したんだ」

「いや、でも俺は気を失って──」

「だから、気を失ったまま、再開したんだよ」

「……意味が分からない」

「それはこっちの台詞せりふだ。完全にあの時、お前は昏こん倒とうしていたし、焦点もあっていなかった。だがお前は意識なんかなくても、関係なしに燕えん舞ぶをやったんだよ。身体だけ、染しみ付ついた反応とおそらくは言げん血けつの感知能力だろう。それだけで、お前は気を失ったまま燕えん舞ぶをやり通した。僕にはまるで……一羽わの燕つばめが取り憑ついているように見えた」

　そんなことがありえるのか。今の今まで、師匠は一度もそんな話をしてくれたことはなかった。いつも燕つばめが心臓に降りていた、と繰り返すばかりだったのだ。俺はそれをただの冗談めいた言い回しだと思っていたが、彼は真実を答えていたとでも言うのか。

「……あれを見て、僕は……いや、きっとマーナも納得するしかなかった。こいつは護ご舞ぶ官かんになる、そのために生きてきたんだとな。技量や熱意、そんなものとは違うのだと思い知らされた。もうそれしかなかったんだ。この世界でアルナリス様の護舞官はユウファ＝ガルーテンだけなんだと、僕はそう思ったし、今でもそう思ってる」

「──」

　なぜか不意に、目頭が熱くなった。護ご舞ぶ官かんとしての自分。それを認めてくれる人間がまだここにいた。過あやまちを背負ったままの護ご舞ぶ官かんとしての自分を、その過あやまちを知ってなお認めてくれる者がいるのか。

「……お前がアルナリス様を守れなかったとしても、お前はやっぱり護ご舞ぶ官かんだろう。そこに疑いが入る余地なんてない。それは誰が何と言おうが、決まっていたんだからな。お前は、その失敗を全部背負っても、それでもアルナリス様の護ご舞ぶ官かんだ。そうだろう？」

　ガタリは微笑ほほえみ、軽く俺の肩を叩たたいた。

　俺は恥ずかしくも、熱いものが瞳から溢あふれるのを抑えられなかった。

「おいおい、いつもの無表情が台無しだぞ」

　ガタリは困ったように笑う。俺でさえ、どうしてこんなに涙が溢あふれるのか分からなかった。分からないけれど、なぜか無性に胸が熱く、幸せなほど熱くなる。

「……お前は、自分のために泣けるようになったんだな」

　ふとガタリが漏らした一言にはっとする。

「正直に言うとな、僕は昔から、お前が怖かった。いいやつだとは知っていたが、それでもやっぱり恐ろしさはあった。試験の時もそうだ。あるいはピマで戦ったお前も本当に化け物みたいで、それは僕が理解できないくらい、ユウファが他人のために生きていたからだ。でも、今初めてお前が人間に見えたよ。僕達と同じ、人間に」

「……皆が少しずつ変えてくれたんだ」

「皆？」

「ガタリとか、マーナとか、アルナとか……それにイルナ。皆が俺をここまで導いてくれた」

　そうだ。俺は少しずつまともになってきたんだ。アルナを失ったことも、それに向き合う時傍かたわらにイルナがいてくれたことも、全てが繫つながって今、俺はここにいる。ただの化け物にならず、涙を流すことができる。

「……ガタリ」

「なんだ」

「俺は、イルナを助けたいんだ。これが無理な願いだってことは分かっている。でも、それでも、ガタリの力が必要なんだ」

　相手の表情は硬い。彼は静かに首を振った。

「駄目だ」

「……どうして」

「言っただろう。僕は自分が守れるものを確実に守りたい。気持ちとして白三日月の国ルーガーダや昼山羊の国テテラ＝サテラ、メルトラの意思で搔かき乱みだされる人間達には申し訳ないと思っている。だが、仮に白三日月の国ルーガーダに協力したところで、救われる者は多くなるのか？」

「それは……」

「結局、戦いは避けられない。となれば一方が圧倒することで、より早い決着を見た方がずっと死人も減るだろう。……ここまで情勢が悪化して、白三日月の国ルーガーダが徹底抗戦になるとは考え難にくい。むしろ僕としては、早く諦めて欲しい。無論、白三日月の国ルーガーダの威信は失墜し、国の名は形を変えるかもしれない。だが、それがなんだ。……メルトラ王の意思は分からない。だが、あの方は他国を滅ぼすような馬鹿な真ま似ねはしない。きっとうまく治めるはずだ。ならば……」

　ガタリは目を伏せ、口を閉じる。彼の言げん血けつの端々から、迷いや躊躇ためらいが感じ取れた。

「……秘ひ血けつの情報を白三日月の国ルーガーダへ返すことになれば、必ず戦況は泥沼になる。多くの死人が出る……お前には悪いが、僕ができるのはここまでだ。すまない」

　誰を捨て、誰を救うか。

　俺はたとえどれだけ多くの人間が死のうとも、イルナを選ぶだろう。ガタリの言うとおり、俺達は自分の守れるものしか守れない。そして、守りたいものを守るしかないのだから。それは戦争に関わる一人一人の人間が直面する問題で、ガタリは赤燕の国レポルガの民を選んだ。彼が悩んだ果ての答えならば、仕方がない。そもそも森を追放された赤あか燕つばめと森で生きる赤あか燕つばめは、並び飛ぶことはできないのだ。俺は大勢の命を捨てて生きる亡命者で、ガタリはなおも国を守ろうとする一人の兵士なのだから。

「……俺の方こそ、無理を言って悪かった」

　これだけでも十分な程、ガタリは俺に力を貸してくれた。こうして助けたことが露見すれば自分の身が危うくなることも分かっていただろうに。それだけでも、返し切れぬ程の恩がある。

「ただ、俺は一人でもイルナを取り返しに行く。マジス＝バランに連れて行かれるのは本当の情報なんだよな？」

「……本気か？」

「俺の顔を見ればわかるだろ」

　俺が冗談を放っても、ガタリは相貌に浮かぶ煩はん悶もんの色を一層深めただけだった。そして目を合わせることなく、どこか吐き出すように問う。

「どうしてお前は……そうなんだ。そうやって、躊躇ためらわない。せっかく、自分のために生きることを知ったのだろう？　ならどうして命を無駄にする。どうして──」

「俺はまだ死ぬつもりはないよ」

「……マジス＝バランの軍勢は三千だぞ」

「全員と戦うことにはならないだろ。俺の目的はイルナを取り戻すことだけだ。それにこの身体じゃ、きっとまともに動けない」

　こうして座っているだけで、脂汗が滲にじむほど痛みが続く。正直、まともに意識を保つのだって疲労を覚える。

「……そんなことを聞いたら、ますますどうすればいいかわからない。このままお前を行かせたら、戦場に病人を放り込むようなものじゃないか。僕が苦しむのを分かっていて、それでも行くのか」

「ああ。だから、これは脅しみたいなもんだよ。ガタリには悪いとは思ってる。ただ、もうなりふり構っていられないんだ」

　俺はガタリの目をまっすぐと見つめる。これも、きっと彼を困らせることだろう。彼の性格を俺は知っていて、それを利用しているに過ぎない。友人として、きっと最低のことをしているという自覚もある。

　だが、それでも譲れないのだ。イルナは絶対に助けなければならない。

「……」

「……」

　向き合ったまま、どれほどの時間が経たったことだろう。やがてガタリは大きく溜ため息いきを漏らし、口を開いた。

「……僕がお前を手助けするなら、一つ条件がある」

「何だ？」

「お前の大切な者を救えたならば、その時は……」

「赤燕の国レポルガだって救うよ」

　そのために俺はナサンゴラを発たったのだから。言われるまでもない。

「僕のこの選択を、絶対に後悔させないでくれ」

　ガタリが差し出した手を、俺はしっかりと握り返す。……これは不可能に思われることを、どれだけ諦めずにいられるか。それだけなのだ。どんなに愚かでも、きっと俺は選んでしまう。不可能の先にしか求める結末がないのなら、求めてしまう。

　この身体、この言げん血けつはそういうふうに出来ているのだ。

　ならば、やるしかない。
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　俺とガタリはその日の晩に廃村を発たった。怪け我がをして飛べないスゥはロクトルに預け、しばしの別れ。彼女は最後まで俺の身体を気遣っていたが、引きとめることもしなかった。イルナを見捨てることができないのは、彼女だって同じなのだ。むしろ俺は、スゥの願いも背負ってイルナを助け出さなければならない。

　マジス＝バランへの道中、ベオルとタイロという二頭の軍犬はあまりに目立つ。基本的に昼は山中を進み、夜は人目のない街道を走った。幸い、暗部上がりのガタリは人の通らない閑かん道どうをよく知っており、俺達はほとんど立ち止まることなく進むことができたのだった。

　昼夜ほとんど休みなく犬を走らせて、昼山羊の国テテラ＝サテラを出るのに五日、そこからマジス＝バランまでは十日ほどかかる。犬達が休息をする間は近くの街に行って出来る限り食料を手に入れ、俺とガタリは走る犬の上で眠った。この速度で進めば、計算上、イルナがマジス＝バランに着いてから一日遅れで着くことができるはずだった。それでも秘ひ血けつをこじ開けようとする猫に耐えるのは容易なことではない。もしも情報を引き出されてしまえば、イルナの身柄自体どうなるか分からないのだ。俺は収まることのない言げん痛つうの波と日に日に募る焦燥感に抗あらがいながら、ひたすらにマジス＝バランを目指した。

　そして、ついに小高い丘を越えた先にあの天を穿うがつ尖せん塔とうが見えた時、俺は一挙に鼓動が加速するのを感じた。果たしてイルナが無事なのか、と不安になると同時に、その街を見て去来するのは様々な痛みの記憶。俺が抱える全ての苦しみは、あの塔で味わった転落から始まっている。アルナを奪われ、イルナを傷つけられ、そして逃げることしかできなかった因縁の街。赤せき刀とうに触れると、心なしかアルナの言げん血けつも震えているような、そんな気がした。

「……ベオルはここに置いていけ。さすがに軍犬持ちの兵士は目立つ。ほとんどの人間はお前の正体を知らないのだから、一度紛れ込んでしまえば分からない」

　そう言うガタリの忠告に従い、ベオルはマジス＝バランの近くの森で休ませておくことにした。ただでさえ半月近く走らせたままだったのだ。これ以上負担をかけたくもない。彼は随分と肉も削そげ、足取りにも疲弊を隠しきれていなかったが、それでも別わかれ際ぎわ、驚くほど強い眼まな差ざしで俺を見つめた。……もう、誰も失いたくない。ベオルもスゥもその想おもいを俺に託して、見送ってくれたのだ。

　俺は外がい套とうを深めに被り、ガタリの付き人に扮してマジス＝バランに足を踏み入れた。耀よう天てん祭さいの時とは異なり、二重の門は固く閉ざされ、唯一人の出入りができる通用門には門番がいる。さすがに国王の直属ということもあり、ガタリはあっという間に通されるが、一方で彼と面した門番達の兵士からは、どこか畏怖にも似た距離を感じたのだった。

　街を歩く間も、道で行き交う兵士達から自然と避けられる。中には反感を抱いた視線を隠すことなく、こちらをじろじろと見つめてくる者もいた。

「……詳しい作戦内容は公にされていないが、僕達がどういう仕事をしているか、噂うわさとしては伝わっている。とはいえ、それに疑義を挟めば反逆者として処罰される可能性もあるだろう。だから直属部隊は遠巻きにされるんだ。まあ、そのおかげで面倒事も避けられるのだから、気にしていないがな」

　ガタリはそんな話をしつつ、直属部隊のための宿舎に俺を案内した。建物の前まで来ると酒を飲んでいた二人の男がガタリに気付き、薄ら笑いを浮かべて近づいてきた。

「これはこれは副官殿、ご無事でしたか。随分と遅い到着で」

「いったい、どこでお独り戦っていらしたんです？」

　二人はガタリよりも年齢が上に見える。あからさまに人を侮あなどった声音だったが、ガタリはぴくりとも眉を動かさず、淡々と答えた。

「すまない。ピマから逃げるのに手間取ったのだ。ところで、秘ひ血けつの捕虜はどこにやった」

「ああ、あいつですか！　こちらについてすぐ、猫の長官の下へ送ってやりましたよ。もうそろそろ、返ってくるころだと思いますがねえ」

「一体どこに」

「そりゃあ、俺達なんかが知るわけありませんわ。大聖堂は完全に閉じられていて、兵士一人、入れやしませんよ。つい先日国王がいらしたってことで、厳戒態勢ですわ」

　思わず、俺は息を吞んだ。

　……国王が、この街にいる？

　それからガタリの部下は下卑た笑いを隠すことなく、言った。

「……しかし副官殿もずるいですなあ。あの捕虜の娘を一番乗りで味見するつもりでしょう」

「……どういうことだ」

「いやあ、女長官殿はお堅いから、猫に身柄を渡すまで手を出させてくれませんでしたがね。情報を引き出して用済みになれば、俺達の自由にして構わないでしょう。ほんと、副官殿は上手うまい時に帰っていらしたもんですよ！　俺達下したっ端ぱはおこぼれに預かるしかありませんなぁ！」

　そのあまりに野蛮な物言いに、血がざわめいた。イルナがこいつらの頭の中で慰み者になる、それを考えるだけで吐き気がする。乱れた言げん血けつに痛みが重なり、俺は思わず軽い呻うめき声を上げてしまった。

「おや、こいつはどこの人間で……？」

「気にするな。ピマで倒れていたところをここまで連れてきたのだ。傷が痛むのだろう」

　ガタリのおかげで注意が逸そらされるが、俺は刀を抜かずにいるので必死だった。ガタリはタイロから降りると、男二人に厩うまやへ犬を繫つないでおくように命令し、下がらせる。彼は道端のひと気のないところへ俺を連れていくと、低い声で言った。

「手助けしてやれるのはここまでだ。僕もすぐに上の人間へ挨拶をしに行かなければならない。お前はどうする？　大聖堂が閉じられている以上、手の出しようがないだろう」

「大丈夫だ。ここから先は俺一人でも行ける」

「……その身体でか？」

「……」

「さっきの話を聞いただろう。言葉も交わしたくない低俗な輩やからだが、あれは有益な情報だ。仮に秘ひ血けつの情報を奪われたとしても、捕虜の命は奪わない、ということだからな。それにきっと、あいつらの言っていた通り、申し出れば僕が最初に身柄を受け取ることもできる。待っていれば、無事にお前へ引き渡してやれるんだぞ」

「万が一にも俺が殺されたら、その時はイルナを守ってやってくれ」

「……ユウファ」

「秘ひ血けつをこじ開ける、っていうことは、その人間の守っている記憶や感情を全部暴き出すってことだろ？　それを望むやつなんているはずがないし、言げん血けつに干渉されれば、それだけで痛いものなんだ。イルナが苦しんでいるのに、俺がなにもせず、ただ耐えろなんて言えない」

　それにディナンはイルナを知っていて、一度は彼女を殺そうとした相手なのだ。無事に解放される保証などどこにもない。

「本当にありがとな、ガタリ」

「……」

「ガタリはやっぱり、凄すごいやつだよ」

　自分の身を危険にさらしてでも、ただの友人一人のためにここまでする人間がどれほどいるだろうか。きっと俺をここに招いたことで、彼は再び悔やむだろう。自分の守るべきものと感情とに挟まれて、また苦悩を深めることだろう。それぐらい真剣に、彼は自分のことも国のことも考えている。

　もし、彼のような人間が王だったならば──そう思わずにはいられない。

「……またな」

　俺がそれだけ告げて立ち去ろうとすると、腕を摑つかまれ、念を押すようにガタリが言う。

「……僕を後悔させるような道は選ぶなよ」

「ああ……分かってる」

　いまだ疑いを隠さぬ彼の眼差まなざしを振りきり、俺は背を向けた。……大丈夫だ。この街で、俺は二度と誰かを悲しませるような選択はしない。

　俺は赤せき刀とうの柄をぐっと握りしめ、走り出した。
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　まっすぐに向かったのはマジス＝バランの外れ。巨大な尖せん塔とうが聳そびえる雨水塔。兵士達で溢あふれる売春街を抜けて、第七区画の塔に足を踏み入れた。外から入ることができない以上、中から忍び込むしかない。

　壊れたままの扉を通り、上水道に入る。水に浸つかりながら人の肩幅ほどの水路を進んだ。純粋な言げん血けつを多く含んだ水は四肢に染しみ付ついた言げん痛つうを少しずつ和らげてくれる。この感覚、痛みを癒しながら、攫さらわれた相手を猫から取り戻すこの状況。嫌でも思い出さざるをえない。……まるであの時の五日間をやり直すように、俺はまたここにやってきている。俺を試すように、全てがまた繰り返される。しかし、結末まで繰り返す必要はないのだ。それはナサンゴラで俺達が学んだこと。繰り返してもなお、変わる瞬間は訪れる。変えることはできるのだ。

　大聖堂下の貯水槽に入り、服の水気を絞り切る。水の揺れるささやかな音は、半年前師匠と共にここを訪れた時と全く変わっていない。一つ変化があるとすれば、非常階段の入り口に堅けん牢ろうな鉄てつ格ごう子しの扉が嵌はめられていたことだ。鍵は扉に埋め込まれていてしっかりと錠がおろされている。言げん血けつで無理やり開こうとすれば、先にこちらの手が千切れてしまうだろう。

　とはいえ、この程度で諦めるにはまだ早い。俺は赤せき刀とうを抜き、全身の言げん血けつを繫つないでいく。

「──っ」

　言げん痛つうがここぞとばかりに燃え上がる。俺は一つ一つ、痛みに引き裂かれる流れを繫つなぎ合あわせ、力道を通す。そしてしっかりとアルナの言げん血けつに連結した。自らの痛みを誘因として、アルナの感情を解く。書庫の記憶。この大聖堂、今まさに俺の上にいるはずの国王を求める、彼女の記憶を引きだし、言げん血けつを送り込む。あえて己の痛みを増幅させ、言げん血けつを凝縮させると、刀身から青い閃せん光こうが迸ほとばしった。

　やがて赤せき刀とうは熱を帯び、炉から取り出したように凄すさまじい熱を放出し始める。

　俺は扉の鍵の間に刀を滑り込ませ、錠を融とかし斬った。

　言げん血けつを断ち、息を吐き出すと疲労が一挙に跳ね返ってくる。刀身は急速に熱を失い再び無む垢くな白はく刃じんを見せるが、刀に触れた扉の鉄は熱を持ったまま赤く歪ゆがんでいた。

　なんにせよ、扉は開いた。俺は非常階段に足を踏み入れる。いつ敵と遭遇しても構わぬよう、初めは慎重に進んだが、聖堂の門を閉じている分、中に護衛はほとんどいないようだった。かつてアルナを救いに向かった四階も通り過ぎ、すぐに最上階の七階へ至る。教会の頂上部分に位置するため廊下は短く、並ぶ部屋も三室ほど。人のいる気配は一切なく、外界の音も届かぬそこは異様なほどの静寂に満ちていた。

　刀を抜き、痛みに耐えながら言げん血けつを繫つなぎ直す。それだけで背中に汗が流れるのを感じながら、俺は中心にある部屋の前で足を止めた。滑らかな鉄に似て、しかし継ぎ目の見当たらない奇妙な一枚の扉──鳥ちよう門もんだ。

　マジス＝バランの大聖堂で、この部屋以上に外部から遮断された場所もあるまい。おそらく、この向こう側にディナンが、そしてイルナがいる──だが、どうやってこの門を開けるのか。

　鳥ちよう門もんに対しては特定の言げん血けつが鍵として機能するとスゥは言っていた。おそらくこの鳥ちよう門もんも言げん血けつで動く一つの機構。鍵は猫の言げん血けつだろう。……そして偶然にも、俺はその鍵を持っている。なぜならば、半年前、この聖堂で俺はディナンの言げん血けつに縛られたから。境界が曖昧な俺の言げん血けつに浸しみ込み、搔かき乱みだした言げん血けつの残ざん滓しが微かすかに、だがそれでも残り続けている。

　勿もち論ろん、上手うまくいく自信はない。しかし別の方法を考える余裕などなかった。俺はあの不快な笑い声、ざらついた舌のごとき言げん血けつを記憶から引きずり出し、増幅する。イルナを傷つけ、アルナを騙だました言げん血けつを己の中で膨れ上がらせる。そして扉に手をあて、流し込んだ。




　──キィィ。

　最初に聞こえたのは微かすかな軋きしみ。虫の呻うめき声に似た、耳みみ障ざわりな音。中心から細かな亀裂が広がり、やはり肉壁のように滑らかな動きで穴が生じる。

　直後、一つの光景が目に映った。

　後ろ手を縛られ、床に膝を突くイルナと、台座に置かれた盃さかずき。そしてその隣に立つ、人形めいた召使の少年。イルナは顔面蒼そう白はくで、今にも気を失いそうなほど視線が定まっていない。

『──貴様……！』

　忽たちまち、ざらりとした猫の言げん血けつを感じる。部屋に充満したディナンの言げん血けつが急速にこちらへ流れ込むのが分かった。

「久しぶりだな」

『……お前まで生きていたとは、随分と私も読みを間違えていたようだ。しかし、此こ度たびはお前一人か。わざわざこの娘一人を助けるため、命を捨てに来たと』

「……一人か……まあ、お前にはそう見えるんだろう」

『……？』

「それにしても娘一人に随分時間がかかっていたみたいじゃないか」

　この様子であればまだイルナは言げん血けつを開き切ってはない。何とか間に合ったのだ。

『心配してもらわずとも直じきに終わる。秘ひ血けつの情報を傷つけるわけにはいかないのだ。容易に痛めつけることもできない。お前を片づけた後、しっかりとこじ開けて見せよう』

　そう言いつつも、ディナンの言げん血けつに余裕は感じられなかった。イルナの秘ひ血けつ開放に疲弊していたのか、あるいはこちらの登場があまりに予想外だったのか。

　しかも漂う相手の言げん血けつには明らかに躊躇ためらいの色が滲にじんでいた。

「怖いのか」

『……』

「あの時、俺に押し付けられた言げん血けつの痛みが、忘れられないんだろう。だからすぐに俺を縛ろうとしない。俺ほど言げん血けつを御しやすい人間なんて、いなかったんじゃないのか？」

『黙れっ！』

　ディナンに肉体はなく、全てが言げん血けつの状態であるからこそ、不純な言げん血けつには弱い。俺がかつて苦痛の言げん血けつを分け与えたことで、やつは確実に力を弱めたのだ。そして再び同じことをされるのではないかと恐れている。

「今、俺の言げん血けつには数十人分の死の言げん血けつが染しみ付ついている。下手に手を出せば、お前も死ぬぞ」

　ゆっくりと部屋に足を踏み入れ、イルナの傍そばに寄る。肩に触れても一切反応はなく、ただ意識を奪われまいという一点で踏みとどまっているかのようだった。ディナンが臆するうちに彼女を解放しようと、手の縄を斬ろうとしたその時、突然の殺意に身体が反応する。




　──ギィンッ！

　力強い振り下ろしの太刀。繰り出したのは盃さかずきの隣に控えていた召使の少年だった。間髪を容いれずに、二の太刀、三の太刀が打ち込まれる。細身の腕、意志を感じさせないその瞳からは想像もつかない、強烈な一撃だ。それはまるで、ナサンゴラで戦った言げん血けつの塊を思い出させる剛腕だった。

「……くそっ！」

　蛇の血で力を増幅させようにも、言げん血けつを束ねる前に言げん痛つうがそれを寸断する。何とか刀は振るえるが、ディナンの言げん血けつによって増強された少年の力には到底及ばない。

『どうした、護ご舞ぶ官かん。言げん血けつは届かずとも、切っ先は容易たやすくお前の心臓を貫くぞ』

　あっという間に壁かべ際ぎわへ追い詰められ、それでも容赦ない連撃が襲いかかる。少年の動きに技量はない。ディナンが操っているせいでもあるだろう。ただただ力任せの戦い方。しかしこちらは攻撃を凌しのぐので精一杯。まともに受ければ刀を弾はじかれ、とにかく避けるしかない。ディナンの言げん血けつが入った盃さかずきを狙おうにも、逃げ出す隙もなかった。まるで分厚い壁のように少年の乱打が道を塞ぐ。

『よもや何の策もなしにやってくるとはな！　かつてのように、お前を助ける者などいないのだ。お前の犬も、師も、そして王女も、誰も助けにはこない！』

　ディナンの嘲笑あざわらうかのような言げん血けつが部屋に響き渡った。

　すると──どくり。

　赤せき刀とうが震える。

「……だから」

　袈け裟さ切りを避ける。右脇に飛び込んで、振り向きざまに二の太刀を受ける。

「……それは、違うって」

　振り下ろしを凌しのいで、突きを放つ。

「言ってるだろっ……！」

　刃と刃がこすれ合い、火花が散る。そしてその瞬間、赤せき刀とうが三み度たび発火した。

『──！』

「王女は……アルナは、ここにいる！　最初から、俺の隣に、いるんだよっ！」

　相手の薙なぎ払はらいを打ち返す。あまりの衝撃に双そう肩けんが痺しびれる。だが、少年の振りはさらに速度を増した。ディナンの怯おびえが、手に取るようにわかる。

『い、一体、それは何だ！　それは何なのだ！』

　まるで赤せき刀とうを認められないかのような、その存在を否定しようとするような猛打の応酬。

『私はそんなものを認めないぞ！　まさか、そんな、また！』

「この炎を、知っているのか」

『──……！　煩うるさい！　私は、認めないぞ！　血翼王の刀が、なぜ！』

　言げん血けつだけの存在というのは酷なものだ。ほんのわずかな狼ろう狽ばいで、意図も容易たやすく考えが漏れてしまう。ディナンは知っている。この刀の仕組みを知っているのだ。それはかつて血けつ翼よく王おうが用いた刀であり、それがこの場に存在するはずはないと、その言げん血けつが叫んでいる。

『それは青せい刀とうではない！　忌いまわしき刀はあの時、確かに回収したはずだ！　どうしてお前が、その炎を──』

　ディナンは知らない。肉体を捨て、永遠に死ぬことがないと思い込んでいるディナンは、知らないのだ。その死の先にあるものを。死の先に成した、一人の少女の祈りの形を。

　アルナの言げん血けつとディナンの言げん血けつ。肉体を捨て、永遠に閉じられたそれは、似ているようで酷ひどく異なる。猫は死の手前で立ち止まり、アルナは死の向こう側で歩き続ける。俺の手を取り、俺の生を支えてくれる。自己保存だけの猫などとは、言げん血けつの質が違うのだ。

　ディナンは少年に、狂ったように刀を振り続けさせた。まるで人形の限界を知らぬまま、動かし続ける子供のように。いくら言げん血けつで力を増幅させようとも、肉体が追いつかない。このままだと、少年の身体がばらばらになる。

　……斬るのは、糸。それだけでいい。人形を操る糸が、確かにあるはずなのだ。

　俺は全身の境界を突き破るように、己の言げん血けつを放つ。

　ピマでの戦闘で、俺は確かに見えたのだ。眼球を介さない、言げん血けつによる知覚。世界をそのまま摑つかみ取とる、もう一つの感覚。言げん血けつの感知を最大限に開き、言血の目で空間を触る。

　──見えた。

　赤せき刀とうに怯おびえる、冷やかな糸。盃さかずきから花のように開き、その一片の先から伸びる細い糸がある。それは少年のうなじに繫つながり、確かに言げん血けつを流し込んでいた。

　目で見ているものと言げん血けつで見ているもの、その二つに意識は裂かれ、軋きしみを上げる。でも、アルナがいる。砕け散る俺の言げん血けつを抱きとめてくれる彼女がいる。

　──三撃で、届く。

　初撃。振り下ろしを流し、二の太刀。突きを躱かわす。三の太刀、肩口を斬られ、それでもなお後ろに飛び込み──切り上げた。

　言げん血けつの糸を一いつ閃せんする。




『──』

　ディナンの声にならぬ苦く悶もんが聞こえる。そのまま力なく崩れ落ちる少年の身体。俺は一足で盃さかずきの前に降り立つと、燃え立つ赤せき刀とうを振り上げた。

「これが、死だ」

　器ごと、ディナンの言げん血けつを両断する。

　瞬間、こちらを突き刺すほどの悲鳴、痛みに震える言げん血けつの悲鳴が部屋を満たした。そして、言げん血けつは斬られ、霧散する。




　完全な沈黙。二つに切り分けられた盃さかずきには、もはや言げん血けつの跡形も残っていなかった。

　かろうじて抑えていた言げん痛つうが再燃し、視界が回転するほどの眩暈めまいを覚える。なんとかイルナのもとに行くも、立っていることさえかなわず、膝をついてしまう。

　少年は意識を失っていたが、それでも息はあった。……きっと、俺は最善を尽くしたと言えるだろう。強いて問題を挙げるならば、ディナンを殺した後の方針を何も考えていなかったこと。地下の貯水槽まで行けば多少の回復は望めるが、そこまでイルナを背負って階段を降りることなど果たして俺に出来るのか。

　そして痛みに耐え、言げん血けつを繫つなぎ直そうとしている最中さなか、不意に足音が聞こえてくる。

　兵士か、ディナンの部下か。いずれにせよ、どうやってこの場を切り抜けるのか、頭が少しも回らない。対策など立てる暇もなく、やがて鳥ちよう門もんをくぐり抜け、その姿が現れる。

　蒼そう天てんを重ねた紺こん碧ぺきの髪、華麗でありながら厳格さを滲にじませる銀糸の礼装、そして人を射殺すのも容易たやすい、鋭利な眼差まなざし。

　かつてこの目で見たのは数える程。

　だが、俺の中に溶け込んだアルナの記憶が間違いなくその人を見て、震えあがる。




　──メルトラ＝カイ＝ベルヘス。

　赤燕の国レポルガの国王であり、アルナの母が、そこにいた。
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　先に反応したのは俺の血か、それともアルナの血か。千々に断たれていた言げん血けつの流れが、急速に結ばれる。言げん痛つうによる痛みが再び波のように押し寄せるが、それさえもどこか他人事のように思えた。

　マジス＝バランの聖堂に踏み込んだ時点で、もしかしたら、という思いがなかったわけではない。アルナの言げん血けつもどこかで母親の言げん血けつを察知していたかもしれず、故に頭の片隅では、それを期待していたとさえ言えるだろう。

　だが実際にメルトラを目の前にしたとき、俺は全身を縛る軛くびきのようなものが忽たちまち砕けるのを感じた。アルナを死に追いやった張本人、その仇かたきを前にして抱く劫ごう火かのような感情。神経の一つ一つが熱を帯び、焦げ付くようだった。自分の意思を超えて、肉体に刻まれた熱が膨れ上がっていた。……これが憎しみというものなのだろうか。自らにこれほどの痛い言げん血けつが潜んでいた、そのことに俺は当惑する。

　メルトラは部屋の状況を見て一瞬目を見開いたが、それでも動揺した様子は見せなかった。彼女に続いて現れた二人の部下──ガタリとその上官であろう女、彼らの方がよほど驚きを露あらわにしていただろう。ガタリの上官は想像していたよりもずっと若く、ジルと同じか、少し上くらいの瑞みず々みずしい相貌には困惑に続いて警戒の色が広がった。

「貴様、何者だっ！」

　彼女は半瞬遅れて刀を抜き、国王を庇かばうようにしてこちらに踏み込もうとするが、なぜかメルトラはそれを制する。そして、言った。

「ヤウナ、刀を収めなさい」

　猫を襲い、そして殺したであろうと推測の付く相手に対し、切っ先を向けるなと言うことの奇妙さ以上に、俺は彼女が口を動かしたことに啞あ然ぜんとする。

　王族は言葉を話してはならない。王おう歌かに用いる言げん血けつを保つため、秘ひ血けつと同じく常に沈黙を貫き、他者と会話する場合は王おう鳥ちように代読させる。それが王族のしきたりではなかったのか。

　だがメルトラは紛れもなく口を動かし、限りなく抑制の利きいた声音で、またも言った。

「──侵入者よ。お前が、ディナンを殺したのか」

　彼女は両断され床に落ちていた盃さかずきを拾い上げ、その断面図をしげしげと見つめる。

「……反はん血けつ晶しようの盃さかずきを断つとは、なるほど猫を殺すのもわけはないか。言げん血けつを斬ることの出来る者がこの世にいたとはな……」

　そう呟つぶやくメルトラの口元にはなぜか笑みが浮かんでいた。俺はあらゆる状況に理解が追いつかず、ただ呆ぼう然ぜんとするしかない。

「……何を呆ほうけている。まさか、私が誰だか分からないのか？　まあ、公の場でこうして話すことはないからな、無理もないかもしれないが」

　彼女はディナンの盃さかずきをぞんざいな手つきで床に投げ捨てると、それが置かれていた椅子に腰を下ろす。そしてこちらを試すような眼差まなざしで見据えてきた。

「我が名はメルトラ＝カイ＝ベルヘス。赤燕の国レポルガの国王だ。その様子だと、そこの娘を取り返しに来ただけのようだな」
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　相手は間違いなく、俺の正体に気付いていなかった。イルナのことも、おそらくは秘ひ血けつの護衛で、ピマの襲撃に巻き込まれたという情報しか得ていないのだろう。俺程彼女に因縁のある者もいないというのに、こうして自己紹介をされるというのは不思議な気分だ。しかも彼女の言葉に滲にじむ言げん血けつには親しみにも似たものさえ感じた。

　ガタリは俺が本当にディナンを殺したことがいまだ信じられないのか、あるいは国王と俺の対面というこの状況に予測がつかないせいか、息を吞のんでこちらを覗うかがっていた。俺の身体では相変わらず激情が荒れ狂っていたが、疲労のせいで手足を動かすことすらできない。ひとまず会話に応じるため、焼けつくような痛みと共に唾を飲み込み、慎重に口を開いた。

「……国王のあなたが、なぜ話をしている」

「おや、王族が口を使わないことくらいは知っているのか。だが、その問いには答えるまでもないだろう。私は話せるから、話している。王族のしきたりなど、所詮形式に過ぎない」

　しかし言げん血けつを蓄えるという目的はどうなっているのか。そう尋ねたくとも、そこまで事情を知っている者と分かれば疑いを向けられかねない。俺が咽喉のどまで出かかった問いを何とか引き止めると、今度は向こうが尋ねてきた。

「しかし、お前はどうやってここまで入り込んだ。見たところ赤せき刀とうを持っているということは、上手うまく兵士に扮ふんしたか……誰か協力者がいたか」

　一瞬、ガタリの眉がぴくりと動く。しかし俺が黙っていると、国王は言葉を継いだ。

「兵ひよう糧ろうや物資の運搬でこれほど商人が訪れる今、マジス＝バランに虫が入り込むのを防ぐことなど不可能だがな。ピマで娘を奪われてから、そう簡単に協力者を見つけられるはずもなかろう。この際、どうやって聖堂に忍び込んだのかも不問にしようではないか」

「……」

「私が聞きたいのは一つだ。──どうやって猫を殺した」

　国王の眼差まなざしはこちらの反応を一つも見逃すまいという気迫でもって、俺の視線を絡からめ取る。そこにはやはり、ディナンを殺されたことに対する怒りのようなものは見いだせない。

　俺が沈黙を続けると、彼女は少しだけ表情を緩め、言った。

「先に言っておくが、私はお前に対して感謝はすれども、憎んではいない。こうして尋ねているのも、何もお前を罰するためではない」

「──感謝？」

「お前が為なしたことは驚くべき成果だ。言げん血けつを斬る、など聞いたこともない。もしもこれが再現可能なことであれば、これまで猫が誇っていた不死性は脆もろくも崩れ去るのだからな」

　一体、何を言い出すのか。感謝？　成果？　それではまるで本当に、ディナンの死を喜んでいるかのようではないか。赤燕の国レポルガとバラン都市群は間違いなく協力関係にある。この度の戦争でも、こうしてマジス＝バランを後衛拠点としていることが何よりの証あかしだろう。耀よう天てん祭さいに仕組まれた策謀は、まさに国王とディナンが手を結ぶことで可能となったのではなかったのか。

　メルトラが冗談を言う訳はない。だが、真面目な言葉であるならば、一層のこと理解が出来なかった。俺は渦巻いていた憎しみが行き場を失い、奇妙な方向に捻ねじれていくのを感じる。

「……あなたは、猫の仲間ではないのか？」

「なるほど、仲間か、互いが互いから利を得る、猫どもと私の互恵関係をそう呼ぶのなら、確かに仲間なのだろう。だが、それは契約に過ぎない。猫と手を組むことが現状最も利となるから、そうしているだけだ」

　冷淡なその物言いに、俺は少なからず動揺した。ディナン側が国王を商売に利用するつもりだったとはいえ、国王側も同様に利用対象としてしか認識していないというのか。いや、しかしメルトラの発した言葉から感じるのは無関心以上に、敵意のようなものではないか──。

　メルトラは打ち捨てられたディナンの盃さかずきに目をやりながら、溜ため息いきを漏らす。

「あまりに増長されても面倒なのだ。私は何も猫のためにこの国を治めているわけではない。もしも不死を打ち砕く方法が分かれば、私は猫どもの大きな弱みを握ったことになるであろう。そうなれば随分と事を運ぶのが容易となる」

「……猫と敵対関係になっても構わないと？」

「構うも何も、私はもとより猫を敵として利用しているつもりだ。ここしばらくはお互いの棘とげから目をそらすことで手を取り合ってきたが、それも今度の戦争で終わりだ」

「その戦争自体が、猫と協力して起こした戦争だろう」

「ほう」

「白三日月の国ルーガーダへの戦争に理はない。王女失踪の首謀者などという濡ぬれ衣ぎぬは、あなたが猫と共に戦争を起こすため作り上げた虚言──」

　思わず、考えていたことを口に出してしまう。だが国王と猫が裏で通じ合っていたことなど、公には誰も知らない事実。慌てて口を噤つぐむも、国王は問い詰めるでもなく、かえって助け船を出してくる。

「お前の雇い主──白三日月の国ルーガーダの者が、そう言ったのか」

「……」

「ならば、その者は正しい。確かにあれは虚言だ」

　こちらの言葉を否定するどころか、メルトラはいとも簡単にそれを認めた。それを俺に語って聞かせるのは、いつでも殺せると思っているからなのか、それとも本当に協力を仰ぐ魂胆なのか。相手はなおも落ち着いた口調で話し続ける。

「しかし、この戦争に理がないわけではない」

「……バラン都市群に戦争の利益を独占させるためじゃないのか？」

「そこまで考えているのは実に筋が良いいが、それも違う」

「……じゃあ、一体」

「猫より先に、白三日月の国ルーガーダを手に入れるためだ」

　……猫より先に？　なぜここで、協力者のはずの猫が出てくる。

「猫はかねてより白三日月の国ルーガーダを狙っている。昼山羊の国テテラ＝サテラで暴れている山賊へ武器を売り渡しているのも猫だ。私に妙な濡ぬれ衣ぎぬを押し付けているようだがな。いずれ、猫はならず者の傭よう兵へい団を作り、白三日月の国ルーガーダへ仕掛けるつもりだったのだろう」

「……そんな、どうして猫が国を求める」

「おや、お前は今の世相を知っていても、歴史には明るくないのか。白三日月の国ルーガーダはかつて猫が支配していた国だ。元々所有していたものを取り戻そうとするのに、下手な理由など必要あるまい」

「猫の……国？」

「今となっては伝説の時代か。されど、メトラジガッドの災厄が起きた時、一番に煽あおりを受けたのは猫の一族だ。暴徒化した人間に国を奪われ、かつて猫が隆盛を極めた王都ガズビオラも今や人間のものとなっている」

　血けつ翼よく王おうの物語を思い出す。太陽の接近で荒れ果てた大地に起きた、数々の内紛。確かにそこには白三日月の国ルーガーダもあった。動乱で統治が乱れたことも確かだろう。……だが、仮に猫が白三日月の国ルーガーダを奪おうとしていることが事実だとしても、それより先に国を奪わねばならないという理屈が分からない。

「もしも猫が力を持つことを防ぎたいのなら、どうして直接猫と戦わないんだ。白三日月の国ルーガーダと協力すれば良いだけの話だろう」

「協力か……」

　彼女は立ち上がり部屋の窓まど際ぎわへ歩み寄ると、まるで独り言のように呟つぶやいた。

「猫を脅威とも気付かぬ人間と協力して何になるというのだ……」

　そして窓から街の様子を眺めるが、その横顔には諦念にも似た陰が差している。

「時に、猫を殺した者よ。猫はどうして恐ろしいと思う」

「……その知恵と合理性じゃないのか」

「それでは答えの半分にも及ばぬな。……猫どもがなぜ恐ろしいか、それはやつらに個というものが存在しないからだ」

　かつてディナンが語っていたことを思い出す。猫は肉体を捨て言げん血けつのみとなった。それにより個の隔たりは消え、全ては種族のために動く。だからこそ究極の合理性が可能となった。

「複数の猫と相対すれば分かることだが、あやつらは常に同質だ。時折互いの言げん血けつを混ぜ合わせることで個々に生じた情報差を均ならし、全体の知を引き上げる。性格も物言いも、常に同じなのだ。それはたとえディナンと名のついた個体が死のうとも、またすぐに代わりを用意できるということでもある。盃さかずきから零こぼれた血はまた汲くみ直せば事足りる。猫の不死とは畢ひつ竟きよう、個の不死以上に種族の不死なのだ」

「……種族の不死がなぜ恐ろしい」

「問うまでもなかろう。猫の不死の傍かたわらで、人は自ら滅びるからだ」

「……」

「見ろ、この活気に溢あふれる街を。戦争を目の前にして逸はやり立たち、多くの者が喜んで戦場に向かう。それがたとえ同じ人間を相手としていてもだ。猫のような叡えい智ちもなく鳥のような技術もない。ただ争いに互いの身をむさぼり合う獣……これが人間という種だ。……人と人とが手を取り合い、猫に抗することよりも、猫に付け入る隙も与えぬまま人と人とが殺し合う。この方が自然だと思わないか？」

　ふとメルトラと目が合った時、俺はなぜか一つの眼差まなざしを思い出す。人を憐あわれみ、守ろうと思いながら、一方でどこまでも諦め尽くしたその瞳。

　数百年の孤独に耐えた青あお鷹たかもまた、彼女とよく似た目を持っていたのではないか。

「……あなたはそれで何を得るんだ」

「得る？」

「人という種族を守るために人を殺すなんておかしな話だ。もしも猫が白三日月の国ルーガーダを支配したとして、人を根絶やしにするはずはない。むしろマジス＝バランのように統治される可能性だって──」

「そうだろうな。おそらくは、凡百の人間によって治められるよりも、ずっと幸福な国になるだろう。──だが、そこに自由はない」

「……自由？」

　メルトラが何を語り始めるのか、もはや俺には分からなくなっていた。乱れていた感情もいつの間にか収まり、まるで全ての言げん血けつが彼女の話を聞き分けようと耳をそばだてている。




「私が得たいもの。それは自由だ」




「……」

「自由に生きること。人が、人として、たとえ争いという愚かな本能の中に崩れようとも、なお自由を選び取ることができる世界。それが、私の目的だ。人はいずれ人を滅ぼす。だが、その滅びは、人が選び取るべきものだ。猫の合理に組み込まれた死でも、鳥の夢想に組み込まれた死でもない。自ら死ぬために、私はこうして王になっている」

　メルトラの言葉の異様な迫力に、俺は口を開くことができなかった。彼女はなおも闘志を言げん血けつに炸さく裂れつさせ、語り続ける。

「お前はこの街を知っているだろう。あらゆる商売を猫に統括され、どの商人も猫に頭を下げることしかできない。知識も知恵も及ぶことがなく、しかし猫にへつらうことで最上の幸せを得られると思っている商人どもだ。そこに、真の争いはない。全ては猫によって決められているのだから。利を得ようが、失しようが、それはその者が戦い手に入れた結果ではなく、猫の手の上の遊戯なのだ。そんなものが果たして生きていると言えるのか？　あるいは、お前がピマで襲撃を受けた者ならば、あの街も知っているだろう。鳥に支配された街、既に人が一つの道具でしかなくなったあの街を。泉を管理され、労働を割り当てられ、人間は完全に統治されたまま幸福を得る。だが、その時点で死に絶えるのだ。私はあの街に住む人間を人間とは思わない。あれは虫のようなものだ。餌を与えられ、決められた役割をこなす生きた道具に過ぎない。これが今の世だ。自らがつまらぬ死に追い立てられていることに気付かず、人という種族が滅びゆくことに誰も恐怖を覚えない。実に愚かだとは思わないか。いや、愚かだ。そこに人の自由などありはしない」

　……なぜだろう。不思議なことに、俺はなんとなくメルトラの言うことが分かるような気がした。きっと半年前、アルナを失うこともナサンゴラを救うこともしていない俺であれば、何一つ理解できなかったことだろう。だが、俺は確かに知っているのだ。猫の非情なまでの策謀も鳥のあまりに遠い価値観も。その中で苦しみ、失われていく人間達がいることも、知っている。きっとこのメルトラという王は、赤燕の国レポルガなどどうでもいいのだ。彼女は国ではなく人という種のことだけを考えている。人の王であろうとしている。彼女の真意を理解する者は少ないだろう。きっと俺は彼女を理解することが出来る数少ない人間でさえあるだろう。

　王としてのメルトラを俺は非難することができなかった。

　彼女の語った言葉は、俺が想像していたよりも遥はるかに大きな射程を持ち、世界を見定めている。そこに理がないわけではない。どこか納得している自分がいる。




　──だが、分からなかった。

　人としてのメルトラが。アルナが知りたかったメルトラが、分からない。

「……そのために、娘を殺したのか」

　ふと口をついて出た俺の問いに、ガタリは顔をこわばらせ、メルトラもまた目の色を変える。彼女はあくまで落ち着きを保ったまま、尋ねてきた。

「娘を殺すとは、どういう意味だ？」

「……あなたの意図は分かった。人と人が争ってでも、自由であろうとする願い。むしろその争いの状態こそが自由だ、そう思ってあなたが動いていることは、理解できる。でもそのために、なぜ娘を殺す必要があったのか。それが分からない」

　眠っていたアルナの言げん血けつが波打つ。

「自由のために、人という種の自由のために、娘の自由を奪うことはできるのか？」

　まずい。

「人の全ての自由の前に、一人の娘の自由は意味を持たないのか？」

　もう、口が止まらない。

「人を救うために、娘を殺すような自由に──そんな自由に幸福はあるっていうのか？」

　赤せき刀とうから緋ひ色いろの炎が揺らめき立った。女長官は再び殺気でもってこちらを睨にらみつけ、今度ばかりはメルトラも表情に警戒を見せる。彼女は問うた。

「……まだ、お前の名前を聞いていなかったな」

　俺は燃え上がる言げん血けつを必死で抑えつけながら、ゆっくりと立ち上がる。底のない疲労に足が震える。激しい言げん痛つうに目が眩くらむ。だが、この痛みはきっと俺の痛みだけじゃない。この日まで沈黙を強いられ、そして自由を望む母の下で最も自由を奪われた少女の痛みだ。




「俺はアルナリス＝カイ＝ベルヘスの護ご舞ぶ官かん、ユウファ＝ガルーテンだ」




　メルトラが、息を吞のむのが分かった。

　その瞬間に彼女の思考を巡ったものが果たして何なのか、俺には見当もつかない。だが奇妙にも数瞬の後呟つぶやかれた言葉に滲にじんでいたのは、あまりに素っ気ない驚きの色。

「……こんなところで、いや……ここまで入り込み、ディナンを殺したのも納得がいく。そうか……お前がユウファ＝ガルーテンか」

　その敵意のなさに、呆あつ気けにとられた。そしてメルトラが薄い笑みを浮かべた時、俺はむしろ相手の気迫に吞み込まれる。

「実に面白い。これも因果ということか。そしてその表情からして、アルナリスは死んだのだな。護ご舞ぶ官かんだけ生き残るとは……不思議なものだ」

　どうしてそんな風に言えるのか。まるで他人事のような語り口に、俺は怒りよりも先に途方もない虚脱感に襲われる。メルトラは俺の正体を知ってなお、先ほどまでの態度と変わったところを見せない。敵意を向けるわけでも、距離を置くわけでもなくじっとこちらを覗うかがってくる。そして、俺が投げかけた先の問いを反復した。

「娘を殺す自由に幸福はあるかと──そう尋ねたな、若き護ご舞ぶ官かんよ」

「そうだ」

「ならば、答えは決まっておろう。あるに決まっている」

　アルナの言げん血けつが奔流となって身体を駆ける。しかしこちらの感情の高ぶりなど気にも留とめぬ様子でメルトラは続けた。

「この戦いで命を落とす赤燕の国レポルガの兵士の命と、王女の命、そこに何の違いがある。兵士の親しき者にとって、この戦いは不幸であろう。兵士自身にとっても不幸であろう。それはお前が仕えた主人と同じ。仕方のないものなのだ」

「あなたは娘を殺すことに不幸を感じないのか？　一切の後悔も躊躇ためらいもなく、それは仕方のないものだと、言えるのか？」

「無論だ」

　迷いのない返答に、こちらがたじろぐ。

「私にとって、娘の命は一つの命に過ぎぬ。勘違いするな。娘の命を軽んじているわけではない。それは他の者と同じだ、というだけだ」

「だから、殺してもいいと？」

「私は出来る限りの敬意をもって、人間の命を扱っているつもりだ。そもそも、出来る限りの幸福、出来る限り多くの人々が自由に生きることを私は願っているのだ。猫のように我欲の道具と考えているわけではない。だが、時に王は民の命を失うことも勘案せねばならぬ。この国に限ったことではあるまい。上に立つ者、戦いを命じる者は皆、誰を守り、誰を諦めるか、その選択に直面するものだ。そして私の場合、娘の命は諦める必要があった。それだけのこと」

　メルトラは穏やかな、むしろ優しさに満ちた表情でそう語った。そこにあるのは徹底した王としての判断。自分の娘でさえも犠牲にすることができる王の覚悟──




　──そんなわけ、ないのだ。

「それは噓うそだ」

「なぜそう思う」

「……なぜ？　理由なんて考えるまでもないだろう。アルナは死ぬ必要がなかった。彼女の死が避けられないものであったはずがない」

「……」

「今、アルナは失踪している。死んだことにはなっていない。それで十分あなたの目的は達成できている。いくらでも説明する時間はあった。王女としての身分を捨てて生きてくれと、頼む時間があったんだ。あなたの意図、人という種を守ろうとする考えを娘に語る時間はあったはずなんだ。それにアルナが賛同したかどうか、それはもう分からない。だが、彼女が何も知らされず、命を狙われ、果てには自分の母親に嵌はめられたことを悲しむ必要は、どこにもなかった。もしもあなたが本当に娘を諦めたのだったら、それが本当に仕方のないことだったのなら、アルナは……あなたの娘は、もっと幸せになれたはずなんだ……！」

　アルナの孤独、幼い頃から母を求めて、しかし二度と応えられなかったその悲しみを思い出す。夕ゆう陽ひに染まる書庫で焼き尽くされるような孤独の感情に耐えなければならなかった、あの記憶。それは避けられたはずのこと。ただ一度、母が微笑ほほえむだけで消え去ったはずの苦しみではなかったのか。

「アルナはいつだって、あなたの言葉を待っていた。あなたを憎んで、恨んで、きっと俺が憎んでいるよりもずっと深い憎しみでもってあなたのことを考え、それでもやっぱり求めていた。どうしてそれに答えなかった？　どんな理由が必要だった？　あなたは人の自由を守りたいと言いながら、娘一人の感情さえ守ろうとはしなかった。そこに幸福なんてありはしない」

　だが、メルトラは冷やかな眼差まなざしでこちらを見返すと、こう尋ねる。

「私が娘を幸福にする義務はないだろう？」

「なっ──」

「私が民一人一人の、ごく個人的な幸福を叶かなえるために奮闘する義務など、ありはしないだろう。確かにお前の言うとおり、私は娘を愛さなかった。彼女のより多くの個人的な幸福を目指そうとはしなかった。──だが、それがなんだ。何が悪い。親が子を愛することが自明であると、誰がいつ決めたのだ。所詮、お前はお前にとって大切な人間が傷つけられ、怒っているだけだ。王女がお前の知らない者であれば、お前は私に怒りすら抱かない。分かるか、ユウファ＝ガルーテン。お前のその身勝手な怒り、私的な感情で善悪の天てん秤びんを作ろうとするその愚かさこそ、人間の本質なのだ。人はそうして人を憎み、争い、そして安心する。お前は今、安心しているだろう。私が血も涙もない母親であると、憎むべき人間であるとそう思い、安心しているだろう。そうだ。人間とはそうして、互いを憎み合い、滅ぼし合うことに幸福と自由を得る。お前はアルナを私に殺され、その仇あだを糾弾する今この時、最も気持ちがいいのだろう！」




　──ギィンッ！

　無意識のうちに切りかかっていた。メルトラと俺の間に割って入ったのはヤウナ。彼女は俺の刀を受け止めきれず、その額に刃が触れる。その傷から迸ほとばしった鮮血に、俺は遅れて我に返り、二歩下がった。だがアルナの言げん血けつと俺の言げん血けつはそれでも収まらず、赤せき刀とうは焰ほのおを煌きらめかせる。

　ヤウナは混じりけのない怒気をこちらに差し向けるが、追撃はしてこない。額から零こぼれる血をそのままに、じっと俺を睨にらみつけてきた。

　メルトラは相変わらず落ち着いた声音で語りかけてくる。

「ユウファ＝ガルーテンよ。しかし、それでいいのだ。その怒り、その愚かさを私は守る。その幸福を守ってみせよう。お前が私を憎み、殺そうというのならば、それでもかまわない。それでも、私にとってお前の力は必要だ。その奇異な炎を発する刀も、言げん血けつを断つに必要なものなのだろう。お前は親としての私を許すことができないだろうが、一方で王としての理念を理解できると言ったな。──ならば、それで十分だ。私の手を取れ、ユウファ＝ガルーテン。その憎しみも全て許したうえで、私はお前が必要なのだ」

　危うく切り殺されかけて、それでもこの王は俺が味方になることを望んでいる。それが人のためになるのならば、いかなる私し怨えんも凌りよう駕がして動こうというその度量。メルトラの見ているものは違う。少女としての祈りを選んだ娘とは、まるで違うその在り方。ある意味で、メルトラの王たる資質は真実なのかもしれないと、俺は思った。

　だが、それでもそこに噓うそは残っている。

「確かに、あなたは素晴らしい王なのかもしれない。人としての感情に囚とらわれず、まるで一人だけ人間ではないような、人を許す者として王になろうとしている。──でも、それは虚勢だ」

「……何が言いたい」

「なぜなら、あなたも人間だったからだ。争い、憎む人間だったからだ。俺は忘れていない。あなたは確かに、ガロカ＝シャグラムを愛していた」

「──」

　その時初めて、彼女の顔が不快に歪ゆがんだ。

「耀よう天てん祭さいの王女襲撃は、確かに人を守るための、この戦争を起こすための一つの手段だったのかもしれない。でも、それだけじゃなかった。あの策謀の中でもう一つの意図が動いていたはずだ。護ご舞ぶ官かんであるヘイダス＝シャグラムを殺し、兄であるガロカ＝シャグラムとすり替える。きっとそれは、そのことだけは何一つ人のための理はなかった。二人の兄弟が二人で護ご舞ぶ官かんを続ける方が、絶対に有益だったのに。でも、あなたはガロカを求めた。ヘイダスとガロカの戦いに、あなたもまた、身を投じていた」

　見逃してはいけない。俺の言げん血けつには、師匠の無念がはっきりと刻まれている。師匠とその兄とメルトラを結ぶ憎ぞう悪おの因縁が残っている。

「所詮、あなたも人なんだ。人なのに、その事実から目を背けている。アルナを殺したのだって、興味がなかったからじゃない。もっと単純に、それはガロカと作った子供ではなかったからじゃないのか？　強いられた王族としての娘を憎んでいた。それを否定しなければ、気が済まなかった。だから愛さなかった。だから殺そうとした。そうだろう？」

「……」

「人が人と争うこと、それが自由で幸福だなんて、まるで他人事のように言うが、あなただってその感情を抑えられなかった。自ら滅びあう二人の兄弟に加担した。──あなたは目を背けているだけだ。考えることを諦めているだけだ。……争いに身を任せるのは楽、確かにそうかもしれない。俺は怒りに身を任せて、確かに安心した。あなたを殺してもいいだろうと思い、安心した！　だが、あなたにそれを許す資格はない。あなたはただの人なんだ。結局、人は争うものだと言って、一番に安心しているのは、メルトラ＝カイ＝ベルヘス、あなただろう！」




「──黙れっ！」




　その時吐き出された言げん血けつに、俺は心臓を貫かれた。凄すさまじい怒りと憎しみ。こちらを焼き尽くす、まるでアルナの言げん血けつにも似た、その熱量に圧倒された。だが、彼女は一つ深く息を吐き出したかと思うと、ぞっとするほど静かな眼差まなざしをこちらに向ける。

「……そうだ、ユウファ＝ガルーテン。私は諦めている。人間というこの生き物に、ほとほと嫌気がさしている。抑えが利きかぬ怒りも、尽きることのない憎しみも、既に諦めているのだ。アルナリスを殺した理由？　そうだ。それは憎んでいたからだ。あの娘が、心の底から認められなかったからだ」

　赤せき刀とうを握る手が、悲しい程に痛んだ。だが今こそ、手を握らなければならない。耳を塞いではならないのだ。これがアルナの望んでいた言葉。たとえそれが憎しみでも、アルナに向けられた母の言葉なのだから。

「王族故に拒むことも出来なかった一つの命、それがアルナリスだ。あれは私にとって呪いだった。この腐り切った王族という歴史が私に押し付けた、一つの呪いだ。……私は昔から王族というものを憎んでいた。不合理なしきたりと、不自由な一生、とりわけ王おう歌かという馬鹿げた伝統だ。なぜ私がこうして言葉を喋しやべるか、それは王おう歌かなど、どうでもいいからだ。私は自分の命を使い、奇き蹟せきを起こして民を守るつもりなどない。奇き蹟せきなど使わずとも、国は治められる。こうして言葉を使えば、それで事足りるのだ。望む愛も叶かなえられず、自らの死さえ選べない。それが王族だ！　私はそれを壊したかった。私が断ち切ってやるのだと思っていた。だから、娘を作ることを強いられた時、娘には王族の象徴として、私がいつか砕くべき呪いとして名を与えたのだ。──アルナリス。そうだ。今の赤燕の国レポルガの繁栄を築き、王族の呪いを生み出した始まりの王の名だ」

　血けつ翼よく王おうアルナリス。王おう歌かや燕えん舞ぶ、様々な伝統が彼女一代にして築き上げられた、中興の祖。確かに赤燕の国レポルガの王族はアルナリスという名によって始まったと言えるだろう。

「私は王族という制度を廃止する。アルナリスが最初で最後の王族になるのだ」

　その決然たる眼差まなざしはメルトラの信念をこれ以上なく示していた。

　アルナが愛されることはなかった。それはこの母のもとで生まれついた時からありえなかったのだと、認めざるを得なかった。だから俺の身体を巡るこの悲しみは必然だったのだ。アルナがどれほど求めようとも、メルトラが振り向くことはありえなかった。彼女が愛されることはありえないように、世界は既に出来上がっていた。

「……だがアルナに罪はないだろう。彼女が生まれたことに、罪はない」

「ああ、罪はない。しかし、それは定めだったのだ。アルナリスが死ぬことは、この世から消えることは、私の望みだったのだからな」

　赤せき刀とうが纏まとっていた炎が消え去り、急速にその熱が失われていく。そして彼女の言げん血けつは氷のような冷たさを帯び始めた。握る手を凍りつかせる程の、悲しみを帯びた言げん血けつ。冷えきった刀身は急速に結露し、まるで本当に刀が泣くかのように、切っ先から雫しずくがぽたりと落ちる。

　やはりこうして、彼女は生きているのだと実感する。たとえ刀の中に閉じ込められていようとも、俺の言げん血けつを介することで確かに彼女は生きている。生きて、怒り、泣いている。こんなに苦しい言げん血けつの中で、それでも彼女は母を求めているというのに。メルトラの言葉はあまりに残酷だった。二人はあまりにも離れすぎていた。

「……もう一度聞こう、ユウファ＝ガルーテン。お前は、私に協力するか？」

　なおもそう尋ねるメルトラは、もとより人の感情が分からないのか。静かに首を振ると、彼女は小さく嘆息を漏らし、言った。

「では、直接従えるしかあるまいな」

　次の瞬間、彼女の口から零こぼれたのは淡い光の霧。穏やかな音階と共に紡つむがれる、古の言葉。

　王おう歌かだ。

　歌が俺の額に浸しみ込んだ途端、言げん血けつが酷ひどい力で締め上げられる。ディナンに言げん血けつを拘束されるのと似ているが、それとは比にならない凄すさまじい縛り。言げん血けつを内側から捻ねじ曲まげるような、そうでなければならないと、命じられるような──

　だが力を失う俺の言げん血けつを補うように、もう一つの言げん血けつが巡り、満ちる。

　それは母の歌に誘われた、娘の記憶。

　あまりに悲しく、温かい母娘の記憶だった──……




　　　　□　□　□




　……──蠟ろう燭そくだけが灯ともされた小部屋。天蓋が覆う寝台に母は腰を下ろし、私はその隣に座っていた。いつもならば、侍従のお姉さんが私に眠る前のお話をしてくれる時間。でも今日は母と一緒だった。大切なことを教えるから、と私の寝室に二人だけ。

　母の膝の上をじっと見ていると、彼女は私を抱き上げ、そこに乗せてくれた。

〔いい、よく心を澄ましなさい。この歌は聞くのじゃなくて、飲み込むの。あなたの言げん血けつになって、巡り続けるのよ〕

　母が言っていることはよく分からない。首を傾かしげると、母が歌う。すると薄暗い部屋に白い光が踊り出す。母の口から細かな光の砂が溢あふれて、ゆっくりと私の胸に浸しみ込んでいく。




《──王おう歌かとは、世界の言葉。世界の先に言葉がある。言葉の後に世界が書かれる》




　なぜか、分かった。ただ歌を聞いているだけなのに、じんわりと胸が熱くなった。

〔でも、どうして歌うの？〕

　私が問うと、母は手を動かすことなく、また王おう歌かを歌う。




《──王おう歌かとは、民の言葉。民の未来に言葉がある。言葉の後に未来が書かれる》




〔……民って誰？〕

　母はふと歌うのを止めて、小さく揺れる蠟ろう燭そくを見つめていた。長い間、言葉はなかった。しかし今にも儚はかなげに揺れる炎が一ひと際きわ大きく揺れた時、彼女は手を動かす。

〔あなたが大好きな人のことよ〕

　そうか、それなら簡単だ。

〔じゃあ、おかーさんのために、歌えばいいんだね〕

　なぜかその時、母は酷ひどく悲しそうな顔をした。笑うことも手を動かすこともせずに、彼女は私を見つめて、それからそっと抱きしめて、また歌を歌ったのだ。




《──王おう歌かとは、あなたの言葉。あなたの先に言葉がある。言葉の後にあなたが書かれる》




　大理石のように冷たい母の指が、そっと語る。

〔あなたはあなたのために歌いなさい。私も私のために歌うのだから〕

　母の歌は温かくて、優しくて、そして悲しそうだった。

　私はいつか、彼女のために歌を歌ってあげたい。

　いつも悲しそうな顔をする彼女が笑えるような、そんな楽しい歌を歌ってあげたい──。




　　　　□　□　□




　記憶は風のごとく俺の身体を駆け抜け、消えた。王おう歌かの記憶。アルナが見た、母との記憶。

「……なぜ、まだ正気を保っていられる」

　メルトラがこちらを睨にらむ。彼女はもう一度王おう歌かを歌い、光の霧は再び俺の中に浸しみ込んでくる。そして、俺はその歌の意味が、分かった。




《──お前は、私に、従う》




　……アルナが俺に残してくれたもの。それは彼女の感情だけではない。彼女が蓄え、守ってきた記憶。そうだ、今の俺は王おう歌かを知っている。アルナの言げん血けつと共にある、二つの命を抱えている、今の俺だからこそ分かるのだ。そして今の俺に、メルトラの王おう歌かは意味をなさない。

「……メルトラ＝カイ＝ベルヘス、あなたの言葉は間違っている」

　王おう歌かは絶対の言葉。この世界を記述する言げん血けつ、それを書き換える至上の命令。

　されど命令が間違っていれば、それはただの歌と同じで。




《──俺達は、あなたに、従わない》




　ふと漏れ出た言葉は、光になった。身体を巡る二人の言げん血けつがそっと外へ放たれる。母の歌を真ま似ねる、子供の初めての歌のように。俺は拙い王おう歌かを歌い、もう一度否定する。

《──俺達は、決して、屈しない》

　メルトラの目が見開かれる。それも当然だろう。一人の護ご舞ぶ官かんが、王の奇き蹟せきを再現した。

　俺が放った光の霧はまっすぐ自分の胸に浸しみ込む。そして雑音のようなメルトラの王おう歌かをかき消した。全身の痛みは消え、ほんの僅か、ちくりとする想おもいが残る。それは俺が初めて聞いた王おう歌かの記憶。俺にとって一番大切な、奇き蹟せきの記憶だ。

　──あなたは、決して、屈しない。

　彼女がかつて聞かせてくれた王おう歌かの意味。二人だけの静寂の中で、俺の傷を癒すために彼女がいつも歌ってくれたその祈りの意味。それをようやく理解する。

　……そうだよ、アルナ。俺は決して屈しない。俺達は、決して、屈しない。

　メルトラの王おう歌かが命じたのは、俺の言げん血けつの服従。だが、俺の言げん血けつは今アルナと結びついている。もはや二つに分かつことができぬほど、俺達の言げん血けつは固く手を結んでいる。故に、メルトラの王おう歌かは意味をなさなかったのだ。

　彼女はまるで化け物でも目にしたように、顔を恐怖で引きつらせ呟つぶやいた。

「王おう歌かは王族だけのものだ。まさか娘に教わったとでも……」

「護ご舞ぶ官かんが王おう歌かを歌って何がおかしい。王族を嫌うあなただって、王おう歌かを歌っただろうに」

　大きな矛盾。メルトラが抱える大きな矛盾がそこにあるのだ。

　彼女は王族を憎んでおきながら、それでもなお王族でいることしかできない。終わりは全て娘に押し付けて、それでも結局、彼女は王族として死ぬしかない。

「あなたは王族を否定するために王族であることを利用して、王おう歌かまでも使って……それでいいのか？　それで満足なのか？」

　きっと幸福は訪れない。彼女が選んだ在り方に、もはや幸福などありえないのだ。なぜなら彼女は諦めている。自らは幸せになれないと。人の未来も自分の幸福も諦めている。

「……好きなように言うがよい。いずれにせよお前は分からない。王族のしがらみも、それに捕らえられ、しかし頼らざるを得ない自らへの嫌けん悪おも」

　その諦念が滲にじむ彼女の眼差まなざしは、幼いアルナが見たものと何ら変わることがなかった。

「アルナリスが死んだ今、私こそが最後の王族だ。故に、私は私を憎む。いずれ私は私を滅ぼさねばなるまい。しかし王族という矛盾を穿うがつためならば、私は自らの心臓を捧ささげよう。無様でも、愚かでも構わない。……この矛盾の先に、私はいつか自由を得るのだ」

　その言葉は痛みに満ちていた。彼女の諦めと、悲壮なまでの意思がそこに残り続け、自らの幸せさえも食い尽くそうとしているのだ。娘を殺し、戦争を起こし、彼女はもはや引き返すことなどできない。後悔をしないのではない。後悔することすら、彼女は諦めたのだ。……この王もまた苦しんでいる。いかに遠大な眼差まなざしを持ち、人の心を追いやろうとも、彼女もまた苦しむ人間に過ぎないのだと、俺は思う。

「……あなたはアルナとよく似ている」

「……」

「彼女はずっと同じ矛盾に苦しみ、耐えていた。王族を憎みながら、それでも抜け出すことのできない定めに苦しんでいた。だから、アルナはあなたを一番に理解していたはずなんだ。あなたの傍そばで、彼女はずっと、母を助けたいと思っていたんだ」

「……なぜ」

「なぜ？　それに理由は要らないだろう。だって、アルナはあなたを愛していた。心の底から、愛していたんだ」

　どれほど憎んでも、どれほど恨んでも、その感情の底にそれでも愛情があったのだ。アルナは確かに知っていた。母の苦しみ、孤独、そして自らを拒むその理由も。

　それでも、彼女は愛していたのだ。

　苦痛に歪ゆがむ母の顔を見て、この赤せき刀とうは、この赤せき刀とうに流れる温かな血は痛い程悲しんでいるのだから。

「あなたが拒もうとも、あなたの娘はあなたを愛していたんだ。……人間の自由とか、争う本能だとか、そんなものが何だ。あなたとアルナは確かに憎み合う時もあったけれど、それでもいつだって手は差し出されていた。あなたがそれを取るだけでよかった。アルナの手を取るだけでよかったんだ。……だから、諦める必要なんてなかった！　何も──あなたが諦めてしまったもの何一つ、諦める必要はなかったんだ……！」

　こんな言葉ではアルナの想おもいなど伝わらないのかもしれない。俺は彼女が抱き続けた感情の一端も吐き出せない。もっと複雑で、優しくて、苦しい彼女の感情を俺は上手うまく叫べない。

　でも、これが今の俺にできる精一杯の伝言だった。そしてそれは確かに聞こえていた。

　メルトラは俯うつむき、唇を嚙かむ。嚙かんだ唇から血が溢あふれ、顎に伝う。

「わ、私は……」

　彼女が震えの隠せぬ声でそう呟つぶやいた時、しかし俺の背後から、人影が躍り出た。




「国王！」

　ガタリがメルトラを庇かばうように飛び出すが、それを横から妨げたのは女上官。そして二足の間を飛び、気を失っていたはずの少年がメルトラに飛び掛かった。

「──」

　少年に首を摑つかまれ、メルトラの目が忽たちまち怒りに燃え上がる。しかし次の瞬間には少年が床に頽くずおれる。それを冷やかな眼差まなざしで見たメルトラからは一切の感情が消え去っていた。

「こ、国王！　ヤウナ殿は一体何を──」

　叫ぶガタリの鳩尾みぞおちに、ヤウナは深い掌底を打ち込んだ。気を失い、床に倒れ伏すその姿に俺が思わず叫びかけるが、その暇も与えずメルトラが口を開く。

「……しかし、国王もしぶとい。意識を奪ってなお、身体すらろくに動かせないとは……」

　……直観する。その感情の失われた瞳、操られた人形のような瞳に、全てを理解する。

「……ディナン、生きていたのか」

　するとメルトラの首だけがこちらを見据え、嫌らしい笑みを口元に浮かべた。

「随分と手て酷ひどい傷を負わせられたがな。切り離される瞬間、これの体内に潜り込んだのだ」

　メルトラの足が僅かに動く。足蹴にされたのは召使の少年の身体。

「おかげで、これの命を全てもらうはめになった。いやはや、私としても彼を殺したくはなかったのだが……」

　その言葉に良心の呵か責しやくなど微み塵じんも紛れていない。ディナンはメルトラの手のひらを操り、いまだぎこちない指の動きを眺めた。

「しかし、粘った甲か斐いがあったというものだ。生き延びるだけでなく、国王の身体までいただけるとは。しかし、あの冷血な女もやはり人の子。ユウファ＝ガルーテン、お前の言うとおりだった。娘のことを突かれただけで、こうも言げん血けつが揺らぐとは」

「お前……この時を待っていたのか」

「これは幸運というものだ。お前が国王をここまで揺さぶるとは思っていなかったからな。平生の王族は秘ひ血けつ並みに言げん血けつを開くことができないのだが、いや、実に簡単だった。国王もこのような形で人の脆ぜい弱じやくさを体現できるとは、思っていなかっただろうに」

　いまやディナンは国王の身体のほとんどを支配下に置き、もはや一切の滞りのない動きで自分の椅子に腰を下ろした。

「……さて、試してみるか」




《──その床が、炸さく裂れつする》




　ディナンの王おう歌か。光の霧が即座に俺の足元へ溶けたかと思うと、忽たちまち強烈な爆発が生じ、俺は天井に叩たたきつけられる。

「……ふむ、なるほど、これは思った以上に効率が悪いな。こうも言げん血けつを要するとは……」

　まるでこちらの存在など気にも留とめずディナンはぶつぶつと独り言を呟つぶやく。そして、

「ヤウナ、あれの足と腕を切り落としておけ」

　まるで買い出しでも頼むような気軽さで、やつは命じた。ヤウナは何も言わず、そのままこちらに切りかかってくる。俺は咄とつ嗟さに体勢を整え、振り下ろしを受けるが、その衝撃に肉体が軋きしむ。しかも下手に凌しのげば、気を失ったままのイルナを巻き込みかねなかった。

「……お前はディナンの部下か」

「無論」

「人を滅ぼす者のために働くのか」

「殺し合いに、意義など要らない」

　ヤウナの力が強まる。俺は必死で言げん血けつを繫つなぎ直すが、俺の流れもアルナの流れもあまりに乱れている。繫ぎ合わせるだけで精一杯だった。蛇の力を使えば、即座に力の流れが断線する。

「……殺しはしない。安心しろ」

　相手はそう言って、ふと力を緩めた。対応の遅れた俺は前のめりに倒れ込み、一瞬の隙を晒さらしてしまう。

　切きり返かえしによる一いつ閃せん。かろうじて身を逸そらすが、避けきれない。左肩から上腕を裂くように、相手の切っ先が肉を貫いた。

「──っ」

　そして、二の太刀で本当に腕を落とされる。そう覚悟した時、




　──フィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……




　澄み昇る笛のような音色。直後、部屋の窓を突き破り、大量の虫が現れた。

「《金きん翼よく》かっ！」

　ディナンが忌いま々いましげに吐き捨てる。寸刻の間をついて俺はヤウナに一太刀返すが、彼女は軽く二足後退。襲い掛かる虫からディナンの支配するメルトラの身体を守るようにして、刀を振るい始める。

「──ユウファっ！　早く！」

　スゥの声が響いた。俺は片腕でイルナを背負い窓まど際ぎわに駆け寄るが、一瞬足が止まる。部屋の入口近くで倒れたままのガタリ。彼をこのまま置いていくことができるのか。

「虫がそんなにいるわけじゃないんだよ！　だから急いで！」

　窓の外にはスゥが操り集めた虫の群れがいる。一匹の蜻蛉とんぼの上に彼女の姿もあった。だが、空を覆うほど大量の虫を利用していたかつてとは異なり、人が二人乗るだけでも崩れそうなほど、今の《金きん翼よく》は心もとない。

「ヤウナ！　あいつを止めろっ！」

　ディナンの命令に、ヤウナの殺気がこちらへ向く。

　もはや時間はなかった。このままでは俺達まで逃げることが出来なくなる。……ガタリと俺の関係はまだばれていない。ここから連れ出すことを、ガタリが望んでいるとも思えない。だが、ディナンの支配の下に置いていけば、ガタリを見捨てることになるのではないか──

「ユウファっ！」

　スゥの声と同時にヤウナが腰を落とす。イルナを抱えたまま、片手で敵の斬撃を受け切れるほど、俺の身体は十全ではない。しまった、と思ったその時、俺は背中を虫に突き飛ばされた。




　──フィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ……




　スゥの鳴き声を合図に、部屋に満ちる羽音はさらに荒々しくなった。倒れ込むようにして虫達の上に乗ると、俺とイルナの重みで一瞬、群れの塊がぐらりと揺れる。しかし一度体勢を整えてからは、滑るように空を駆けだした。

　壊された窓からはメルトラ──いや、ディナンが俺を見つめていた。その口元には確かに笑みが浮かんでいたように思う。俺はガタリへの不安を無理やり振り切り、前へと視線を向ける。そこにはいまだ飛ぶことができず、蜻蛉とんぼの背中に乗ったままの一羽わの赤あか燕つばめ。

「……助けてくれて、ありがとな……」

　俺の隣にはイルナがいる。気を失ってはいるが、特に外傷があるわけではない。俺の傷も左腕に大きな刺し傷が一つあるだけだ。

　……上手うまくいったはずだ。

　俺達は何一つ失っていない。ピマから逃げ出した時の状況を考えれば、これ以上の結果はなかったはずだ。なのに、どうしてか腹の底を黒々とした不安が這はいずり回まわる。

「……何があったの？」

　スゥの問いに答える前に、俺も体力の限界を迎える。薄れゆく意識の中で、それでも俺は何一つ安あん堵どを得ることなく、ただただ、ディナンの見せた笑みが脳裏に蘇よみがえった。




　　　　□　□　□




　……──広大な平野に一人の人間が立っていた。

　夕焼け空でもないのに大地は真っ赤に染まっていて、やがてそのなだらかな丘は人の骸だと気付く。

　死体の丘に立つその人は青い刀を握り、独り空を見上げている。

　その人がどんな表情をしているのか知りたくて、俺は一歩近づいてみる。

　すると、その人はアルナの微笑を見せた。

　もう一歩近づくと、その人はジルの涙を見せた。

　さらに一歩近づくと、その人はメルトラの苦悩を顔に浮かばせた。




　これは夢だと分かっている。分かっているのに、俺は駆け出していた。駆け出さずにはいられなかった。

　なぜなら、彼女は苦しんでいるのだから。

　誰かが手を取らなければ、ずっとその場所に一人──……




　　　　□　□　□




　──ガルーテン様が目を覚ましました、と言う声が聞こえた。

　ぼんやりとした視界に、ぱっと少女の顔が飛び込む。

「あの、大丈夫ですか？　苦しいところはありませんか？」

　少女は俺の額を濡ぬれ布巾で拭おうとするのだが、なぜかその布が触れた瞬間、火に触れたような痛みを覚える。

「──」

「すっ、すみません！　痛かったですか？　あの、どこか」

　また布が触れると、ちくりと痛みが走る。俺は擦かすれた声で、思わず告げていた。

「あ、その布、なんか駄目だから……やめてくれ」

「えっ、すみませんっ、でもこれはさっきと取り替えたばかりなんですけど……」

　少女のすまなそうな表情に無理やり笑みを向けようとするが、逆効果だったらしい。睨にらまれたとでも勘違いしたのか、少女は今にも泣きそうなほど目に涙を浮かべている。

　するとその後ろからぬっと大きな人影が現れた。どうやらここは簡易天幕の中らしく、その人物は入口の幕を下ろし、俺の顔を覗のぞき込こむ。

「……まあ、血の気はないけど大丈夫そうね」

　凛り々りしい顔付きの女性だった。その容姿から察するに年齢は俺よりも少し上くらいだろう。しかし一切油断を感じさせない眼差まなざしは低い声と相まって、妙な迫力さえ感じさせる。

「イランド様、あの……ガルーテン様はこの濡ぬれ布巾が痛むらしいのですが……」

「それ、湖の水を使ったのでしょう。この辺りの水は彼の肌に合わないのです。拭くのはいいから、何か食べものを用意しなさい。……こんなことで泣く必要はありませんよ、フィカ」

　フィカと呼ばれた少女は小さく頭を下げると、幕の外に出ていく。イランドと呼ばれた女性は俺の脇に座を組むと、腰帯から刀を外した。……それは紛れもない白はく輪りん刀とう、つまり、

「……ここは白三日月の国ルーガーダですか？」

「何日も寝込んでいた割に、随分頭が切れることです。しかし、それは少し違います。今我々がいるのはガラド中原の端。どこの国とも言えません」

「でも、あなた方は」

「名乗るのが遅れました。私は、カルパ＝イランド。白三日月の国ルーガーダの武官第二位──軍政庁の副官をやっている者です。ここは白三日月の国ルーガーダの一分隊《三番》の野営地ですよ」

　身体を起こそうとすると、すっと肩を押さえて止められる。イランドは首を横に振り、「そのままで構いません」と告げてきた。

「……イルナも無事なんですね」

「ええ。つい昨日、目を覚ましたところです。お二人が意識を失ってから、既に十日が経たっているのですが」

　十日、もはや記憶が遠すぎてその感覚さえ摑つかむことができない。

「あなたは、ロクトルの……」

「はい。私がここにいるのは彼の伝令があったからです。ロクトルから王都ガズビオラに紫蜻蛉とんぼが届いたのが、二十日前でしょうか。彼はエンドスまで戻った後、蜻蛉とんぼを飛ばしました。あなた方を守り、王都までお連れするための人員を送るようにと。そして、スゥ殿はロクトルと共に虫を集め、あなたの後を追い、マジス＝バランで無事に救出。その後、しばらくはあなたの軍犬が足となっていたようですが、ガラド中原に触れる辺りで我々と合流することができました」

　実に簡潔な説明に、舌を巻く。しかし彼女はふと言葉を止めると、そのあまり感情の見えない顔にうっすらと柔らかな笑みを浮かべ頭を下げる。

「……この度のあなた方のご尽力には、どのような感謝の言葉をもってしても足りないほどです。パルシタル様が猫に屈することなく秘ひ血けつの情報を守り抜き、そしてあなたが彼女を取り戻してくださった。そのおかげで、白三日月の国ルーガーダの人間はどれほど絶望から救われたことか」

「……俺はイルナを取り返したかっただけですよ」

「されど、あなたが救国の立役者であることは紛れもない事実です。むしろ、このような我々の戦争に巻き込んでしまったことを、本当に申し訳なく思います。この詫わび、そして礼の気持ちは王都に着いて後、しっかりと示させていただきますが」

　俺はイランドの言葉を素直に喜ぶことも出来なかった。ガタリやメルトラが語っていた通り、俺達は秘ひ血けつを取り戻したことで白三日月の国ルーガーダに戦争を始めるための勇気を与えてしまったのだ。そして、今、もう一つの懸け念ねんもある。

「……戦況……というか、戦争のための準備は今、どうなっているんですか」

「詳しいことは申し上げられませんが、予定通り七日後に国王同士の会談があり、おそらくはそのまま開戦と相成るでしょう。ピマの悦えつ薬やくに関してはかなりの誤算がありますが、まだ敗北を覚悟するには早計かと。果たしてメルトラ王がどうでるか……」

「そのことについてなんですが……」

　それから俺はマジス＝バランであったことに関して、とりわけディナンがメルトラの身体を奪ったことなどをイランドに説明した。全てを聞き終えた後、彼女は特に表情を変えることなく、「そうですか」と答える。

「メルトラの意思、人という種族というものに対するこだわりに関しては、正直分かりませんね。事情が何にせよ、我々白三日月の国ルーガーダにとっては理由のない喧けん嘩かを挑まれたに過ぎません。仮に猫がメルトラを操ろうとも、相手が敵であることに変わりはないのですから」

「……相手が誰であれ、戦争は始めるということですか」

「全ては王次第です。しかし現実的に見て、ここまで両国の関係がこじれ、互いの民の意思が固まりつつある以上、犠牲は避けられません。無論犠牲が少なくなるよう最善は尽くしますが、勝つか、負けるか、そのどちらを取るかによって覚悟するべき数というものも変わります」

　イランドの言葉に迷いはない。きっと彼女は最後の一人になるまで戦えと命じられれば、そのように動くつもりなのだろう。勿もち論ろん、俺のような部外者が口を出すような話ではないと分かっている。ただこれから始まる戦争を想像した時、なぜか、さっきまで見ていた夢の光景が思い出されるのだった。地形を変える程の死体の山。大地を染め上げる血の大河。そこの頂点に立つ者が赤燕の国レポルガの王であれ、白三日月の国ルーガーダの王であれ、その足元にはどちらの国とも区別のつかない人間の死が広がることだろう。

　そこまで考えて、俺はあることに気付く。

「……あの夢は、水のせいか……」

　夢で見た光景。あれは間違いなく、この戦場の言げん血けつだろう。血けつ翼よく王おうの時代にガラド中原で繰り広げられた戦争。そして、イルナによれば、その平野は数百年が経たった今も、死の言げん血けつに淀よどんでいるのではなかったか。

「この近くの湖畔は衛生の点から言うと十分に綺き麗れいなのですが、含まれる言げん血けつはすこぶる悪いのです。生き物が飲み続ければ病になるので家畜も飼えず、作物も育たない。当然、人も寄りつきません。スゥ殿から、あなたは言げん血けつにあてられやすい体質だと聞いています。きっとそのせいではないかと思ったのですが」

「たぶんそうですね。ちょっとここ最近、感覚が開きすぎて困っているくらいで」

　ピマでの戦闘、マジス＝バランでの戦闘、共に言げん血けつの知覚範囲を拡張したために、普段の感覚もより過敏になっている。こうして面と向かっているイランドの言げん血けつは当然として、幕の向こう側から近づいてくる二つの気配にも、何か俺の言げん血けつに触れるような感覚があった。

「……イランド様、食事をお持ちしました」

　そして案の定、フィカが幕の向こうから声をかけてくる。イランドは刀を取って立ち上がり、

「……では、私はこれくらいで。夜明けと共にまた移動することになりますが、出来る限り身体を休めてください。周囲の安全は我々が保証いたしますので」

　そう言って軽く頭を下げた。彼女が幕を開くと、そこには小さなお盆に食事を載せたフィカとその隣にもう一人。




「ユウファっ！」

　イルナは俺が名を呼ぶよりも早く、こちらに向かって飛び込んできた。人目をはばかることなく俺に抱きつき、倒れ込む。

　俺は随分長い間彼女と言葉を交わしていない気がして、咄とつ嗟さに何を言えばいいのか分からなかった。だが、すぐに何を言う必要もないのだと理解する。胸の中で涙を零こぼした彼女を、俺はただただ抱きしめ返した。腕越しに浸しみる彼女の熱、痛いくらいの抑えきれない感情の波が、やはり自分は確かに彼女を取り戻せたのだと、俺に教えてくれる。

　フィカは少しだけ頰を染めてこちらを見つめた後、天幕の内側にお盆を置いて微笑ほほえんだ。どうぞ、食べてくださいね、と口だけ動かして俺に合図すると、彼女はそっと幕を下ろす。

　それから、どれだけの時が経たっただろう。

　ふとイルナは俺から離れると微かすかな呟つぶやきで沈黙を破った。

「……ありがと」

　俺はただ彼女の手を握り、頷うなずき返す。

「……イルナはもうつらくないのか？」

「すごく精神を消耗して、ずっと寝込んでいたみたいだけど、怪け我がはしてなかったから……。幸か不幸か、秘ひ血けつを受け継いだせいで、攫さらわれる途中も馬鹿みたいな丁寧さだったの」

「それは何よりだな。……まあ、秘ひ血けつのせいで攫さらわれる羽目になったわけだが……」

　イルナはピマでの襲撃で赤燕の国レポルガの人間に攫さらわれた後、まっすぐマジス＝バランに連れて行かれたらしい。そして、間髪容いれずディナンの部屋に通された。自分が受け継いでしまった秘ひ血けつの情報がどれだけこの戦況に関わるか、彼女もすぐに理解したらしい。そこからは不眠不休、ひたすらディナンの言げん血けつへの侵入を拒む戦いが始まったそうだ。

「……普通、猫を相手にしたら半日も持たないらしいぞ。よく耐えられたな」

　俺がそう言うと、彼女は困ったように微笑を返す。

「ほんとね、自分でも不思議なくらい。今から思うと、あたしは秘ひ血けつの情報を守る必要があったのか、よく分からないのにね……」

「ディナンのことだ、もしも渡していたら、その後の身の保証なんてしてくれるわけないだろ。守って正解だよ」

「……そうよね」

　スゥの救援やベオルが俺の足となってマジス＝バランへ走ってくれたこと。ガタリが協力してくれたこと。そしてイルナが最後まで猫の言げん血けつに耐えたこと。皆が最善を尽くしたからこそ、俺達はなんとか彼女を救うことができたのだ。

「ほんと、俺達は面倒なことによく巻き込まれるな」

「ナサンゴラで、もうお腹なかいっぱい危ない目にあったつもりだったのにね」

　イルナはそう呟つぶやき、それからふと俺の枕元に置いてあった赤せき刀とうに目を向ける。そしてこちらに視線を戻すと、「それ、触ってもいい？」と尋ねてきた。赤せき刀とうを渡すとイルナはそっと柄を握り、目を落とす。

「……あたしね、ディナンから言げん血けつを守っている間、思ったの。これがアルナの気持ちなのかなって」

「……アルナの？」

「秘ひ血けつと王族は似ているから。自分の言げん血けつが漏れ出ないように流れを閉じて、ただ自分の中に引き籠るの。助けが欲しくても、どんなにつらくても、声を上げることすらできない。ただただ殻を閉ざして耐えなきゃいけない。……あたしがディナンと対たい峙じしたのは短い間だったけど、それでも本当に苦しくて、寂しくて……孤独ってこういうことなのかな、って思ったのよ」

「……」

「アルナはさ、ずっと王族のために口を閉ざして、耐えていたんでしょう？　そのことが改めてすごいことだって気付いた。あたしは思ったことをすぐに言っちゃう性格で……ちっともアルナのこと、アルナが苦しんでたことを分かってあげられなかったなあ、って」

　イルナはまるでアルナの手を握るかのように、しっかりと柄に指を添わせる。

「告白するとね、あたしは今までずっと、赤せき刀とうがただの刀にしか見えなかったの。耀よう天てん祭さいが終わって、初めてこの刀を見た時も、あたしにはただの刀だった。ユウファはアルナの言げん血けつと繫つながって、その存在が分かるけど、あたしには分からない。だからもう本当に彼女はいないんだって、そう思ってたの」

「……今は違う？」

「うん。あたしは気付いてあげられなかっただけなんじゃないかって。言げん血けつを閉じたら、もう声は届かない。叫ぶことはできないんだもの。あたしは結局、アルナの孤独を無視していたんじゃないかって、思ったの。アルナはこの刀に入っても、まだ叫べずにいて、ずっと自分を閉じることしかできなくて、だから誰かが手を伸ばさなきゃいけない。ユウファはちゃんとその手を取って、彼女の声を聴いてあげることができたんだって。……あたしも、アルナの声を聴けたらなって思ったの」

　俺はその時、ふと肩の荷が下りるような気がした。赤せき刀とうに宿ったアルナの言げん血けつ。その感情、その想おもいを俺は自分だけが受け止められると思っていた。確かに言げん血けつを結ぶのは皆ができることではない。でも、寄り添おうと思うことは誰にでも出来る。俺がアルナの口となり、その想おもいを外に吐き出すだけではない。アルナとその友人の手を繫つなぐことだってできるのではないか。

「ちょっといいか？」

　俺は片手にアルナの刀を握り、それからもう一方の手でイルナの手を握る。いまだ言げん痛つうの鈍い響きが身体のそこかしこに残っているが、それでも俺はひとつずつ、ゆっくりアルナと言げん血けつを繫つなぎ、そしてイルナともまた言げん血けつを繫つないだ。

「──あっ」

　不意に、イルナの双そう眸ぼうから涙が溢あふれた。俺の手を通して伝わったアルナの言げん血けつ、それはアルナが抱えてきた孤独と、それを拭い去る友の記憶。

「……アルナ……」

　イルナはぼろぼろと涙を零こぼしながら、それを誤魔化すこともせず赤せき刀とうを見つめていた。

　たった数日。それでもイルナと出会い、触れ合った記憶はアルナにとってかけがえのないものだった。直接言葉を交わすことはできなくても、それよりもっと多くのことを分かち合ったあの時間。アルナにとって初めての、そして最後の友達との記憶。……まるで、猫と戦い疲弊したイルナの言げん血けつを癒すように、アルナの言げん血けつはそっとイルナの手に滑り込んでいった。

「……もっと……」

　イルナが小さく声を震わせ、言う。

「……もっと、アルナと話したかったなぁ……」

　きっと今なら、彼女を分かってあげられた。もっと寄り添ってあげられた。イルナから流れ込む後悔は俺が抱いてきたものとよく似ている。こんなにアルナの気持ちが分かるのに、アルナとはもう語らえない。彼女と俺達との間には、あまりに大きな沈黙が横たわっていて、過去に耳を傾けることはできても、今、言葉を交わすことはできない。

　俺は今ごろになって、あの耀よう天てん祭さいを巡る短い旅がどれだけ幸福なものだったかと気付く。アルナと一緒に食事をし、アルナと一緒に眠り、アルナと一緒に語り合うことができた。あの時彼女が隠していた想おもいだけじゃない。こうして俺やイルナを繫つなぐ彼女の優しさ、あの明るい笑顔はどれだけ俺達を支えていたことだろう。自分達の思惑を遥はるかに超えた巨大な陰謀に追われながら、それでもあれだけ旅が楽しかったのは、アルナが笑っていてくれたからだ。彼女はあれだけの孤独を感じながら、俺達にいつも沢山のものを与えてくれた。俺達は確かに幸せな時間を過ごしたのだ。

　やがて少しずつ、アルナからイルナへ記憶が流れてゆく。イルナの負担にならないよう、時間をかけてその熱を渡していく。するとイルナの眼差まなざしは徐々に真剣なものとなり、改めて俺を見据えるとこう問いかける。

「……ユウファはメルトラに会ったのよね？」

「ああ」

「アルナのこの気持ちは……届いたの？」

　母の記憶。どれだけ吐き出そうとも尽きることのない、灼しやく熱ねつの感情。

「……分からない。でも、ちゃんと言ったつもりだよ。アルナが言いたかったことを、出来る限り伝えた」

　イルナに渡すように、メルトラへアルナの言げん血けつをそのまま伝えることはできなかった。俺は俺の言葉で、アルナの想おもいを代弁することしかできなかった。ただ、それでもメルトラの心は揺らいだのだ。

「メルトラはもう諦めてるんだ」

「諦めてる？」

「アルナとの関係を、たぶん、ずっと昔から諦めてる。罪悪感がないわけじゃない。でも、確かに彼女は自分の意思を選んだ。娘を自分の憎むべき者と決めて、それを貫き通した」

　血けつ翼よく王おうから取られたアルナの名前。それはもしかしたらアルナが憎かったというよりも、そう名づけることで、娘への憎しみを自分に課したのではないだろうか。

「メルトラに同情するわけじゃない。俺はアルナが大切だから、それを犠牲にした彼女を恨んでる。……でも、そういうこと全てを覚悟して、諦めた上でメルトラはメルトラの道を選んだんだ。そして、覚悟していながら、それでもアルナの想おもいに心を乱した。……だから彼女は完全に娘を嫌っていたわけではないと思う。嫌うことを覚悟しなければならないくらいの迷いは確かにあったんじゃないか」

　イルナは服の袖で涙を拭うと、幾分か怒りも込めた様子で口を開く。

「でも、ディナンはその迷いを利用した。そうなんでしょう？」

　イルナによれば、スゥは俺達を助けに来たあれだけの短い間に、ディナンがメルトラの身体を奪ったことに気付いたらしい。イルナはその推測を聞いてはいたが、彼女が気絶していた間何が起こったのか改めて説明すると、その表情は一層険しいものになっていった。

「メルトラは、猫が人間を支配するんじゃないかって心配してたんだ。やり方は別にしても、彼女が王として危ぶんでいたことはきっと間違いじゃないと思う。現に、ディナンはメルトラを助けるんじゃなくて、操ることを選んだ」

　イルナは小さく頷うなずき、呟つぶやく。

「……当然よ。だって、猫は猫のために生きる種族よ。人間なんて道具としか思っていない。ナサンゴラを支配していた鳥達とよく似てる」

　メルトラが一番に恐れていたのは、猫が白三日月の国ルーガーダを取り返すことだった。そうなれば人間達は猫の手の上で滅びる運命にある、と。そして俺達はよく知っているのだ。人よりも力を持った種族によって管理され、自らが死んでいることにも気付かなかった一つの街を。一つの言げん血けつによって支配されていたナサンゴラの姿は、少なからず、猫が支配する国の未来に重なる。

「俺達はメルトラの恐れを共有できる。でも、他の人間は知らないんだ。さっき白三日月の国ルーガーダのイランドにも話したが、正直反応は芳かんばしくなかった。敵がメルトラだろうがディナンだろうが変わらないってな」

　メルトラは人間の「自由」を守ると言ったが、やはりその指針は漠然としている。それを他者と共有できなかったからこそ、メルトラは一人で背負わねばならなかったのだろう。猫と人との対立は、普通に生きる人間が目を向けるにはあまりに大きすぎる話なのだ。

　しかしイルナは首を傾かしげ、言葉を慎重に選びながらも言った。

「……でも、もしかしたら、もっと分かりやすい話にできるんじゃないかしら」

「……分かりやすいって、自由、とかそういう話じゃないってことか」

「ええ。メルトラじゃなくてディナンが赤燕の国レポルガを率いたら、危険だっていう話」

「そうは言っても、猫は人間の数を減らしたり、国土を荒廃させたりすることが目的じゃないんだろ。あいつらはどこまでも合理的なんじゃないのか？」

「普通はそう言われてるし、あたしもそう思ってた。でも、それって本当なのかしら。耀よう天てん祭さい以来、何度もディナンと対面した印象なんだけど、あたし達が思っている以上に、猫って恨み深いし、感情的だと思わない？　合理的に生きている、という割にはすごく余計な感情が多い」

　確かに言われてみると、ディナンの言げん血けつには様々な波がある。マジス＝バランで再会した時も、こちらにされたことを覚えていて、それを根に持っていた。

「……猫は確かに種族のために合理的よ。でも、合理的だからといって猫に自我がないわけじゃない。単に皆同じ意思の下で動いているから、種族内の諍いさかいが起きないだけ。あいつらは個を捨てているんじゃなくて、一つの巨大な個がばらばらに存在できるだけだもの」

「じゃあ、その巨大な猫の感情は、人間にとって不利益だと？」

「……少なくとも、白三日月の国ルーガーダにとっては」

「猫が国から追い出されたからか？」

「もっと正確に言えば、白三日月の国ルーガーダの反逆で、猫は殺されたからよ」

「──え」

「猫は種族として見れば不死だけれど、当然、ばらばらになった個の一部は、殺されうる。言げん血けつを反はん血けつ晶しようの盃さかずきから捨ててしまえば、大地に浸しみていくもの。大きな言げん血けつの流れに取り込まれたら、猫も死ぬのよ」

「……じゃあ、つまり猫は……猫の種族っていう一つの意識は、自分が殺されたことを覚えているってことか」

「そう。だから、これはあたしの想像だけど……猫は人間を支配するだけじゃなくて、復ふく讐しゆうする」

「……」

「もしも戦争が始まったら、白三日月の国ルーガーダは滅ぼされるかもしれない」
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　白三日月の国ルーガーダの兵士に護衛されながらの旅はまさに至れり尽くせりだった。豊富な食料は勿もち論ろんのこと、イルナの精神疲労を癒す言げん血けつ濃度の高い水や俺の言げん痛つうを和らげる軽い悦えつ薬やくまで用意されていた。俺は王おう歌かを使ってもっと早く回復することも出来たのだが、イルナと相談した結果、緊急時以外はなるべく使わないことにしたのだ。そもそも人前で王おう歌かを歌えば、間違いなく余計な騒ぎを招くことになる。王おう歌かに関する記憶も全て蘇よみがえったわけではなく、下手に使って自分の言げん血けつを損なうようなことになったら、元も子もない。

　道中はガラド中原の縁をなぞるように進んだが、どれだけ進んでも風景は変わらなかった。ほとんど葉の落ちた低木と、泥でい土どの中で身を寄せ合い生き延びる枯れ色の下草。既に春が近いというのに、そこは永年の冬が居座ったかの如ごとく閑散としていた。朝には十歩先も見通せぬほどの濃霧が立ち込め、これでは確かに人も寄るはずがないと納得する。

　そして意識を取り戻してから三日の後、俺達は白三日月の国ルーガーダの王都ガズビオラに辿たどりついた。立派な街の外郭は最近掘り直されたのであろう深い外堀に囲まれ、堀の底には削り出されたばかりの木肌を晒さらす丸太杭ぐいが、敵の侵入を拒むように突き出ている。目を凝らすと隔壁の上では今も物見櫓やぐらや弓を防ぐ楯たてを備え付ける作業が続いていた。

「……赤燕の国レポルガは丁度中原を挟んだ向こう側に陣を張っているらしいわ。だから、出来る限りこの正面の壁を補強することに力を注いでいるみたいね」

　イルナが馬車の窓から外を覗のぞきつつ、そんなことを呟つぶやいた。すると彼女の手の中で毛づくろいをしていたスゥも首を上げる。まだ彼女は飛ぶことができず、相変わらず不便そうにちょこちょこと跳ね、俺の膝の上に乗って外を見た。

「あ、鳥もいるよ。見張りかな、それとも向こうの斥候かな」

「どっちにしたって、鳥がいる以上お互いの作戦は大体分かるわけだよな。どうやって相手を出し抜くんだろうな」

「この場合、作戦なんてないんじゃない？　赤燕の国レポルガは悦えつ薬やくも手に入れたわけだし、たぶん猫の目的は王都に入城することだもん。力押しだよ」

　そうなれば不毛の大地にさらなる血が流れ、ますます死の言げん血けつが臭うことになるだろう。俺の脳裏にこびりついたガラド中原の戦乱の記憶、あの水の不快な言げん血けつを思うと、この先に待つ大おお軍いくさなど想像するだけで暗あん澹たんたる気持ちになる。

　巨大な正面門を通り、街の中に入ると周囲の喧けん騒そうに圧倒された。壁の周辺では戦争のための投石機や石樽だるなど、様々なものが並べられている。目に入る人々の多くは蛇の血が入った土木労働者であり、それを藍色の外がい套とうを纏まとった高位士官達が忙せわしなく指揮していた。少し中に入り込むと、途端に兵士の姿が増え、逆に女性や子供など普通の民は全く見当たらない。

　するとこちらの疑問を察したのか、イルナが説明してくれる。

「非戦闘員は少しずつ北地区に場所を移しているのよ。あたし達が今いるのは南地区で、それを囲うように内側にも壁が作られているわ。壁を突破された場合南地区も戦場にして、燃やしたりできるようにね」

「……なんでそこまで知ってるんだよ」

「秘ひ血けつの情報だもの。あたしは今、白三日月の国ルーガーダの軍事作戦の全てを把握してるのよ？」

　ここまで来る途中も、毎晩イルナはイランドに呼ばれて軍略の相談に乗っていた。ガズビオラに着けば正式な秘ひ血けつに情報を渡すことになっていたが、それまではイルナが情報係になる。彼女が博識であったことも功を奏したのか、イランドは随分とイルナを買っているらしい。

「あたし、イランドの下で参謀として働かないかって、誘いを受けちゃったもの」

　イルナは笑って「勿もち論ろん断ったけどね」と言ったが、一国の高官から誘われているのだ。破格の条件を提示されたのではないか。

「で、参謀殿はどう見立てているんですか？　この戦争の成り行きを」

　俺が冗談っぽく尋ねると、イルナは思いのほか真剣な表情で黙り込み、やがて言う。

「九割方、負けるでしょうね」

「……」

「問題は何をもって敗北とするか、だけど。ガラド中原は障害物が何もない分、単純に兵力が強さになる。地形を生かした作戦も立てにくい。まあ、霧のあるうちに油を撒まいておいて敵が来たら火をつけるとか、できてその程度ね。国力、それに悦えつ薬やくっていう条件を加味すると、白三日月の国ルーガーダが力負けするのは間違いない。あとはどこまで引いて、停戦の申し出を出すか」

「でも、相手は猫だろ。メルトラじゃない」

　もしもディナンが徹底的にガズビオラを攻める気でいるのならば、それなりの覚悟をしなければならなくなる。イルナはそのことは考えたくもない、というように肩をすくめた。全ては白三日月の国ルーガーダの王次第。俺達は今から、その話をしに王宮へ向かうのだ。




　馬車が止まり、俺はイルナの肩を借りながら外に出た。すると、目の前の異様な光景に圧倒される。あったのは巨大な岩。いや、正確には小さな山というべきなのだろうか。ナサンゴラの巨壁に劣らぬ断崖絶壁とそこにはめ込まれた王宮。丁度巨大な壁へき龕がんに城を埋め込んだような造りだ。

「これも鳥ちよう献けんなのか？」

　俺がそう尋ねると、イルナは首を振る。

「古くて立派な建物だけれど、鳥ちよう献けんではなかったはずよ。岩窟宮シャガルド、猫から人が奪い取り、それから永く人間の王が治めたから、《人理の壁》って呼ばれているわ。むしろ人間の力を誇っているんじゃないの」

　ガズビオラにとどまらずガラド中原をも睥へい睨げいするかのようなその威容はマジス＝バランの聖堂にも引けを取らない。猫がここを取り戻したいと思う気持ちも納得がいく。

　ぼうっと眺めていると、やがて王宮から白い塊がこちらに向かって滑空してきた。その大きな翼は俺達が乗っていた馬車の上に留まると、白い毛をまき散らしながら畳まれる。

「……ガルーテン殿！　よくぞご無事で！」

　ロクトルは今にも飛びかかってきそうなほど、歓喜に満ちた声音で咽喉のどを震わせた。

「蜻蛉とんぼで知らされてはおりましたが、こうしてパルシタル殿も壮健そうなご様子で、まことに嬉うれしく……！　本当に、よくぞご無事に帰られた……！」

「俺達をここまで連れてくるように手配してくださったのは、ロクトルさんと聞きました。それに、スゥと一緒に虫を集めるのも手伝っていただいたみたいで。おかげで命拾いしましたよ。ありがとうございます」

「私の拙い呼び声で集まった虫など、ほんの数匹でございますよ。こちらの戦争に巻き込んでおきながら、全て皆様のお力に頼ることしかできなかった梟ふくろう一羽わ、礼を言っていただくほどの価値もありますまい」

　ロクトルはそう言って、両翼を半分開くと、深くお辞儀をするように頭を下げた。まあ、確かにこちらとしては酷ひどく面倒な話に巻き込まれたことは間違いないのだが、こうして彼が礼を言ってくれるだけで、少しは救われるものがある。

「国王ユルキドもこの場に出向き、感謝の意を伝えたがっておりましたが、なにぶん臥ふせりの身でして、容易に外へ出ることも叶かなわず。御足労願ってもよろしいでしょうか」

　俺達はそれから王宮の正面玄関に足を踏み入れた。イルナとベオルに支えられながら、俺は少しずつ歩く。自分一人でも歩けないことはないのだが、出来る限り言げん血けつの系脈に負担をかけぬようにと、イランドに命じられてしまったのだ。

　岩窟宮の中は外貌に見劣りすることのない、随分と立派なものだった。第一に目を引くのは天井の高さだ。おそらく王宮の中に塔を二つか三つは押し込むことができる。しかもそれが吹き抜けになっており、一番上には巨大な白しろ水すい晶しようの彫り物が吊り下がっていた。南に向いた窓から陽ひ射ざしが射さし込こむと、複雑に施された彫ちよう琢たくのおかげで光が屈折し、王宮内を隈くまなく照らすようになっている。火がついていないのに、それは大きな釣燈とう火かのように明るいのだ。

　そして俺達に課されたのは延々と続く階段。体調に問題がなかったとしても、かなりの負担だろう。各階は吹き抜けを取り囲む廊下と山の壁面に掘られた部屋とで作られているのだが、いくら上っても王の部屋に至らない。俺達を先導していたイランドは時折こちらの様子を覗うかがい、彼女もまたその額にうっすらと汗を滲にじませていた。

「……客人にこのようなことを強いて申し訳ありません。かつて、謁見は一階で行われていたのですが、ここ数年、王は下におりることも叶かなわず」

「ご病気なんですか」

「元々体がお強い方ではないので。心労も多く、王族の泉の近くで過ごされているのです」

　国王が待つという最上階に着くと、すぐ目の前に巨大な水晶がある。その切きり込こみ細工は近くで見ると思いのほか大きく、向こう側には幾重にも屈折したガズビオラの街が見えた。しかし吹き抜けの玄関から王室の方へ踏み込むと、不意に明かりが届かなくなる。俺達が通された謁見の間には部屋の周囲を取り囲むように水が流れていたが、言げん血けつによって白濁したその光と四隅の釣燈とう火かだけが、微かすかに空間を照らし出している。

　そしてその薄明りの中で俺達を待ち構えていたのは瘦せぎすの男だった。歳としは五十を超えるあたりだろうが、実際は白髪のせいで老ふけて見えるだけかもしれない。口元に浮かぶ微かすかな笑みは酷ひどく凡庸な印象で、メルトラのように凄然たる迫力があるわけでもなく、貴族の洗練された趣があるわけでもない。まるでそこら辺の士官を連れてきて玉座に座らせただけのような雰囲気に、俺はかなり意表を突かれた。ただし玉座の隣、真しん鍮ちゆうで作られた止まり木には王おう鳥ちようらしき灰雀すずめがいる。男が身に着けている衣服も赤燕の国レポルガの王族の正装に似た豪ごう奢しやな作りだ。純白の地に金糸で刺し繡しゆうされた大皿のように細い三日月の印。彼こそがユルキド＝ロム＝クエルタス。白三日月の国ルーガーダの王なのだ。

　また謁見の間にはユルキドの他にも三人の高官らしき人物がおり、イランドは俺達を王の目の前に案内し終えると、彼らの隣に控える。ロクトルもまた部屋の隅の止まり木に移り、俺達はユルキドと正面から相あいま見みえることとなった。

「……まず、このような場所まで足を運ばせることとなってしまい、申し訳ない」

　灰雀すずめがその小さな身体に見合わぬ深い声で、ユルキドの書いた言葉を代読した。

「そして、この度我々があなた方に押し付けることになった辛労、苦痛に心の底から詫わびるとともに、秘ひ血けつの情報を守り通してくれたその働きに、最上の敬意をもって感謝したい」

　ユルキドがゆっくりと頭を下げ、礼を示す。彼は再び緩慢な動きで顔を上げると、手元の紙に言葉を書かき綴つづり、灰雀すずめはそれを淡々と読み上げた。

「既に、我が国と赤燕の国レポルガにおけるいざこざはご承知の通り。最後の話し合いを四日後に控えてはいるが、戦争は既に避けがたい。私としては出来る限り穏便に収めたいのだが、向こうはどうしても戦争をしたがっている。……君達が赤燕の国レポルガの出身であり、そしてユウファ＝ガルーテン君、君が失踪した護ご舞ぶ官かんであることは本当なのだろう？」

「はい。自分は百三十二代護ご舞ぶ官かんです」

「君の主人である王女は既に亡なくなり、君達の失踪はメルトラ王による策略だとも聞かされているが、本当かい」

「……そのとおりです」

「では、この度の戦争は全くもって言いがかりであるわけだ」

　ユルキドは一度ペンを紙から離すと、玉座に身を投げるようにして寄りかかる。蜻蛉とんぼを使い、俺達の素性とマジス＝バランで起きたことは伝わっている。しかし、ディナンがメルトラの意識を奪ったこと、そして猫が意図する戦争の背景も含めて、俺達は一通り説明をし直した。勿論、メルトラに同情的なことを言えば、反感を買うことは間違いないので注意する。実際、謁見の間にいた人間の中で、ディナンの思惑にとりわけ大きな反応を示す者はいなかった。

「君達が秘ひ血けつの情報を守ってくれたおかげで、向こうにこちらの正確な兵力は伝わっていない。一方で、向こうはガラド中原を挟んでガズビオラの向かい陣を構え、エフタス湖畔の周囲にも補給地を作っている。──バーナム、敵兵力の目算は」

　ユルキドが尋ねると、イランドの隣にいた髭ひげの豊かな大男が一歩前に出る。彼は脇に抱えていた小さな巻紙を広げ、目を細めた。

「……密偵の鳥達によれば、丘陵地帯の第一陣がおよそ三千、後方に控えているのは二千。そのうち馬騎兵は三百、犬けん騎き兵へいが五十だ。およそ、我々の二倍だな」

　最後に付け加えられた一言で、他の高官たちの顔に影が差す。しかしバーナムと呼ばれた男は淡々と説明を加えていく。

「こちらの兵へい站たんに関してはおおよそ問題ない。戦いが一月以上にならねば、耐え凌しのぐことが出来る。ガズビオラの東、西側を確保できれば、追加の物資を持ち込むことも可能だ。ただし、我々は防衛戦を張るということを忘れてはならない。二倍という兵力差はさほど重要ではないが、ここを守らねばならない以上、我々は戦場を移すことができないからな。赤燕の国レポルガがガラド中原に少しずつ補給地点を準備し、外郭の近くに陣を張られると酷ひどく面倒なこととなる」

「具体的には、どう面倒なんだい」

「南側の外郭で外に出られるのは正門一つ、守る上では簡単だが、こちらもまた一度に兵が外へ出る総数に限界があるということだ。もしそこを塞がれれば、我々は東、西側から回り込む必要があり、当然策略としての動きも読まれやすい」

「対応策は」

「考えられるのは二つだ。一つは、我々が最初に攻撃を仕掛けられるよう兵を前もって壁の外へ配置する」

「だがその場合は二倍の兵力差にそのまま対抗せねばならんのだろう」

「よって、二つめ、多少外郭から相手の手数を減らした後、南地区を放棄する。そして街に火をつけ、焼き殺す」

「──ならんぞ！　それはいかんと言うておろうが！」

　バーナムの言葉を制したのは王おう鳥ちようの灰雀すずめではなく、隣に立つ腰の曲がった老人だった。彼は細い杖つえで敷しき石いしを頻しきりに叩たたきながら、ならん、ならん、と繰り返す。

「オルム、理由を言ってくれないか」

　ユルキドにそう促され、老人はしばし口をもごもごと動かしていたが、突然目を見開くとバーナムに向かって杖つえを差し向ける。

「いいか、街の南には多くの工房がある。それはガズビオラ、ひいては我が国を支える貴重な資源なのじゃ。それを焼き払うなど、自ら生業道具を捨てるも同じこと！」

「だがなあ、爺じいさん、戦いに負ければ、いずれにせよ捨てることになる。もっと長生きしたいなら、最善の方法を選ぶしかないだろう。ものは作り直せるが、人を殺されたらそれで終しまいだ」

「悟ったような口を利きくな、若造が。人間などいくらでも替えはきく。だが、一度断たれた文化はそこで終わるのだ。二十年待てば、赤子は立派な大人になるが、積み上げられた伝統は数百年かけても元には戻らんだろう。……ガズビオラの水晶細工は工房の巨大な研磨機を必要とするのだ。もしそれを焼き尽くせば、二度とこの街が水晶の街として栄さかえることはあるまい」

　両者の一切嚙かみ合あわぬ会話に剣けん吞のんな空気が流れる。しかしユルキドは構わず手を動かし、灰雀すずめはそれを代読した。

「まあ、いずれにせよ難しいのだろう。仮に街を焼き払ったところで、どうにかなるとも思えない。向こうが引っかかってくれない可能性もある」

　バーナムは険しい表情を崩さぬまま、それに応える。

「しかし国王、そうなれば我々は勝利を諦めることになるだろう」

「そうだろうな」

「赤燕の国レポルガに屈して構わないと？　これだけ馬鹿げた喧けん嘩かを仕掛けられておきながら、戦いもせず頭を下げるというのか？」

「私はその選択肢をまだ捨ててないが」

　ユルキドの言葉に、バーナムは苛いら立だたしげに鼻を鳴らし、踵きびすを返かえした。

「バーナム、国王の御前だぞ！」

　とオルムが制しても、バーナムは肩をいからせ、謁見の間を出て行ってしまう。

「……イランド、よろしく頼むよ」

　ユルキドの願いに、イランドは軽く頭を下げたかと思うと、バーナムの後を追った。おそらくバーナムはイランドの上官、武官長なのだろう。彼女は緩衝役といったところか。

　しかしこういった流れは初めてではないのか、オルムも呆あきれたように溜ため息いきを漏らす。

「あやつも馬鹿ではありますが、国王ももう少し言い方があるのではありませんかな。このままでは一向に話が進まない」

「オルムがそれを言うかい。バーナムが新しい作戦を考えてくる度に却下するじゃないか」

「私は理を述べているだけでございます」

「ならば私も同じだ。正直、この戦争はどう転んでも我々の害にしかならない。それを最小限で留とどめるためには、いっそのこと戦わない方がいいんじゃないか」

　すると、今まで黙っていた初老の女性が口を開く。戦いをやっているような佇たたずまいではないことから察するに、文官長だろうか。腕を組み、ユルキドに向かって鋭い視線を投げかける。

「しかしねえ、国民の中にもバーナムと似たような考えをしているやつは多いよ。相手さん、声を大にして恨み節をぶつけて来ただろう。まるで餓鬼の喧けん嘩かだがね、家畜の群れってのは餓鬼の甲高い声に誘われるもんだ。皆いきり立ってしょうがない」

「国民を家畜呼ばわりしてやらないでくれ、カリャン」

「あんたもあたしも家畜の一人だろうに。あたし達は野犬が近づいていることにちょっとだけ早く気付いた家畜に過ぎんよ」

　国王までも家畜呼ばわりとは、中々気骨のある長官だ。されどユルキドは当然慣れっこらしく、笑ってペンを動かした。

「問題は襲ってくるのが野犬なのか、人間なのかって話なのだろうね。まあ、犬じゃなくて猫なんだけど」

「……なんだい、それでどう違うってんだい。あたしは客人が噓うそをついているとは思わないけれど、向こうの事情なんて知ったことじゃないんだ。女め狐ぎつねが猫になろうが、敵であることには変わらないよ」

「知恵のある生き物は種を根絶やしにはしないさ。けれど中には腹がはち切れるまで食べるやつもいる」

「猫は叡えい智ちを司つかさどる生き物だろう」

「肉体に限界がないっていうのは、節度を知らないってことだと思うんだよなあ」

「……そうやってまたのらりくらり言っていても、話は進まないんだよ。あたしも仕事がある。バーナムがいないところで続けても仕方ないだろう」

「じゃあ、また夜に」

「……日に二回も、あの階段を上れって言うのかい……とんだ畜生だよ」

　カリャンという士官は呆あきれたように首を振り、それからさっさと謁見の間を立ち去ってしまった。オルムも「では、また夜に」と深く頭を下げたかと思うと、杖つえを鳴らして出て行ってしまう。残されたのは俺達とロクトル、それに王とその王おう鳥ちようだけ。

　ユルキドは人の良いい笑みを浮かべ、それから文字を書かき綴つづる。王の態度を反映しているのか、灰雀すずめの口から出てきた声音も、思った以上に肩ひじの張らないものだった。

「……いやあ、申し訳ない。数十年ぶりの戦争で、きりきり舞いなんだよ。バーナム……さっきの血の気の多い武官長含め、皆この国が瀬せ戸と際ぎわに立っていることは承知しているんだ。それでも一向に有効な手立てもなく、かといって振り上げた拳をおさめることもできず、とね」

　イルナは真剣な表情で国王を見返すと、言った。

「……陛下は猫の動きをどう見ますか。繰り返しになりますが、やはりメルトラからディナンに指揮権が移ったことは、看過できないことだと思うんです」

「まあ私はね、視察などで猫と接する機会も多いから、長官達よりは君達の言う危機感を分かっているつもりだよ。けれど、恐れを共有するということは難しい。ましてや民が危機感を抱かないことを責めることはできないんだ。全ての民が危機感を抱くような状況になれば、その国は既に滅びていると言っていいだろう？」

「では、どうするおつもりですか」

「それは分からない」

「……」

「私はこの国を守れる限り守りたいが、民が傷つかずに済むのならば国を売っても構わない。どうせこの身体もあと少しなのだからね」

　儚はかなげに笑う王の相貌は、よく見ると妙な老いを感じた。額に刻まれた皺しわの数は重ねた年数以上の労苦を思わせる。

「長旅の上立ち話をさせてしまって申し訳なかった。パルシタル君はあとで秘ひ血けつの譲渡のために時間を取ってもらうことになるけれど、今しばらくは身体を休めてくれ。春しゆん宮きゆうは君達が自由に使ってくれて構わない。用事があれば、侍従に頼んでおくれ」

　ユルキドはそう言って立ち上がった。そして肩に灰雀すずめを乗せると、謁見の間の脇から奥の部屋にひっそりと帰っていく。

　王が影に消えるまで見送った後、ロクトルは静かに呟つぶやいた。

「……王は二年前に王妃と王女を失なくしまして、途端に体調をお崩しになったのであります」

　イルナも神妙な顔で頷うなずいた。

「そういえば、丁度この季節でしたよね。商人仲間から聞きましたが、水蜘蛛の国コルタランへ行く途中、山賊に襲われたとか」

「はい……護衛は皆殺しにされ、全くお恥ずかしい話です。国民もまた恐れているのですよ。二人の王族すら守れぬ兵士達に、国が守れるか、と」

「……」

「……王妃と王女のご遺体は酷ひどくむごたらしいものでした。それを見た翌日に国王は倒れ、一晩にして髪が白くなられてしまった。……そして、王妃と一緒にお暮らしになったこの最上階に籠るようになってしまわれたのです。それ以来、政まつりごとも臣下に一任することが多くなり……」

「でも、ユルキド王はいまだ賢明なように見えましたけど」

「ええ勿もち論ろんです。必要なことがあれば、きちんと働く方ですから。されど、時々実に恐ろしげな微笑を見せるのです。私が幼鳥の時分、この国の士官に飛び入りしてより数十年、あのようなお顔はかつて一度たりとも見たことはありませんでした」

　ロクトルはそう言って、大きく翼をはためかせると、声色を戻して言う。

「またも立ち話をさせてしまいましたな。私が春しゆん宮きゆうにお連れいたしましょう。この階にありますから、階段を降りる必要はありません。ご安心くだされ」

　俺達は白しろ梟ふくろうの背中を追い、謁見の間から玄関の吹き抜けに出ると、廊下を移動した。そして東側にあたる扉を抜けると、実に広々とした部屋が広がる。春しゆん宮きゆうとは王女が生前使っていた部屋ということだ。数々の調度品は王族らしく実に洗練されたものばかりだったが、部屋の隅に置かれたままの小さな椅子や積み重ねられた座具の山は、もしかするとかつて王女が身を委ねていたものかもしれない。使う者がいなくなってもなお、手入れされ続けているのだろう。

　広間のような部屋の隣には寝室、その奥には岩窟宮の外に突き出る露台があった。一方、反対には小さな扉が一つあり、一体奥に何があるのかと見つめていると、突然それが開く。

「──あっ、ロクトル様」

　現れたのは白い前掛けを身に着けた黒髪の少女。俺達の護衛中にも世話をしてくれた、フィカという侍従だった。彼女は腕に抱えていた純白の掛布を椅子の上に置くと、急いでこちらに駆け寄り、頭を下げる。ロクトルはどこか娘を可愛かわいがるかのような穏やかな声音で言った。

「この娘のことは既にご存知でしょう。侍従の中では新入りですが、働き者です。お二方のお世話はこのフィカがいたしますので、要望があれば何なりと言ってやってくだされ」

　紹介に合わせて、フィカはひょこひょこと頭を下げる。俺達が礼を告げるとロクトルは去って行ったが、相変わらずフィカは頭を下げたまま。

「……ねえ、あたし達は別に王族じゃないんだから、普通にしていいのよ」

　イルナがそう言うと、フィカは「はいっ！」と返事をしてさらに頭を深く下げる。

「えっと、だから……」

「あ、あの！　私、護送中はお二人が国を救ってくださった恩人だなんて聞いていなくて、その、大変失礼な事ばかりっ！」

「あたし達は別に救ってないわよ。むしろ、色々と助けてくれたのはあなた達でしょ」

「……でもっ、あのっ」

　いまだかしこまったままのフィカにベオルは一歩近づくと、ペロリ。




「ひぎゃあっ！」




　唾で顔をべとべとにしたまま、呆ぼう然ぜんとするフィカに、イルナは微笑ほほえんだ。

「とりあえず、湯船でも用意して貰もらえるかしら。あなたも一緒に入る？」

「えっ、はいっ！　あ、えっと、そうじゃなくてっ」

　慌てふためく少女の様子に、なんだか肩の力が抜けていく。エンドスを発たってから既に一月、ずっと張り詰めていた緊張がようやく解けたような気がする。もしかしたらフィカがこの役目に抜ばつ擢てきされたのは、こういう意味もあるのかもしれない。

　されど、戦いはすぐ目の前。王達の会談まで戦闘は起きないとしても、不穏な気配は日に日に高まっていくことだろう。街からは人々の不安と焦あせりに満ちた言げん血けつが、風に乗って運ばれてきていた。




　　　　□　□　□




　イルナの秘ひ血けつ譲渡も終わり、俺達は丸一日春しゆん宮きゆうで身体を休めた。王室には言げん血けつの濃度が高い水が常に流れ、涼やかな音が心地よい。スゥは小さな盆にその水を汲くんでもらい、じっと治癒を待っていた。痛みはないというが、相変わらずピマでの襲撃で折れた翼は動かすことができないらしい。イルナは暇な時間を利用していつものように本でも読むかと思っていたのだが、意外にも寝台の上に寝転がったままぼうっと天蓋を見つめているのだった。彼女達が黙っていると、自然、俺達の部屋には沈黙が降りる。一国の春しゆん宮きゆうに泊まらせてもらっているという落ち着かなさからか、あるいは迫りつつある戦争に対する言い知れぬ緊張か。俺は黙ってベオルと組み手の練習をした。いまだ全身に残る言げん痛つうを拭い去ることはできないが、身体を動かさなければすぐに鈍ってしまう。

　徒手空拳の空太刀稽古。出来る限り滑らかな言げん血けつの流れを思い描き、四肢を動かす。ベオルの明らかに手を抜いた前蹴りや尾の一振りでも、今の身体では反応が遅れてしまう。怪け我がをしないようにと向こうも気を使ってはくれているが、半時も稽古を続けただけで俺は精神が酷ひどくすり減るのを感じた。

　一度休憩を取ろうと露台に寄りかかり風を頰に受けていると、不意にイルナが寝室から顔を覗のぞかせた。

「……病み上がりで何やってるわけ」

「稽古」

「馬鹿じゃないの。そんな汗放っておいたら、風邪をひくわよ」

　イルナは部屋の奥に行ってフィカに濡ぬれ布巾を用意してもらうと、それを俺に投げ渡す。

「なんだ、ナサンゴラの時みたいに拭いてくれないのか」

「冗談言わないで。それだけ元気なんだから、自分で出来るでしょ」

　彼女は呆あきれた口調でそう言うと、隣に立ちガズビオラを眺ながめ遣やった。俺は身体に浮いた汗を拭おうと布巾を腕に当てたのだが、するとなぜか突然の眩暈めまい。軽い嘔おう気きまでもがせり上がり、思わず床に座り込んでしまった。

「ちょっと、どうしたの」

「……いや、なんかこの布巾が……」

　この感覚には覚えがある。それはフィカが初めて俺に濡ぬれ布巾を用意してくれた時と全く同じもの。むしろ、あの時よりも痛みは酷ひどいかもしれない。

　俺はふと思い立ち、寝室の机の上で水浴び中のスゥのもとへ行く。

「どうしたの？」

「ちょっといいか？」

　そして盆に汲くまれた水に人差し指を付けたその瞬間──




「──っ」




　血。一瞬、赤黒い血が視界いっぱいに広がって、全身の言げん痛つうが共鳴するかのように響き始めた。身体の節々、言げん血けつに絡からみ付ついた死の記憶から、途端に血が溢あふれ出だすような感覚。視界を覆った血は錯覚だったと分かるが、指を水から離しても、まるで素早い毒に侵されたかのように俺の右手は痺しびれている。

「……スゥはこれに浸つかってて、平気なのか？」

「うん。何か変な事でもある？」

　ここ一月の間の無理が祟たたり、自分の言げん血けつの感覚が平生に増して開いている自覚はある。だが、仮にこの水が純粋な言げん血けつであれば、こんな痛みはもとよりありえない。おそらくは王室に流れる水もガラド中原を不毛の地にしたものと同じなのだ。微量でも大昔の死の言げん血けつが滲にじんでいるのではないか。

「……ねえ、どうしたのよ。自分で拭けって言ったのが、そんなに気に食わなかったの」

　露台から戻ってきたイルナも訝いぶかしげにそう呟つぶやく。俺が首を振り、言げん血けつのことに関して所感を述べると、彼女も不思議そうに首を傾かしげた。

「どうしてこんなところに戦場の言げん血けつがあるわけ？　地上ならともかく、ここに流れている言げん血けつは岩窟宮の泉から湧いているはずよ。ありえない」

　彼女はそう言ってお盆の中に手を突っ込むが、言げん血けつを感じとることはできないらしい。

「……言げん血けつの痛みで感覚が変になっている、ってことはありえないの？」

　まあ、この不調において自分の感覚に自信などない。言げん痛つうを負っているということは、言げん血けつが病にかかっているようなものなのだ。風邪をひいて味覚が変になるのと似たような状況かもしれない。

　しかし少なくとも、俺は二度とこの水に触れたくないと思う程に、呼び起された言げん痛つうの痛みは凄すさまじかった。フィカに尋ねたところ、岩窟宮の一階まで下りれば雨水を蒸留した普通の水も手に入るらしい。わざわざ彼女に運ばせるのも悪いので、俺は一人、階段を降りて地上へ向かうことにした。

　巨大な白しろ水すい晶しようの輝きに見み惚ほれながら果てしない数の段を降りる。時折岩窟宮で働く士官達とすれ違うと、どこか刺とげ々とげしい視線を感じた。俺はしばらくしてその原因が赤せき刀とうであることに気が付く。白三日月の国ルーガーダにとって赤せき刀とうはいわば敵の象徴、こうも堂々と挿していれば人々の目に留まるのも道理だ。かといって外がい套とうを持ってこなかったために隠すことも出来ず、俺は敵陣に迷い込んだような疎外感を覚えながら、何とか一階に辿たどりついた。近くにいた侍従らしき者に尋ねると、すぐに水場へ案内してもらうことができる。俺は岩窟宮に隣接する軍政庁、その建物に備え付けられた水場まで連れて行かれた。

　水に触れてみて、何も問題ないことを確認していると、

「──おや、ガルーテン殿」

　と低い女性の声。振り返ればイランドが稽古着を着てこちらに近づいてきた。

「どうしてわざわざこんなところに？」

「いや、なんだか春しゆん宮きゆうの水が肌に合わなくて……」

　俺が事情を説明すると、イランドはなるほど、と耳を傾けながら、おもむろに上衣に手をかける。そしてこちらが、口を開く前に胸をはだけ、上半身を剝むき出だしにした。

「えっ、ちょっ」

　水場で身体を洗うのは当然としても、異性の前で何をするのか。慌てて目を逸そらそうとするが、外せない。間違っても下心からではない。彼女の身体が随分と異様だったからだ。

「ああ、すみません。いつもの癖で。気になさる必要はありませんよ。私はいつも男連中に混じって身体を洗っていますから」

　淡々と語るイランドの上半身、正確には臍へその上部から肩口にかけて、そこにあったのは肌色の柔肌ではなく、褐色に黒と赤の縞しまが入った鱗うろこ。蛇の血の形態変化だった。胸も女性らしい線を残しているとはいえ、まるで薄い鎖くさり帷子かたびらを纏まとっているように見える。

　……思わず、隠さなくてもいいのですか、と尋ねそうになった。だが、こちらの反応は想定済みだったのか、イランドは「別に恥ずかしくはないのです」と言う。

「身体に服が張り付いて離れないような感覚ですから。もちろん、鱗うろこがない部位は露出することに羞恥を覚えますよ。でも、ここで洗うのは上半身だけですし。あなたと変わりません」

　そう言いながら彼女は顔を洗い、腕や腹の汗をてきぱきと拭っていく。相手が恥ずかしがっていないのだから、こちらが意識するのも変な話なのかもしれない。俺も自分の上衣を脱ぎ去り、汗を拭う。冷えた水は苦痛に火ほ照てる身体から静かに熱を追い出してくれた。

「……おや、ガルーテン殿も背中に立派な鱗うろこをお持ちのようですね」

「立派……なんですかね。そんなに珍しくないと思いますけど」

　俺もそれほど他人の鱗うろこを見た経験があるわけではない。だが、自分の形態変化が特別だと思ったことはなく、赤燕の国レポルガの稽古場でもこれくらいの鱗うろこはよく見かけた。

　するとイランドは不思議そうに呟つぶやく。

「赤燕の国レポルガでは忌み児の風習がありませんか」

「……なんですか、それ」

「私やあなたのように蛇の血の多い子供が捨てられる風習です。私は孤児でして、ここで働く前は昼山羊の国テテラ＝サテラの寒村におりました。偶然通りかかったユルキド王に目を留められたおかげで、士官の道に」

「そういえば自分も孤児ですね。……そうか、忌いみ児だったから捨てられたのか」

「忌いみ児の中には言げん血けつの感受性が人よりも高い子供が多いのですよ。忌いみ児はしばしば、子壺つぼの中にいるうちに捨てられます。すると子供は生き延びるために、出来る限り自分で言げん血けつを得ようとする。親に与えられる分を、自ら感覚を広げることで補う訳です」

「……お詳しいですね」

「私も、岩窟宮の水は肌に合わない体質なのです」

　イランドはそう言って、微かすかに笑みを浮かべた。……俺は今まで自分の境遇に関心がなく、体質の理由を考えたこともなかった。物心がついた頃には孤児院で暮らしており、やがて士官寮に入ったが、とりわけ忌いみ児として嫌われたこともない。俺が他人の言げん血けつにあてられるせいで、友人はそれほど多くないが、かといって孤独を感じた記憶などほとんどないのだ。捨て子だったという事実を知ったところで、そうなのか、という程度の感想しか抱けない。

　しかし、こちらの無表情をどう受け取ったのか、イランドは不思議そうに首を捻ひねる。

「こう言ってはなんですが、ガルーテン殿は忌いみ児の割に、まっすぐなお方のようですね。心持に捻ねじれたところが見られません。良き育ての親に恵まれましたか？」

「まあ……師匠と友人には、確かに恵まれたのではないかな、と。それに、主人にも。イランドさんは？」

「王に拾われてからは、幸せではないかと。こう見えて、昔は荒れ狂っておりました」

　こんなに落ち着いた人も見たことはないが、本人の口から荒れ狂うなどという言葉が出てくるのはちょっと面白い。

　イランドは士官服に身を包み、腰帯に白はく輪りん刀とうを挿すとほんの少し声を落とし呟つぶやいた。

「どの国にも悪あしき風習、苦しむ民はあり、どの国にも良き臣しん、賢き王はいるものです。だというのに、自らの内を正すより先に外へ切っ先を向けねばならない」

　もしもほんの少し境遇が違っていたら、俺は彼女とこうして語らうこともできなかっただろう。戦場で刀を打ち付け合い、どちらかがどちらかの首を刎はねていたかもしれないのだ。そう考えると自分のいる立場の奇妙さに陶然とさせられるものがある。……もしも自分が護ご舞ぶ官かんになれず、ガタリの辿たどった道を歩んでいたとしたならば。

　そんなことを考え、思わず黙り込んでしまったその時、水場に一人の兵士が駆けこんできた。彼はほとんど怒鳴るように叫ぶ。

「──副長官！　ご報告が！」

「どうしたのですか。そんなに慌てて」

　眉を顰ひそめるイランドに兵士は姿勢を正したかと思うと、息を整える暇もなくこう告げた。

「さきほど、一頭の黒犬が正門前に現れました！」

「……黒くろ犬いぬ？　どういうことですか」

「それが、その犬は負傷した赤燕の国レポルガの兵士らしき者一名と、巨大な袋を──」




　その言葉を聞いた時、俺は反射的に駆け出していた。丁度彼のことを考えていたせいか。瞬間に思い浮かんだ友人の顔に、不吉な予感が走る。岩窟宮に戻ると既に周囲は動揺した空気に包まれ、皆深刻そうな顔で何かを囁ささやき合っていた。

「ガルーテン殿、お乗りください」

　後ろから追ってやってきたイランドは茶色い毛並みの軍犬に跨またがっている。俺がその背中に騎乗すると、犬は駆け出し、ぐんと加速した。中央通りを駆け抜け、そのまま南地区に向かう。するとガズビオラの中心部から外へ向かうにつれて、うなじを刺す刺とげ々とげしい言げん血けつが増えてくる。恐怖、不安、怒り、そういった様々な感情がうっすらと街を漂い、確実に濃度を強めていった。

　やがて南門の前に大きな人だかりが見える。言げん血けつはさらに鋭いものとなり、全身の皮膚に針を突き刺す痛みを覚えた。水で洗ったばかりの身体には早くも脂汗が滲しみ始める。

　イランドと共に犬から降りると、自然と兵士達が道を開けた。やはり俺に向けられる視線は厳しく、ここに来てそれは殺意とも呼べるような激しささえ伴っている。

「どきなさい」

　イランドの一声で、最後の人垣が崩れる。覗のぞき込こむようにして兵士達が取り囲んでいたそこにあったものは、やはり見慣れた一頭の軍犬。

「……タイロ」

　そしてその背中には力無く身を横たえたガタリの姿があった。タイロは牙を剝むき出だしにし、唸うなり声をあげて周囲の人間に威嚇している。

「ガルーテン殿はこの犬をご存じで？」

「はい。ちょっと周囲の人を下がらせてもらっていいですか。俺が落ち着かせるんで」

　イランドの指示で兵士達が五歩の間を取る。だがタイロの猛たけ々だけしい姿に、皆槍やりや刀を突きつけたままだ。俺はイランドを後ろに控えさせ、慎重にタイロに近づいていった。

「大丈夫だ、タイロ。俺のこと、覚えてるだろ。ユウファだ。ユウファ」

　ベオルと異なり、タイロはあくまで普通の軍犬だ。そう簡単に言葉は通じない。だがそれでもタイロの眼めから視線を外さぬよう、一心に目を凝らして近づいていく。彼の身体から溢あふれている言げん血けつは、決して怒りではない。そこにあるのは怯おびえ。きっと背中に乗った主人の言げん血けつに侵されている。ガタリはだらりと腕を垂らし、その手からは血が滴したたり落おちているのだ。どう見ても無事ではない。死にかけている。

　焦燥感を必死で抑えつけながら、俺はタイロの一歩手前まで来る。




　──グルアゥ！

　迫力に満ちた咆ほう哮こうに周囲の人垣がびくりと震えた。

「落ち着け。大丈夫だ。もう、大丈夫だから」

　ゆっくり、タイロの口元に手を伸ばす。こちらが怯おびえれば、向こうにも伝わってしまうのだ。俺はあくまで息を整え、そっと彼の鼻先に触れた。

「──……タイロ」

　指先から流れ込んできた言げん血けつに、ぞっとする。あまりの恐怖、悲しみ、それは熱を持った感情というよりも、死を恐れる氷塊のごとき戦慄だった。

　俺が顔を撫なでるとようやくタイロの四肢から緊張が解けていく。そのまま地面に伏せさせると、ついに重心が崩れ、ガタリの身体がどたりと地面に落ちた。慌てて駆け寄り、仰向けにしたとき、俺は言葉を失う。

「──」

　酷ひどい。あまりに酷ひどい状態だった。手首、足首の腱けんが切断され、血を垂れ流し、胸には一つの巨大な裂傷。切れ味の悪い刃物で横に引き裂かれたような跡がある。幸い、息はある。だがその苦く悶もんの表情から察するに、無理やり言げん血けつを繫つなぎ、命を保っているに過ぎない。これだけの悲惨な傷を負いながら、それでもなお痛みに屈していないことは奇跡のように思われた。

「イランドさん」

　助けを呼ぼうとすると、既にイランドは数人の衛生兵を呼び出し、こちらに近づいてくる。彼女はガタリの容体を一いち瞥べつし、酷ひどく額を歪ゆがめた。

「……これは一体」

　そして彼女はふと、タイロの背中に取り付けられた二つの麻袋に目を向ける。それなりに大きく、小さな岩ほどの何かが入っているように思われた。イランドは刀を抜き、麻袋の紐ひも口を切り開く。そして、その瞬間、周囲の空気が凍りついた。




　首だった。人間の首が、麻袋からごろごろと転がり出たのだ。さすがのイランドも思わず後ずさる。既に殺されてから数日経たっているだろうか。目は落ちくぼみ、腐食の始まった頭がごとりと地面に横たわる。

「……っ」

　ガタリの吐息が聞こえ、意識を戻すと、強い力で腕を摑つかまれた。彼の口くちの端はからは黒い血が流れ、嚙かみ締しめられた唇の血液と混ざり首筋に伝っている。その血に触れると、俺の脳裏に一つの記憶が蘇よみがえった。

　──拷問薬。

　耀よう天てん祭さいの時、ディナンがイルナに飲ませたあの血と同じもの。拷問で極限まで苦しめた後に殺した人間の血を煮詰めた液体。その一滴で容易たやすく大男に自白させることができるという、痛みを与えるためだけに作られた薬だ。

「……イランドさん、たぶん俺、今から気を失うので、後は宜よろしくお願いします」

「ど、どういうことですか？　それにこの方は」

「こいつを、助けなきゃいけないんです」

　敵国で赤燕の国レポルガの人間を助けることの意味や、あの拷問の言げん血けつに触れることで生じる痛み、そんなことは俺の中で一瞬たりとも勘案されなかった。ここに、大切な人間がいる。俺と志を共にし、今もなお俺を友と認めてくれた友人がいる。

　そいつが死にそうなほど苦しんでいるときに、迷っている暇などない。俺は全身の言げん血けつを繫つなぎ直し、一挙に蛇の力で増幅した。言げん痛つうによって全身が引き裂かれ、狂い、暴れる。既に意識が飛びそうな程の痛みの中で、俺はガタリの手を握り、言げん血けつを流し込んだ。




　　　　□　□　□




「──お前は、国王に逆らうつもりか」

「それでこの国が救われるのならば」

「救う？　何を笑わせる。私が、赤燕の国レポルガなのだ。この身体、この権能、これこそが国。それに逆らい国を助けるなど、破綻している」

「僕の守りたい国は、あなたの国ではない」

「……反逆者となることを望むか。味方など誰もおるまい」

「いなくとも、構わない」

「お前の行為を自殺以外の何と呼ぶ。たった一つ、その命で、何が救われる」

「友が帰ることのできる、本当の国が救われる」

「そこに国の形はないだろう」

「そうだ。だからなんだ」

「……」

「赤燕の国レポルガは、王も、力も、奇き蹟せきも要らない。必要なのは民だ。一人の少女が笑って生きることのできる、そういう場所だ」

「……お前は幻想に逃げているだけだ」

「それでもいい。僕は、僕の幻想に亡命する。亡命し、国を建てる。国のあるところに民が生きるのではない。民が生きるところに国は栄さかえるのだから」




　　　　□　□　□




　朦もう朧ろうとする意識の中で、様々な声が聞こえた。隣の部屋で厳しい表情と共にロクトルと言葉を交わすイランド、侍従の控室で一人心配そうに座り込んだままのフィカ、そして春しゆん宮きゆうの寝室ではじっと息を潜め、険しい表情を見せるイルナやスゥ。仕切りで隔てられた隣の寝台にはガタリが眠り、僅かに眉を顰ひそめてはいるが言げん血けつの苦しみから解放されていることが分かる。

　……分かる？

　どうして分かるのだろう。壁の向こう側、瞼まぶたの向こう側のことが、手に取るように分かるのだった。しかもそれは見える、というよりも、やはり分かる、という感覚なのだ。なぜなら目では見えないはずの、ガタリの容態、イルナの不安、果てはベオルの危惧でさえも、今の俺には理解できるのだから。

　既に、俺の言げん血けつは狂っている。

　もともと揺らぎやすかった言げん血けつの境界が破れ、水のように漏れ出している。かろうじて俺は俺を覚えているけれど、それでもふと気を抜けば、自分の肉体がどこにあるのか、自分が誰なのか分からなくなってしまいそうだった。

　何となく、ナサンゴラの《女じよ王おう蟻あり》はこういうものだったのかもしれない、と思う。あるいは言げん血けつの液体だったディナンは、こういう感覚で世界を見ていた、知っていたのかもしれない。

　マジス＝バランでディナンを切り殺そうとしたとき、俺は確かに言げん血けつの手を外に伸ばした。身体から離れ、遠い言げん血けつに触れる。あれが意識の背伸びのようなものならば、今の状態は片足立ちだろうか。このまま天に引ひき摺ずられると、大地から離れかねない。死が横たわる方へ飛んで行ってしまいそうだ。

　俺は何とか自分の身体を思い出す。ユウファ＝ガルーテン、と呼ばれている肉体。傷だらけで、重い、鉛のような肉の塊。その場所を思い出したら、ゆっくりと自分の境界を閉じていく。拡張していた言げん血けつの限界を少しずつ縮め、人間の肉体に留とどめていく。

　ついに自分の身体に言げん血けつを仕舞いこんだ時、俺は激痛と共に目を見開いた。

「──いっ…………た！」

　跳ね起きたせいで、傍そばにいたイルナがびくりと身体を震わせる。彼女はそれからすぐに、布巾でこちらの額を拭った。

「おはよう」

「……おはよう、って俺、そんなに寝てたのか？」

「あなたが倒れてから丸一日経たってるわよ」

　そう言う彼女の表情はあまりに真剣で、噓うそなどではないことはすぐに分かる。近くの机に乗ってこちらを見つめていたスゥが口を開こうとするが、イルナはそれを制するように言った。

「今の状態を説明する前に、一言、言っておきたいんだけど」

「……なんだ？」

「あたし、今、すごく怒ってるから」

　ぎろり、と射抜くような眼差まなざしを向けられる。

「あなたが今回やったことは、愚かよ」

「……」

「友人を助けたかった。その気持ちは分かる。彼が生死の限界にあって、しかもあの時、あの場所ですぐに彼を助けてあげることができたのは、確かにあなただけだった。それも分かる。でも、だからといって、あたしは絶対にあなたの選択を支持しない」

「じゃあ、誰か別の人間を待っているべきだったのか？　その間にガタリが死んだらどうする」

「あなたの命が天てん秤びんに乗せられるよりも、ましよ」

「おい、それは」

「残酷？　非情？　そんなの、結果論よ。あなたは偶然助かった。でも、もしかしたら彼と一緒に死んでしまったかもしれないのよ？　ただでさえ言げん痛つうでぼろぼろなのに拷問薬に吞み込まれて、意識がなくなっていたかもしれない。それでもし死んでいたら？　それを想像したことある？　あなたは自分のやりたいことをやって、誰かのために命を捧ささげて満足なのかもしれないけど、残された人はどうなるのよ。あんなろくに言葉も交わさずに別れた後で、ユウファ＝ガルーテンは死にました、なんて聞かされたら、あたしは……」

　イルナは怒っているのではない。心配していたのだ。そんなの、俺は分かっている。彼女が抱えた不安、意識を失ったままの俺を見た時の恐れを、俺は既に知っている。

「でも……他に選択肢がなかったんだ。俺が出来ることを、やるしかなかった」

　見つめ返すと、イルナの頰からまた雫しずくがぽろりと落ち、俺は胸が締めつけられる。しかし、悪かった、と口にしようとした矢先、イルナは人差し指で俺の唇に触れる。

「謝らないで。あたしが言ってるのは、八つ当たりだから。ユウファは何も間違ってなかった。でも、あたしはすごく心配で、でも何もできなくて……こうやって八つ当たりするくらいしかできないの」

　イルナはそう言って、すっと立ち上がると寝室から出て行ってしまう。涙を手で拭いながら、逃げるように去ってしまった。俺が声をかける暇もなく、彼女の姿は扉の向こうに消える。

[image: ]

「……イルナを怒らないでね」

　スゥに言われて俺は首を振る。

「怒るわけないだろ」

「……ボクもイルナの気持ちが分かるから。なんかね、最近、ユウファは頑張り過ぎだよ」

「……」

「ユウファにしかできないことが多すぎて、それはユウファが悪いわけじゃないんだけど……でも、やっぱりボク達は心配だから。力になってあげられなくて悔しいし、自分に腹が立つ。でも、どんどんユウファは先に行って、色んな人のために傷付いてる」

　スゥは机から寝台にぴょんと跳び移ると、俺の膝の上に乗った。

「最近、ユウファがアルナに見えるの」

「え」

「耀よう天てん祭さいの頃のアルナに、よく似てる。自分のことなんかどうでもいいから、それでも皆を助けたいって、どんどん命を削ってる」

　アルナの言げん血けつと混じったから──ではないのだろう。いや、もしかしたら自分の知らないうちに影響を受け、思考が寄せられているのかもしれない。でもそれはどうでもいいことだ。俺は結局、自分でこういう風に生きようと決めてしまった。イルナやスゥを心配させたことは申し訳ないが、それでもガタリを助けたことを悔いてはいない。

「……もうボク達は誰も失いたくない。置いてかれたくないから」

「分かってる」

「……だから、無理しないでね」

　小さな胸を膨らませて、スゥがそう言った。精一杯の言葉、それしか言うことのできない無力感が、俺の肌をチクリと刺す。返答の代わりに頭をそっと撫なでると、彼女は嬉うれしそうに小さく震えた。

　それから不意に、仕切りの向こう側で涼やかな男の声が呟つぶやかれる。

「──ユウファ」

「ガタリ！」

　俺は身体を動かそうにも痛みが酷ひどいので、仕方なく仕切り越しに話しかけた。

「なんだ、もう目が覚めてたのか」

「僕はお前が僕を調ちよう伏ぶくしてから、しばらくして意識を取り戻したよ」

「それはよかった」

「……僕が簡単に回復したから、なおのこと、目を覚まさないお前に対してあの子は不安を募らせていたんだ」

「……」

「いや、こんなことより先に礼を言うべきだったな。ありがとう。おかげで命拾いした」

「まだ動けないのか？」

「手と足を斬られている。幸い、切れ目を入れられただけで切り落とされなかったからな。見た目はそのままだ」

「……それはつまり」

「二度と燕えん舞ぶは舞えないだろう」

　その言葉は彼の声音以上に俺の身体に重くのしかかった。ガタリと共に稽古を重ねたあの時間、それさえも断ち切られたような喪失感。刀を振るえなくなる、それを想像することさえ俺には耐え難がたい。本人の苦しみは幾ばくだろう。

「まあ、歩いたり、軽いものを摑つかんだり、普通に生活することはできるようになるそうだ。ディナンも多少は情があったな」

「笑えない」

「むしろ笑ってくれ。そうでもないと、僕は気が滅入めいって死にそうなんだ」

　本当の懊おう悩のうが滲にじむその言葉に、やはり俺は笑うことなど到底出来なかった。

「……ガタリの言げん血けつで見た。ディナンに楯たて突ついたのか」

「ああ。──お前は僕と一緒に運ばれてきた首を見たか？」

「見たけど、あれは何なんだ」

「赤燕の国レポルガの軍に紛れ込んでいた白三日月の国ルーガーダの間候、十二名。全員打ち首だ」

「──」

「捕らえた人質は交渉に残しておくこともできた。まだ戦いも始まっていない今、無闇に命を奪う必要などない。だが、あいつはそうしなかった。要するに見せしめだ。ディナンはこの戦争を和平に持ち込みたくない。だから、国王同士による最後の交渉を前にした今、白三日月の国ルーガーダの人間を煽あおるために全員殺した」

「ガタリはそれに異を唱えたのか」

「当然だ。メルトラ王が戦争を行うことを僕が認めていたのは、そこに国を守ろうとする理念があったからだ。……やり方は手て酷ひどいものにせよ、それは王としての判断と目的があっただろう。だが、ディナンがやろうとしたのは憂うさ晴ばらしに過ぎない。己の私し怨えんのために、戦争を引き起こそうとしている。出来る限り多くの敵を殺し、復ふく讐しゆうする。そんな戦いに参じることはできない」

　──でも、本当にディナンはガズビオラを滅ぼすつもりなのか。

　そう尋ねた時、丁度寝室の扉が開いた。イルナが戻って来たのかと視線を向けると、そこに立っていたのはユルキド王。彼は肩に灰雀すずめを乗せ、静かに近づいてくる。そして手元の紙に何やら言葉を書きつけ、王おう鳥ちように読ませた。

「無事に目を覚ましたようで何よりだね。君のおかげでガタリ君から向こうの情報も引き出すことができた」

「あの、ガタリは敵ではないんです。彼はディナンから離反して──」

「安心したまえ。分かっているよ。そうでなければ君の隣に寝かせておくわけがない」

「あ……そうですよね」

「それにロクトルから彼の話は聞いている。まあ、色々恨みがないわけではないが、ここで彼を殺しても何の得にもならない。それでは向こうの思うつぼだ」

　ユルキド王はこちらに近づいてきたかと思うと、自ら仕切り壁を持ち、動かす。するとこちらの視界には、寝台に横たわったままこちらを見つめるガタリの姿が現れた。掛布からはみ出た手には痛々しいまでの白い包帯が巻かれ、赤黒く凝固した血の跡も見える。それほど傷を負いながら彼の表情にはいまだ凛りんとしたものが垣かい間ま見みえる一方、どこか拭いがたい疲労もまたその相貌を曇らせていた。

「……ディナンはガズビオラの人間を皆殺しにするつもりだ。あなたもそうお考えなのでしょう。ユルキド王」

　ガタリはこちらから視線を外すと、ユルキドに目を向ける。二つの寝台の間に椅子を動かしようやく腰を落ち着けたかと思うと、王は再びペンを手に取った。

「まあ、猫は物忘れをしないからね。執念深さは誰にも負けやしないだろう」

「間候が殺されたのは、単なる脅しという可能性はないんですか」

　俺の問いにユルキドは軽くかぶりを振る。

「問題はそちらではないよ。むしろガタリ君の方だ」

　ガタリは王の言葉に応じるようにしてゆっくりと腕を動かしたかと思うと、痛みに堪えながら少しだけ上衣をはだけた。彼の胸の上には赤黒く、緩やかな弧が横たわっている。

「……これが、何か？」

　俺が首を傾かしげると、ユルキド王は自らの服の留め金を指差した。……そこに描かれていたのは白三日月の紋章だ。薄い皿のような形状の印が反対になったものだ。それは丁度ガタリの胸の傷とよく似ている。

　ユルキドの説明を灰雀すずめが代読する。

「白三日月の国ルーガーダはね、かつて大盃の国パルシヤヤと言われていた。分かるだろう。猫の国だったんだ。大おお盃さかずきは猫の言げん血けつが捧ささげられた器の象徴。そして、今でこそ、皆この紋章は三日月だと思っているが、それは正確じゃない。かつて盃さかずきだったものが、三日月になったんだ」

「……でも、それが盃さかずきだとすると向きが反対じゃないですか」

「そうだ。だから、正確には大盃の国パルシヤヤの紋章はこうだった」

　ユルキドが留め金をひっくり返すと、薄い大皿の形になる。しかし、これがどうしてディナンの意図と関係するのか。

「つまり、国が人間の手に渡る時に、盃さかずきは反対になったということだよ」

「……？」

「ユルキド王、こいつはそんな遠回りな説明をしても通じませんよ」

　ガタリに溜ため息いきを吐かれ、ユルキドは微笑を浮かべる。それから一気に手を動かすと、灰雀すずめに代読させた。

「人間が猫に反乱を起こした時、我々の先祖は盃を反対にして、大地に投げ捨てた。つまり、猫を皆殺しにしたんだ。猫はもともと一つなのだから、皆、というのも変だがね。とにかく、盃さかずきから言げん血けつを捨てられたその回数だけ、猫は殺された。自分の一部を殺されたんだ。だから逆さの盃さかずきは猫にとって皆殺しを意味する。あえてガタリ君にそれを刻み込んだということは、言わずもがな、同じ目に遭わせてやるという宣言だろう」

「でも、その意味がこちらに伝わると思ってディナンは書いたんですか？　もしも皆殺しだってことを知らしめたいのなら、もっと酷ひどい方法があったはずです」

「いや、これが一番の方法だろう。ディナンはこれを私に向けて送ってよこしたんだから。これ以上の挑発はない」

　確かに国王であるがゆえに、彼が街の歴史について知っていることは分かる。彼であれば逆さにされた盃さかずきの意味も酌くめる。だが、単に白三日月の国ルーガーダの紋章を刻んだものと受け取られてもおかしくはない。

　俺がそう言うと、ユルキドはなぜか一瞬手を止めた。やがて彼は柔らかさの消えた眼差まなざしで紙を見つめると、再び筆を走らせるが、灰雀すずめは全てが書き終えられたのを確認して口を開く。




「私の妻と娘の遺体にも、この紋章が刻まれていたんだよ」




　思ってもみなかった繫つながりに俺は言葉を失う。

「手首と足首を斬られ、長く苦しんだ後の死だよ。結局、ディナンはかつて私の家族を殺したのが自分だと名乗り、また同じことをやってやると、私に向けて伝えてきたというわけだ」

「……そんな」

「殺す代わりに拷問薬を飲ませたのは、おそらくユウファ君、君へのあてつけだろう。イルナ君から聞いたが、彼女はかつてディナンに同じものを飲まされたそうだね」

「はい……それで生き永らえたことを、確かにあいつは根に持っていました」

「そうだ。なんとも恨み深い生き物だと思わないか。私し怨えんの塊だ」

　ガタリが語った言葉とユルキドの言葉が重なる。

　猫という怨おん讐しゆう。

　忘却を知らず、永遠の智ちであるが故に、あらゆる感情もまた保存され、積み重なり、消えることがない。人のように感情を吐き出し、巡らせ、新たなものへ変わることができない言げん血けつ。永遠に憎ぞう悪おの炎に焦がれたまま、全ての想おもいが膨れ上がっていくのだ。

　俺はそこで初めて、猫という存在に恐怖を覚えた。

　ようやく理解できたのは、相手の狡こう猾かつさや残虐性ではなく、その言げん血けつに溜ため込こまれた感情の熱量だ。人一人の記憶でさえ、あれほど痛いというのに、猫はそれを何百年、いやもっと昔から溜ため込こみ続けている。

「……ユルキド王はどうするおつもりですか」

　これほどのことをされて、家族を失った悲しみ、怒りをこうも搔かき乱みだされて、彼は何を思ったのか。しかし、いくら見つめてもその眼差まなざしから感情は読み取れない。自分の国の人間を十二人も無残に殺され、最悪の記憶を呼び覚まされてなお、ユルキドは淡々と言葉を綴つづる。

「最初に言った通り、ここで私が怒ったら、相手の思うつぼだからね。さすがに、明日にも出陣の準備を、などとは言わないよ」

「でも、今度赤燕の国レポルガとの交渉があるんですよね。そこにはメルトラ王の身体を支配したディナンが来るはずです」

「その通りだ。三日後、ガラド中原の真ん中で昼山羊の国テテラ＝サテラの議鳥を仲介人として行う」

「……昼山羊の国テテラ＝サテラなんてもはや中立の国ではないでしょう」

「まあね。誰かさん達のおかげで、赤燕の国レポルガどころか彼らとも戦争を起こしかねないくらいだ」

　ユルキドの皮肉に、ガタリはすまなそうに眼めを伏せた。既に戦争は始まっている。互いが互いを傷付け合い、手は振り上げられたまま睨にらみ合あっている状態なのだ。そしてその最初のきっかけを作ったのは、間違いなくメルトラであり、その部下としてピマを襲撃したガタリ達。

　ガタリはユルキドの方に向き直ると、こう言った。

「……この咎とがは、いくらでも償います。でも……こんなことを自分が言える立場にないことは分かっていますが、それでも……あなたにはこの戦争を止めていただきたい。これ以上あなた方が傷付くことも、我々の仲間が傷付くことも、あってはならない。……ディナンを止めなければ、ならないんです」

　するとその言葉に何か引っかかったのか、ユルキドの口元から笑みが消える。

「君の命一つで何が償えるというんだい」

「……」

「君を殺そうが、野原に投げ捨てようが、何も変わらない。自分の力で立つこともできない君に兵士としての価値はなく、亡命した君に人質としての価値はない」

　ユルキドの容赦ない言葉に、ガタリは表情を硬くする。だがそれでも彼は決して視線を逸そらそうとはしなかった。

「私は君達が起こした襲撃で、一人の大切な臣下を失った。国と国との大切な関係を失った。それを君はどう償うというんだい。言うのは簡単だろう。なぜならもとより君は損をしない。生きようが死のうが、価値のない君は自分の命など好きなように扱える。違うかい。亡命者とは外の人間だ。外にいるということは、内側で価値を持たないということだ。そんな人間はどんなことだって言える。言えるが、君の声を聞く者は誰もいないのだ。私が君に頼まれ、ディナンに報復することを諦める、そんなことはありえない」

　そこまで言って、ユルキドは一度手を止める。ガタリは苦しげに、今の絶対的な無力に耐えながら、それでもなお逃げたくはないとでもいうように、ユルキドを睨にらみ返していた。そして、口を開く。

「……僕の価値は、僕の命一つ分ではありません」

「……」

「たとえ、僕自身に価値がなくとも、僕の繫つながりに価値はある。自分には家族がいます。王都に住む貴族の一門で、その傘さん下かにある兵士は数百をくだらない。友人だっています。数は少ないが、それでも優秀な兵士が数人、僕の願いを聞けばきっと応えてくれる者達がいます。それから商人、傭よう兵へい、決して多くないが、それでも確かに繫つながりがある。赤燕の国レポルガの軍を邪魔立てする力だってあるはずです。……僕がこの先刀を握れなくとも、僕は赤燕の国レポルガを守る。そしてあなたの国の民だって、出来る限り傷付けたくはないんです」

　俺は自分の大切な友人が決して折れることなく、こうして今も赤燕の国レポルガを守ろうとしている、そのことが素直に誇らしいと思えた。きっと彼が見つめているのは、かつて俺達が共に夢を見た国。アルナという少女のために、守り続けようと誓い合った、あの国なのだ。

「……ガタリには、ここにだって友人がいますよ。身体はぼろぼろで動かないけれど、赤燕の国レポルガの真相を知っていて、猫を殺すことのできる刀を持っています。彼は決して、価値のない人間じゃない」

　俺は思わずそう語っていた。すると、ずっと黙り込んでいたスゥも声を上げる。

「じゃあ、ボクも友達だね。この世界で一番うまく、虫を操ることができる鳥だよ。ガタリはボク達の恩人なんだもん。いつだって助けるよ」

　俺達に向かってガタリはほんの僅か、優しげな笑みを見せてくれる。そしてユルキドの方に向き直ると、真剣な表情で再び言った。

「……僕達はきっといつか償います。でも、償うために、僕達もあなた方も傷ついてはいけないんです。国の形がどうなろうと、たとえただ逃げることしかできなくても、この戦争にだけは乗ってはいけない。ディナンの意思の下で、血を流してはだめなんです……」

　外部の人間が何を言ったところで、戦いに臨むのは白三日月の国ルーガーダだ。それを分かっていても、ガタリは何かを言わずにはいられない。願わずにはいられない。

　するとそれまで不動のままだったユルキドの手が、もう一度動き始める。

「しかし、君は都合がよすぎないか。メルトラの下にある時は戦争を止める気などさらさらなかったのだろう」

「……それは、国王が皆殺しなど絶対にしないと信じていたからです」

「つまりディナンが扇動を行う今は、戦争をやって妥協点を見いだすことも、降服してさっさと諦めることも無意味だと、もっと根本的に、戦争を止めなければならないと、君は主張するわけだ」

「それが一番……皆が幸せになる方法だと思います」




「──それでいい」




　なぜか急に、ユルキドの表情に笑みが戻った。彼はガタリをじっと見つめ、深く頷うなずく。

「私もそう思う。それが一番の方法だろう」

「それでは、今のやり取りは一体──」

「君に覚悟があるか試しただけだ」

「覚悟？」

「ああ。赤燕の国を背負う覚悟だよ」







[image: 【五】　大盃]
















　赤燕の国レポルガと白三日月の国ルーガーダの国王会談、その朝。俺は肩にスゥを乗せ、ベオルに本式の鞍くらを付けていた。ユルキドの提案で俺も会談の場に参ずることになったのだ。どこで手に入れたのか、しっかりと赤燕の国レポルガの官服まで用意され、袖に腕を通すと何とも言えない懐なつかしさを覚えた。言げん痛つうといい言げん血けつの乱れといい、相変わらず何をするにも苦痛が伴うのだが、三日のうちに騎乗くらいはできるようになった。さすがに今回の話し合いで刀を抜くことにはならないだろう。

「……イルナ、来ないね」

　ベオルを岩窟宮の玄関に連れて行く途中、スゥがそんなことを呟つぶやいた。俺が目を覚まし、イルナが涙を見せてからというもの、俺達の間には気まずい空気が停滞し続けている。食事時などには顔を合わせるのだが、会話が続くことはない。イルナは何やら書庫に籠って本を読み始めたのか、日中、彼女を見かけることすら珍しい程だった。

「俺は何とも思ってないんだけどな」

「それはイルナだって知ってるよ。でも、きっと悩んでるんじゃないかな。自分の気持ちとか、何をしたらいいのかとか」

　俺がイルナに求めることなど、ただ隣にいてくれることだけだ。でもきっと、それでは彼女自身が納得できないのだろう。俺が無茶を重ねれば重ねる程、イルナは自分も何かをしなければ、という思いに駆られてしまう。相手との距離ばかりが意識され、それでも自分の出来ることは限られている。……何とも皮肉な話だ。耀よう天てん祭さいの時に俺がアルナの隣で苦悩していたことと、それはよく似ているのだから。俺はその悩みを放棄したがために、アルナの想おもいに気付かなかった。イルナはちゃんと割り切らずにいるから、こうも悩んでいるのかもしれない。

「……まあ、時間が経たつのを待つしかないだろ」

「そうなんだけどね」

　ユルキドが乗った御み輿こしが玄関に現れ、俺達は行列を作った。歩兵五十名と五騎の犬けん騎き兵へい。武官長バーナム、副官イランド、俺はその二人の後ろに付く。早朝、いまだ東雲しののめ色に空が染まる頃、俺達は岩窟宮を発たった。南門へと向かう道中では早くも稽古に励む兵士達や壁の補強作業に勤いそしむ土工達の姿が見える。国王が相手方の国王と話し合いに向かうというのは周知の事実。御み輿こしが近づくと皆が作業を一旦止め、表敬の姿勢をとった。そこに王を鼓舞する熱気や歓声はない。あるのは静かな緊張といまだ見えぬ行く末への不安だった。街を離れ、ガラド中原を進み始めると、変わって周囲を取り囲むのは朝霧の湿った空気。まるで街の沈黙を貰もらい受うけたかのように、一同は誰一人言葉を発することなく、葬列のようにして進んでいった。

　太陽が天中に昇る頃には霧も薄まり、視界も開けてくる。すると現れたのは地平線を縁取る人の壁。左右果てしなく広がる敵陣が見えた。遠く離れていてもその圧倒的な数に息を吞のむ。陣からは臙えん脂じの長い軍旗が伸び、緩やかな風にはためくが、その数は数十。一般の兵士だけではなく、バーナムやイランドも例外なくその光景に額を歪ゆがませていた。

　中原の中ほどに留まり、白三日月の国ルーガーダも幟のぼりを上げる。すると呼応するようにして、赤燕の国レポルガの幟のぼりがまた一つ掲げられ、それはゆっくりとこちらに近づいてきた。五十名ほどの行列。中心には当然御み輿こしがあり、それを取り囲むようにして八騎の騎兵がいる。まるでこちらを馬鹿にしたような、同数の構成だった。間候の首を送りつけるなどという挑発をしておきながら、平然と対等を装よそおって近づいてくるその様に、またもディナンの悪意が見てとれる。

　両国の兵士は一直線に向かい合い、そこから御み輿こしと騎兵が前に出た。イランド達が止まり、御み輿こしと俺はさらに前へ。相手側も御み輿こしの隣には騎兵が一人。ガタリの上官であり、ディナンの手先として働いていた、ヤウナ。表情の見えない彼女もさすがに俺の存在に気付くとぴくりと眉を動かした。

　御み輿こしからユルキドが現れる。部下が簡易の椅子と文机ふづくえを用意し、彼はそこに腰を落ち着けた。王おう鳥ちようの灰雀すずめもまた、いつでも代読できるよう、机の端に留まる。空を見上げれば、昼山羊の国テテラ＝サテラの青あお鷹たかの姿もあるが、その距離は依然としてピマでの禍根を感じさせた。

　そして、最後にメルトラが現れる。……無論、中身はディナンのはずだが、やはり一見すると普通の国王にしか見えない。しかも彼女の前にも椅子と文机ふづくえが用意され、代読の準備がされる。こうして野外で椅子に座り対たい峙じするというのは、実に奇妙な光景だった。

　ディナンは俺の存在に気付くと、ぎょっとしたように目を見開く。するとすかさずユルキドがペンを動かし始めた。

「そちらには護ご舞ぶ官かんという制度があるとのことでしたから、こちらもその代わりとなる者を連れて参じた次第です」

　ディナンは素早く返事を紙に書くと、近くに留まっていた赤あか燕つばめの王おう鳥ちようが読み上げる。

「何も、お気になさる必要はありません。こちらも護ご舞ぶ官かんを失なくしまして、代わりの者を連れて来ておりますので」

　スゥは耳元で、「あれ、本当の王おう鳥ちようじゃないよ」とだけ呟つぶやいた。マジス＝バランでメルトラは普通に口を使って喋しやべっていたが、当然公的には王おう鳥ちようがいる。本来メルトラの代読を行っていた赤あか燕つばめは、ディナンへの協力を拒んでいるのかもしれない。

　ユルキドは一呼吸置いたかと思うと、こう尋ねる。

「メルトラ王は、この青年をご存じではありませんか。先ほど、彼を見て少々驚かれたように見えましたが」

「……」

「知らないのであれば不思議なことですね。あなたがお探しになっていた人物の一人でしょう」

「……」

「王宮ですれ違うこともありませんでしたか。いや、よもや忘れるはずはありますまい」

「……いえ、残念ながら彼のことは存じ上げません」

　執しつ拗ようなユルキドの問いに、ディナンはどう答えたものか迷っているようにも見えた。実際、メルトラと俺が正面から顔を合わせたのはマジス＝バランが初めてだった。故に、知らないからといって、噓うそをついていることにはならない。

「彼の名前はユウファ＝ガルーテン。第百三十二代、護ご舞ぶ官かんですよ」

　しつこく尋ねた割に、ユルキドはあっさりと答えを明かす。ディナンは一応驚いたような顔を見せたが、やがて首を傾かしげた。

「そんなはずはありません。どうして失踪した護ご舞ぶ官かんがそちらにいるのですか」

「どうして？　半年前の耀よう天てん祭さいで王女の失踪事件を企てたのは白三日月の国ルーガーダだと、そう主張なさったのはあなただ」

「……」

「まさか、彼が本当の護ご舞ぶ官かんではない、などと仰おつしやるはずはないでしょう。それならば、あなたの言いがかりは噓うそだということになる」

「そんなことはありません。たとえあなた方が護ご舞ぶ官かんを捕らえようとも、別人を仕立てあげることは容易ですから。一体どういう理由か分かりませんが、その方が偽にせ物ものの可能性もある」

　よくもまあ白々しいことが言えるものだ。ディナンもユルキドの質問の意図を計りかねているようだが、とりあえず俺のことは偽にせ物ものの護ご舞ぶ官かんとして扱うつもりらしい。

　するとユルキドは軽く腕を上げ、こちらに合図する。俺は御み輿こしに向かい、そこで出番を待っていたその人物に肩を貸した。

　ユルキドは尋ねる。

「では、この方も偽にせ物ものだとおっしゃいますか？　──王女、アルナリス様です」

　俺は、アルナリスと共に、ユルキドの隣に立つ。その瞬間、ディナンの──あるいはメルトラの形相が変わった。脇に控えていたヤウナも思わず後ずさる。

　ディナンは一瞬虚を突かれていたが、それでもペンを動かした。

「何の冗談を──」

「冗談など言うつもりはありません。ここにいらっしゃる方は、アルナリス＝カイ＝ベルヘス。白三日月の国ルーガーダが誘拐したとする、王女ではありませんか」




　俺が身体を支えていたのは、ガタリ＝アルマン。確かに中性的な美貌を持ち合わせてはいるが、男であることは間違いない。彼がアルナリスの偽にせ物ものであることは誰にでも明白だった。

「……な、何を」

「いや、私も驚いたのですよ。赤燕の国レポルガの次の王は、娘だと聞いておりましたからね。しかし、実際のところ王子だったとは」

　ユルキドの言葉を聞いて、ディナンの手が震える。さすがの猫でも、こうなることは予想していなかったのだろう。いや、誰が聞いてもユルキドの主張がありえないことは分かっている。王女アルナリスが実は王子だった、など戯たわ言ごとに過ぎない。

「お戯たわむれもいい加減になさっていただきたい。私は娘を失い、酷ひどく悲しみを覚えた身、このようなご冗談は私への侮辱、ひいては赤燕の国レポルガへの侮辱に他なりません」

「何をおっしゃいますか。私は事実を申し上げたまでのこと。ついこの前、アルナリス様は私のもとへ訪れ、事情をお話ししてくださったのです。耀よう天てん祭さいの襲撃にまつわる噓うそと真実を」

　ユルキドの語った事の顚てん末まつはこうだ。アルナリスは男として生まれたが、メルトラは彼が王位を継ぐことを望んでいなかった。そこで王族が成人の儀まで人の目に付かないことを利用し、アルナリスを王女として育てたのだという。もしアルナリスが成長し、王位継承権を主張しようとも、王子アルナリスは初めから存在しないことになっているというわけだ。

「彼は誰にも自分が王族であることを信じてもらえない。そんなのは噓うそに過ぎない、と一蹴されてしまうのです」

「……」

「彼は王族としての権威どころか、能力さえ奪われていると聞いています。あなたは王おう歌かさえ教えなかったと。故に、耀よう天てん祭さいで命を狙われた時、彼は誰に助けを求めることも出来ず、失踪せざるを得なかったのです。それを誰が仕組んだかは、言うまでもないでしょう」

　王女失踪の真実を知る相手に対して、ユルキドは淀よどみなく噓の真相を語って聞かせるのだ。それがどれほどの皮肉であり、挑発になるか、それはディナンの形相を見れば容易にわかる。

「あなたのご子息は私の国に亡命を望んでいます。母親の陰謀から逃れるために、ここまでやってきたというわけです。……仮に彼の言葉が事実だとすれば、王女失踪などというこの戦争の名目は、全てが作り話ということになる」

　ディナンの手の震えは酷ひどいものになっていた。それが間違いなく抑えきれぬ怒りから生じていることは一目瞭然。こめかみには今にも破裂しそうなほど青筋が立っている。だが一度呼吸を落ち着けたかと思うと、向こうは調子を変え、嘆くような口調で尋ねてきた。

「ユルキド王……いったい、誰がそんな話を信じるというのです。噓うそにしてもあまりに拙いではありませんか。その者達は偽にせ物ものです。話が本当であるという証拠などどこにもない」

「証拠ですか」

「そうです。あなたのお話は一見筋が通っているように思えます。しかし、あまりに都合がよすぎるでしょう。王女が実は王子であり、王族でありながら王おう歌かが使えない。そんな者は、誰でもなることができる。強いて言うならば、証拠が要らないような話を作ったに過ぎません」

　まあ、ディナンの言うとおりだろう。事実、ガタリは王族ではなく、それを証拠立てるものは何一つない。結局は後付けで辻つじ褄つまを合わせ、矛盾がないようにしているだけだ。

　だが、ユルキドは何ら動揺したところを見せず、かえって一層の落ち着きをもって応じた。

「証拠がない……それはその通りかもしれません。されど、このお二方が偽にせ物ものであるという証拠もないでしょう。なぜなら、アルナリス王女を見たことのある者は誰もいない。護ご舞ぶ官かんを見たことのある者も誰もいない、というわけですから。──いや、護ご舞ぶ官かんの彼が本物かどうかを確かめるのは可能かもしれません。士官時代、彼と接触した人間は少なくないはずです。もしそれで本物だと分かれば、彼が仕える主人もまた、本物となりましょう。やはりアルナリス王女は王子だったということになる。そして、本物の護舞官を認めようとしなかったあなたには、やはり裏があったのだということにもなる」

　ディナンが思わず机を叩たたき、立ち上がった。その反応も当然だろう。たとえやつが俺のことを本物だと認めていたとしても、やはりアルナリスは王子だという結論になってしまうのだから。ユルキドがどんなでたらめを語ろうが、護ご舞ぶ官かんという証人がいれば、無理を通せてしまう。

　しかし、そういった状況を作り上げたのはまさにメルトラであり、ディナンの側の策略なのだ。これまでアルナリスという存在は空白にされていた。成人する前の、誰でもない状態、それであるがゆえに、耀よう天てん祭さいで彼女は王女としての公の保証を得ることができず、誰にも助けを求められなかった。そして耀よう天てん祭さい以後は、失踪したという虚構の王女像を押し付けられ、戦争の火種としていいように利用されてきたのだ。

　ユルキドはそれを逆手に取ったに過ぎない。相手が噓うそを語るのならば、こちらもまた噓うそをでっち上げればいい。結局この場で王女の存在を証言できるのは、二人だけ。メルトラと俺だけなのだ。俺がユルキドの噓うそに乗っかれば、それはほとんど事実になりうる。

　ディナンはゆっくりと腰を下ろし、それから重々しい表情で紙にペンを走らせた。

「……しかし、私が噓うそだと言う限り、そちらの言い分も証明されることはありません。議論は平行線をたどることになります」

　するとユルキドは頷うなずき、応じた。

「ええ、その通りでしょう。しかし、真偽の分からない話において重要なのは、証拠ではなくそれを信じる人間の数になります」

「……」

「残念ながら、十二の首では足りなかったんですよ」

　その恐ろしい程穏やかな笑みに、ディナンは絶句する。

「噂うわさはすぐに広まることでしょう。今引き起こされようとしている戦争が、母が娘を想おもう、というごく個人的な感情に寄り添って牽けん引いんされていることを考えれば、ちょっとした噂うわさ話ばなしでも打撃になる。あれだけ母娘の情に訴えておきながら、内実、あなたが為なしたことはその真逆だったわけですから。結果は火を見るより明らかだ」

「……間候をさらに忍び込ませていたと、認めるのですか」

「さて、何のことでしょう。私は十二の首と、申し上げただけですが」

　ユルキドの落ち着き払った応答とは対照的に、ディナンの表情には抑えきれぬ激しさが滲にじみ始めている。そして畳みかけるように開かれたのはガタリの口。俺に身体を支えられながら、それでも彼ははっきりとした声で言った。

「……母上、あなたは僕に何も与えてはくれなかった。王位も、王おう歌かも、愛情さえも」

　偽りの王位。偽りの親子。これは全て、喜劇にもならないような愚かな噓うそだろう。だがこの戦争は噓うそで始まった。どうしようもない噓うそが一人の少女を死に追いやったのだ。

「とうとうあなたは僕を殺そうとさえした。この世に初めから存在しなかった僕を、殺そうとまでしましたね」

　だから皮肉にも、ガタリの噓うそこそがアルナの真実を語るのだ。殺されたのはアルナで、この世に初めから存在しないことにされたのもアルナだった。メルトラやディナンが放った噓うそを、彼女は否定することができなかったのだ。彼女は言葉を持たなかったから、誰に伝える言葉も持たなかったから、虚像を押し付けられた。しかし、ここにいるもう一人のアルナリスは違う。

　ガタリはディナンを見つめ、言った。

「僕に王族の力はない。しかしその代わり、話すことができるのです。あなたとは違い、こうして自分の口で、想おもいを伝えることができる」

　だから、全てはひっくり返るのだ。噓うそで作られたアルナリスという存在を、ガタリ＝アルマンという噓うそで塗り替える。アルナリスの真実は俺の赤せき刀とうの中にしかないのだから、世界に漂う全ての言葉は所詮偽り。しかし、たとえ人から偽りと言われようとも、自分が自分の歴史を語るとき、それは本物となる。俺はそうやって「本物」を取り戻した一つの街を知っている。

「……僕は亡命します。あなたの治める国は、もはや赤燕の国レポルガではない。僕が守りたいと思う国ではない」

　一度、ただの兵士に過ぎなかったガタリに、ディナンはこう言った。

　──私が、赤燕の国レポルガなのだ。この身体、この権能、これこそが国。

　だが、この瞬間、この場所で、彼は本物のアルナリスになる。

　そう、全てはひっくり返るのだ。




「僕が──アルナリスが赤燕の国になる。この言葉、この不能、これこそが国になるのです」




　一瞬、炸さく裂れつを起こしたような言げん血けつの奔流が、全身を貫いた。それはディナンの怒り。ついに抑えきれず、メルトラの外へ溢あふれ出でた感情の波がこちらへ怒ど涛とうのごとく押し寄せた。

　だが、それはすぐに収まり、再びディナンはメルトラの身体に戻っていく。そしてなぜか突然胸を押さえ、眉を顰ひそめた。

「おや、大丈夫ですか、メルトラ王」

　ユルキドの見透かしたような言葉に、ディナンはもはや憎ぞう悪おさえも隠さない。

「……この度の屈辱は、決して忘れません。覚悟をなさるといい」

　そう書き捨てると、立ち上がり、御み輿こしに戻っていく。赤燕の国レポルガの陣営は撤退を始めた。




　ユルキド王は赤燕の国レポルガの最後の歩兵が背を向けるのを確認すると、一言、代読させた。

「どうやら、上手うまくいったみたいだ」

「……あれで良かったんですか。火に油を注いだような気もしますけど」

「いやあ、ガタリ君の名台詞ぜりふが何より良かったよ。あのおかげで目的が果たせた」

　目的、という言葉に俺は首を傾かしげる。この会談に臨む前、ユルキド王が提案した作戦は二つ。ガタリがアルナリスとして亡命を宣言すること。そして俺がその場にいること。俺はユルキドの噓うそによって赤燕の国レポルガが主張する戦争の建前を破綻させることこそが目的だと思っていた。

　ガタリも同じことを思ったのだろう。訝いぶかしげな声で尋ねる。

「間候がもっといるのなら、僕達がここに来る必要もなかったのでは？　噂うわさ話ばなしが広まれば、それだけで赤燕の国レポルガの人間に疑念を植え付けることが出来ると思うのですが」

　するとユルキドは相変わらずゆったりとした笑みを浮かべて、首を振る。

「あれは噓うそだよ」

「え？」

「我々が忍び込ませていた間候は十二人だ。あまりに大おお袈げ裟さな噓うその話を最初にしたおかげで、二つ目の噓うそには気付きにくい。まあ、ディナンが単純で良かったよ」

「そ、そんな、じゃあ噂うわさは」

「まあどうなるか分からないが、もしディナンが初めから存在しない間候探しに躍起になれば、『誰かが、アルナリス様は亡命した、という話をしているらしい』という話が出るだろう。人を問い詰める時に、こういう噂うわさは出ていないか、と尋ねる必要があるからね」

　つまり噂うわさの出所を探している者自身が、噂うわさの出所となるわけか。

「しかし、本当の目的は何なのですか」

「そりゃ、ディナンをからかうことだ」

　ユルキドは冗談を言う風でもなく、そう答えた。もはや理解が及ばず、俺とガタリは目を合わせてしまう。

「ユウファ君から話を聞いて思ったんだが、ディナンは案外、メルトラ王の言げん血けつを縛るのに必死なんじゃないかとね。それは王族で、しかもあれだけ意志の強い女王だろう。ディナンもかなりの力をそれに割かなければならない。彼は大水を押しとどめる堤のようなものなわけだ。一度決壊すれば、それを抑えるのはさらに苦しくなる」

　別わかれ際ぎわ、ディナンが見せた怒りとその直後の苦く悶もんを思い出す。

「あいつを激高させて集中を乱し、その隙にメルトラの言げん血けつに暴れさせるってことですか？」

　俺が尋ねると、ユルキドは何でもないように頷うなずき、ペンを動かす。

「きっと彼はかなりの思考、あるいは行動を制限されることになる。それで赤燕の国レポルガが止まるわけではないが、効果は少なからずあったはずだ。こちらも次の手が打ちやすくなる」

　そう言いつつ御み輿こしに戻るユルキドに、俺はもうただ舌を巻くしかなかった。どこか印象の薄い王だと思っていたが、この人は芯がないのではない。ただそれさえも隠すことに長たけているだけだ。実質今回の会議でユルキドは一方的に猫を打ち負かしたと言える。俺達の立場を最大限利用し、はったりをかまし、動揺させたのだ。

「アルナリス王子も、早く乗りたまえ。君が背負ったものは、想像以上に重いものだ。これから王族について色々と教える必要がある」

　ユルキドに突然そう告げられ、ガタリはきょとんとする。スゥは俺の肩から彼の肩にちょんと跳び移ると、

「ボクも教えてあげるね、アルナリス」

　と呟つぶやいた。どういうことだ、とでも言いたげなガタリを御み輿こしに運びながら、俺も思わず溜ため息いきを漏らしてしまう。

「……まさか、アルナリスとしての演技は会談のための噓うそだとでも言うつもりか？」

「い、いや、だが」

「王おう鳥ちようと護ご舞ぶ官かんが本当と言ってるんだ。もう、ガタリは王様だよ。それに国を建てるんだろう？　俺達の、アルナリスの国を」

　ガタリは一度唾を飲み込み、しかしすぐにいつもの真剣な眼差まなざしをこちらに返してくる。

「ああ、必ず」

　スゥとガタリを御み輿こしに乗せ、覆いを下ろそうとすると、最後に、ユルキドが俺の方を見つめる。彼は短い言葉を紙に書きつけ、王おう鳥ちように読ませた。

「ユウファ君は今日の夜、九つ時に謁見の間に来てくれるかい。独りだけで」

「分かりました」

「それから、妻帯者だった者として一つ助言をしておくがね。時には追いかけてでも、捕まえるべきだ。本当に必要な時間は、待ってくれないよ」

　突然の話に呆ぼう然ぜんとする。

「あ、え？　イルナのことですか？」

　おまけにガタリにまで一言付け加えられた。

「夕食時のあの気まずさは勘弁してほしいからな。どうにかしてくれ。王子からのお願いだ」




　　　　□　□　□




　ガズビオラに帰り着き、長い騎乗の移動も終わりを告げた頃、既に太陽は身体を半分ほど、地平線に隠していた。岩窟宮は茜あかね色いろの光で満たされ、吹き抜けに吊つり下さげられた巨大な白しろ水すい晶しようはまるで一瞬の火花を凝結させたように燦さん々さんと輝きを纏まとっている。ユルキドやガタリに言われた手前、夕食前にイルナと少し話をしようかと、俺は休む間もなく書庫へ向かった。しかし、立ち並ぶ書架の合間をどれだけ探してみても、頭を布で覆い片眼鏡をあてて本を読む少女は見当たらない。春しゆん宮きゆうに戻っているのかと思い、果てしない階段を上るが、なぜかイルナはそこにもいなかった。寝室では丁度フィカが寝台の準備を整えているところで、彼女はこちらに気付くと少し不安そうな表情で尋ねてくる。

「……そんなお慌てになって、どうなさいましたか？」

「い、いや……ちょっとイルナに会いたくて。階段を上ったら息が上がっただけだよ」

「イルナ様でしたら、朝からお見かけしておりませんが」

「昼間も？」

「はい。朝、持ち運べるようなご飯を随分とお頼みなりましたから、おそらくご昼食とご夕食はお独りでなさるのかと……」

「独りって、外を出歩いているってことか？」

　予想外の返答に慌ててさらに尋ねると、フィカはどこかおかしそうにくすくすと笑う。

「ご心配なさらずとも、岩窟宮のどこかにはいらっしゃいますよ。ユウファ様にそのように尋ねられたら、『気にしないで』と伝えるよう承っておりますから」

「……そう……なのか」

　気にしないで、という言葉がどのような意味なのか、人づてに聞くと何やら心に蟠わだかまりを覚える。イルナの淡白な性格を考えればいつも通りと言えるのだろうが、なんとなく、一緒に旅をする者としては素っ気ないんじゃないかと思わないこともない。

　喧けん嘩かをした、とも言いにくい状況だった。お互い反感を持っているわけでもないのに、何となく気まずくて、面と向かい合うと言葉が出なくなってしまう。これまでならば俺だけがうだうだと悩み、イルナはいつも迷いのない返答をくれたものだが、今回に至ってはどうにも彼女の歯切れも悪かった。思えばガズビオラに来て、秘ひ血けつを返した頃あたりから、押し黙って考える姿も増えていたような気がする。

　結局、夕食時にさえイルナは姿を現さず、俺はベオルと二人、まんじりともせず夜を迎えた。イルナが大丈夫だと言っているのだから、気にしても仕方はない。岩窟宮のどこかで、何かをやっている……それだけのことなのだ。しかし、ふと省みれば赤あか燕つばめの森で彼女と出会って以来、俺達はいつも食事を共にしていたことに思い至る。マジス＝バランへ攫さらわれ、離れ離れになっていた時よりも、俺としては今の方が落ち着かない気さえするのだった。

　とうとうユルキドとの約束の時間が迫ってきたころ、ガタリとスゥが春しゆん宮きゆうに帰ってくる。勿もち論ろん彼らもイルナの所在は知らなかった。俺は最後にもう一度と、五階も下の書庫にイルナの姿を探しに行ったが、それは無駄骨となった。

　階段を上るだけでかなりの疲労を覚えながら、俺はまた最上階を目指す。夜でも巨大な白しろ水すい晶しようは微光を宿していたが、それは昼に日の光から溜ため込こんだ言げん血けつをゆっくりと吐き出すためらしい。しかし、その明かりも謁見の間には届くことがない。宵の暗がりに沈んだその部屋は静寂に満ち、四隅に灯ともされた釣燈とう火かの他、部屋の端に流れる水路からは淡い言げん血けつの白光が浮かんでいた。そして言げん血けつを多く含んだその水路を目で辿たどっていった先に、ふと現れる人影。ユルキドは部屋の片隅に腰を下ろし、裾をまくり上げた素足を水に浸していた。

「どうも」

　こちらの声に振り向いたその表情からして、どうやら予想外だったらしい。ディナンとの対面で見せた余裕などどこかに置き忘れたかのように、彼は慌てて立ち上がろうとする。俺も王の私的な時間を覗のぞいてしまったような気がして、申し訳ない気持ちになる。

「なんだかすみません。約束の時間よりもかなり早く来てしまって」

　ユルキドの傍かたわらには王おう鳥ちようの姿もなく、故に言葉を書く用意もない。彼はこちらを見つめたまま、やがて肩をすくめた。

「……あの、自分は手しゆ語ごが分かるので、もし気になさらないのであれば、それで話していただいても」

　沈黙を強いられ、何ともいたたまれない様子のユルキドに思わずそう提案すると、彼はさらに驚いた顔を見せる。そして、素早く手を動かした。

〔……本当に、君はこれが分かるのかい？〕

「分かりますよ。自分で話すことも出来ます。……もちろん、今は使いませんが」

　手しゆ語ごは王族のための言葉だ。読み取れるのはぎりぎり許されたとして、一人の王に対して対等の言葉を使う訳にはいかない。

〔しかし、赤燕の国レポルガの人臣は手しゆ語ごを禁じられていないのかい？　護ご舞ぶ官かんは特別だとか、そういうことかな〕

「いえ。個人的な事情といいますか、自分は王女に教えて貰もらう機会があったので……」

〔私は家族以外とこうして話すのは初めてだよ。……なんとも不思議な感覚だ〕

　ユルキドはそう語ってようやくいつもの穏やかな笑みを見せる。そして彼は再び水路に足を浸すと、自分の隣をぽん、と叩たたいた。

〔座ってくれないか。せっかくだから、ここで話をしよう〕

「いや、でもさすがに」

〔堅苦しいのは抜きだ。手しゆ語ごと代読では、こちらの気構えも随分と違っていてね。どうも私の王おう鳥ちようは言葉に厳しくて……代読してもらう時なんて綴つづりを間違えやしないかと、意外に緊張してしまうんだよ〕

　俺はユルキドの申し出通り、彼の隣に腰を下ろした。ここの言げん血けつは肌に合わないので足を濡ぬらすことはないが、それでも薄やかな白い水の流れは見ているだけで心が落ち着く。しばらくの間ユルキドも目を瞑つむり、足を水の中で遊ばせていた。彼の細い脚に言げん血けつが触れると、白い光が皮膚に浸しみ込む。仕組みは分かっているが、改めて観察するとやはり言げん血けつの存在は奇妙なものだった。細かな光の動きは、見ていて決して飽きることがない。

「……あの、それで話というのは」

　俺が沈黙を破ると、ユルキドはゆっくりと目を開く。彼は俺を見つめるでもなく、独り言を言うかのように指を動かした。

〔この戦争の行く末についてだよ〕

「……今日はユルキド王の想定した通りだったのでは？　何か問題でも？」

〔問題はなかったよ。自分でも驚くほど、上手うまくいったと思っている。あれほど猫がこちらの挑発に乗ってくるとは思わなかった〕

　ならば、どうして彼の顔は浮かないのか。ガラド中原で見せた底知れぬ器の大きさは、今の彼から感じとることができない。

〔逆に言えばね、結局挑発に乗ろうが、大局に変化はないと向こうも踏んでいるから、あれだけ感情に身を任せることができるんだろう〕

「……」

〔確かに私達はディナンを動揺させた。しかし、やつが一つ指を動かすだけで、兵は動くじゃないか。むしろ挑発した分だけ激しく、容赦もない道が選ばれる。正直なところ、果たしてディナンを揺さぶったところで、この戦争にどんな効果があるのか、私は知らない〕

「……何も、目もく論ろ見みもなく挑発をなさったということですか？」

〔目もく論ろ見みならあった。復ふく讐しゆうだよ〕

　ユルキドの使った言葉に、意表を突かれる。その柔和な眼差まなざしにそぐわぬ、復ふく讐しゆうという重々しさ。どう応じたものかと迷っていると、彼は自ら旨むねを明かす。

〔ガタリ君の受けた傷を、私は一度見たことがあると言っただろう〕

「はい。その、ご家族を失ったという……」

〔そうだ。妻と娘を殺された。もう二年も前になる。彼女達は四肢を刻まれ、胸を引き裂かれ、殺された。当時、山賊に襲われたということになったがね、実際のところ私はすぐに猫の仕業だと気付いたよ。昔から白三日月の国ルーガーダの王族は不幸に見舞われることが多い。その大半は猫の復ふく讐しゆうなんだ〕

「分かっていて、なぜ猫のせいだと公表なさらなかったんですか」

〔公表したところで証拠はないからだ。白三日月の国ルーガーダが猫に喧けん嘩かを売ることなんてできない。既にやつらは多くの国と手を結び、協力関係を築いている。万が一、他国に攻め込まれでもしたらこちらは一溜りもない。だから私は事件の責任を兵士の落ち度として処理をした。……自分の国の民のせいにしたんだ。猫には反抗しようともせずにね〕

　この時ばかりは、ユルキドの笑みに自嘲の色が透けて見えた。彼の口元は強こわ張ばり、眉間はまるで痛みに耐えるかのように深い皺しわが刻まれている。

〔……あの無力感を忘れられない。もし私に力があり、国に力があれば、猫に罰を下すことだってできただろう。だが実際は泣き寝入りだ。憎ぞう悪おを無理やり飲み下し、腹の中に溜ため込こんだまま二年間。……だから、偶然が重なり猫と面と向かい対決する機会が来たことに、私はこの上ない幸せを感じたよ。どうやってあの屈辱を返したものか。妻と娘を無残に殺された無念を、いかにして晴らすか。君からディナンの話を聞いて以来、夜も眠れないほど、私は復ふく讐しゆうに浮足立っていた〕

「……そういう風には、見えませんでしたが」

〔ならば、私の演技の賜たま物ものということだろう。私はこの国を賭け金にしてまで、復ふく讐しゆうをしたんだ。王の風上にもおけないよ〕

　手しゆ語ごという語りが彼を饒じよう舌ぜつにさせるのか。ユルキドは淀よどみもなく、次々と猫と自分の因縁を語った。彼は二年もの間、猫を敵視し、いかに相手を滅ぼすかを考えてきたらしい。それは皮肉にもマジス＝バランで見たメルトラの表情によく似ていた。人という種を守るか、家族を奪われた恨みを晴らすか、その動機はあまりに対照的でありながら、彼らは共に猫を敵とみなし、そしてそれを誰にも告げようとはしなかった。

「もしも……メルトラとユルキド王が手を組めていたら……」

　そう思わずにはいられなかった。隣の国で、志を分かち合うことのできる二人の王がいたというのに、実際はその二人の王の下で、戦争が起きている。

　だがユルキド王は小さく頭を振った。

〔私も、メルトラ王の考えはよく分かる。きっと君が思うとおり、我々はずっと近いところを歩いていたのかもしれない。しかし、王とは孤独なものだ。隣を歩く者がいようとも、声をかけることができない。我々の行いき先さきは同じかと、問い尋ねることができない。私達の声を聞く者は誰一人……いや、声を繫ぐ者は誰一人、いないのだ〕

　そう語る彼の横顔に、俺は幾度となく見た王達の苦悩を垣かい間ま見みた。アルナもジルもメルトラも、皆がその静寂の中に閉じ込められる。誰にも助けを求められず、ただ耐えるばかりの静けさ。その苦しみ、空むなしさが分かるがゆえに、メルトラが為なそうとした野望、王族を終わらせようとするその意志が思い出される。

「……これから、どうなさるおつもりですか。戦争が避けられない今、どうやってこの国を守るおつもりですか」

　俺がそう尋ねると、ユルキドはこちらを見つめ、それからあまりに真剣な眼差まなざしで言う。




〔君に、この国を救ってもらいたい〕




　言葉の意味が分からなかった。手しゆ語ごの記憶が間違っていたのか、と思いたくなるほどに、ユルキドの見せた手の動きは理解の及ばぬものだった。

「救うって……どうして自分が」

〔君にしかできないことがあるからだ〕

「……自分はただの亡命者ですよ」

　かつての俺であれば、多少戦力にはなったかもしれない。普通の兵士よりかは多くの敵を斬り殺し、この国を守ることができたかもしれない。だが、今や身体はぼろぼろ、誰かとまともに戦えるような状態ではない。ましてや戦争だ。人一人がどうあがいたところで、勝敗を決めるのは多勢。俺の価値などないに等しい。

　しかし、ユルキドは表情を崩すことなく、手を動かした。

〔君がこの国を救うことは、預言に記されているのだ〕

「……はい？」

　思わず耳を……目を疑う。突然救世主として指名されたかと思えば、今度は預言と来た。耀よう天てん祭さいでの一件やナサンゴラでの戦いなど、確かに伝説と呼ばれるような話に縁があるとは思っている。だが、さすがに預言とまで言われると、素直には信じがたい。

〔白三日月の国ルーガーダではね、炎を纏まといし刀を持つ者が、危難を救うという話がある。これは王族が代々守ってきた話なのだ〕

「……」

〔これは伝説というより、歴史なのだよ。かつて血けつ翼よく王おうがガラド中原を治めた時、その刀は炎を放ったとも言われている。血けつ翼よく王おうの再臨を願うことで、救いを待つ。炎を纏まとう刀というのは、そういう救世の象徴なんだよ〕

　……血けつ翼よく王おうが青せい刀とうを用いていたことは事実。そしてそれがアルナの赤せき刀とうとよく似た造りである以上、俺と同じように言げん血けつの高まりに同調し、炎を発することがあってもおかしくはないだろう。マジス＝バランで戦った時、ディナンがその存在を知っていたことを考えても、昔から炎を纏まとう刀という存在があったことは噓うそではあるまい。

　だが、それは偶然だ。

　血けつ翼よく王おうの再臨などと言われようが、俺はあくまで護ご舞ぶ官かんであって、王ではない。それこそ、血けつ翼よく王おうとしての名を継ぐにふさわしいのは、ガタリだろう。アルナリスの名を背負い、赤燕の国レポルガを守ろうとする、彼が世を救うのなら、まだしも理解ができるというものだ。

　俺が言葉を失っていると、ユルキド王は少しだけ表情を緩め、笑った。

〔……まあ、突然そう言われて信じろというのも酷な話だ〕

「……はあ」

〔だがね、私は何も君に奇き蹟せきを求めているわけじゃない。手段があるから、それに適した人間を頼りにしている。それだけなんだ〕

　彼は水路から足を引き出し、隣に置いてあった布で綺き麗れいに水を拭い取ると靴を履いた。そして、〔私についてきてくれ〕と言う。

　謁見の間の隅から奥に進み、王室へ入る。さらに進むと書斎のような一室があり、そこには壁一面に配置された本の数々と中央に小さな机。椅子の背もたれには、王おう鳥ちようの灰雀すずめがいた。そして何より、そこでじっと本を見つめていた少女の姿に目を奪われる。

「イルナ！」

　王室の書斎で、彼女が一心に本を読んでいた。イルナは驚いたようにぱっと顔を上げ、俺とユルキドを見比べる。そしてユルキドが何か軽く頷うなずいたかと思うと、彼女は本を閉じ、立ち上がった。

「……どうしてこんなところにいるんだよ」

「どうしてって、本を読ませてもらっていたの。いつもの通りよ」

　彼女は淡々とした口調でそう答えた。事情をさらに尋ねようとすると、

〔詳しい話は移動しながらしておくれ。しばらく歩くことになるからね〕

　ユルキドにそう言われる。そして、不意に灰雀すずめの王おう鳥ちようが床に舞い降り、部屋の奥の壁に向かって嘴くちばしを打ち付けた。すると、

　──キィキィ。

　壁に細かな亀裂が走り、やがてそれはぱっくりと口を開ける。鳥ちよう門もんだ。もうここまで見ればすぐにわかる。王室の一番奥の扉。果たしていかなる部屋が待ち受けているのかと覗のぞき込こむも、扉の先は長い廊下が続いているように見えた。

　ユルキドの後ろに着いて鳥ちよう門もんをくぐり、王おう鳥ちようが再び鳥ちよう門もんに触れると、扉は静かに口を閉じていく。完全な闇に飲まれる寸前、点々と廊下に釣燈とう火かが灯ともり始め、照らし出された道は緩やかな弧を描きつつ、下に向かって続いていた。

「ここ、足元が滑るから気を付けた方がいいわよ。足がつらいなら、肩を貸すけど」

「いや、もう大丈夫だよ……というか、イルナはもうここに来たことがあるのか」

「ここしばらく、毎日通ってたから」

　イルナは書庫ではなく、ずっと王室で過ごしていたのか。すると当然、彼女の行動はユルキドが把握していたということになる。

「……どうして、俺に言ってくれなかったんだ」

「秘密にするってユルキド王と約束したから」

　つまり、俺とイルナが言葉を交わせなかったのはユルキドのせいということではないか。仲直りをしろなどと人を焚たきつけておきながら、全て彼は事情を把握していたということになる。すると、弁護するようにイルナが口を開いた。

「別に、ユルキド王は意地悪したかったわけじゃないのよ。そうじゃなくて、あたしに時間をくれたの。独りで考えて、選ぶ時間を」

　彼女はそう言うと表情がますます真剣味を帯びる。薄闇の中であっても、凛りんとした彼女の顔は美しく、俺は彼女と出会った頃、それに見み惚ほれてしまったことを思い出した。

「……イルナはここで何を調べてたんだ？」

「白三日月の国ルーガーダの伝説……もっと正確に言えば、大盃の国の伝説ね」

「……それって、ガズビオラが猫の支配下にあった頃の話か」

「そう。かつてこの街は、というかガラド中原一体全ては猫が支配していたの。大盃の国パルシヤヤは他に類を見ないほど、統治の完璧な国だったと言われているわ。岩窟宮は今でこそ人が猫に対抗した象徴になっているけれど、かつてこの土地に住んでいた人間は誰一人猫に逆らおうとしなかった。……メトラジガッドが太陽を怒らせるまではね」

「伝説って、またメトラジガッドか」

「そう。……ナサンゴラではメトラジガッドのせいで溶岩が噴き出したでしょう？　そのせいで鳥の統治が乱れた。ガズビオラでは猫の統治が乱れたの」

「溶岩のせいでか？」

「ある意味でね。でも、ナサンゴラとは逆なのよ。あっちは災厄の後に、誰もが一つの意思に従う仕組みを作った。ガズビオラは、災厄のせいで、その仕組みが壊されたのよ」

　イルナの言う仕組みとは、言げん血けつによる人間の制御のことだろう。ナサンゴラでは街を復興させるという目的の下、全ての民が一つの言げん血けつによって知らず管理されていた。それがガズビオラでは逆であり、そしてかつてこの一帯を猫が統治していたということは──

「──猫は、言げん血けつで人間を支配していたってことか」

　イルナは頷うなずいた。

「そんなものがあるなんて、私だって知らなかったわ。これは白三日月の国ルーガーダの王族の秘密なの。私が秘ひ血けつで戦いに関係する情報を全て知った時も、一つだけ分からない言葉があって、それは戦いの命運を左右するものだって。その名を──《大おお盃さかずき》」

　彼女は秘ひ血けつの知識を白三日月の国ルーガーダに戻す際、ユルキド王に尋ねたらしい。

　この国が隠している《大おお盃さかずき》とは何か。その正体を教えて欲しい。

　そして、こう教えられた。

「《大おお盃さかずき》は猫が作った言血の湖。性質を持った言げん血けつを吐き出す、言げん血けつ発生装置よ」




　　　　□　□　□




　王室の書物によると、かつて《大おお盃さかずき》はメトラジガッドの災厄が引き起こした言げん血けつの暴走により猫の手から離れ、その隙に人間達が反乱を起こしたらしい。しかし人間の中にそれを扱うことのできる者はいなかったため、混乱は収まらず、今度は人間同士で王権をめぐる戦いが生じる。焼野原となっていたガラド中原は血で満たされ、タージス三国はそのまま互いを滅ぼし合うかと思われた。だが、ある時、《大おお盃さかずき》を用い、争いに終しゆう焉えんをもたらす者が現れる。

「──それが、血けつ翼よく王おう」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。血けつ翼よく王おうが平和をもたらしたのは知っているが、それは戦いによって、直接動乱を平定したんだろう」

「……あたしもそう思ってた。でも、実際はそうじゃなかったのよ。いや、むしろ伝説通りである方がおかしいの。常識的に考えたら、たった一人で平定するなんて無理な話でしょ。王おう歌かを扱えたり、燕えん舞ぶの達人だったり、色々な伝説が付いて回っているから何が本当かは分からないけれど、それでも彼女が平和を取り戻したことは事実。そしてそれを可能にする方法は、奇き蹟せきじゃなくて、手段があった」

　ユルキドがさっき語っていた言葉が思い出される。奇き蹟せきを望むのではなく、手段がある。それが《大おお盃さかずき》だというのか。

「血けつ翼よく王おうは《大おお盃さかずき》を使うことができたの。かつて猫が用いていたように《大おお盃さかずき》によってガラド中原の言げん血けつを支配し、戦いを止めた。彼女が一体どうしてそれを使いこなせたのか、正確な理由は分からないわ。……でも、おそらく確実な二つの条件がある」

「条件？」

「燕えん舞ぶの使い手であることと、強い意志を持っていること」

「……」

「要するに、どれだけ言血を上手く操ることができるか、っていう話よ」

　燕えん舞ぶの優れた使い手には確かに言げん血けつを扱う適性が求められる。心臓に一羽わの燕つばめが降りる、とは類い稀まれな言げん血けつの技術を讃たたえる形容だ。血けつ翼よく王おうが燕えん舞ぶに長じていたことは実際に手合せをしたジルも話していたこと。そしてユルキドが語ったように、もしも青せい刀とうに炎を纏まとわせることができたのだとしたら、彼女の言げん血けつはその量においても、人並み以上……少なくとも俺達のように二人分の言げん血けつを持っていたということになる。

「つまり、血けつ翼よく王おうは《大おお盃さかずき》を使って、人々の混乱を治めた。その上で必要だったのは言げん血けつを使う能力。──それで、ユルキド王は俺に白羽の矢を立てたってことか」

　俺の言葉に前を歩いていた彼はちらりと振り返る。そして、その通りだ、というように深く首を縦に振った。どんな因果か、赤燕の国レポルガと白三日月の国ルーガーダの戦争はガラド中原で行われる。もしも《大おお盃さかずき》を使うことができれば、戦いを避けることができるかもしれない。それは確かに救世主、というような漠然とした意味ではなく、まさに歴史上血けつ翼よく王おうが為なしたことを再現しようとすることだ。

「……でも、上手うまくいく保証は？」

　俺の言葉にユルキドもイルナも一様に表情を硬くする。俺よりも遥はるかに聡そう明めいな二人のことだ。言われなくとも、彼らの望みが酷ひどく楽観的な期待に依よっているということは分かっているだろう。確かに俺と血けつ翼よく王おうは似ている部分があるかもしれない。特に燕えん舞ぶの腕はジルからもお墨付きを受けている。言げん血けつを思い通りに操るという点で、俺も人後に落ちない自信はある。

　しかし、逆に言えばそれまでなのだ。所詮、似ている、ということ以外に可能性はない。それしか選べる基準がないから、というだけのこと。

「もし失敗したらどうなるんだ。戦いが止められなかったら」

「王都決戦になるわ」

　ユルキドの代わりにイルナが答えた。彼女は今回の軍策を全て把握している以上、《大おお盃さかずき》が失敗した際の展開も知っているらしい。

「ガズビオラだけじゃない。赤燕の国の王都、エスレイも戦場になる」

「……根っこを断って、道連れにするってことか」

「今日の会談で、赤燕の国レポルガの人間に戦争への疑念は植えつけられたわ。上手うまく噂うわさが機能すればだけど、兵士の士気は下がる可能性が高い。それにエスレイにはすでに刺客が出ているの。王宮を攻め落とすに足る協力者もいる」

「お互い殺し合って、両成敗にする機会を作るのか？　ディナンは止まらないだろ」

「そうかもしれない。でも、もうそれ以外に方法はない。ディナンが戦争回避なんて誘いに乗らない相手である以上、白三日月の国ルーガーダはぎりぎりまで耐えるしかないの。そんなことはユルキド王だって、分かっているわよ。だからこそ、誰一人傷つかない方法があるなら、どんなに可能性が低いことだって試してみようと考えるんじゃない」

　ユルキド王はほとんど戦争が避けがたいと考えている。考えているからこそ、利用できるものは全て利用して、一番の結果を目指す。

　その考えは分かる。国を守ろうとする王の気概も理解できる。

　ただ一つだけ、尋ねずにはいられないことがあった。




「《大おお盃さかずき》が失敗したら、俺はどうなるんだ」




　その問いを口にした瞬間、イルナの顔に迷いが見えた。どこか苦しげに顔を伏せ、押し黙る。

「そもそも、《大おお盃さかずき》ってどういうものなんだ。言げん血けつの湖っていうのは」

「……見ればすぐにわかるわ。もうすぐだから」

　重々しいイルナの言葉を聞きながらふと前に目を遣やると、暗闇に白い光が見える。長く暗い細道を抜けた先の光こう芒ぼう。近づくにつれてあまりの眩まぶしさに目が痛むのを感じながら、俺はごく最近、似たような感覚を味わったことを思い出す。それは坑道を抜けた先に辿たどりついた湖の街の記憶。

　そして、やがて目の前に開けた空間は悍おぞましい程、似ていたのだった。




　地下に広がる巨大な洞窟。まるで地上の光景をそのまま切り取ったかのような明るさ。

　俺は一瞬、再びナサンゴラに来てしまったのかと思ったほどだ。

　だが、決定的に異なることが二つ。

　一つ目はそこに街はなく、すり鉢状の大地の中心に広大な湖が広がっているだけだということ。二つ目は、ナサンゴラで頭上の岩盤にあったはずの灯あかり、太陽に似せて作られた光球が湖の中心で輝いているということだった。しかもその光の大玉には心臓に繫つながる血管のごとく、太い管が何本も生え、それは天井からぶら下がっているのだ。まるで、天井にはめ込まれていた太陽が落ちてきてしまったかのようだった。

「……何なんだよ、これ」

「《大おお盃さかずき》よ」

「……ここって、ナサンゴラと何か関係があるのか？」

「詳しいことは分からないわ。記録にもないから。でもおそらく、かつてここもナサンゴラと同じように、《宿り木》の一つだったんでしょう。かつて鳥が作って、捨てたんだと思う。湖の中心にあるのは擬似太陽よ。言げん血けつを送り込んで、太陽の代わりにしていたんでしょうね。でもきっと、それが天井から崩れて、湖に落ちた。鳥に捨てられたこの場所を猫が見つけて、自分達用に改良したんでしょう」

　ユルキドの案内に従って、俺達は湖岸へと下って行く。よく見ると洞窟の周囲には冷え固まった溶岩の黒い塊があちこちに残されていた。ナサンゴラと異なり、ここが猫によって捨てられた後、人間の手は入らなかったということなのだろう。

「あの落ちた擬似太陽が《大おお盃さかずき》の核よ。材質は白しろ水すい晶しよう。もしかしたら、岩窟宮にぶら下がっている白しろ水すい晶しようの照明も、この太陽を模して造られたのかもしれないわね」

「でも外にあるやつよりも、遥はるかに明るいよな。ここには太陽の光は差さないのに」

「あの天井から繫つながっている管を通して、言げん血けつを流し込んでいるみたい。ここもナサンゴラと同じで、言げん血けつが循環するように作られていたのね」

　やがて湖岸に辿たどりつくとユルキドは船の準備のために俺達を森の木こ蔭かげに置いていった。それはあからさまなくらい、二人で話をしろと言っているようで、イルナも同じことを悟ったのか、ちらりと俺の方を見つめると気まずそうに眼めを逸そらす。俺は自分から話を切り出すことにした。

「それで結局《大おお盃さかずき》はどういうものなんだ？　猫が人を支配するのに利用していたってことは、言げん血けつを増幅させるとか、そういう話か？」

　イルナは目を伏せたまま沈黙を続けていたが、やがてゆっくりと口を開く。

「……あれは言げん血けつの塊。鳥がかつて作った擬似太陽を利用した言げん血けつの貯蔵庫よ」

「さっきは湖って言ってたよな」

「ナサンゴラにあった本によれば、もともと擬似太陽は言げん血けつを溜ため込こんでゆっくりと吐き出すものらしいの。あの天井に繫つながっている管から白しろ水すい晶しように向かって純粋な言げん血けつが流れ込む。だから太陽は湖みたいなもの。流れ込む言げん血けつを一度蓄えて、それから少しずつ外に出す」

「じゃあ、《大おお盃さかずき》は何が特別なんだ」

「それは、あれがただ言げん血けつの受け皿になっているんじゃなくて、特定の性質を付け加えるっていう点よ。猫は言げん血けつを保存することに長たけているでしょう。彼らは言血を固定できる。《大おお盃さかずき》に流れ込んだ純粋な言げん血けつは性質を持った言げん血けつに書き換えられるの」

「あの死の言げん血けつに、か……」

　擬似太陽で言げん血けつの性質を変え、湖の水に吐き出す。その水を外部に流すことで言げん血けつの支配下に置く。おおよそ《大おお盃さかずき》の仕組みとはこんなものらしい。謁見の間などに流れていた水も、ここから来ていたのだろう。ガラド中原を覆う水は《大おお盃さかずき》を水源とし、そこから流れる水は全てあの死の言げん血けつに染まっているのではないか。

　それからさらに言いにくそうな調子で、イルナは話を続けた。

「だから《大おお盃さかずき》っていうのは、意思を持たない猫っていうか……」

「ナサンゴラの《女じよ王おう蟻あり》みたいなもんか」

　ナサンゴラでは街の周囲を循環する全ての言げん血けつが変質させられていたが、《大おお盃さかずき》はそこを通った言げん血けつだけを変質させるということだ。いずれにせよ、莫ばく大だいな量の言げん血けつが仕組みに関わっていることは違いない。

「それを思い通りに扱うってのは、猫やら《女じよ王おう蟻あり》を調ちよう伏ぶくするってことになるわけだ」

　イルナはこくりと頷うなずいた。猫を調ちよう伏ぶくする。言葉にすれば簡単だが、それがどれほど危ういことか、考えるまでもない。猫が蓄える知識、記憶は人とは比べ物にならないほど莫大で、王族でさえその言げん血けつの侵入に抗うことは難しい。調ちよう伏ぶくが言げん血けつによる力比べである以上、猫に比する《大おお盃さかずき》を調ちよう伏ぶくするというのは人一人で巨大な山を動かそうとするのに等しいだろう。

「……でも生きている猫やナサンゴラの《女じよ王おう蟻あり》と違って、《大おお盃さかずき》は意思を持っていないの。だから攻撃されることはない。ただ──」

「吞み込まれるのか」

　要するに、相手の言げん血けつに溶け込んで、こちらの言げん血けつが霧散するということだ。苦しくはないが、もはや人間ではなくなる。肉体だけが温かい、生きた人形になるということだ。

「……失敗したら、死ぬだろうな」

　俺の言葉にイルナの表情が険しくなる。

「でも、無謀じゃないから、俺に頼んだんだろ」

「……」

「どんなに危険でも必要だと思ったから、俺に話をしてるんじゃないのか？」

　彼女はなぜか押し黙ったまま、目も合わせようとはしなかった。

「どうしたんだよ。俺は別に、危ないことをやらせようとしてる、なんて恨んだりしないぞ。なんでイルナが迷ってるんだよ」

　俺は彼女が求めることならば、なんだってするだろう。それは自分よりも彼女の判断を信頼しているからだ。俺が耐え切れず投げ出してしまう迷いを、彼女はきちんと考え抜いて、選び取ってくれるからだ。結局のところ、俺がさっきから聞きたいのは《大おお盃さかずき》が何か、ということよりも、イルナが俺に何をしてほしいか、ということに過ぎないのかもしれない。

　でも、彼女はずっと煮え切らない。もしかしたらここ数日の間、いつも考えに耽ふけっていたのは同じ一つの疑問のせいだったのかもしれない。彼女は縋すがるように俺を見つめ、尋ねた。

「……ユウファは、たとえ死ぬほど危険なことでも、あたしが言えば、やるの？」

「やるよ」

「どうして」

「イルナがそれを望むってことは、俺なら死なないって判断したからだろ。俺はイルナが信じる可能性を信じるだけだ」

　イルナの表情が一層苦しげに歪ゆがんだ。そして俯うつむき、胸の前で強く拳を握りしめる。その細い身体は震えていて、恐怖と迷いの言げん血けつが、じわりと伝わってきた。

「……そんなの、駄目よ」

「なんでだ？」

「……今のあたしは、ユウファが絶対死なないって、言いきる自信がないんだもの」

　イルナの声は弱々しく、それは普段の端然とした物言いとはかけ離れている。しかしどうしてだろうか。俺はまた、耀よう天てん祭さいのことを思い出していた。彼女を拷問の言げん血けつから救い出した時、その内側に抱え込んだ苦しみを吐き出した彼女の姿が、不意に重なる。

「……迷ってるの」

「……」

「……ずっと、ピマで秘血を渡された時からずっと、迷ってるの。クルカは……あの人はあたしに頼んだのよ。『私の国を守って』って。そんな、あたしは白三日月の国ルーガーダに思い入れがあるわけじゃないわ。沢山ある国の一つ。それだけよ。なのに、『守って』って、突然頼まれて、こっちはどうしろっていうのよ。知らないわよ、って言ってやりたい。勝手にしてって、言ってやりたい。……でも、秘ひ血けつには、いっぱい詰まってたの。戦いの知識とか情報だけじゃない。一人の人間が、自分の一生をかけてでも国に尽くすんだって気持ちが詰まってた」

　マジス＝バランから助け出した後、イルナはアルナの気持ちを知りたいと言った。それはもしかしたら、クルカという秘ひ血けつの記憶が駆り立てた感情なのかもしれない。言げん血けつの混濁なのだ。秘ひ血けつのように混じりけのない言げん血けつを受け取ってしまったのならば、なおのこと、その影響から逃れることはできない。俺がアルナと感情を分かつように、イルナも一人の人間と感情を分かつようになってしまったのだろう。

「……秘ひ血けつは生きた本だ、なんて言うけど、そんなの噓うそよ。彼女達はただ情報を保管しているだけじゃない。家族とか友人とか、そういう人達との大切な思い出があって、そういう全部を守りたいから、覚えてる。皆を守りたいって想おもいが最初にあるの。……家族の温かさなんて、故郷の優しさなんて、あたしは全然知らないのに……でもね、忘れられないの。『守って』って、言われた言葉が、ずっと忘れられない。この国を、皆を助けたいって気持ちが忘れられない。あたしが一番大切な人を危険にさらしてでも、この国を助けたいって思うあたしがいるのよ！」

　イルナはまるで贖しよく罪ざいでもするように、酷ひどく苦痛に満ちた言げん血けつを吐き出した。

「ユウファに死んでほしくなんかない。辛い目になんか、遭ってほしくない。……でもね、ユウファがガタリを助けた時、ちょっとだけ嬉うれしかったの。命を懸けてでも、この国が救われることをしてくれた、そのことに喜んだ自分がいたのよ。……だから、あたしは噓うそ吐つきよ。ユウファが危険に身を投じて、それを叱っておきながら、応援していたんだもの。この国を救ってくれって、守ってくれって、期待してた。そんな感情、あたしの中にあるはずないのに。でも、もう混じっちゃったから。あたしが望まないことを、あたしは望んでる。ユウファと逃げたいのに、救ってほしいって言いたくなる。もう……全部ばらばらで、あたしは……」

「……」

「……ユルキド王に《大おお盃さかずき》のことを聞いたのも、そのせいよ。聞かずにはいれなかったの。皆が救われる方法があるなら、知りたいと思った。それでその存在を知って、あたしはずっと調べたわ。《大おお盃さかずき》がどんなものか、どういう仕組みか……ユウファを危ない目に遭わせたくないからってそう思ってた。思い込んでいたけど……でも、本当は違う。あたしは自分を納得させたかっただけなのよ。この国を守るために、ユウファを危険に晒さらすのは仕方ないんだって。これだけ調べれば大丈夫だから、って自分を納得させるために、ずっと、ずっと調べてた」

「……それで納得できたのか？」

「できない！　できるわけないわよ。どんな理由だって、ユウファが傷付いたり、危ない目に遭ったりしていいはずなんかない。たとえ、どれだけ多くの人間が戦争に巻き込まれようが、あたしはユウファが無事でいてくれればいい……あたしはそれで、いいはずなのに……」

　イルナの声は次第に小さくなっていく。吐き出される彼女の言葉に刻まれていたのは出口の見えない混迷だった。彼女は今、自分に、自分の言げん血けつに迷っているのだろうと俺は思った。もしかすると、ずっと独りで旅をしてきた彼女は、人一倍しっかりと自分の言げん血けつが定まっていて、それゆえに迷うことがなかったのではないか。彼女のそのまっすぐさは何度も俺を導き、救ってくれた。しかし、ピマでの一件が、外から無理やり彼女を揺さぶったのだ。あれだけ迷いを見せることのなかった彼女が、こうして二つの感情に引き裂かれようとしている。

　その姿を見て、言葉を聞いて、俺はどう思うのか。

　そんなの、分かり切ったことだ。

「俺、やっぱりやるよ」

「え？」

　イルナが顔を上げた。俺は精一杯の想おもいを込めて笑ってみる。

「戦争を止めればいいんだろ。それぐらい、いくらでもやってやる」

「……でも、失敗したらユウファは」

「死にたくはない。でも、戦いってのはいつだって死ぬかどうか分からないものだろ。やってみなくちゃ始まらない」

「……」

「俺はそうやって、イルナが悩んでくれたことが嬉うれしい。イルナが守ろうとしてくれた、秘ひ血けつの想おもいに抗あらがってまで、こうやって引き留めようとしてくれた、そのことが嬉うれしいんだ。それに、その嬉うれしいって感情は、きっと俺を支えてくれる。イルナが想おもってくれる俺の形を、俺は覚えていられるんだ。どんなに大きな言げん血けつの波に吞み込まれても、ばらばらになんかならない」

　イルナの瞳に浮かぶ苦悩の色は深まるばかりだった。そして小さく頭を振る。

「……あたしは納得なんかできない」

「割り切れないことはこの世界にいくらでもある。それでもどちらかを選ばなきゃいけないことは、やっぱりあるんだろ」

「どちらを選んでも、後悔するのに？」

「そうだ。だから、そのどちらかを選ぶことに、良いも悪いもない。割り切ることになんか、価値はこれっぽちもないんだ。俺にとって大切なのは、イルナが迷ってくれたことなんだよ。その迷いがあるから、きっと俺は前へ進める。最善の結果を摑つかみとれる」

　割り切ることで得る合理もあるだろう。だが、死線において最も大切なのは、死をきちんと見つめること。俺は死ぬかもしれないし、死なないかもしれない。その一線を分かつのは、最後まで目を離さないということなのだ。死と自分との距離をいつも測り続けること。それは師匠やアルナの背中を見て、俺が学んだ一つの答え。

「ここで逃げ出すよりも、やって失敗するよりも、ちゃんと世界を救える方が幸せだろ」

「……それでもあたしは悔やむと思う。ユウファを危ない目に遭わせたことを、あたしの望みでそうさせたことを忘れないと思う」

「忘れないでくれよ。イルナが忘れない限り、俺は俺を思い出せるんだから」

　生きた人形になんかなりやしない。俺が俺を忘れることなんて、ありえない。

　いつの間にかイルナの震えはなくなっていた。目を上げると湖岸に船を引っ張り出すユルキドの姿が見える。俺はイルナと共に、彼の方へ向かった。近くまで来ると、準備の手を止め、彼が尋ねてくる。

〔……もう心は決まったかい？〕

「はい。大丈夫です」

〔私からは、心からの感謝を伝えるよ。それは、もう……駄目だな。手しゆ語ごを使っているのに、それでも足りない。表現できる気がしない。私の無謀な申し出に乗ってくれる。それだけで、頭が上がらないんだ。たとえどんなことになろうとも、君への感謝は変わらないよ〕

「絶対に失敗なんてしませんから。心配しないでください」

〔……そうだな〕

　それから俺とイルナは小舟に乗り込んだ。ユルキドは艫ともを押して舟を湖面に浮かべさせると、慣れた様子で自らも飛び乗る。横揺れも意に介さず、彼は櫂かいを手に取り、漕こぎ始めた。

　波紋ひとつない鏡のような湖を俺達は静かに進んでいった。擬似太陽に近づくにつれて、俺は視界に火花が散るのを感じる。軽い眩暈めまいも起きてきた。するとイルナが俺を鼓舞するように手を握りしめてくる。

「……こんなこと言うのは不安を煽あおるようで悪いけど、《大おお盃さかずき》を使う、っていうのがどういうことなのか、詳しいことは分からないの。猫がガラド中原の支配に利用していたことを考えれば、巨大な言げん血けつに干渉する扉みたいなものだと思うんだけど……。たぶん普通の調ちよう伏ぶくと同じよ。血けつ翼よく王おうだって分からないまま使うことができたんだから、特別なことは要らないと思う。ただ、念のためアルナの言げん血けつとユウファの言げん血けつを繫つないでおいて。そうしたらきっと、《大おお盃さかずき》の言げん血けつにも負けないはずだから」

　そう言われて、俺は空いていた方の手で赤せき刀とうの柄を握りしめた。そっと言げん血けつを結び合わせると、急速に自分の輪郭のようなものが浮かび上がる。イルナに支えられ、アルナに手を握られ、俺は二人に守られるのだ。何を心配することもない。

　擬似太陽は近くで見ると妙に不気味な印象を覚えた。緩慢な炎のように揺らぐその光か、あるいは何本も無造作に繫つながった太い管のせいか、まるで白く輝く巨大な心臓がゆっくりと鼓動を響かせているようだった。

　いや、ある意味、これは猫が奪われ、死に物狂いで取り返そうとしている一つの心臓なのだ。燕えん舞ぶにおいて心臓が森の泉に例えられるのならば、その逆もまた然り。これはガラド中原を支配する白き心臓。ここから全ての血が送り出され、その意思を反映する。

　やがて擬似太陽の傍そばまで辿たどりつくと、ユルキドは船を白しろ水すい晶しように横付けた。眩暈めまいはもうないが、それでも激しい言げん血けつが痛みとなって肌を刺す。俺はイルナと繫つないでいた手を放し、もう一度彼女を見つめ直した。

　しかし、もはやふさわしい言葉など見つからず、俺はただ頷うなずくだけ。彼女もまた不安に揺れる眼差まなざしで、しかしそれでも俺をまっすぐ見返すと小さく頷うなずいた。

〔この国を、救ってくれ〕

　最後、ユルキドが手を動かし、俺はそれに頷うなずき返す。

　緊張に手が震えていた。全身の言げん血けつを万遍なく、一つの怠りもないように繫つなぎ合あわせ、アルナの言げん血けつに連結させる。そして、息を止めた。




　……調ちよう伏ぶくだ。

　俺はこの大地を調ちよう伏ぶくする。




　《大おお盃さかずき》に触れた瞬間、俺は眩まばゆい光が全身を侵すのを感じた──……




　　　　□　□　□




　心地よい風が頰を撫なでて、ふと意識を取り戻す。

　俺はいつの間にか一つの寝台の上に眠っていて、頭上にはきらびやかな刺し繡しゆうの施された天蓋が覗のぞいている。どうやらここは春しゆん宮きゆうの寝室らしい。

　確か《大おお盃さかずき》に触れて、一瞬意識を失ったはずだった。あの時から今までに、果たして何があったのか、俺は自分が眠っていた感覚さえ覚えていない。身体には特に変化もなく、鈍い言げん痛つうの痛みがあるばかり。

　イルナや国王はどこに行ったのかと周囲を見回すも、人の気配はない。寝台の隣には俺の服が丁寧に畳んであり、重しをするようにアルナの赤せき刀とうが置かれている。身支度を整え、俺はふと露台の方に出た。

　うららかな日差しと春を予感させる柔らかな風がガズビオラを包んでいる。

　しかし、妙だった。あまりにも静かすぎる。物音ひとつ聞こえてこない。目を凝らしてみても街には人一人歩いておらず、まるで住民全員が眠っているかのように街は静まり返っていた。

　太陽は丁度中天にあり、人が寝床に入る時間ではない。まさか俺は数十日も眠り続け、その間にガズビオラの人間は滅ぼされたのか。そんな冗談のような思い付きが脳裏をよぎり、俺は慌てて振り払う。

　だが、イルナはおろかベオルもスゥも見当たらない。侍従部屋の方を覗のぞいてみても、フィカの姿はなかった。俺は次第に心臓が早鐘を打つようになるのを感じながらも、春しゆん宮きゆうを出る。そのまままっすぐに王の謁見の間へと向かうが、そこにも人の姿は無し。さらに奥へ向かい書斎でユルキドの姿を探すも、あるのは部屋の奥で開いたままの鳥ちよう門もんだけだった。……また《大おお盃さかずき》のもとへ行っているのだろうか。しかし、そもそも王の書斎だった空間には何も置かれていなかった。机も椅子も壁を覆っていた書架もなくなっている。

　俺は一旦道を引き返し、吹き抜けの廊下に戻る。欄干から身を乗り出し、下を眺めてみるも、人の姿は一切ない。穏やか過ぎる静寂を白しろ水すい晶しようが照らし出していた。

　赤せき刀とうに言げん血けつを流してみると、そこにはしっかりとアルナの言げん血けつがある。これは夢ではない。手の甲をつねろうが、思いきり走ろうが、何も変わらない。俺ははっきりと意識を持っている。

　──だが、この世界は何だ。

　明らかにおかしい。何かが狂っている。ナサンゴラの時のように、言げん血けつによって幻覚を見せられているのだろうか。しかし、全身の系脈を閉じ、力の流れを最大にまで高めようとも、感じるのは言げん痛つうだけ。何か意識に介入する言げん血けつを押し出せるわけではない。

　俺はいてもたってもいられず、王の書斎だったはずの場所へ舞い戻り、ぽっかりと口を開けた鳥ちよう門もんをくぐった。そして長い階段を駆けるように下り、地下空洞へと向かう。

　そして、待ち受けていたのはやはり違和感。

　天井の岩盤から釣り下がる《大おお盃さかずき》の白しろ水すい晶しよう。そしてそれに接する巨大な湖。それは俺が意識を失う前に見たものと何も変わらないのだが、洞窟の至る所にあった溶岩の跡、あの黒々とした木の根のような塊がどこにも見つからないのだ。

　まるで溶岩の噴出など起きなかったかのような世界がここにある。

　湖に向かって降りていくと、遥はるか遠方にぽつりと人影が見える。俺はその瞬間、思わず駆け出していた。それが誰でもいい。全ての人間が消えてしまったかのようなこの世界で、ただ一人でも言葉を交わせる相手がいれば、それでいい。俺は、湖岸に佇たたずみじっと《大おお盃さかずき》を見つめるその人物の下にまっすぐ向かって行った。

　その人は随分と遠くからでもこちらの気配に気付いたらしい。いまだ三十歩の間合いはあるかという頃に、振り向いた。

　黒髪を後ろで束ね、臙えん脂じの服に身を包んだ彼女は、腰に一本の青い刀を差している。

　どくり、と言げん血けつが震えた。それはいかなる感情とも名指すことのできない、純粋な震え。己の直感が告げる、自分でも信じがたい一つの考え。

「……目が覚めたんだ」

　思ったよりも低く、重々しい声音に驚く。表情の読み取れない無愛想な相貌は、いまだ老いとは無縁の若々しさを備えているはずなのに、なぜか彼女の声音は淵ふちから忍び出た水音のように静まり返っている。

　俺がすぐ傍はたまでやってくると、彼女は立ち上がりこちらをまっすぐ見据えてきた。

「大丈夫かい？　君をここで見つけた時は、特に外傷もなかったようだけど」

「あなたが、助けてくださったんですか」

「そうだよ。実に驚いた。酔狂な人間が私以外にもいるとはね。こんなところで誰かと出会うなんて、思いもよらなかった」

　彼女は言葉の割に、眉一つ動かさない。俺はとりあえず頭を下げ、名乗った。

「ありがとうございます。自分はユウファ＝ガルーテンです」

　するとなぜか目を軽く見開いて、相手は凝視をしてくる。

「……これは、本当に奇遇だ」

「な、何か」

「私の名はアルナリス＝ガルーテン。その刀は赤燕の国レポルガの赤せき刀とうだろう。まさか同郷の者というだけでなく、同じ家門の者とは。しかし私達が会うのはこれが初めてだろう？」

「……アルナリス……ガルーテン……？」
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　理解の出来ない事柄が一度に二つ飛び込んできて、混乱する。ある意味、一つは予想していたような気もする。相手の腰に挿した刀は紛れもなく青せい刀とうだ。《大おお盃さかずき》に関係することを考えれば、彼女が血けつ翼よく王おうなのではないか、とは一目見て思ったことだ。こうして出会っていることが夢幻の類にせよ、その正体はなんとなく予想ができた。

　しかし、ガルーテン、とはどういうことか。俺の姓は幼少を世話になった孤児院から貰もらったもの。決して王族に関わるものではない。

「あの、あなたはアルナリス＝カイ＝ベルヘス王では……」

　俺が口にした言葉にきょとんとすると、アルナリスは小首を傾かしげる。それから一層のこと興味深そうに俺の瞳を覗のぞき込こんできた。

「どんな勘違いをすれば、私が王になるのかな。この際だから、きちんと名乗ろうか。私はアルナリス＝ガルーテン。赤燕の国の第六十二代護舞官だ」

　護ご舞ぶ官かん？　しかも六十二代ということは、やはり数百年前の人間と考えて間違いない。不可解な状況に頭がますます捻ねじれ、自分が立っているこの場所が酷ひどく歪ゆがんだものに思えてくる。……俺はさっき、この世界が夢ではないと確認したばかりじゃないか。だというのに、俺の知識と目の前の現実はかけ離れている。血けつ翼よく王おうは第六十三代の国王で、俺は第百三十二代の護ご舞ぶ官かんで、この二人が出会うことなどありえないはずなのに。

　いったい、何がどうなっているのか。

　アルナリス＝ガルーテンはこちらの動揺を察したのか、ふと視線を湖に浮かぶ《大おお盃さかずき》に向けた。そして、言う。

「……君はあれに触れたのだろう」

「はい。そうしたら意識を失って……ここは……いや、今は赤燕の国レポルガの暦で何年でしょうか」

　信じられないが、俺は時を遡ったのか。ナサンゴラで数百年前の人間達と出会ったことを考えれば、自分が時を遡るなんて状況もありえなくはない……などと無理やり思い込もうとするも、返ってきた答えはまた別のもの。




「この世界に時間の概念はない」




「はい？」

「ここは、太陽暦から切り離された空間だからな。簡単に言えば、《大おお盃さかずき》の向こう側だ。君がかつていた時間とは一切の連絡がない」

「……それはつまり、どういうことですか」

「《大おお盃さかずき》とは猫が遺のこした夢だということだ。世界を保存する、夢の器だよ」
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「──《大おお盃さかずき》はそもそも猫にとって書庫のようなものだった。ただでさえ叡えい智ちの結晶であるやつらは、知識を蓄えるという点で欲望に果てがない。言げん血けつを自らの内に保存するに飽き足らず、外部に自らの理想とする世界を保存しようと望んでいたのだ」

　アルナリスはそう言うと、湖岸に沿って歩き出す。俺は慌ててその隣に追いつき、尋ねた。

「世界って、この世界ですか。でもさっきは、夢と」

「夢と世界は同義だ。その二つに違いはない。……ところで君はどうして人間が知識や記憶を保つことが出来るのか、知っているかい」

　俺が知っているはずもない。首を横に振ると、アルナリスは「そうか」とだけ呟つぶやく。

「実を言えば、私も知らなかった。が、この世界の岩窟宮には猫の知識が山のように蓄えられていてね。それによれば、知識も記憶も一つの世界らしい」

「はあ……」

「流動的な言げん血けつの流れから切り離され、固定された言げん血けつ世界のことだ。君は夢を見るだろう。それと同じなのだ。固定された一つの世界、それが知識であり記憶なのだ。そこに現実との時間的連関はなく、忘却されない限り、永遠に残り続ける」

「……じゃあ、人間は身体の中に小さな世界を沢山持っているってことですか」

「その通りだ。とりわけ世界を固定することに長たけた種族が猫であり、猫の血の混じった人間が記憶に優れるのは、そういった世界を作るのに長たけているからだ」

　イルナから聞いた話だが、秘ひ血けつのような役目も猫の血が向いているらしい。言げん血けつを固定する、というのは自らの言げん血けつを閉じる、というのによく似たことなのだろう。

「……しかし、この世界も同じというのはどういうことですか。記憶や夢は、確かに一つの世界みたいなものですけど、かといって現実とは全くの別物です」

　夢は覚めるし、記憶は記憶としての意識がある。それを現実と混同することはない。

「それは目が覚めている時に思うことだろう。君は夢を見ているとき、その時間を生きているような錯覚に陥ったことは、一度もないのかい」

「それは……」

「なにより今君が立っているこの世界はどうだ？　夢か？　現実か？　そんな区別にどんな意味がある。理屈よりも先に君は分かっているんじゃないのかい？」

　彼女の言う通り、俺は自分が見ている世界を何と呼ぶこともできなかった。アルナリス＝ガルーテンが非現実的な存在だと思っているのに、それを単なる幻想として片づけることもできない。この世界で目が覚めた時、俺は確かに現実の中にいると感じたのだ。

　アルナリスは突然足元の石を一つ拾い上げると、それを湖に向かって投げた。すると、どぷん、と音を立てて小さな水柱が立つ。

「喩たとえるならば、今跳ねあがった、水滴の一つ一つが私達の見る夢だ。猫の力とは、投げ込んだ石のようなものだろう。言げん血けつを湖から引き離し、それだけで完結した一つの世界を作る。しかし、水滴は儚はかない。すぐさま湖に落ちてその水に溶け込み、跡形もなく消え去ってしまう」

「……人間の記憶に限界があるように、ってことですか」

「そうだ。我々の知識や夢は時に忘却され、消える。切り離された言げん血けつが解けて、大きな流れに戻ってしまうんだ。──しかし、猫は盃を作った」

　彼女は両手で水を掬すくい、じっとそれを見つめる。

「湖に戻ることのない、もう一つの小さな湖」

「……それが、《大おお盃さかずき》だと？」

　ゆっくり手が開かれると、水が地面に零こぼれていく。濡ぬれた手もそのままに、アルナリスはぼんやりと湖を見つめながら、言った。

「本来、世界というのは各おの々おのの意思、言げん血けつによって繫つながり、閉じている。夢を永遠に見続けることができないように、言げん血けつの世界は完結し、必ず終わりがあるものなのだ。しかし、ここは違う。猫が無理やり固定化した世界だ。……本来肉体を必要とする意思を言げん血けつの液体へと固定した猫だからな。道理が歪ゆがんでいる。彼らは《大おお盃さかずき》の白しろ水すい晶しように、一つの巨大な知識を固定した。生きても死んでもいない世界を、固定したんだ」

　言葉じゃ上手うまく説明できないな、とアルナリスは呟つぶやいたが、不思議と俺は彼女の説明が分かるような気がした。なぜなら、俺はもう一つの実例を知っているから。それはまさにアルナの赤せき刀とうと同じ仕組みだからだ。彼女が記憶や意思を刀に無理やり固定したように、猫もまた、《大おお盃さかずき》に言げん血けつを詰め込んだ。赤せき刀とうが生きても死んでもいない少女の記憶を保存するように、《大おお盃さかずき》もまた、世界を保存しているのだとすれば。

「ただ、どうして自分達は、現実みたいに動けるんでしょうか。《大おお盃さかずき》が猫の作った夢のようなものだとすれば、なぜそこに外部の言げん血けつが入り込めると？」

「今、この夢を支える言げん血けつはないからだよ」

「支える……？」

「一年前、メトラジガッドのせいで猫が《大おお盃さかずき》から離れた。閉じていたはずの言げん血けつに穴が出来てしまったんだ。その瞬間から、この世界はどんな水でも掬すくってしまう。どんな不純物が入っていようとも、注がれたものを全て溜ため込こむ盃さかずきになった」

　そこまで言い終えると、彼女は口を噤つぐんだ。そして湖の傍そばの叢そう林りんにまで辿たどりつくと、一本の木の根元に腰を下ろし、俺にも座るよう促す。

「……私としたことが、随分と饒じよう舌ぜつになってしまったな。人と話すのは久しぶりでね」

「あの、あなたはどうしてここに」

「私は疲れたから、まずは君の話をしてくれないか。君が何者か、私はまだ聞いていない」




　それから俺は自分が第百三十二代護ご舞ぶ官かんであることやこれまでの事情、どうして《大おお盃さかずき》に触れたかという理由を全て語った。最後に、《大おお盃さかずき》にはかつて血けつ翼よく王おうが触れ、それを御したという話があることを語ると、アルナリスは不思議そうに首を傾かしげる。

「……血けつ翼よく王おうなんて王を、私は知らないよ」

「いや、でもアルナリス＝カイ＝ベルヘスという王がいたのは事実なんです。自分の知っている歴史では血けつ翼よく王おうが《大おお盃さかずき》を使っています。今、自分がどうして彼女ではなくあなたと話しているのか、よく分かりませんが……」

　自分の隣に座る人物が血けつ翼よく王おう本人であったのならば、話は単純だっただろう。どういった仕組みか知らないが、過去と未来が繫つながった。同じ《大おお盃さかずき》に触れた者が、夢の世界で出会ったのだ。……お伽とぎ話ばなしのようだが、まだ分からないでもない。

　しかしアルナリスは軽くかぶりを振って俺の考えを否定する。

「私と血けつ翼よく王おうとかいう王の関係よりも、私と君が出会った理由の方が簡単に説明できる。《大おお盃さかずき》はもといた時間から切り離されているからだ。ここでは数百年だろうが、数千年だろうが、猫が離れ、この世界の時間が失われて以来、何も変化していない。時間が流れていないんだ」

「変化していないのなら、自分達の存在はどうなるんです？　自分は既にあなたと話している分だけ、時間が進んでいると思っていますよ。もしも本当に進まなかったら、こうやって動くことだって出来ないんじゃ」

「君がこの世界を確定しなければ、この世界はすぐに元通りになるさ」

「……どういうことですか」

「この世界全ての変化を固定するには、猫のように強大な意思が必要だ。でも、一部なら我々にだってできる。逆に、忘れてしまったのならば、それはもとのままだ」

「本当に物事を忘れたら、それが変化したか、そのままかも分からないじゃないですか」

「君は存外に口が回るね。でもその通りだ。もしかしたら変わっているのかもしれないし、変わっていないのかもしれない。でも、猫と違って人間は全てを覚えていられない。私は自分が生きた年数を既に忘れた。だからこうして君と話すことができる」

「……」

「たとえば君が眠っている間に、世界は本当に存在するかと考えたことはないかい？　自分の死角にあるものが、自分の見えていないものが、どうして本当に存在し続けていると信じられるんだい？」

「それは……」

　世界は変わらない、と思っている。目を瞑つぶっても、世界は瞼まぶたの向こう側で存在し続け、それこそが現実だと、俺は経験で知っている。……でも、何がそれを保証するのだろう。誰がそれを確かめてくれるのだろう。自分が眠っている間に世界が一度滅んでも、また元通りになれば俺はその滅亡に気付かない。自分が感知していないことは、いつだってあやふやで、何一つ確かな事なんてありえないのではないか。俺はこの世界でも時間が進んでいるだろうと言ったが、果たしてそれを証明するものは何なのだろう。地面に残った足跡だろうか。春しゆん宮きゆうの寝台に残った掛布の皺しわだろうか。それが果たして変化した結果なのか、もともとそうなっていたものなのか、俺の曖昧な記憶では何も判断することができない。

　アルナリスは不意に立ち上がり、軽く伸びをする。そしてすらりと青せい刀とうを抜き放つと、その切っ先を《大おお盃さかずき》に向けた。

「メトラジガッドは太陽を斬ろうとした。……君の時代には、喧けん嘩かを売ったという伝説になっているんだろう？」

「はい」

「それは事実だよ。あれはね、確かに喧けん嘩かだったらしい。いや、私も信じられないが太陽は怒ったんだ。メトラジガッドはどうしても太陽を殺したくて、仕方なかったのにね」

「……太陽を、殺す？」

「現実でなぜ時間は進むのか。なぜ世界の変化は確定し続けるのか？　単純だろう。太陽が回るから。太陽がいるからだ。太陽が全てを見ているからだよ」

　アルナリスはその無表情を貫いたまま、淡々と言う。

「君が生きていると思っていた《現実》が、誰かの夢だとしたら、どうだろう。かつて猫が《大おお盃さかずき》に世界を保存したように、《現実》もまた、一つの盃さかずきに過ぎないのだとしたら」

「……現実世界は、太陽の夢だということですか」

「本当かどうかは知らない。しかし、あれだけ巨大な熱を放つ言げん血けつの塊を、私は知らない。あれが猫にも勝る意思の塊だと言われれば、疑問を挟む余地はないと思うが」

　アルナリスの提示した推測に、思わず眩暈めまいを覚えた。

　俺が生きていた世界も一つの夢。そう言われてしまったら、確かに夢も現実も区別などできなくなる。メトラジガッドがやろうとしたことは、《現実》という夢を覚ますこと。太陽の目を覚ますことだとでも言うのか。それに怒り、太陽は大地を焼き尽くした……。

　しかし、そこまで考えて俺は最初の疑問に立ち戻る。仮にアルナリスの言うとおり、この世界において時間は進まず、《現実》は太陽の夢だとして、俺が知りたいのは血けつ翼よく王おうのこと。彼女がどうやって《大おお盃さかずき》を使い、どうやって《現実》を救ったのか。それだけではないか。

「あなたは護ご舞ぶ官かんなんですよね」

「ああ。君と同じだ」

「なら、国王はどこに？　どうして《大おお盃さかずき》の世界に、あなたはいるんですか」

　俺の問いに、アルナリスの眼差まなざしが鋭くなる。彼女はゆっくりと青せい刀とうを鞘さやに納め、こちらに向き直ると、言った。

「君と同じだ」

「……それは、つまり」

「私の王は死んだ。メトラジガッドによって引き起こされた戦乱で、私と共に戦い、命を落とした。私はこの刀で、既に送そう燕えんの儀を舞ったのだ」

　送そう燕えんの儀。王の崩御に際して護ご舞ぶ官かんが行う燕えん舞ぶ奉納。それは護ご舞ぶ官かんとして最後の仕事であり、多くの場合、護ご舞ぶ官かんとして最後の時間になる。

「……地方の小さな領主に過ぎなかった王族に、メトラジガッドが取り入った。結果は知っての通り、焼野原だ。赤燕の国レポルガには償いとばかりに虫飼いの技術が与えられたが、そのせいで王族の命を狙う者は増え、内乱が起きた。私は王と共に鎮圧に明け暮れ、しかし結局王の命を守ることはできなかった」

　無表情に覆われていたはずの彼女の顔に、苦悩の色が浮かび始める。柄を握りしめた青せい刀とうの鍔つばから、ぱちぱちと火花が煌きらめいた。彼女はそれに気づくと、少しだけ刀身を出し、赤く燃え上がったその白はく刃じんを睨にらむ。

「……この青せい刀とうもそうだ。赤あか燕つばめがこんなものを与えたせいで、王族は戦乱に巻き込まれた。青せい刀とうなどなければ、王が戦地に向かうことも、命を失うこともなかった……！」

「……でも、あなたは戦乱を平定した」

「平定？　それは私とは別のアルナリスの話だろう。……私が為なした死体の山、血の大河。あんなものを平定とは言わない。あれはただの憂うさ晴ばらしだ。我が主君を殺した者達全てを殺してやろうと、私は飛び回った」

「……復ふく讐しゆうのために、人々を殺したと？」

「無論だ」

　当惑するこちらの反応を見透かしたように、アルナリスは冷酷なまでの眼差まなざしで俺を射抜く。

「君も護ご舞ぶ官かんならば分かるだろう」

「……」

「王を殺されたことの喪失も、尽きせぬ怒りも、とめどない絶望も」

　その口から吐き出される言葉には、紛れもない憎しみが込められていた。その神経を焦がす感情は、はっきりと覚えている。ガラド中原を不毛の地にした、あの言げん血けつ。人を拒み、命を枯らせる、死の言げん血けつ。……あれは戦乱で死んだ人間達の言げん血けつだけではないのか。このアルナリスが吐き出した、憎しみの感情だというのか。

「護ご舞ぶ官かんならば、王を殺された護ご舞ぶ官かんならば、思うだろう！　全てを殺してやりたいと！　主君を死に追いやった者に同じ苦しみを味わわせてやりたいと！」

「俺は──」

　──思わなかったのか？

　アルナリスの言葉を即座に否定できない自分が、確かにいた。俺は一度もメルトラを恨まなかったと、アルナを死に追いやった母親を殺したいとは思わなかったと、言ったのならばそれは噓うそになる。そうだ。殺してやりたいと思った。アルナが受けた苦しみを、同じように味わわせてやりたいと、思った。

　……しかし、俺にはアルナが遺のこしてくれた刀があった。命を枯らすのではなく、生きてくれという彼女の祈りが残っていた。そしてイルナがいた。そんなことをするなと叱る少女が隣にいてくれた。スゥがいてベオルがいて、共に悲しみを受け止める彼らがいて、そして新しい出会いがあった。

「……あなたは、ジル……いや、アクリア＝ペトロを知っていますか」

　その名前を出した瞬間、ひたすら毒のような言げん血けつを吐き出していたアルナリスが怯ひるむ。

「あなたを理解してくれる友人が……いたはずです。彼女なら、きっと──」

「彼女と最後にあったのはもう三年も前の話だ」

　三年……？　ということはつまり、このアルナリスはまだジル＝ペトロに会っていないのか。ナサンゴラの言げん血けつに支配されたジルを助けたのは、血けつ翼よく王おうだったはずだ。しかし、ジルは確か再会するまで、アルナリスが王であるとは知らなかった、とも言っていた。

　アルナリス＝カイ＝ベルヘスとアルナリス＝ガルーテン。

　俺が知っている血けつ翼よく王おうと、目の前にいるアルナリスは、何が違うのか。

「……そもそもあなたは、どうしてここにいるんですか。戦乱を治めるために、あなたは《大おお盃さかずき》を使ったのではないんですか」

　アルナリスの額に、殊更深い皺しわが刻まれる。彼女は歯を食いしばるように苦々しい表情を見せると、こちらの問いに答えもせず踵きびすを返かえす。

「ま、待って下さい！」

　俺も立ち上がりその背中を負おうとするが、半瞬、咽喉のど元もとに切っ先を突きつけられ、動きが止まった。……振り向きざまに刀を抜き放ち、一切のぶれもなく止めた。こちらは手を柄にかけるのが精一杯。俺の首を掠かすめる青せい刀とうからは淡い紅の炎が滲にじんでいる。その熱、放たれる言げん血けつの激しさに、俺は皮膚が焼かれるのを感じた。

「私は知りたかっただけだ。猫の叡えい智ちに頼れば、王と再び見まみえる方法が分かるのではないかと、そう期待したに過ぎん」

「……でも、あなたは赤燕の国レポルガを──」




「──黙れっ！」




　ぐいと、切っ先が首に押し付けられる。肉を焼き、血を焦がす酷ひどい臭いが首から漂う。強烈な痛みに全身の筋肉が強こわ張ばるが、俺はなおも見つめ返す。アルナリスは怒鳴った。

「別人だと言っているだろう！　私は血けつ翼よく王おうなどではない。ただの護ご舞ぶ官かんだ！　民を救う気も、争いを止める気も、私にはない！」

「じゃあ、ここにずっといるつもりですか？　生きているか死んでいるかも分からない、この世界で？」

「そうだ！　一度この世界に入った人間は《大おお盃さかずき》から出ることはできない。そして私は出ることなど望んでいない！」

　アルナリスは刀をこちらに向けたまま、決して視線を外そうとはしない。下手に動けば首を斬られる、そう身体が予感する。しかしそれでも、俺は尋ねずにはいられなかった。




「……《大おお盃さかずき》を壊せば、出られるんじゃないんですか」




「……」

「メトラジガッドが太陽を斬ろうとしたように、《大おお盃さかずき》を斬れば、夢は壊れる。そうじゃないんですか」

「……」

「もしこの世界から出る気もないのなら、どうして《大おお盃さかずき》について、この世界の仕組みについて、知っているんですか。なぜ、わざわざ調べようと思ったんですか。それは、あなただって、ここから出たいと思ったからじゃないんですか？」

「……」

「それに、さっきだって《大おお盃さかずき》を見つめていた。見張る必要なんてないはずです。ここにいる理由なんて何もない。それでもあなたが離れられないのは、《大おお盃さかずき》の向こう側が気になるからじゃないんですか？　置き去りにしてきた向こう側が気になるからじゃないんですか？」

　アルナリスは答えない。だがその苦痛に満ちた表情を、俺は知っている気がした。数百年もの間、務めを果たすことも投げ捨てることもできずにいた、一人の王……いや、あるいは一羽わの青あお鷹たかだろうか。心を寄せる家族も、救ってくれる友人もいない、孤独な翼影。自らを偽らなければ、耐えられないほどの諦念。それはまた、人という種を守るため娘を殺すことを覚悟した、一人の王の眼差まなざしにも似ている。

「……《大おお盃さかずき》が戦争を止める手段になりえないのなら、俺はさっさとこんなところから出ていきます。この世界を壊してでも、戻らなきゃいけない場所がある」

　イルナの願いにもユルキドの希望にも応えることはできないかもしれないけれど。ずっと一人で夢を見ているより、地を這はってでも動いた方が誰かを救うことができる。

　すると、アルナリスは不意に切っ先を俺から外し、静かに問うた。

「なぜだ」

「……」

「なぜ、お前が民を守る。護ご舞ぶ官かんの役目は王を守ることだろう。それが果たせなかった今、お前はなぜ、民を守ろうとする。手に余る使命を、なぜ背負う」

「役目とか、使命とかじゃありません」

「ならば、身の程知らずの蛮勇か」

「かもしれません」

「……」

「ただ俺はもう、護ご舞ぶ官かんじゃありません。自分の大切な王を守ることができなかった。俺の仕事は終わったんです。……でも、そういう俺だからこそ、できることがある。助けられる人がいるんです。俺に与えられた全ての記憶、経験を誰かのために使いたい。そんなの、きっと、誰だって思っていることでしょう」

　アルナリス＝ガルーテンという護ご舞ぶ官かんが悩んでいることなど、俺はとうに通り過ぎたのだ。多くの存在に導かれ、俺はもう抜け出した。自分の力も境遇も、今ある自分が全てなのだと知り、その全てでもって、できることをしたい。もしも自分に多くの人を助ける機会が与えられるなら、それをやるだけ。それだけだ。

「……できることか」

　しかしアルナリスはふと歪ゆがんだ笑みを口元に浮かべると、吐き捨てるように言った。

「できることはやったさ。その果てに私は、死体の山を築き上げたのだ」

「……」

「亡なき王に代わって軍勢を束ね、敵を蹴散らし、平和をもたらそうと奮闘した。立ちはだかる者は次から次へと切り伏せ、薙なぎ倒たおした。──それが私のできることだったからだ。私もお前のように、誰かを助けたいと、そう思っていたはずなのにな」

　ぞくり、と言げん血けつが震える。

　血けつ翼よく王おうから滲にじみ出でる感情がさらに痛みを伴ったものになっていく。果てしない丘の上で、死体の山に立つ一人のその姿。立ち上る血の霧と、腐臭にまみれた一人の人間。

　……それが、血けつ翼よく王おうなのか。

　赤燕の国レポルガに平和をもたらし、数百年に渡る繁栄を支えた王の姿なのか。苦痛にまみれた彼女の現実は、数百年の時の間に、ただただ輝かしい偽りに塗り替えられてしまっただけなのか。

「……ユウファ、と言ったか。若き護ご舞ぶ官かん。お前はここから出るためならば、《大おお盃さかずき》を壊すと言ったな」

「ええ」

「ならば、私がお前を止めよう。その命を奪ってでも、この夢は終わらせない」

　三歩、アルナリスが退いた。青せい刀とうを天に向けて掲げる。数百年前も変わらぬ、燕えん舞ぶの始まり。一方が命を落とすまで、止まることのない死闘の舞。

　分からなかった。なぜ、彼女と殺し合わなければならないのか。彼女の苦しみも絶望も、俺は分かち合えるはずなのに。彼女は手ではなく、刀を取る。既に、痛ましい程に、彼女は諦めてしまっている。

「……こうして言げん血けつを繫つなぐとな。私の殺した人間の痛みが、全身に満ちるんだよ」

　アルナリスは笑った。

「刀を抜け、ユウファ。私は君を殺してしまう」




　──キィンッ！

　抜きがけに、相手の振り下ろしを受け止める。青せい刀とうと赤せき刀とう。その両刃が打ち鳴らす剣けん戟げきは、場違いな程に華麗な音だった。

　アルナリスは半足下がり足を入れ替えると、いきなり中段の回し蹴り。予想外の動きに反応が遅れ衝撃を殺そうと右腕を構えるが、失策。大振りの蹴りは虚撃。はったりだった。最大限に身体を捻ひねり、一拍遅れて放たれる横薙なぎが本命。




「──っ」

　右腕上腕を深く斬られた。骨までは達さずとも、血が噴き出る。……夢にしては、やけに痛んだ。《大おお盃さかずき》に入ったのは、俺の言げん血けつだけで本当の肉体が斬られたわけではない。だとすれば、これは言げん痛つうの一種なのか。もはや、何が本当なのかも分からない。

　だが、既に確信した。相手は本気だ。殺される。

　この世界で死んだらどうなるのか。そんなこと、考えたくもない。




　俺は間合いを離さず、一歩詰める。押し込むように逆袈け裟さを放ち、相手に後退させた。自分よりも、向こうは確実に腕が立つ。その相手に後退はできない。重心は前傾。一挙攻勢で凌しのぐのみ。しかし横に一いつ閃せん、踏み込んだ勢いのまま振り抜くと、相手は容易たやすくそれを躱かわす。そしてそのまま即座に半月を描く振り落とし。袈け裟さに繫つなごうとしたこちらの刀を絡からめ取る。

　──キィィン。

　峰と峰が擦れ合い、鋭く滑る金属音が耳を刺す。一切の無駄がない凌しのぎ。僅かな力で攻撃を逸そらし、相手の刀を中空へ放り出す、投げ手。俺は思わず言げん血けつを束ね、柄を放さぬよう手を握ってしまった。

　だが、それも失策。

　握り手に力を込め、強こわ張ばった肘。そこをすかさず差し込む中段突き。傷を負った右腕は力を抜いて避けられない。手首の近く、此こ度たびは皮一枚で済んだが、それでも鮮血が迸ほとばしる。

　一の太刀で動きを誘い、二の太刀で弱みを断つ。見事なまでに簡潔な囲み手だった。相手の間合い、身体の利用を摑つかんだ上での、完璧なまでの太刀の選び。あのジルをして、ほとんど勝つことの出来なかった燕えん舞ぶの使い手。

　彼女がどれほど否定しようとも、血けつ翼よく王おうの逸話と唯一重なるものがあるとするならば。

　……アルナリスは、あまりに多くの血を浴びている。

　おそらく、師匠であっても彼女には到底及ばない。人を殺すための技術。戦乱を生き抜いてきた人間と、戦争を知らない人間、そこには到底覆くつがえしえない経験の差がある。

　流血になど構っていられない。最大限の攻勢を持って、相手の攻勢を凌しのぐ。こちらが手を緩めれば、即座に決着はついてしまうのだ。正面から戦って、勝ち筋は見えない。いかにして耐えるか。どれだけ時間を稼げるか。元より俺の言げん血けつは傷だらけ。言げん痛つうによって全力を出すことさえ難しい。状況は絶望的としか言いようがなかった。

「──っ、──っ」

　息が切れる。鼓動が乱れる。太刀を合わせる度に、アルナリスは技を繰り出す。燕えん舞ぶ正伝と崩しの組み合わせ。俺が今まで考えたこともなかったような、技の連携、飛躍が繰り出される。

　死にたくない。ここで、死ぬわけにはいかない。

　だが、どうすれば勝てる。どうすれば、この刀を止められる。

　アルナリスの隙のない連打。それを唯一止めることができるとすれば、それはアルナの存在だろう。相手はこちらの赤せき刀とうが火を纏まとうことを知らない。期待できるのは一瞬の目くらましだが、俺はその一瞬に賭けるしかない。

　肩の肉を斬られ、足を穿うがたれ、頰の肉が削そがれた。全身が死の恐怖に慄き、言げん血けつが狂いそうになる。だが、それでも耐えなければならない。アルナの言げん血けつと同調する、その一瞬を残さねばならない。

　しかし相手の太刀が身体を裂く度に、その灼しやく熱ねつの刀身から言げん血けつが流れ込む。それは紛れもない戦乱の記憶。王を失い、悲しみ、それでもなお刀を振るい続けた一人の護ご舞ぶ官かんの記憶だった。見知らぬ者も、見知った者も、刃向う人間は殺さねばならない。国に平穏を取り戻すため。王に任された赤燕の国レポルガを、自分が守るため。

　だが、それはあまりに孤独な戦いだった。

　並外れた刀術の才。それゆえに、自らが先陣を切り、誰よりも多く敵を殺す。相手に恐れられ、部下から畏れられ、それでも彼女の隣に立つ者はいない。彼女は護ご舞ぶ官かんだった。誰かを支えるはずの人間だった。故に、彼女を支える者はいなかったのだ。

　もしも、俺が独りだったら。そう考えずにはいられなかった。

　イルナと出会わず、スゥやベオルも知らず、アルナの死を俺だけで受け止めるしかなかったのならば。俺はアルナリスと同じ苦しみに吞のみ込こまれていたかもしれない。迷いに迷い続け、自分の無力と後悔に溺れるだけだったかもしれない。

　アルナリスはもう独りでは歩めないほどに、砕けてしまった。彼女が元いた場所に残してきたのは、死で充満した戦場。どれだけ殺しても終わらない戦争だ。故に、この夢を終わらせることは、何一つ方策のない現実に送り返すということ。この夢の中ならば、永遠に終わりを先送りにできる。解決することはできないが、しかし、本当に諦める必要もない。そうして彼女は留まることを選んだのだ。……これほどの後悔と背徳に苛さいなまれながら、アルナリスは立ち止まっている。時間の失われた世界で、独り、立ち止まっている。




　左腕を深く抉えぐられる。脇腹からは血が噴き出した。傷を負う度、アルナリスの言げん血けつが身体に流れ込み、俺は心臓を食い破られる。あまりにも自分と似ていて、あまりにも違うその姿に、刀を向け続ける力を失いそうになる。

　胸に強烈な蹴り上げを喰くらった。肺が潰れ、呼吸が止まる。そのまま十数歩、俺は後ろに突き飛ばされた。湖の浅瀬に投げ出され、立ち上がることも出来ない。水を含んだ服、足を摑つかむ湖水。こんな場所でアルナリスの攻撃を耐えられるはずもない。

「……ユウファ、なぜ君は逃げようとしない」

　こちらの劣勢を確信したのか、アルナリスは切っ先を下げ、ふと尋ねてきた。

「ここならば、誰からも責めたてられることはない。時間は途切れているのだ。夢から覚めない限り、君が恐れる失敗も喪失も、何一つ訪れない」

「……誰からも責められなくたって、俺が自分を責めるんです」

「……」

「皆を助けると約束したんです。少しでも力になりたいと、誓ったんです。俺は、その自分を裏切りたくない」

「何一つ成果を得られず、多くの者を失望させ、苦しませると分かっていてもか。己の苦しみは全て、自己満足に過ぎぬと分かっていてもか」

　そんなことは分かっている。何も得られずイルナと顔を合わせなければならない。その空むなしさは分かっている。それでも、

「……俺は、生きなきゃいけない。俺達の世界で、生きなきゃいけないんです」

「……」

「ここに立つ俺は、生きても死んでもいない。そんなものに意味はない！」

　アルナが願った想おもいを、俺は絶対に手放せない。

「……あなたにだって、選び取って欲しいんです！　あなたが世界を救えなくても、あなたが俺の知る、血けつ翼よく王おうではなかったとしても！　こんな苦しみだけの夢に、囚とらわれていて欲しくない……！」

　アルナリスの眼差まなざしが、苦悩に満ちた彼女の眼差まなざしが、まっすぐに俺を貫いた。

「……戻った先に何がある」

「……」

「……争いと、血と、憎しみと、そんなものはもう沢山だ。私はもう嫌というほど浴びてしまった。血でこの身が染まるほどに、私は人を殺してきた！」

　血けつ翼よく王おう。

　その言葉の意味に、その孤独の深さに、どれほどの人間が思いを馳はせたのだろうか。その人もやはり一人の人間であり、一つの苦しみがあったのだと、誰が気付いてあげただろうか。

　アルナリスは絞り出すように、痛みにただ叫ぶように、言った。




「──私は、永遠に、独りだ！」




　彼女が地を蹴った。上段から振り下ろす、あまりに無防備な一撃。それでも、俺は動けなかった。彼女が吐き出した言げん血けつの痛みに、全身を縛られていた。

　この人を殺したくない。

　この人と争いたくない。

　この人を──助けたい。




　そう思った瞬間、赤せき刀とうが発火した。刀身に触れていた湖面から、凄すさまじい蒸気が吹き上がる。突然のことにアルナリスの身体が反応し、体心がぶれた。しかし、それでも逸それることのない相手の一いつ閃せん。俺はただ力任せに、赤せき刀とうを振った。




　──ギィンッ！

　一ひと際きわ大きな剣けん戟げき音。全身を穿うがつ、金属が裂ける音。

　相手の青せい刀とうは俺の側頭部を掠かすめて、水底に突き刺さる。その代わり、間一髪で一撃を凌しのいだ赤せき刀とうは、その根元から完全に折れていた。

「っ……」

　そして折れた刀身は、向かってきたアルナリスの心臓に、深々と刺さっている。

「……アルナリス様！」

　思わずそう叫び、その身体から刀を引き抜くと、ぼたぼたと湖に鮮血が零こぼれる。彼女は俺に倒れ掛かるように膝を突き、青せい刀とうからも手を放した。

「アルナリス様！　アルナリス様！」

　名前を呼びかけると、小さく身体が震える。今なら止血をすれば間に合うかもしれない──そう思い、胸元の傷口を見るが、

「……どうして」

　血を流し、穴を開けていたはずの傷口が目の前で瞬またたく間まに消えていく。まるで王おう歌かの治癒のように、傷痕には何も残らない。

　……ナサンゴラの決戦の終わり、ジルの傷が治った、あの瞬間によく似ている。

　その時脳裏を駆けた予感は、あまりに信じがたいもの。しかし再び折れた赤せき刀とうを手に取り言げん血けつを繫つなごうとすると、アルナが消えていることが分かり、予感は確信に変わる。




「……アルナ？」




　俺はアルナリスに、そう尋ねていた。気を失っていた彼女の瞼まぶたがぴくりと震え、やがて唾を嚥えん下かする音が聞こえる。支えるように彼女の頭を腕に抱えると、微かすかに目が開かれる。彼女は俺を見つめ、そして震える手で俺の頰に触れた。

「……ユウ、ファ」

「アルナなのか？　なあ、アルナなんだろう？」

　心臓を貫いた赤せき刀とうから、アルナの言げん血けつが流れ込んだ。そうとしか考えられない。

「……大丈夫か？　まさか、死なないよな？」

「……死な、ないよ。血翼、王も、気を……失っている……だけ」

　それから不意に彼女は両手を胸の前に持って来たかと思うと、いつものように指を動かした。

〔……口で喋しやべるのって、難しいね〕

　ああ、間違いない。間違いなく、アルナだった。

　俺の目の前にいるのは、間違いなくアルナリス＝カイ＝ベルヘス──……




　そこまで考えたとき、俺はある結論に至る。

　二人のアルナリス。アルナリス＝ガルーテンとアルナリス＝カイ＝ベルヘス。護ご舞ぶ官かんだったアルナリスと王だったアルナリス。まるで別人のような二人を繫つなぐ、歴史の境目。

「……アルナが、血けつ翼よく王おうなのか？」

　彼女は首を傾かしげ、言う。

〔……分からないよ。でも、私は……これから血けつ翼よく王おうになる〕

「なるってそれは」

〔……私はユウファと言げん血けつを繫つないでいたから、この夢に入ってこれたの。それなら、出る時に別の言げん血けつと繫つながっていれば、そっちと一緒に出られるかもしれない〕

　赤せき刀とうからアルナリス＝ガルーテンの肉体へ。アルナは《大おお盃さかずき》を通して、居場所を変えるというのか。

　彼女はふと身体を起こし、落としていた青せい刀とうを拾い上げる。そして歩き始めた。

「あ、アルナっ！　一体何を」

　すると今度は口を使って、彼女が答える。

「《大おお盃さかずき》を、壊す、でしょ？」

「そうじゃない！　血けつ翼よく王おうになるって、そんな……数百年前に飛ぶってことだぞ？」

「うん」

　彼女は何気ない調子で頷うなずいた。

「この身体のアルナリスは、一緒にいる人が必要、だから。支えてあげる、人が、必要だから」

「でも」

「助けて、あげたいって、ユウファも、思ったでしょ？」

　赤せき刀とうが発火した時、確かに俺とアルナの言げん血けつは同調した。俺だってアルナリス＝ガルーテンを助けたい。あの時は確かにそう思った。しかし、もしアルナが本当に数百年前に行ってしまうとしたら。《大おお盃さかずき》の夢から覚めた時、もはや赤せき刀とうに戻ってくる言げん血けつがいなくなるのだとしたら、俺は……

「ユウファは、もう、大丈夫だよ」

「……え？」

「ユウファは、一人でも、歩ける、でしょ？　それにスゥも、ベオルも……イルナだって。皆、ユウファを支えてくれる。私がいなくても、大丈夫だよ」

　アルナはそう言って再び視線を前に戻すと、俺の反論など聞かずに歩いて行ってしまう。俺は呆ぼう然ぜんとして、湖に腰を落としたまま、彼女を見つめることしかできない。

　何を言っているんだ。

　アルナは、何を、言っているんだ。

　俺は折れた赤せき刀とうを鞘さやに戻し立ち上がると、彼女の後を追う。あまりに急な話に、感情も言葉も追いつかない。

　アルナが血けつ翼よく王おうになる？

　俺が知っている血けつ翼よく王おうアルナリスとは、アルナだったというのか。確かに彼女ならば、符合することも多い。ただの護ご舞ぶ官かんに過ぎなかったアルナリスでも、アルナの知識があるのならば、王おう歌かの伝統も様々なしきたりも、全て作り出すことができる。彼女は未来を知っているのだから。まるで途切れぬ円環のように、始まりのアルナリスから終わりのアルナリスまで、赤燕の国レポルガの王族は繁栄を約束される。

　最初から、こうなる運命だったのか？

　アルナは血けつ翼よく王おうとして、数百年前を生きる。メルトラがその憎むべき王族の象徴として名をとった血けつ翼よく王おうは、まさに彼女の娘だったということになる。アルナが赤せき刀とうに宿ったことも、短い旅の後、《大おお盃さかずき》でアルナリスと出会うことも、全て決まっていたことなのか。

　もし、今ここでアルナを引き留めたら、果たして歴史はどうなるのだろう。俺の存在も、イルナの存在も、全く別のものになるのだろうか。

　……だが、引き留めることなどできないのだ。この場所から脱すること。俺達の生きるべき時間を生きること。その覚悟を血けつ翼よく王おうに求めたのは、俺自身なのだから。その覚悟があったからこそ、アルナは俺の手を放した。今更、ここに留まろうなどと、言えるわけがない。

　湖岸を歩くアルナに、俺は声をかけることができなかった。あれほど別れを悲しみ、また会いたいと、言葉を交わしたいと思ったはずのアルナに、俺は言葉をかけられない。彼女はもう覚悟を決めた。俺の手を放して王となることを決めてしまった。

　彼女はいつも、俺を置いて先に行ってしまう。




　アルナはふと湖岸の途中で歩みを止めると、青せい刀とうを水面に触れさせた。その瞬間、耳をつんざく凍結音と共に、湖が凍りつく。……これだけの水を凍らせるほどの、冷やかな感情。しかしアルナリス＝ガルーテンの中には、ずっと溜ため込こんできた感情がいくらでもあるのだろう。戦乱の記憶、《大おお盃さかずき》での孤独。そこに際限などないのかもしれない。

　ふとアルナはこちらを振り向くと、「どうしたの？　行こうよ」と言う。その何気ない口調はあまりにもアルナらしい。彼女の口から言葉なんて一度も聞いたことはなかったけれど、俺が手しゆ語ごから感じとっていたものと相違ない。アルナがそこにいる。この再会が、どうしてこんなに苦しいのか。

　アルナは湖面を歩き始め、俺達は言葉もなく《大おお盃さかずき》の前にまでやってきてしまった。

「《大おお盃さかずき》の、言げん血けつを壊す、なら、この青せい刀とうで斬ら、ないと。……私は刀の、使い方、を、知らないし、ユウファが、やってくれる？」

　そう言って、アルナは青せい刀とうを俺に渡してくる。あくまで無む垢くなその表情に、俺はさらに胸が締め付けられる。

「……アルナはずっと、意識があったのか？　外に出ようと思えば、出られたのか？」

「出られない、よ。この身体に、言げん血けつが入ったのは、偶然。青せい刀とうが、赤せき刀とうから、私の言げん血けつを断ちきったんだと、思う」

「あ、アルナは王おう歌かを使えるだろ？　そうすればまた、赤せき刀とうに──」

「ユウファ」

　軽く言葉を制するように、彼女は俺の名前を呼ぶ。そして手しゆ語ごを使い、言った。

〔アルナリス＝ガルーテンは、まだ生きてるんだよ。今は私の言げん血けつが強いから、こうして話していられるけど、きっとすぐに私は眠ることになる。この身体も、言げん血けつも、彼女のものだから〕

「……」

〔それに今ここで二人のアルナリスが赤せき刀とうに戻っちゃったら、血けつ翼よく王おうはいなくなるよ。きっと私が支えなきゃいけない。この身体のアルナリスが、ちゃんと王様になれるように、私の知識とか、経験で歴史を作らないといけない〕

「……」

〔血けつ翼よく王おうは、赤燕の国レポルガに沢山のことをもたらしたの。王おう歌かの技術の体系化とか、エスレイの王宮の建設とか、それだけじゃないよ。ガルーテン家の館を買い取って孤児院を建てたのも、血けつ翼よく王おうなんだから〕

「え……」

〔いつか赤ちゃんのユウファを助けてくれる場所を作らないと。そうしないと、私とユウファが出会うことだってできなくなっちゃう〕

　分かっている。血けつ翼よく王おうが存在しなければ、あらゆる出会い、あらゆる記憶がなくなってしまう。イルナとの約束も、果たせなくなる。俺たち自身がいなくなってしまうことだって、ありえるかもしれない。

　だが、青せい刀とうを握りしめる手に、どうしても力は入らなかった。

　俺の言理が定まらない。アルナのために、アルナと一緒に、刀を振るうと決めたはずだ。二人一緒だからこそ、人を救おうと決心した。二人一緒だからこそ、世界を救おうと覚悟できた。それなのに、青せい刀とうにいくら言げん血けつを流そうとも、もはや手を取ってくれる相手はいない。もしも《大おお盃さかずき》を斬ってしまえば、俺は二度と彼女に会えなくなる。

「……どうして、俺達なんだ」

〔え？〕

「どうして、俺達が……別れなきゃいけないんだ。せっかく歩き出せたんだ。アルナと一緒に旅ができる、後悔はあっても、また前に進めるって思ってた。なのに、どうして」

〔そう、決まってたんだもん。しょうがないよ〕

　酷ひどく淡白な彼女の言葉に、俺は咽喉のどを締めつけられる。

〔心配しなくても、大丈夫だよ。ユウファはやっていける。私が赤せき刀とうにいた時もね、ユウファが手を繫つないでくれる度に、少しだけ外のことが分かったの。ユウファが笑ったこと、苦しんだこと。ちゃんと、ユウファは──〕

「俺のことは、どうでもいいんだっ！」

　声を荒げた俺に、アルナが少しだけ怯おびえを見せる。しかし俺の身体の中では高まりきった言げん血けつの渦が全身を駆け巡り、白熱する。

「アルナはどうなるんだよ。確かに俺には皆がいる。だけど、アルナは？　アルナリスの、血けつ翼よく王おうの一部になって、それでアルナはどうなるんだ？　ただの知識になって、血けつ翼よく王おうを助けて……それで、生きているって言えるのか？」

〔私は……〕

「仕方ないのか？　決まっていたことだから、仕方ないって言うのか？　ここで別れて、これが最後かもしれないのに、どうしてそんな……そんな普通にしてられるんだよっ！」

　アルナの表情が苦しみに歪ゆがむ。

〔私のことは、大丈夫だよ。だって、ユウファにとっては過去のことだもん。ずっと昔の、伝説の王様になるんだもん。私のことなんか、気にしたら駄目だよ。ユウファがいつか私を忘れても……私は……〕




「忘れるわけないだろっ！」




　もう耐えられなかった。悲しみと怒りがない混ぜになって、心臓を焼き尽くす。

「何が、大丈夫だよ。何が、忘れてもいいだよ……人の話を聞かないで、勝手に納得なんかするな！　一人で全部耐えようとするなよ！　俺は……俺は、まだ何も言ってない。アルナに何も言ってない！　自分だけ好きなこと言って、また俺を置いていくつもりなら、そんなこと絶対に許さないっ！」

　忘れることを望んでいるのは、アルナの方だ。もうアルナがいなくても俺はやっていけると、自分に納得させようする。忘れられることが嫌で嫌でたまらないのに、その瞳は今も苦しみで揺れているのに、それでも彼女は、忘れないでと言おうともしない。

「……ちゃんと俺にも言わせてくれ。この空間がたとえ夢でも、本当にアルナが生きているのなら、言わせてくれ」

　もう二度と、こんなことはないかもしれない。きっと今言わなければ、俺は一生後悔することになる。

「……俺は、ユウファ＝ガルーテンは、アルナが好きだった！　ずっとずっと、好きだったんだ！　アルナが抱えていた苦しみを分かってやれなくて、何一つ救ってやれなくて、悔しかった。もっと一緒に……アルナと一緒に生きたかったっ！」

　こんな乱暴な言い方しかできない自分が情けない。でも、溢あふれ出でる思いは止めようがなく、ただただ、身体が熱くなる。

「あの書庫で初めて出会った時から、アルナが俺の全てだった。空っぽだった俺に、一つの意味を与えてくれた。……ずっと、ずっと……俺はアルナが好きだったんだ……アルナリスじゃない。ただのアルナが好きだったんだ……」

　あの時伝えられなかった言葉。こうして彼女の目を見て伝えることなど、出来ないと思っていた言葉。だから、ちゃんと聞きたかった。俺はちゃんと伝えるから、彼女の想おもいもちゃんと聞きたい。

「……運命とか、役割とか、そういう話はどうでもいいんだ。俺はアルナの言葉が聞きたい。血けつ翼よく王おうじゃなくて、ただのアルナの言葉が聞きたいんだよ。……今なら、その口があるんだから。こうやって、俺達は言葉を交わせるんだから……」

　あの日とは違う。違うのだ。

　俺はいつだって彼女の想おもいを聞きたい。

　二人で、言理を選びたい。

「私は……」

　アルナの声が震えていた。顔をくしゃくしゃにして、涙を流しながら、彼女は呟つぶやいた。

「嫌だよ……」

「……」

「嫌に決まってるよっ……。ユウファと離れたくなんかない。皆と、もっと、ずっと旅をしていたいっ。刀の中で、誰と話せなくてもいい。それでも、私は──」

　そして、凍りついた湖に、少女の叫びが響き渡る。




「ユウファと一緒に、生きたかったよぉっ！」




　彼女の口から放たれる想おもいは、痛い程に温かい。

「……またお別れなんて、嫌に決まってるよ。もうユウファの手を握れないんだよ？　傍そばにいれなくなっちゃうんだよ？　……そんなの、そんなの嫌に決まってるよ……」

「……」

「……でも私がアルナリスを助けなかったら、私達が出会う歴史もなくなっちゃうかもしれない。あの日の約束も、耀よう天てん祭さいの旅も、皆、なくなっちゃうかもしれない。……もしも、この夢の中に留まれたら、ずっと二人でいられるかもしれないけど、でも……」

　この夢の中にいる限り、二人は時を歩めない。きっと同じことを望みながら、しかし俺達はそれを選ばない。選び取ってはいけないのだ。なぜなら、俺達は約束したから。

「……俺はこれからも生きなきゃいけない。アルナが見れなかった世界を見て、感じて、生きなきゃいけない。それからきっと、誰かに愛されて……誰かに愛してるって言うんだ」

　アルナが遺のこした最さい期ごの想おもい。刀に込めた別れの祈り。あの言葉があったから、俺は立ち上がることができた。あの言葉があったから、これからも歩まなければならないのだ。

　アルナはそのことをきっと誰よりも分かっている。

「……そうだよ。ユウファは生きなきゃいけないの。私達がこうやって会えたのは、夢なんだから。ちゃんと目を覚まして、生き続けなきゃいけないんだよ……」

　どれだけ覚悟をしていたって、彼女と離れることは、どんな痛みよりもつらいけれど。あの時流した涙と、きっと今流す涙は、違うはずだから。

「……俺達のために別れよう。十年前の王宮の書庫で、俺とアルナが出会って、一緒に本を片づけられるように。それから毎日話をして、お互いを好きになれるように」

「……うん」

「それで、もう一度会おう」

「……うん」

「数百年、いや数千年離れていたって、アルナは俺の王女様で、大切な、ただのアルナだから」

　この夢から出た時に、二人は同じ時を歩めないとしても。でもきっと、その事実よりも大切なことは、二人が一緒に生きたいと願ったこと。その想おもいを共に伝えたこと。

「……俺は、絶対に忘れないよ。赤せき刀とうにアルナがいなくたって、絶対に忘れない」

「……私も、絶対に忘れないよ。傍そばにユウファがいなくたって、絶対に忘れない」

　だから、やはり前に進もう。

　この別れは悲しくて、苦しくて、それでも、きちんと時を生きるために必要だから。

　それを二人が二人で、望むのだから。




「「──夢を終わらせよう」」




　青せい刀とうに言げん血けつを満たし、俺は思いきり《大おお盃さかずき》の水晶を叩たたき斬った。

　するとその瞬間、世界が歪ゆがむ。夢を繫いでいた言げん血けつに亀裂が入り、世界は急速に白い光へ、形を持たない言げん血けつの流れへと融とけていく。

「ユウファ」

　夢の世界が崩れる中、穏やかに彼女が俺を見つめていた。

「数百年だけど、待っていて。戦争を止めるために、私、必ず方法を見つけるから。血けつ翼よく王おうの戦争も、私を巡る戦争も、絶対に止めてみせるから」

「……アルナ一人じゃ、荷が重いんじゃないか？」

「アルナ、二人だよ。……きっと大丈夫。血けつ翼よく王おうは……アルナリスは、大丈夫だよ」

　今度の言葉に虚飾はない。ただの素直な誓い。少女がもう一人の自分を助けようと決心する、それだけの小さな誓い。

　それから彼女は言う。

「私が方法を見つけるから、その代わり、一つお願いしてもいいかな」

「何だ？」

「……私のお母さんも助けてあげて。ずっと一人で苦しんで……耐えているはずだから」

　こんな時になってまで、この少女はやはり母を想おもっている。いつものように、人一倍苦しみを背負い込んで、それでもなお他人の幸福を心から願っている。一緒の時間を生きているうちに、もっと彼女を幸せにできていたら、とそう思わずにはいられない。

「ああ……約束するよ」

　涙で赤くなった瞳を細めて、アルナは微ほほ笑えんだ。それは別人の身体、別人の笑顔のはずなのに、俺は確かにアルナのあの笑みを、花が咲きほころぶような笑みを見る。

「……私、嬉うれしかったよ。ちゃんとユウファが好きって言ってくれて、それをちゃんと聞けて、本当によかった」

　俺達に悔いはない。すれ違う言葉もない。それでも胸は張り裂けそうで、俺は涙が止まらなくなる。

「ユウファは泣いちゃだめだよ……私はね、へたくそで、無愛想で……それでもすごく幸せそうな、ユウファの笑ってる顔が好きなんだから」

　湖面の氷に亀裂が走った。全てのものが光へ収束し、《大おお盃さかずき》に注そそぎ込こまれる。

　二度目の別れはせめて最後まで笑っていようと、俺は必死に笑みを向けた。




「……またね、ユウファ」

「またな、アルナ」
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　最後、俺はアルナの手を摑つかむ。二度と忘れないように。二度と手放さないように。

　そして、夢は終わり、俺は光の洪水に飲み込まれた──……
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　目覚めるのは一瞬だった。

　狭い小舟の上、身体を起こすとまだ自分が湖上にいることに気付く。

「……ユウファ？」

　隣にいるのはイルナ。彼女は俺の手を握ったまま、不安げにこちらを見つめてきた。

「ね、ねえ、何があったの？　《大おお盃さかずき》が」

　後ろを振り向けば、《大おお盃さかずき》の白しろ水すい晶しようが砕けている。天井から連なる管からは白い水がとめどなく湖に零こぼれ落おち、まるで血を注つぎ込こむ心臓を失ったかのように、言げん血けつを吐き出していた。

　俺は片手に握っていた赤せき刀とうの鯉こい口ぐちを切る。夢で折れたはずの刀身は無事で、傷一つない。だが、言げん血けつを流した途端、すぐに気付く。

　アルナが、いない。

「ちょ、ちょっと……どうしたのよ。いきなり泣いて……」

　どれだけ覚悟していても、その喪失の重みは変わらない。二人で選んだ結果であっても、やはり、胸が締め付けられる。

「イルナ……」

　何から話せばいいのだろう。口を開けば堪えていた感情が溢あふれそうで、ただ、俺は息を止め、押し寄せる痛みに耐えるしかない。

　だが、アルナのことよりも、先に謝らなければならないだろう。助けてみせると約束したのに、何もできなかった。そのことを告げなければならない。俺がユルキドの方を向き、謝罪を口にしようとしたその時、なぜか彼は優しい笑みを浮かべ、指を動かした。

〔……《大おお盃さかずき》で血けつ翼よく王おうと会ったのだろう〕

「え──」

　こちらが問いかけるよりも先に、ユルキドは懐ふところから銀細工の筒を取り出す。そしてそれを俺に手渡してきた。

〔これは、血けつ翼よく王おうから君への言葉だ〕

　筒を開くと、中には一本の水晶の棒が入っている。そこには、簡潔にこう記されていた。




　──いつもの場所で、あなたを待つ。




　端には、アルナリス＝カイ＝ベルヘスの名も刻まれているが、しかしそれだけ。他には何も書かれていない。

「これは、いったい……」

〔この国には預言があると言っただろう。君は信じないと思ったから、きちんとは話さなかったがね。白三日月の国ルーガーダの王族はその白しろ水すい晶しようを守ること、それから火を纏まとった刀を振るうユウファ＝ガルーテンという青年にそれを渡すこと、この二つの役目を代々引き継いできた。血けつ翼よく王おう自身がその水晶を私の先祖に預け、君への言葉を託したんだよ〕

「……じゃあ、俺に《大おお盃さかずき》を使わせたのは……」

〔それも預言だと言ったじゃないか。君が《大おお盃さかずき》を使い、その後、我々は水晶を渡す。そうするように決められていた。私は、ただ一族の約束を守ったに過ぎない。実際、ロクトルから君の話を耳にするまで、預言なんてものは作り話だと思っていたくらいだ〕

　……しかし、今なら信じられる。その預言はただの伝説ではない。アルナの言げん血けつが混じった血けつ翼よく王おうならば、数百年後の俺を知っている。きっと上手うまくいったのだ。アルナとアルナリスの言げん血けつは数百年前の現実へ戻ることができた。

〔しかし……《大おお盃さかずき》が壊れるとは聞いていない。そのことを説明してもらえるかい？　君はこの戦争を止められるのだろう？〕

　俺は思わず答えに迷う。実際数百年前に確定しているのは血けつ翼よく王おうが夢から覚めるというそのことだけだった。アルナが過去へと渡り、血けつ翼よく王おうが存在した歴史を確定する。そしてそれから数百年後に俺が《大おお盃さかずき》に触れ、血けつ翼よく王おうとアルナを出会わせる。その瞬間に初めて、宙ちゆう吊づりにされていた時間──《大おお盃さかずき》の時間に最初と最後が刻まれたのではないか。《大おお盃さかずき》は戦争を止める道具ではなく、戦争を止める意思を運ぶ道具だった。俺とアルナの選択によって、その役目が果たされたのだ。おそらく血けつ翼よく王おうは白三日月の国ルーガーダの王族に《大おお盃さかずき》の真実までは語らなかったのだろう。むしろ、それを使えば戦いが止められる、だから絶対に俺を、ユウファ＝ガルーテンという人間を《大おお盃さかずき》に触れさせるようにと、仕向けたのだ。

　重要なのは、俺が《大おお盃さかずき》を壊すまでの歴史は決められていたということ。そしてここから先は誰も知らない。どんな結末にだって、できるということだ。

「ね、ねえ、ちょっと……どういうこと？　何が起きたの？　あたしは手しゆ語ごが分からないから、全然ついていけないんだけど……」

　イルナに言われ、俺は考えから引き戻される。俺はユルキドに尋ねた。

「これから、《大おお盃さかずき》であったことをご説明します。彼女に聞かせてもかまいませんか？」

〔もちろんだよ〕

　それから、俺は順を追って話を始めた。《大おお盃さかずき》の仕組み、アルナリス＝ガルーテンとの出会い、そしてアルナリス＝カイ＝ベルヘスとの別れの話を。
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　春しゆん宮きゆうの露台はガズビオラで一番に朝日が差し込む場所に違いない。遥はるか彼方かなたのアフカ山脈の山やまの端はを白い光でなぞりながら、太陽が顔を覗のぞかせていた。それを見て俺はぼんやりと、《大おお盃さかずき》の中で聞いた話を思い出す。この世界が太陽の夢だとしたならば。そこから抜け出そうとしたメトラジガッドはこの世界でさえも、本当に生きていると、感じることができなかったのだろうか。思えば、彼の挑戦がガラド中原を巻き込んだ全ての元凶になっている。太陽を怒らせ、大地に戦乱をもたらし、一人の悩める護ご舞ぶ官かんを生み出した。その因縁は数百年経たった今、二つの国の戦争にまで続いている。

　本当に迷惑な赤あか燕つばめだ。彼のせいでどれだけの人間が死に、苦しんだのだろう。《金きん翼よく》と青せい刀とうを人間に与えた程度で、彼の為なしたことなど償われるはずもない。

　……ただ、と思うことがある。もしかしたら、《現実》の向こう側に彼を待つ者がいたのかもしれない。俺が《大おお盃さかずき》を壊し、イルナ達の下へ戻ってきたように、メトラジガッドもまた、太陽の夢から覚め、誰かと一緒に、生きたかったのかもしれない──……

「あら、もう準備は終わったの？」

　振り向くと、丁度寝室に入ってきたイルナと目が合う。彼女はそのまま露台まで出てくると、「綺き麗れいな朝日ね」と呟つぶやいた。

「俺は何も運ぶものなんてないからな。準備も何もないよ」

「まあ、必要なものは白三日月の国ルーガーダの人が運んでくれるだろうけど……」

「もう出発か？」

「六つ時には下の玄関に来てくれって、イランドが。それにしても、あたし達までエスレイに向かうことになるなんてね……」

　俺が《大おお盃さかずき》の夢から覚め、ユルキドに事情を説明した結果、俺達は赤燕の国レポルガの王都エスレイに向かうことになった。その理由は二つある。一つは、戦争が始まった際、エスレイに奇襲をかけるため。歴史上必然だったとはいえ、《大おお盃さかずき》によって戦争を止めることはできなかったのだ。となれば当然、戦略上の手段は全て予定通り行われることになる。白三日月の国ルーガーダの密偵によれば、ディナンはあのユルキド王との会談以降、体調を崩し、ヤウナに前線を一任してエスレイまで帰ってしまったらしい。メルトラの言げん血けつが暴れているのだろう。自分は王宮に隠れ、戦争が終わるまで逃げるつもりらしい。白三日月の国ルーガーダはそこに奇襲をかける。第一陣は既に城下町に潜んでいるらしく、俺達はそこに合流するわけだ。

「王宮にそうやすやすと入れるとは思わないけどね。イランド達は何か策でもあるのかしら」

「内通者がいるんだろ。赤燕の国レポルガだって長いこと戦争から遠ざかっていたことは間違いない。いくらでも通用すると思うけどな」

　血けつ翼よく王おうと刃を交えた今、兵士達の刀術の訓練など子供のお遊びにしか思えない。耀よう天てん祭さいの直前、俺が王宮を出た夜からどれほど準備が整えられたかは知らないが、半年では護衛の数を増やすくらいしか対策は打てないだろう。

「……エスレイの王宮はもともと要塞としての機能が弱いんだよ。王族に危難があれば、森に逃げ込めばいいって発想で作られた城だからな。少数精鋭で向えば、おそらく侵入は容易だ」

「できるなら戦闘が起きる前に、事を済ませたいけれどね」

　俺達がエスレイに向かう理由の二つ目。これはただの希望でしかない。それでもきっとユルキドは、奇襲よりもこちらが上手うまくいくことを願っている。

「……本当に、アルナが用意してくれたのかしら。戦争を止める手段を」

　ユルキドから渡された、血けつ翼よく王おうの言葉。

　──いつもの場所で、あなたを待つ。

　それがどこを示しているのか、何を意味しているのか。確かなことは分からない。だが、俺とアルナが待ち合わせをするならば、場所は一つに決まっている。

「……王宮の書庫に、きっと何かあるはずなんだ」

　何回も何回も、そこでアルナと言葉を交わした。二人にとって最も大切な、約束の場所。

「それに、血けつ翼よく王おうは一度、戦いを止めることができたわけだろ」

　《大おお盃さかずき》で別れる前、彼女は戦争を止める方法を見つける、と言っていた。そして血けつ翼よく王おうが戦乱を平定した事実は今に残っている。数百年前に、彼女は何らかの方策を見つけたのではないか。……俺はアルナが約束してくれたことを信じたい。それに賭けるしかないのだ。

　しかしイルナは露台の欄干から身を乗り出しながら、何か考え込むように言う。

「……でも、当時戦乱が終わったのは、ガラド中原が死の大地に変わったからよ。私はそれが《大おお盃さかずき》によってなされた、つまりは言げん血けつの統御を行って、あえて不毛の大地にしたのかと思っていたんだけど、実際は血けつ翼よく王おうだって夢から覚めただけでしょう？」

「《大おお盃さかずき》から流れて大地に浸しみ込んでいる言げん血けつは、間違いなく血けつ翼よく王おうのものだぞ。それは実際に戦って、確信した」

「そうよ。血けつ翼よく王おうの言げん血けつには間違いないの。でもそれって、偶然なんじゃないかしら」

「……偶然？」

「あなた、夢の中で血けつ翼よく王おうっていうか、アルナリス＝ガルーテンを殺しかけたんでしょ？」

「あれは、折れた赤せき刀とうが……」

「そのとき、切れたんじゃないかしら」

「え？」

「アルナの言げん血けつが赤せき刀とうから切り離されたり、あるいはナサンゴラの言げん血けつからジルバンドの言げん血けつが切り離されたり、要するに青せい刀とうの力ってのは言げん血けつを斬れるわけでしょう？　もしかしたら、心臓に赤せき刀とうが刺さった時、アルナの言げん血けつが入り込むだけじゃなくて、その代わりに切り離された言げん血けつがあるんじゃないかって」

「……それが死の言げん血けつってことか」

　イルナが頷うなずく。赤せき刀とうに心臓を貫かれたことで、アルナリスは戦乱の記憶、死の言げん血けつから解放される。その身体から溢あふれ出でた言げん血けつが《大おお盃さかずき》の下、湖に溶け込み、大地へと広がった。人一人が溜ため込こんだ痛みが、大地を不毛にする……それは想像するだけで恐ろしく、《大おお盃さかずき》の中でそれでも正気を保っていたアルナリスの意思に、驚嘆せざるを得ない。

「だからね、血けつ翼よく王おうは偶然、戦争を止めるきっかけを作ることができたんじゃないかって。……そりゃ、私だってアルナを信じてはいるけど……」

　信じるしかないのだ。どれほど可能性が低くとも、最善の道があるのならば最後までそれに手を伸ばし続ける。俺がエスレイに向かいたいと言った時、即座に手配をしようと言ってくれたユルキドのためにも、俺は何としてでも辿たどりつきたい。まだ、全てが決まったわけではないのだから。

　ふと、敷しき石いしを叩たたく木の音が背後から聞こえ、振り向く。するとそこには杖つえを突き、慎重にこちらへ歩いてくるガタリの姿があった。その肩にはスゥも乗っている。

「無理するなよ。まだ身体がつらいだろ」

　俺が声をかけると、彼は額に汗を浮かべながら、「何のことだ」とやせ我慢をする。

「……エスレイに行くらしいな」

「ああ」

「……メルトラ王を殺すのか」

「そうならないように、出来る限りの努力はするつもりだ。アルナも母親が死ぬことは望んでいなかったからな」

　俺の言葉を聞いても、ガタリは表情を緩めない。彼は傍そばまでやってくると、俺をほとんど睨にらむような強い眼差まなざしで見つめてくる。

「……あの人を、殺さないでくれ」

「……分かってるよ」

「彼女がやったことは、確かに愚かだった。アルナリス様の苦しみを作ったのはメルトラ王で、それは彼女の罪かもしれない……それでも、彼女は赤燕の国レポルガに必要だ」

「ガタリが新しい国を背負うんじゃないのか？」

「当然だ。だが、今、僕にできることは何もない。メルトラ王を失えば、多くの民が惑うことになるだろう。もしもディナンが支配を続けるのならば、僕はいつか赤燕の国レポルガを取り戻す。だが、メルトラ王がいるのならば、僕はやはり彼女を助けたい」

　ガタリはどこか申し訳なさそうに目を伏せるが、それでも言葉を継ぐ。

「……彼女がこの国のためにしたことは、決して悪いことばかりじゃない。王族の奇き蹟せきに頼らず、自らの政策で国を変える。その想おもいはきっと、間違っていなかったはずなんだ」

「……俺だってそう思うよ」

「僕はもう、ユウファの隣で刀を振るうことはできない。ユルキド王に仕立て上げられた、偽にせのアルナリスだ。ディナンと戦うことだってできやしない……」

　彼は二度と燕えん舞ぶを舞うことはできないだろう。この戦争がどう転ぼうとも、彼はこの先一生、アルナリスとして白三日月の国ルーガーダに亡命することになる。後悔とも悲しみとも言えぬ彼の沈黙に、しかし肩に乗っていた一羽わの赤あか燕つばめが語りかけた。

「ユウファなら、大丈夫だよ」

　奇くしくもアルナと同じ言い様に、俺は少しだけ笑ってしまう。ガタリはきょとんとしてスゥを見つめ、それから頷うなずきにやりと笑った。

「……そうだな。ユウファなら大丈夫だ」

　そしてふとスゥはこちらを見ると、思わぬ提案をする。

「ねえ、ユウファ。ボク、ガタリの傍そばにいるよ」

「ついてこないのか」

「……沢山虫がいないとボクは役に立てないし、それにきっとユウファよりボクを必要とする人がここにいるから」

　器用にガタリの頭の上に飛び乗ると、彼女はひょこひょこと尾を上下させる。

「どうせ、ボクも飛べないからね。動けない者同士、ユウファ達を待ってるよ」

　いいのか、とガタリが俺に目で尋ねてくる。

「それでいい。王族は孤独に弱い生き物だからな」

　血けつ翼よく王おうだって、一人では歩めなかった。確かに、今スゥの存在で一番に救われるのは、ガタリなのかもしれないと、俺も思う。

「イルナ、ユウファをよろしくね」

　スゥの言葉に、イルナは苦笑交じりに頷うなずいた。

「任せておきなさい。ちゃんと見張っておくから」




　朝日がその全身を空に浮かべ、ガズビオラの街が薄やかな輝きに包まれる。ガラド中原から立ち昇る白い霧もまた、日の光を浴びて炎のように揺らめいていた。六つ時の鐘が鳴る。俺達は慌てて階段を駆け下り、イランド達の下へ向かった。

　希望はまだ、残っている。

　俺はもう一度、会いに行くのだ。

　夢の中で交わした、二人の約束を果たすために。
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　ガズビオラを出て十日間。人間が四人に対して犬は八頭、半日置きに騎乗する犬を交替し、五日目に休みを挟んだ他は走り通しで移動をした。こうも無理をしてまで道を急いだのは、戦争がいつ始まるか誰にも予想が出来なかったからだ。国王会談で撒まいた疑惑の種がどれほどディナンに決戦を踏みとどまらせるか。もしも上手うまくいけば俺達に戦争を止める機会が与えられ、上手うまくいかなければエスレイに潜む国王急襲部隊が動く。身体を休めることはおろか、食事でさえ犬に乗りながらの過酷な騎行でも、足を止めている方がよほど精神を消耗した。かなりの人員がガラド中原の戦いに動員されているためか、道中赤燕の国レポルガの兵士と出くわすことはなく、俺達はひたすらにエスレイへ突き進み、ようやく十日目の夜に目的地へ辿たどりついた。

　北西にある森で身を潜めていると、やがて街の方から一つの人影がまっすぐ近づいてくる。イランドによれば、協力者と落ち合う場所を前もって決めていたらしい。その協力者と思わしき人物は釣燈とう火かも下げず大きな外がい套とうに身を隠したまま、やがて十歩の間を置いて立ち止まった。そして不意にその肩から一羽わの鳥が飛び立ち、イランドの目の前に降り立つ。

「──イランド様。お待ちしておりました」

　密偵の黒くろ鶸びわだ。先に飛ばしておいたのだろう。彼によれば、数の多い犬は目立つため森に据え置き、近くの泉で身体を癒させるらしい。その間、俺達は協力者の館に身を寄せることになる。十日間の強行に耐えてくれたベオルに感謝としばしの別れを告げると、俺達は協力者の案内で街へ入った。

　今宵こよいは雲で月が隠れ、濃い夜闇に覆われた城下町は驚くほど静けさに満ちている。ガラド中原とは距離があるせいか、ガズビオラのように戦いを匂わせる不穏な言げん血けつも漂っていない。ある意味、それは俺がよく知っている城下町のままだった。しかし、今の街を覆う静寂は不気味なほど穏やかで、見知った街のはずなのに酷ひどく居心地の悪いものを感じる。やがて俺達は裏通りを抜け、裏庭から一つの大きな館に入った。そしてすぐに客間へ通される。建物の外観は一目でそれが貴族か大商人のものだと分かる立派なものだったが、室内の調度品からもその気品を見て取れる。赤燕の国レポルガにこういった内通者がいることは驚きだったが、そこまで一言も口を利きかず案内に徹していた協力者が外がい套とうを脱いだ時、俺はさらなる驚きを覚えた。

「──マーナ……？」

　暗褐色の髪を二つに束ね、その腰には赤せき刀とうが一振り。こちらに向けられた柔和な笑みは、五年前から何一つ変わらぬ優しさに満ちている。

「お久しぶり、ユウファ」

　俺やガタリと共に護ご舞ぶ官かん見習いを目指し、研けん鑽さんを積んだ友人の一人。彼女はイルナやイランドに向けて軽く頭を下げ、名乗った。

「私はマーナ＝ペルゲン。ユウファとガタリ＝アルマンとは旧知の仲なんです」

　……赤燕の国レポルガの協力者と聞いた時、どうして彼女のことを忘れていたのだろう。王宮の内部に通じ、それでいて俺達の意図を理解してくれる貴族など、彼女を置いて他にはいない。

「ガタリから蜻蛉とんぼが来た時には何事かと思ったけれど、随分と大変なことをしでかすそうね」

　マーナは俺を見つめ、くすりと笑う。それはいつの日か、ガタリと共に師匠をだまし討ちしてみようと考え、彼女に計画が露見した時のことを思い出させる。

「……むしろマーナの方こそ大丈夫なのか？　俺達に協力することが一体どういうことか分かってるんだろ」

「どういうことって……そんな、赤燕の国を守るんでしょう？」

「──」

　ここにも一人、いる。三人で交わしたいつかの約束を守り、そのためには一瞬の迷いさえ見せない友がいるのだ。彼女の言葉に滲にじむのはあの頃から変わらぬ芯の強さであり、俺達に対する揺るぎなき信頼だった。

「大体の状況はガタリとか白三日月の国ルーガーダの人達に教えて貰もらったわ。皆、戦争を止めたくて動いているんだもの、協力しない理由なんてないじゃない」

　……そう言えば、師匠に挑もうとした時も彼女は俺達を止めるどころか、むしろ喜んで計画に乗ってきたのだった。何年経たっても変わらぬ思い切りの良さはなんだか笑えてくるほどだ。

　俺達は王宮侵入を決行するまで、ペルゲン家の館で過ごすことになった。イランドは既にこちらへ来ていた部隊の人間と話し合いをするため部屋を出ていき、俺とイルナはマーナに連れられ寝室へと向かう。

「……あの、マーナさん、一つ質問してもいいですか」

　館の廊下を進みながらイルナが尋ねると、マーナは気軽に頷うなずいた。

「ペルゲン家は、既にマーナさんが家長になられているんですか？」

「いいえ、父も母も健在よ。確かに父の跡を継ぐのは私だろうけどね」

「それじゃあ、ご家族は白三日月の国ルーガーダへの協力に賛同してくださったんですか」

　確かにこれほどはっきり俺達に協力する以上、ペルゲン家全体が国への反逆行為に加担するという状況は免まぬがれない。それほど理解のある家なのか、と思っているとマーナは、あはは、と笑って首を横に振った。

「そんなわけないよ。反対されたから、父親の首に刀を突きつけて認めさせた。今、私の家族はもうこの街にいないの。亡命させたっていうか、私が追いだした」

　啞あ然ぜんとするイルナの表情を見て、次に飛んでくる質問の予想もついたのだろう。彼女は尋ねられるよりも先に言う。

「私は別に、ガタリとユウファの考えを何より重んじているとか、そういうわけじゃないのよ。もちろん二人のことは信用していて、だからこそガタリから手紙が送られてきた時、彼の語った国王の事情や、あなた達の話、そういったことを真剣に考えようと思ったわ。それで、よくよく考えて、結局私の家族、そして赤燕の国レポルガを守るにはこうするべきだと判断したってだけ」

「……」

「まあ、自分の親に切っ先を向けて、あれだけ怯おびえられるとつらいものもあるけどね」

　マーナは誤魔化すように笑って、しかしすぐに声音を戻し、言う。

「私思うのよ。逃げ出さなきゃいけないって思った時じゃ、もう遅いって。亡命するためには、まだみんな元気で、何も失うものなんかなくって、でもただそれがいつかもっと酷ひどいことになるかもしれない、っていう予感だけを信じて、全部捨てなきゃいけない。それで亡命が正しかったんだって証明されるのは、結局逃げ出した国が亡ほろぶ時。だから……凄すごく難しくて、苦しい」

　全てを失って、ただそれでも道を選ぶ意思だけはあると、そう叫んだガタリを思い出す。逃げ出すためではなく、生き延びるために。その絶望的な戦いに踏み込める人間が、果たしてどれほどいるというのだろう。

「ただ、亡命しなくても済むのが一番でしょう。だってほとんどの人は亡命なんかできない。気付いてすらいないんだもの。そういう人達を助けるために、私はここに残った」

　マーナは廊下から見える中庭を指差し、少しだけ表情を緩める。

「私、あそこでね、私塾を始めたの」

「ガタリから聞いたよ。燕えん舞ぶの稽古をつけてるんだろ」

「そう。私は燕えん舞ぶで誰かを守るよりも、燕えん舞ぶで誰かを守る人を助けたいって思ったから。でも毎日、自分で荷物も持ったことのないお坊ちゃんとか、お嬢様ばかりでね。全然、稽古なんて言えるものじゃないんだけど」

　彼女は不意に立ち止まり、俺をまっすぐ見つめると、言う。

「子供達はね、不安がってるの。大人よりずっと敏感に、何かが起きるって気付いてる。気付いているのに、彼らは亡命出来ないのよ。……だから子供達を守ってあげて。子供達が笑って稽古を出来る、そういう赤燕の国レポルガを守って。……それができるのはユウファだけなんでしょう？」

「俺だけじゃないだろ。こうやって協力してくれるマーナやガタリだって」

　だが俺の言葉を制するようにしてマーナが呟つぶやいたのは、懐なつかしいあの言葉。

「──心臓に燕つばめが降りたのは、ユウファだけよ」

「……」

「ユウファが護ご舞ぶ官かん見習いに選ばれた時、あなたが帰った後でね、ヘイダス先生が私とガタリに言ったの。護ご舞ぶ官かんは、王の笑顔を知っていて、そこに向かって一番に飛んでいく燕つばめなんだ、ってね。どんなに傷ついて、血に濡ぬれても、決して墜おちない一羽わの燕つばめ。だから、お前達はその翼を見て、進むべき道を知ればいいって」

「……」

「ユウファが、救うんだよ」

　マーナの言葉を聞いて、俺は突然自分が護ご舞ぶ官かんになった夜のことを思い出した。五年ぶりに再会したアルナによって下された命令。スゥの澄んだ声が、記憶の底から響き渡る。

　──ユウファ＝ガルーテン。あなたを第百三十二代護ご舞ぶ官かんに任命致します。王の肩に留まるべき守り手の燕つばめとなり、血染めの翼を持って赤あか燕つばめ足らんことを。




　……それから二日後、密偵の黒くろ鶸びわがガラド中原において赤燕の国レポルガの軍が動いたという知らせを届けた。エスレイの街に潜んでいた白三日月の国ルーガーダの兵士達にも、イランドにより、奇襲決行の知らせが伝えられる。

　最後の時が、迫っていた。
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　場違いな程に星空の輝く真夜。俺とイルナ、そしてマーナの三人は王宮の裏手の森に息を潜めていた。すぐそばには篝かがり火びによって照らされた犬舎がある。そこは丁度アルナと共に赤あか燕つばめの森へ踏み込んだところとまさに同じ場所だった。

「……確認するけれど、猶予は一つ時よ。遅れて白三日月の国ルーガーダの部隊が侵入することになってる。彼らが月げつ鳴めい宮きゆうに辿たどりついて国王を暗殺する前に、私達は目的を果たさないといけない」

　マーナは犬舎傍そばの通用門に目を光らせながら、そう呟つぶやく。それから不意にイルナの方に目を向けると、真剣な面持ちで尋ねた。

「……本当にあなたもついてくるの？　出来る限り私も護衛の役目を果たすつもりだけれど、命の保証は出来ないわよ」

　するとイルナは小さく唾を飲み込み、頷うなずく。

「自分のことは、自分で守ります……もし危ない目に遭ったとしても無視してもらってかまいません。……あたしはただ、今夜だけはユウファの傍そばにいたいんです」

　ベオルもまた、イランド達と共に後から侵入することになる。それまで俺達は三人だけで行動するのだ。もし接敵してしまえば、俺やマーナがイルナを守る余裕はほとんどないだろう。

「俺達は別に戦いに行くわけじゃない。出来る限り見つからないように気を付けよう」

　俺の言葉に、二人が頷うなずく。そして丁度通用門の見張りが入れ替わる瞬間、俺達は駆け出した。




　エスレイの王宮は王の住まいである月げつ鳴めい宮きゆうと諸官庁や王の政務のために作られた本城、そして大講堂からなり、それを取り囲むように白亜の壁が取り囲んでいる。書庫は月げつ鳴めい宮きゆうと本城の間、渡り回廊の隣に位置していた。夜闇に紛れ、ただひたすらに目的地へと突き進む。夜は見張りの鳥が飛んでいるが、それもまた一定の経路で巡回しているらしい。既に安全な道は調べられており、俺達はマーナの先導に従って走るだけだった。

　武官連の近くまでやってきても人の気配はなく、結局俺達は何の障害もなく書庫に辿たどりつく。普段人の訪れることのないその建物は戸締りの確認がされているわけでもないのだろう。昼間マーナが訪れ開錠しておいた窓から、俺達は簡単に入り込むことができた。

　書庫に足を踏み入れると、その静寂の懐なつかしさに胸を衝つかれる。乾いた紙の匂いも、敷しき石いしに響く足音も全てがあの日のまま。ただ夕ゆう陽ひの燃えるような光だけが欠け、それはここにいたはずの一人の少女を思い出させた。

「私は外を見張っているわ。出来る限り急いでね」

　マーナにそう促され俺達はとりあえず書庫の中心にまでやってくるも、足が止まる。イルナは小さな釣燈とう火かを灯ともし、こちらを見下ろすように立ち並ぶ本棚の壁に目を凝らした。

「……それで、何をどうやって探すの？　血けつ翼よく王おうが指定した場所がここだとして……まさか、この山のような本の中に隠されてるとしたら、ちょっと眩暈めまいがするんだけど」

　燈とう火かの灯あかりは天井まで届くことはなく、改めて王族の書庫の大きさを感じさせる。この蔵書にアルナが残した何かが残っているのだとしたら、どうやって探し出せばいいのだろう。

「……でも、ここで間違いないはずだ。ここには特別な言げん血けつが流れてる。今まで、ただの匂いかと思っていたけど、そうじゃない。これ、言げん血けつの匂いだ」

　しかも、それを今の俺は知っている。

「……血翼王の言血に、似てる」

　微かすかな、しかしほんのりと身体を温める、熱を孕はらんだ言げん血けつ。あの苦痛に満ちた言げん血けつとは異なるが、それでもどこか血けつ翼よく王おうを思わせるものがあった。ただしそれは書庫全体に漂っていて、匂いの元を探ることは出来そうにない。

　しかし、ふとイルナは立ち止まり、「……ちょっと待って」と呟つぶやくと途端に駆け出す。俺が後を追うと、彼女は歴史書が収められた棚の前で立ち止まった。

「ねえ、あそこにあるやつ、とってくれるかしら。『王宮の歴史』って書いてある本。あー、同じ題名でも一番古そうな背表紙の」

　言われた通り少し高いところに置かれていたそれを手に取るが、見た目はやはりただの古めかしい本に過ぎない。しかしイルナは釣燈とう火かを俺に押し付け、床に本を広げると凄すごい勢いで紙を捲めくっていく。古語の類で俺には全く読めないが、やがて彼女は顔を上げ、小さく頭を振った。

「……駄目ね。もしかしてここの書庫になら、王宮が建てられた当時のことでも書いてあるかと思ったんだけど」

「そりゃ、人目につくようなところには書かないだろうしな」

「分かるのは書庫と大講堂が最初に建てられたってことくらいかしら。たぶん、血けつ翼よく王おうが完成を確認できたのはその二つだけね。ここになさそうなら、大講堂を見てみても……」

　しかし、大講堂に関して俺とアルナの思い出はない。あれが赤燕の国レポルガでも最も古い建物の一つと言われているのは知っているが──。

　そこで不意に、俺は何かが引っかかるのを感じた。

「なあ、俺達が最近見た古い建物って何だっけ」

「いきなり何よ」

「いや、いつだったか、大講堂のことを思い出した気がするんだよ……何か、古い建物を見て……たぶん、イルナと会ってからの話だ」

「そんな漠然としたこと言われても……マジス＝バラン？　それともナサンゴラの塔とか？」

　違う。そうじゃない。もっと古びていて、ぼろぼろになった……そう、王宮の大講堂とよく似た、何かを見たのではなかったか。

「後は……エンドスの街並とか……あっ、ナサンゴラの寄合所も、かなり古かったわよね」

「──それだ」

　俺の泥のような記憶から、一つの印象が引きずり出される。ナサンゴラの寄合所、その地下にあった大講堂。あの空間は王宮の大講堂によく似ていると思ったのだ。いや、順序は逆だったのではないか。王宮の大講堂があれに似せて作られた。血けつ翼よく王おうはナサンゴラを訪れ、その建築方法を目にしたはずなのだ。地下に伸びる建築。エンドスやナサンゴラに根付くあの風変わりな家の造り。

　イルナも同じことを察したのか、はっと目を見開き頷うなずく。

「あれはね、もともと地下に流れる言げん血けつを居住空間に浸しみこませるためのものなの。もしも血けつ翼よく王おうが残したものが、何か言げん血けつに関わるものだとしたら──」

　俺はイルナの言葉を聞き終える前に身体を伏せ、指の感覚を開いて敷しき石いしに触れる。ナサンゴラの街で一度やったことだ。要領は分かっている。あの時と異なり、敷しき石いしから漂う言げん血けつの匂いに偏りはないが、しかし本の全てを調べるよりも、床の全てを調べる方がずっと早い。イルナも釣燈とう火かと片眼鏡を手に、床をしらみつぶしで探っていく。

　そしてしばらく経たったとき、書庫の奥でイルナが声を上げた。

「ねえ！　ちょっと来て！」

　急いで駆けつけると、イルナは大きな敷しき石いしの上に這はいつくばり、片眼鏡でそれを睨にらんでいた。

「……これ、石じゃないわ。塗装がされていて、色は石と同じだけど、質感が金属みたい」

「鳥ちよう門もんだ」

　触れた感触ですぐに分かる。そして俺は即座に自分の言げん血けつを鳥ちよう門もんに向かって流し込んでいた。血けつ翼よく王おうが閉じ、そして俺だけが開くことのできる門があるとしたら、二人に共通するのはアルナの記憶、彼女の言げん血けつという鍵を持っているということ。

　そして予想通り、鳥ちよう門もんは甲高い音と共に忽たちまち口を開き、地下へと続く階段が現れる。

「うわっ」

　穴から噴き出した言げん血けつの濃度に、イルナでさえ顔を歪ゆがめた。……熱い。皮膚が火傷やけどを負ったかと錯覚するほどに、熱い言げん血けつだった。俺はこの言げん血けつをよく知っている。幼き日のアルナの記憶。一人ぼっちの書庫で彼女を襲った、燃えるような孤独の感情。あれはアルナの言げん血けつだけじゃない。血けつ翼よく王おうの言げん血けつが彼女に浸しみ込んでいたのか。

「……なあ、ちょっといいか」

　俺の後について地下へ降りようとしたイルナに、俺は一つ頼み事をする。

「……イルナはここで、待っていてほしい」

「え？」

「……この先に待っているのが何なのか分からない。それに、この言げん血けつを浴び続ければ、イルナの言げん血けつがおかしくなる」

「そんなところ、なおさら一人でなんか行かせたくないわよ」

「二人の言げん血けつが狂ったら、元には戻れないだろ。イルナはここにいて、ちゃんと待っててくれ。それで俺がおかしくなって帰ってきたら、またいつもの俺に引き戻してほしいんだよ。それはイルナにしか出来ないことだろ」

　おそらく俺の身体は使い物にならなくなる。地下から湧き上がる言げん血けつに触れるだけで、俺はその予感を拭い去ることができなかった。だからこそ、イルナはここにいて欲しい。俺の進むべき方向を、俺の代わりに覚えていてくれる。それは、どんなことも決して忘れることがない、彼女だから出来ることなのだ。

「……分かった」

　イルナは少しだけ不安そうに眉を顰ひそめ、しかしそれでも俺を送り出してくれた。

　俺は独り、書庫の地下へ、数百年の間封じられていた約束の場所へ踏み込んだ。
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　一歩階段を降りるたび、言げん血けつが濃くなっていく。まるでディナンに言げん血けつを縛られた時のように、強烈な感情の塊が自分の身体を取り巻いているのだった。書庫の地下深くへと続く階段には灯あかり一つ灯ともされていないというのに、空気に溶け込む言げん血けつの光で全てがうっすらと見える程なのだ。全身を火あぶりにされるような痛みを覚えながら、それでも足を進めることができたのは、このところ言げん痛つうの痛みに耐え続け、感覚が麻ま痺ひしていたからだろうか。

　やがて階段の底に強い光が見え始め、それと共に痛みが倍加する。視界には火花が走り、まるで皮膚に火がついているのではないかと錯覚した。……これは言げん血けつが持つ熱だけではない。言げん血けつに含まれた記憶、それ自体が熱を伴っている。まるで大火事の中に取り残されたように、俺の視界には燃え上がる火柱の幻さえ垣かい間ま見みえるようになっていた。

　しかし遂ついに底へ辿たどりついた時、俺は全身の痛みも幻覚も、全て意識の奥に追いやられる。それほどに、目の前にある現実の方が、よほど信じがたいものだったからだ。自分は再び夢の世界に来てしまったのではないか。そう思ってもおかしくないだろう。

　俺を待っていたのは、まさに血翼王その人だったのだ。

　アルナリス＝ガルーテンの肉体が、小さな部屋の奥、玉座のような椅子にもたれかかっていた。《大おお盃さかずき》で見た姿と比べると少し齢よわいを重ねたようにも見えるが、それでも三十に届くか、届かないか。いまだその美しさをうかがわせる身体が、そのまま、数百年前のまま、残っている。

　奇妙なのは彼女の背中に巨大な血けつ晶しようが生えているということだった。それは血けつ翼よく王おうの背後に広がる巨大な白い水盤──間違いなく言げん血けつの泉と思われるものに繫つながっている。

　血けつ晶しようは彼女の背中と椅子を癒着させ、氷漬けにするかのようにその肉体を取り巻いていた。彼女は生きているのか、死んでいるのか、そう思って一歩前に踏み出すと、あろうことか血けつ翼よく王おうの瞼まぶたがぴくりと震えた。

「……っ」

　息を吞のむ。ゆっくりと彼女の目が開かれ、それから正面にこちらを捉えた時、俺は周囲の強すぎる言げん血けつのせいか、あるいは奇き蹟せきのようなその光景のせいか、完全に言葉を失っていた。




「……久しぶりだな」




　アルナリスが口を動かす。その声が《大おお盃さかずき》の頃と変わらないものであること、そして彼女がはっきりと俺を待っていたと分かり、さらに驚きが大きくなる。

「……随分と長い間、君を待っていたよ……」

　一言言葉を放つたび、彼女の口からは白炎のような言げん血けつが漏れる。莫大な言げん血けつと繫つながり、その身体から溢あふれ出でる程だというのにもかかわらず、彼女にはまだ意識があった。彼女は薄く微笑ほほえむと、「もっと近づいてくれないか」と言う。

「……あなたは、血けつ翼よく王おう……ですよね」

　三歩ほどまで近づき、そう尋ねると、アルナリスは頷うなずく。

「そうだ……君と《大おお盃さかずき》で別れた後、私が──いや、私達が王の跡を継いだ……」

「私達って、アルナは、アルナは無事なんですか？」

「安心しろ。彼女は眠っているだけだ……もともと一つの身体に無理やり二人の意識を宿らせている……数百年前から、彼女は眠ったまま……私が寝ずの番を買って出ただけだよ……」

「……でも、その、これは一体……俺はあなたが白三日月の国ルーガーダに残した言葉を信じて、ここまで来たんです」

「あれはアルナが残したものだ。いや、この部屋も全て……アルナの意志によって用意されたと言って構わないだろう」

「……この時代の戦争を止めるため、ですか」

「いや、どうだろうな……私達は結局方法を見つけることができなかった。具体的な技術は勿もち論ろん、あるいは預言によってこの時代の戦争を防ぐこともできなかった……当然、そうすると私達は二度と会えないからな。アルナと君が、会えなくなること……彼女はそれを一番恐れていた。ある意味私がここにいるのは、問題を先送りするためだったのかもしれない……」

　血けつ翼よく王おうはどこか困ったように、されど酷ひどく優しい声音でそう呟つぶやく。彼女の口元からは白い言げん血けつが滴したたり落おち、俺はどうしてもアルナが赤せき刀とうに宿ったあの別れを思い出してしまう。すると血けつ翼よく王おうも不意の痛みに額を歪ゆがめた。

「……この身体ももう長くない。ただ、君に贈り物をする前に……少しだけ私の話を聞いてくれないか」

「……あなたの話、ですか」

「ああ。アルナじゃない。アルナリスの話だ……」

　そして彼女はなおも白い光を吐き出しながら、少しずつ語り始める。

「……《大おお盃さかずき》の夢から覚め、意識が戻った時……私は酷ひどく心が軽くなったことに気付いた。私が溜ため込こんでいた戦乱の記憶が、ほとんど抜け落ちていたんだ……」

「アルナのことは気付きましたか……？」

「いや……すぐには、分からなかった。自分の言げん血けつの中に、よく分からない記憶が混じっている……そうとしか思わなかったんだ。ただ、なぜかその記憶には幼い頃の君が出てくる。ユウファという護ご舞ぶ官かんについて、数百年後の記憶がなぜか……私の中にあったんだ。そして多くの知識があった。それまで理解できなかった王おう歌かの言葉も……これから国を立て直すために必要な形も……全てが私の中にあった……」

　《大おお盃さかずき》の中で、アルナとアルナリスは言葉を交わしてはいない。同じ肉体に宿る以上、二つの意識が意思を通わせることも出来なかったのだろう。その代わり、基底となる記憶や知識だけが共有されることになる。今の俺が王おう歌かを理解できるように、アルナの記憶に触れたアルナリスも、王族としての知識を得たということか。

「……私から抜け落ちた死の言げん血けつは、ただでさえ血染めとなっていたガラド中原を命の寄りつかぬ場所にした。湖水に言げん血けつが混じったせいで、それを飲んだ兵士は病にかかり、戦意を失ったよ。収束は早かった。広大な不毛の大地を作るという代償を払い、私は戦乱を終わらせたわけだ。……そして赤燕の国レポルガをまとめあげ、身分を偽り、私は血けつ翼よく王おうとなった。それでも民から支持され、もはや自らのやるべきことがなくなった頃、私は一つの疑問が頭から離れなくなったんだよ。……ユウファ＝ガルーテンとの約束、それは何だったのかと」

「俺との約束……？」

「……君と、何か大切な約束をした。その記憶だけが残っていた。あるいは、どこかで私は君を探していたのだと思う……私には護ご舞ぶ官かんがいない。だから君のような人間を、心のどこかでずっと追い求めていた……」

　彼女はそこで言葉を区切り、白い血を大きく吐き出した。思わず近づこうとすると、彼女はゆっくりと首を横に振り、話を続ける。

「……そしてある時、偶然にもジル＝ペトロに会ったのだ。国の見回りに出ていた時、ある街で本当に偶然にな……そしてその瞬間、何か私の中で言げん血けつが暴れ出した。アルナの意思が……ようやく、目を覚ました」

「目を覚ますっていうのは……二つの意識で動いていた、ということですか」

「いや、身体は常にどちらかしか動かせない。だが私は気を失い、気付けばアルナの手紙を私は持っていた……同じ肉体を共有しておきながら、私達はまるで文通でもするかのように、互いに手紙を書きあったのだ」

「……それで、アルナと俺の約束を知ったんですね」

「ああ……そして私達は旅を始めた。王の身分を捨て、亡命の旅を……始めたんだ」

「そ、それじゃあ『血翼王亡命譚』は」

「君との約束を果たすために……各地を回り、君が止めなければならないこの時代の戦争への方策を探していたんだよ」

「……」

「私達が頼ったのは鳥ちよう献けん……そして、翼人達の伝説だった。いや、数百年前、それは伝説ではなかったがな。翼よく人じんの街は先進技術を生み出す街……私達はそこを巡り、技術を、戦争を止める方法を探し続けたんだ……」

　鳥の監視のもと、様々な工業を発展させる街。それはまさしくナサンゴラのような場所だったに違いない。その記録の集積が、今の時代においては翼よく人じん伝説の記録と重なるということか。

「だが既に言った通り、それは見つからなかった。どんなに探しても、戦争を止める技術などなかったのだ。結局、私達は奇き蹟せきに頼るしかない……王おう歌かに頼るしかないと、そう考えた」

「もしかして……この部屋の言げん血けつは、王おう歌かのために？」

「そうだ。……数百年分の言げん血けつを使えば、起こせない奇き蹟せきなどありはしない。そして君の中にはアルナの王おう歌かの知識があるだろう」

　数百年分の言げん血けつに勝る人間の意思など、確かに想像しえない。だがすぐに疑問が生じる。なぜその言げん血けつに繫つながっている血けつ翼よく王おうは、無事なのか。なぜ言げん血けつに意識が吞まれていないのか。

　彼女はこちらの疑問を見透かしたうえで、こう言った。

「……私は、翼人になったんだよ」

「翼よく人じん？」

「ナサンゴラの言げん血けつを覚えているだろう。数百年分の言げん血けつに飲まれようが意思を失うことはなく、老いや成長の速度が著しく落ちる……あれは、翼人の言血の性質なのだ。より正確に言えば、翼の性質だ。翼を植えつけられた者は言げん血けつが書き換えられる。ナサンゴラが災厄に見舞われた時、鳥達は街の住人に、別の形で性質を共有させたわけだ。翼ではなく、翼よく人じんの王女から抽出した言げん血けつそのものを押し付ける。そうして数百年の間変わることのない街を作り上げた」

「……それじゃあ、あなたも言げん血けつの性質を書き換えたんですか」

「いやもっと単純な話さ……私は翼を植え付けた。この背中の血けつ晶しようは……翼の骨髄だ」

「──」

「当時、翼よく人じんは姿を消していた……だが、一つだけ残っていたんだよ。持ち主のいない、翼が」

　なぜか、俺はその時、彼女の言おうとしていることが分かってしまった。

　それは彼女の放つ言げん血けつに混じる別の感情、その正体に気付いたから。大火事の中で取り残される孤独。アルナと共鳴した、母を求める灼熱の言血。




「この翼は……サーニャ＝アスカリトラの翼だよ」




　ジルがジルバンドと共に、メトラジガッドの大火で切り落とした、サーニャの翼。果たして火災の後にそれがどこへ行ったのか、俺はジルから聞かされていない。

「……この翼はナサンゴラの塔でフェムガンが保管していたものだ。肉や羽は焼け焦げ、骨の部分しか残っていなかったが、私達にとって必要なのは、その言げん血けつの性質だけだった」

「フェムガンから譲りうけたんですか」

「ああ。彼にとって、この翼は嫌な記憶を思い出させるようでね。随分と素直に渡してくれた……ただ、ジルはそう簡単に認めなかった。結果的に、私は彼女から娘の翼を奪い……そしてその時の記憶は、王おう歌かを使って全て消した」

　フェムガンは一度ジルに対し、お前は記憶を失っている、と言ったことがあった。塔での対面は二度目であり、一度目をお前は忘れている、と。あの時はただフェムガンが噓うそを吐いただけだと思っていたが、そうではなかったのだ。フェムガンだけが覚えている対面が確かにあって、それをジルは忘れさせられていた。

「翼がなければ、ジルは他の民と同等だ。一人、王族を背負う理由もなくなる。君達が彼女を救う運命は変えられないから、せめて自責の念を減らしてやりたいと思ったのだがな……」

　結局数百年、彼女は苦しみ続けただろう、とアルナリスは言った。彼女は今一度言葉を切り、痛みに耐えるかのごとく表情を歪ゆがめる。そしてふと白い涙が、彼女の眦まなじりから零こぼれ落おちる。

「……今から私は、王おう歌かを使う。君の赤せき刀とうにもう一度……言げん血けつを注そそぎ込こむ。その刀は君だけの《大おお盃さかずき》になるんだ。大量の言げん血けつを保持し、君だけがそれを引き出せる。思い通りに扱うことは難しいだろうが、それでも君の言げん血けつが完全に吞み込まれることはないはずだ……」

「そのために、こんな長い間……俺を待っていたんですか」

「そうだ」

「……」

「これは私が望んだことだ。私とアルナは多くのものを共有してはいるが、一つの意思ではない。彼女の考えに賛同しなければ、こんなことはしていないよ」

「どうして──」

「まだ分からないかい？」

　そう言って、彼女は少しだけ寂しそうに笑った。

「……君に感謝しているからだ。《大おお盃さかずき》で君と出会い、私は戦乱の記憶から解放された。君のために世界を駆けまわり、多くの物を見ることができた。私はきちんと、この世界で、時を歩むことができたんだ」

「……あなたを支えたのは、アルナです」

「もちろんだよ。でも、私が会いたかったのは君だ。アルナがどうしても、数百年の時を超えてでも助けたいと、そう思わせる君が気になった。手紙の中で、アルナは何度も語るんだよ。君との楽しい思い出の一つ一つを。私はその記憶を知っているのに、それでも彼女は、まるで秘密の宝物を見せるように私に語ってみせた。……私はアルナの想おもいに引きずられただけかもしれない。君と私の思い出なんかない。君の中にあるのはいつだって、アルナの笑顔だろう」

「……」

「けれど、それでもかまわないと思えたんだ。私は幸せだった。血けつ翼よく王おうとして生きることが出来て、幸せだった。……王を失って、この命をどう使えばいいのか分からなかった私が、新たな目的を見つけたんだ。君に会いたい。もう一度君に会って、話をしたい。……私にとって、戦争を止めるのは二の次だったのかもしれない。私は、ただ……ユウファ＝ガルーテンに会いたかった。ほんの僅かな時間でもいい……こうして君と言葉を交わし、同じ時間を生きてみたかった。……アルナに自慢できるような君との思い出が……私も欲しかったんだ」

　俺が彼女のために、何をしたというのだろう。血けつ翼よく王おうの苦しみを取り除いたのも、幸せを分かち合ったのも、アルナの意志だ。こうして今もまた、俺は彼女の善意に甘え、助けられるばかり。俺が彼女に想おもわれる理由など、欠片かけらもないというのに。それでもこの人は、数百年の眠りを俺に捧ささげてくれようとしている。

「……何か、望みはありますか」

「え？」

「俺は、あなたのために何もできなかった。こんなの不公平でしょう。大切な人間っていうのは、対等じゃなきゃいけないんです。俺は、そう教わったので」

　アルナもアルナリスも、俺に与えるだけ与えて、いなくなろうとする。そんなのは不公平なのだ。俺だって、彼女達のために何かをしたい。少しでも対等に、彼女の隣に立っていたい。

　するとアルナリスは視線を下に向け、こう言った。

「……私の膝の上にある、箱をとってくれるかい？」

　それは化粧箱にしては少し平べったく、しかも厳重に封のされたものだった。

「その中に、『血翼王亡命譚』の原典が入ってる。外に流したものは適当に書き換えているが、それは正真正銘、私とアルナの直筆だ」

「……」

「それを読んでほしい。その本は君のために書いたんだ。私とアルナが、君を想おもって書いた本だ。……それでいつか、その続きを書いてくれないかい。君が生きた時間、君が生きた想おもいを書き続けて欲しい。それが私の願いであり、アルナの願いだ。もう一度言おう。──君はこれからも生きなきゃいけない。私が見れなかった世界を見て、感じて、生きなければいけない。それからきっと、誰かに愛されて、誰かに愛していると言うんだ」

　なんて難しい願い事だろう。アルナリスもまた、生きろと言う。かつてアルナが願ったように、彼女もまたこの俺が、死ぬことを許さない。

　これ以上難しいことなんて、きっとこの世にはないだろう。




「──必ず、約束は守ります」




　俺の言葉にアルナリスは微笑ほほえんだ。そして、最後に告げる。

「……さあ、今度は君が世界を救う番だよ」

　彼女は次の瞬間、王おう歌かを紡つむぎだす。彼女の身体、血けつ晶しようの塊となった翼、そしてその背後に控える言げん血けつの泉、その全てが白い輝きを強くする。

《──この身は、あなたの、傍そばに》

　王おう歌かの意味はこんなにも単純で、しかしその音色はあまりにも美しい。全ての光が奔流となり、部屋に渦巻き、俺の赤せき刀とうへ注がれる。

　最後までアルナリスは俺を見つめていた。だからこそ、こちらも彼女を見つめ返す。

　全ての言げん血けつが赤せき刀とうの鞘さやに消えた時、周囲は完全な闇となった。しかし刀の鯉こい口ぐちを切ると、その刀身から仄ほの白じろい炎のような輝きが漏れ出している。数百年溜ため込こまれた言げん血けつ。俺はその手を繫つながなければならないのだ。そして、この力をもって、戦争を止める。道具はアルナ達が用意してくれた。それをどう使うかは、俺の役目。

　まずはこの言げん血けつを御すること。そう思い、満身の言げん血けつをこれ以上ない程結び合わせ、柄を握った。そしてそっと言げん血けつに触れた途端、焼き尽くされる。

　俺の意識は劫ごう火かに吞み込まれ、粉々に砕かれた──。
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　ガズビオラの中心、岩窟宮から望むガラド中原。朝霧が晴れると同時に姿を現したのは、丘陵の輪郭をなぞるようにして展開する赤燕の国レポルガの兵だった。その数、四千以上。加えて彼らは既に悦えつ薬やくを飲み、恐れを失っている。ガズビオラを囲む外壁は砂城のごとく、その前に連なる防衛の陣は地に生える青草のごとく。対する敵は人ではなく、ただ蹂じゆう躙りんする肉塊に過ぎぬと、肩をいきらせていた。

　一方、街の外壁を護まもる白三日月の国ルーガーダの軍。ようやく差し込んだ朝日が丘を照らし出した時、兵士達は一様に息を吞のんだ。果てのない横列陣形。まるでその数を誇示するかのような敵軍の姿に対し、手前で密集し、息を潜める味方の軍は、まるで逃れられぬ獲物が捕食者へと必死の一撃を喰くらわせるべく、ただその時を待つ悲ひ愴そうに満ちている。

　外壁の中心、戦場を容易に見渡せるその位置に、ユルキド王の姿はあった。目前に迫りくる国の死をただ見据えることしかできない一人の王。彼の胸中では既に、敵諸もろ共ともガズビオラを燃やし尽くす、ただその光景ばかりが反復されている。避けられない終わり。勝利と称するにはあまりに苦しいその戦いを、それでも始めなければならない。勝ち目の見えぬ相手に、ただ耐えろと、お前達の命を贄にえにこの街を救えと、そう鼓舞することができるのだろうか。岩窟宮に引きこもり、ただ一人猫への復ふく讐しゆうを願っていた自分に、いまさら何の言葉があろう。戦いを知らぬ兵士達に、戦いを知らぬ王がかける言葉など、全ては虚言に過ぎないのではないか。

　──だが、ある時一つの黒い影がガズビオラの正門を飛び出し、兵を搔かき分わけていく。それは黒くろ犬いぬに乗った一人の青年の姿。赤燕の国レポルガの正装を纏まとい、その肩には赤あか燕つばめを乗せた、王子の姿。

　ガタリ＝アルマンはタイロにまたがり、単騎で赤燕の国レポルガの軍に向かって行った。強大な風に投げ込まれる小石のごとく、その姿は誰の目にも無謀に映る。赤燕の国レポルガの軍が待つその場所まで、一つのちっぽけな影は突き進んでいった。すると、敵軍を率いる騎士隊長、ヤウナ＝リュケーラは陣より単騎進みいで、二つの影は丁度両軍の真ん中で対たい峙じすることになる。

「──これはアルナリス王子。ここは既に戦場ですが、果たしていかなる用向きか」

　ヤウナはガタリを正面から見据え、そう言った。相手はかつて彼女の部下であり、その素性は知っている。それでもアルナリスと呼んだのは、明らかに侮蔑の意図が含まれていた。

　しかしガタリは凛りん然ぜんたる表情を微み塵じんも崩さず、落ち着いた声音で答える。

「用向きなど、一つに決まっている。戦争を止めるため、それだけだ」

「……随分とふざけたことを仰おつしやる。わざわざここまで来て、刀を収めてください、とは」

「この戦争がアルナリスの奪還を目的として始まった以上、僕がこうして無事に存在する時点で、戦いに意味などない。無用な血を流す必要がどこにある」

「あなたの存在など、きっかけに過ぎない。赤燕の国レポルガの兵士達は既に戦うことを選んだ。それゆえ、ここに立っているのだ」

　ヤウナの語りは妄言に過ぎない。兵士達は悦えつ薬やくにより、戦うこと以外を忘れさせられたのだ。しかしそれがどれほど正しくともガタリの言葉は届かない。二人の姿が見える者達でさえ、まるで興味を示そうとはせず、殺意に満ちた視線はひたすらにガズビオラへ向けられている。

「お前がどれほど立ちはだかろうと、意味はないのだ。ここに奇き蹟せきを起こせる者はいない。唯一、脅威となりうる男は遠く離れたエスレイの王宮で、別の私に殺されていることだろう」

　ヤウナが突如おぞましい笑みを浮かべる。その瞬間、ガタリはそこにヤウナとは異なる、もう一つの意思を感じ取った。

「……お前は、ディナンか」

「正確には、猫、だがな。ディナンと呼ばれる私の言げん血けつは、メルトラ王の身体の中。されど既に増援となる言げん血けつが猫の国から届いている。私も同様。巨大な猫の意思、その一つに過ぎない」

　猫の言げん血けつは全てが等しく、分離、合流も自由に行うことができる。たとえメルトラ王に対しディナンの言げん血けつが不足であろうとも、さらに猫の言げん血けつが加わればねじ伏せることなど容易たやすい。そして共通の意思を持った猫は、戦場を預かるヤウナの肉体にも宿っていた。

「ユウファ＝ガルーテンがエスレイに向かっていることは把握している。だがそれはあえて見逃したのだ。エスレイにはあいつを殺すための準備が整っている。猫を殺す者がいなくなれば、この戦いにおいて不確定要素は一つもなくなる」

「……」

「お前がここに立つことに、もとより意味はないのだ。戦争は止まらない。お前一人が立ち塞がろうが、我々を止めることはできない」

　ヤウナの口を操る猫は、神経を逆さか撫なでする哄こう笑しようを放った。だが、その時、ガタリの肩に乗っていた一羽わの赤あか燕つばめが口を開く。

「一人じゃないよ」

　スゥはもしも自分の翼が無事だったならば、今にもヤウナにとびかかってやっただろうと、怒りを小さな身体に溜ため込こみ、言葉にする。

「ボク達がここにいることは、無意味じゃない。アルナリスには、ボクがいる。タイロだっている。一人なんかじゃない」

「それっぽっちの力で軍が止められると？」

「……まだあなたは分かっていないんだ」

「……何が言いたい」

「ボク達は、力で止めるために、ここにいるんじゃない。そんなこと最初から考えていないよ」

　ヤウナの瞳がぎらりと光った。

「……いまだ、奇き蹟せきに頼るとでも？」

「奇き蹟せきじゃない、ユウファだよ」

　スゥの言葉を継いで、今度はガタリが口を開く。その声音はどこまでも力強い。

「そうだ。僕達が信じているのは奇き蹟せきじゃない。ユウファだ。アルナリスのために命を懸け、どんなことでも成し遂げようとする、一人の意志だ」

「結局、英雄を待っているというわけか」

「ああ、そのとおりだろう。ここで、僕達は待っている。赤燕の国レポルガと白三日月の国ルーガーダの間で、僕達は待っているんだ。なぜなら、この場所──いや、僕達こそが、彼の国だから。ユウファを信じ、待ち続ける、そういう国が……たとえ一人と一羽わと一頭だろうが！　そこに、国は建つからだ！　本当の赤燕の国レポルガが──ユウファが望んだ国が、建つからだ！」

　ガタリの天をも揺さぶる宣言が、戦場に響き渡る。




「僕達が、赤燕の国レポルガになる！　この場所で、僕はユウファを待つ！」
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　──ユウファ。

　そう、誰かが叫んでいる。

　その名前を、もっと近くで、誰かが叫んでいる。

　近く？　誰が？　どこで？　誰に？
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　エスレイの王宮では、メルトラ王がゆっくりとその歩みを進めていた。いや、メルトラ王ではない。それを支配するのはディナンの言げん血けつ。彼は月げつ鳴めい宮きゆうを襲った白三日月の国ルーガーダの刺客のほとんどを殺した。彼らが乗っていた軍犬を調ちよう伏ぶくし、そのまま喉笛を嚙かみ千切らせたのだ。そして集団を率いていたイランドの意思さえも調ちよう伏ぶくし、もう一つの作戦を知る。猫の言げん血けつを増やしたディナンにとって、今やメルトラの身体を操ると同時にイランドの身体を操ることさえ難しいことではなかったのだ。

　書庫においてまず敵の襲来に気付いたのはベオルだった。月げつ鳴めい宮きゆうの前でイランド達と別れ、マーナと合流していた彼は数頭の犬が近づいてくる気配を察知し、駆け出した。書庫の扉を壊そうとする二頭の犬を一咬かみと前脚の一撃でもって打ち倒し、三頭目の首下に食らいつく。だがその隙に残りの二頭が壊れかけていた扉を突き破った。そのうちの一頭はマーナの赤せき刀とうによって即座に脳天を貫かれるが、犬の頭蓋から刀を抜いた矢先、マーナにイランドが飛び掛かる。無論、ディナンがイランドを操っていた。

　予想外の襲撃、そして半ば味方を人質に取られた状況でマーナは防戦を強いられる。彼女は暗い書庫の中心で、決してその先には行かせまいと、刀を振るった。たとえ肩を斬られ、腹を裂かれようとも、通してはならないと覚悟を決める。ベオルもまた、四頭もの軍犬を倒したが、右脚に手て酷ひどい咬かみ傷を負った。痛みに耐え、ディナンに飛び掛かろうとするも、ただ一撃、正面から伸ばされた手の一撃に、巨体を吹き飛ばされる。メルトラの身体は莫ばく大だいな猫の言げん血けつにより尋常の力を超えていた。ディナンは余裕を持った笑みを口元に浮かべ、イランドに追い詰められるマーナを眺ながめ遣やる。

　傷を負い、血を流しながら、それでもマーナの太刀筋に迷いはなかった。

　ここを通してはいけない。決してディナンをユウファの下には行かせない。

　ベオルもまた薄れゆく意識の中で呼びかける。

　早くしろ、ユウファ。お前のことを皆が待っているのだと。




　　　　□　□　□




　──ユウファ。

　また聞こえてくるその声。

　聞き馴な染じんだ、彼女の声。

　彼女？　声？

　誰が──俺を呼んでいる？




　　　　□　□　□




　イルナは地下から噴き出す言げん血けつが消えたことに気付き、その異変に思わず鳥ちよう門もんの中へ飛び込んでいた。そしてそこで見つけたのは赤せき刀とうを握ったまま気を失ったユウファの姿。彼女はその頭を腕に抱き、必死に声をかけていた。

「ユウファ！　ねえっ、ユウファってば！」

　だが、その身体は少しも反応しない。まるでガタリを救おうと調ちよう伏ぶくをし、丸一日意識を失っていたあの時のように。イルナは赤せき刀とうから漏れ出す光に、大体の事情を察した。きっとユウファは大量の言げん血けつにあてられている。意識が拡散してしまっているのだ。彼が自ら恐れていたように、ユウファはユウファを忘れている。

　声では届かない。かつて彼に助けてもらった時のように、イルナは手を握り、不器用に言げん血けつを流し込もうとする。しかし彼女の言げん血けつではユウファの身体を駆け巡る大量の言げん血けつに敵かなわなかった。その意思に触れることさえできない。

　地上ではマーナが戦ってくれていた。時折、剣けん戟げきの音が地下まで届き、その悲痛な戦いの知らせはイルナの焦あせりを搔かき立たてる。

「ねぇ、ユウファ！　皆、皆死んじゃうのよっ！　今、あなたが起きなかったら、きっと皆いなくなっちゃう！　沢山の人が死んじゃうのよっ！」

　イルナは無力を感じていた。マーナが身体を張り、必死に足止めをしてくれているというのに、自分は何もできやしない。たった一人、ユウファを呼び起こすことさえできないと。彼に頼まれたのに。彼を覚えていると約束したのに。

　自分ではユウファを引き留めることができない。彼に彼を思い出させることができない。

「ユウファっ！　お願いだから……お願いだから……目を覚ましてよっ！　あなたは、約束したんでしょ？　この戦争を止めるって、絶対に止めて見せるって、アルナと約束したんでしょ！」

　イルナは知っている。また自分はアルナに頼っていると。アルナならばユウファの意識を引き留められる。そう思って、自分は彼女に頼るのだと。

「あなたが守りたかったのは、あなたがずっと守りたかったのは……あの子の笑顔じゃなかったの？　アルナが笑って過ごせるような、そういう国を守るんじゃなかったの？」

　イルナは知っている。やはりアルナしかいないのだと。ユウファの手を取るのは彼女だと、そう決まっているじゃないかと、知っている。

「あたし達がいなくなったら……アルナを覚えている人がいなくなる……アルナが永遠に、消えていなくなっちゃうのよっ！」

　ここまで言っても、ユウファは目を覚まさない。そうだ。その理由も知っている。どんなにアルナの名前を出しても、ユウファに語りかけるのは自分だから。

　イルナ＝パルシタルの言葉では駄目なのだ。

　アルナの言葉でなければ駄目なのだ。

　いつだって、イルナは知っていた。ユウファの隣に立つには、自分があまりに力不足だということを。自分は普通の旅人で、ただ偶然彼らの運命に巻き込まれた脇役で、王女と護ご舞ぶ官かん、想おもい合う二人、そんなユウファ達の関係に、自分が入る余地などないと、そんなことはずっと前から、知っていた。

「……あたしじゃ、駄目なのよ……」

　ユウファの手を握るのは、アルナと決まっている。

　どんなに自分が涙を零こぼしても、ユウファの言げん血けつは帰ってこないと知っている。

　ユウファが永遠に好きなのは、やっぱりアルナだと知っている──。




「──でも」

　それでも振り向かせたい。自分も彼の手をとりたい。彼に頼まれたのだ。

　あたしはユウファを忘れない。

　どんなにユウファがユウファを忘れようが、あたしが絶対に忘れないから。

　そうだ。だから、もっと単純に、手を伸ばせばいい。声が届かず、涙に意味がないのなら、彼を覚えている自分を、そのまま彼にぶつけてやる。

　イルナは短刀を取り出し、外したチャフムを口に挟み込む。ぐっと全身に力を入れて、覚悟を決める。そしてユウファの口の上に左手をかざすと、そこに思いきり刃を突き刺した。

「──っ！」

　手から大量の血が零こぼれ落おち、ユウファの咽喉のどに入っていく。ユウファのように言げん血けつだけを器用に操る真ま似ねは出来ない。ならば自分の血液ごと、流し込んでしまえばいい。

　それできっと、届く。

　ユウファは、ユウファを思い出せる──。
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　　　　□　□　□




　──こうして俺は、俺を思い出した。

　拡散していた意識が収しゆう斂れんする。遥はるかガラド中原まで伸びていた言げん血けつの境界、ほとんど太陽と同化するほど巨大に膨れ上がった言げん血けつの境界が収縮し、一つの身体に戻ってくる。皆の叫び、皆の願い──そして最後に強烈な一撃を、イルナが俺に届けてくれた。

　ユウファ＝ガルーテン。

　それが、俺だ。

　あまりに膨大な言げん血けつに触れ、俺は俺の形さえ忘れかけていた。それでもガタリが、スゥが、マーナが、ベオルが、そしてイルナが、俺の名を呼んでくれた。ユウファという名前を、俺に思い出させてくれた。

　目を開け、身体を起こす。まだ少しだけ自分の身体に違和感がある。ふと気を緩めると、自分が自分を忘れそうな、そんな感覚に陥る。だがイルナを見つめると、次第に心が追いついた。大丈夫だ。俺は俺を忘れない。ちゃんとイルナが引きとめてくれた。

「……ユウファ？」

　自分が成し遂げたことだというのに、彼女は目の前の出来事がまるで信じられないとでもいう様子で、ただただ呆ぼう然ぜんとしている。

「ありがとな、ちょっと待っててくれ。ちゃんと全部、終わらせてくる」

　俺はそれだけ言い置いて、地下の階段を駆け上がる。書庫ではマーナとイランドが戦いを続けていた。イランドを傷付けることが出来ず、しかも相手を通さぬため、場所を入れ替えることさえできないマーナはかなりの劣勢。その身体は傷だらけで、敷しき石いしの床には大きな血だまりが出来ていた。

　二人の向こう側にはメルトラの姿。その身体には溢あふれんばかりのディナンの言げん血けつがまとわりついている。だが、見えるのだ。

　マジス＝バランで戦った時と同じ。イランドとメルトラの間に、言げん血けつの糸が見えた。

　俺は息を止め、言げん血けつを繫つなぐ。増幅はしない。ほんの一本。微かすかな繫つながりで十分なのだ。こちらの言げん血けつが強ければ、結ぶ言げん血けつの結節も大きくなる。計り知れない赤せき刀とうの言げん血けつが一気に押し寄せることになる。それでは駄目だ。俺がまた飲み込まれてしまう。

　刀に溜ため込こまれた言げん血けつはほんの一滴で十分。

　鯉こい口ぐちを切り、柄に手を添えただけで、刀身から火花が迸ほとばしる。




　──一いつ閃せん。

　十歩の間を半瞬で飛騰し、ディナンの言げん血けつを断ちきった。

　どしゃり、とイランドの身体が崩れ落ちる。マーナは突然間合いに飛び込んできたこちらに呆ぼう然ぜんとするも、限界が来たのか、同じく膝を突いた。

　ディナンは言げん血けつを分断され、ぐっと表情を歪ゆがめるが、俺が一歩前に出ると腰から一本の青せい刀とうを抜き放つ。

「……ようやくのご登場か。随分と遅かったじゃないか」

「お前を倒すのに、時間なんて要らないからな」

「……相変わらずの減らず口だ」

　青せい刀とうの刀身に青い光が煌きらめき、発火する。向こうもその使い方を知ったのか──そう思った瞬間、相手が地を蹴っていた。

　正面から一撃を受ける。そして俺は吹き飛ばされた。

「──っ」

　今までに受けたことのない程の剛腕だった。蛇の血の兵士が繰り出す最大の一撃、それを十集めても及ばない。刀を受けた瞬間、俺は二十歩の間を弾はじき飛とばされ、書架に叩たたきつけられた。その上状況を把握する暇も与えず、ディナンは二足で間合いを詰めてくる。

　──ギィィィンッ！

　鼓膜を引き裂く剣けん戟げき音。二撃目は腹部を狙った中段突き。紙一重で凌しのいだが、その衝撃に双腕の骨が軋きしむ。

「……焦あせってるな、ディナン」

「お前に対してだけは、もう油断などしない。全力で殺してやろう」

　蹴りを放つも、ディナンの後退は矢のように早い。……メルトラの言げん血けつを抑え込み、そしてこれほどまでの力の強さ。間違いなくかつての数倍、数十倍の言げん血けつを相手は取り込んでいる。

　そして言葉通り、ディナンの太刀筋に手抜きはなかった。感情に任せることも、見くびることもしない、正確無比な身体捌さばき。技の選びは凡庸。されどただの振り下ろしが、あまりに強い。ただの袈け裟さ切りが、あまりに速い。それはナサンゴラでの戦いを彷ほう彿ふつとさせる、人の肉体を超えた力。

「──」

　息を殺し、横薙なぎを止める。衝撃を下か腿たいに流して受けようにも、力が大きすぎて流し切れない。軽々と俺は吹き飛ばされ、書庫の石壁に叩たたきつけられる。

　足りない。力が足りないのだ。

　俺は少しずつ、赤せき刀とうの言げん血けつを身体に流し、その奔流に意識を慣らしていく。飲み込まれぬよう、しかし出来る限りの力を全身に行き渡らせる。持っている言げん血けつの量ならば、こちらだって負けはしない。あとはいかに使うか。それにかかっている。

　言げん血けつの量を増やす。視界が燃え上がり、炎を飲み込んだように感情が暴れはじめる。

　──ギィン、ギィン！

　返し刀の逆袈け裟さを止められず、また書架に叩たたきつけられる。大量の本が降りかかり、身体を打つが、ディナンは容赦なく飛び込んできた。正中を裂く振り下ろし。俺は凌しのいで、絡からめ手に切り上げる。上体が開いた相手に、蹴りを打ち込んだ。

　だが、びくともしない。

　巨岩に蹴りを放ったかのように、メルトラの身体は不動。そしてこちらの体勢が崩れたところに猛打が襲いかかる。間一髪で受け続けるが、その度、身体が軋きしむ。器を超えた力の大きさに、全身の肉は引き裂かれ、骨は悲鳴を上げる。

　──これほどのまでの力に、なぜメルトラの身体は耐えられる？

　そう思った時、自分の間違いに気付く。強烈な振り下ろしを喰くらわせる彼女の手、その袖口から血が滴り、俺の頰を打った。

　耐えられていないのだ。戦闘のために鍛えてもいない身体を、ディナンは無理やり動かしている。故に、おそらくメルトラにかかる負荷は俺以上。大切な王の身体を犠牲にしてでも、猫は俺を殺しにきている。

　これは残酷さや憎しみではない。ディナンは恐れている。敵は俺の刀を恐れている。永遠だったはずの命を揺るがしうる、俺の一太刀を恐れているのだ。だから、全力を持って潰そうとする。殺されまいと、必死になって戦っている。

　不意に、がくりと相手の膝が崩れる。俺がそこに渾こん身しんの切り上げを放つと、今度はディナンが吹き飛ばされ、壁に打ち付けられる。

　切っ先を相手に向け、上段睥へい睨げいの構え。突きを放つ、最速の形。

　踏み込むと、ディナンが刀を合わせてくる。しかし、弱い。刀の先まで言げん血けつが通らぬほど、メルトラの腕は壊れている。青せい刀とうはあっけなく弾はじき飛とばされ、書架の一角に突き刺さった。

　俺が切っ先を向けたままゆっくりと近づくと、ディナンは懐ふところから小刀を取り出し、それを構えるのでなく自らの首にあてがった。




「動くな。動けばこの首を落とす」




　その口からは大量の血が流れていた。恐らく既に全身の骨は砕け、内臓にも衝撃は及んでいる。ディナンはこれ以上の戦いを不可能と判断したのだろう。

「……メルトラが死ねば、その身体に宿るお前も死ぬことになるだろう。その脅迫に意味はあるのか？」

「私が死のうとも、猫は死なない。もとより自分の命などどうでもいいと、かつて語ったことを忘れたか」

「……」

「そして、もし国王が死ねば、お前達の望みは果たされない。和平は不可能となる。今頃、ガラド中原では戦いが始まっていることだろう。始まれば、もはや誰も止めることなどできない」

　ディナンは苦しげに喘あえぎながら、それでも高慢さを思わせる笑みを口元に浮かべる。

「ここに何をしに来たかは知らないが、私を殺しても戦いは止まらないのだ。お前もよく覚えているだろう。醜い人間の争いを、この女を巡り兄弟が殺し合い、自らの情愛のために娘を殺し、その争いの果てに起きたのがこの度の戦争だ。ここまで醜悪なものを見てなお、お前はそれが止められると思っているのか？　私がいようがいまいが、人間は勝手に滅ぶというのに」

「……」

「お前はなぜ失望しない？　それだけの力があってなお、どうして人間を助けるために苦しもうとする？　私には全く理解が出来ない。その不合理、不条理が全く理解できない！」

　ディナンが叫ぶ。すると口から血が吐き出され、表情はさらに苦痛に歪ゆがむ。

「……俺にも分からないよ」

「ならばどうして！　お前にとって、赤燕の国レポルガの民も白三日月の国ルーガーダの民も、関係ないだろう！　やつらが一体、お前に何をした。真実を知らず、ただ王の言葉に従うだけの盲人共に、いかなる義理があるというんだ。素晴らしい統治の下にあってなお、馬鹿げた自由を求め、争いを望む！　自らが滅びゆく存在だと知りもせず、ただただ争いを求める壊れた生き物！　それが人間だ！　違うか！」

「……違わない」

「ならば……ならば、どうして！」

　俺は猫の考えも、少しだけ分かるような気がした。それはメルトラが考える人間像とよく似ている。俺の中にもある、争いの衝動。それを否定することは誰にもできない。ただディナンはそれを嫌けん悪おすることしかできず、メルトラはそうではなかったのだ。

　争い、殺し、恨んでも、メルトラはなおも自由を求めた。自らの在り方が、人間の在り方が馬鹿げていると思いながら、それでも人間であることをやめられなかった。

　なぜか。それはきっと単純なことなのだろう。

「……好きな相手がいるからだ」

　言葉を交わしたくて、抱きしめたくて、独り占めをしたいと思う相手がいたからだ。それが果たされぬ幸福であったとしても、求める想おもいがあったからだ。

「猫はみんな同じだから、憎み合うこともないんだろう。争いなんて起きないんだろう。でも、お前は誰かを好きになることもない。愛していると、言うこともない。自分と違う存在がいないから、誰かを好きになることがないんだ」

　だから自分だけを守ろうする。自分だけを愛そうとする。その行きつく果てが猫という巨大で、孤独な生き物の形。

　俺は一歩前へ踏み出す。ディナンの目が恐怖に引きつり、それでも俺は前へ進む。

「う、動くなっ！　メルトラが死んでもかまわないのか！」

　どうせ猫は自分を殺せない。自分の命を尽くすための相手なんか、いないのだから。

　俺はまた一歩、前に進む。

「人間はいつまでも争うだろうさ。憎んで、恨んで、いつかはそのせいで、滅んでしまうのかもしれない」

　メルトラの胸、その心臓のある位置に切っ先を突きつける。今一度、刀と言げん血けつを繫つなぎ直すと、懐なつかしいアルナの言げん血けつが俺の手に触れてくる。赤せき刀とうが纏まとう炎は、いつも書庫を染め上げた夕ゆう陽ひの緋ひ色いろに染まっていく。

「でも、それでも人は誰かを好きになる。その手を取りたいと、思うんだよ」

　呆ぼう然ぜんとするディナンを見つめ、そして俺はまっすぐその心臓へ刀を刺し込んだ。




「俺が守りたいのは、そういう人間なんだ」
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　次の瞬間、メルトラの身体から白い言げん血けつが湧き上がり、蒸発するように虚こ空くうへ消える。俺は刀を抜くと、そのまま全身の言げん血けつを巡らせた。大切なのはここから。俺はディナンを殺すために来たわけじゃない。メルトラを救うために、やって来たのだ。

　大丈夫。思い出せる。俺はいつもここで聞いていた。

　きっと誰よりこの歌を、この言葉を聞いていたのだから。

《──あなたは、決して、屈しない》

　アルナが俺に歌ってくれた、いつもの王おう歌か。二人きりの書庫で彼女が見せてくれた奇き蹟せきの力。俺の口から白い言げん血けつの霧が零こぼれ出て、それはメルトラの心臓にゆっくりと染しみ込こんでいく。すると彼女の身体から流れ出ていた血が止まり、その表情は僅かに穏やかさを取り戻す。

　かつてアルナは言っていた。この歌は、相手の言げん血けつを鼓舞するようなものなのだと。ならば疲弊しきったメルトラの言げん血けつにとって、これ以上の奇き蹟せきはないはずだ。数百年分溜ため込こまれた言げん血けつは、いくら使ってもなくならない。やがて彼女の顔からは苦痛が消え去っていく。

　そして俺が口を閉じると同時に、メルトラが微かすかに目を開いた。壁に背をもたれたまま、視線を上げ、こちらを向いた。その瞬間、彼女の瞳から涙が零こぼれる。

「……なぜ」

　なぜ、助けたか。そんな分かりきった質問をされても、困ってしまう。

「アルナが望んだからですよ。もう、分かっているんじゃないですか」

　メルトラは自分の心臓に浸しみ込んだ、娘の言げん血けつを抱くように、そっと胸に手を当てた。

「……痛いほどに優しい歌だった」

「……」

「……皮肉なものだな。あれほど私が苦しめた娘に……こうして命を救われるとは。あの子は私を見殺しにする権利だってあっただろうに……」

「アルナは一度も、あなたを殺そうなんて思っていませんでしたよ」

「……」

「あなたのやったことに悲しみ、怒りを覚えてはいたけれど……それでもあなたを愛していた。最後の最後まで、彼女はあなたのことを大切に思っていました」

　アルナはずっと、静かに叫んでいただけなのだ。私を愛してくれ。私の方を向いてくれ。私のことを抱きしめてくれ。一人ぼっちの書庫で、彼女はいつだって母を求めていた。

「……俺は、あなたを許しませんよ。あなたがアルナを死に追い込んだことを、絶対に忘れない。この怒りは一生消えることはないでしょう」

「……ああ」

「でも、アルナは俺に頼んだんです。あなたを救ってほしいと。一番に苦しんでいるはずの、あなたを救ってほしいと俺に頼んだ」

　メルトラの瞳が揺れる。そして彼女は自嘲的な笑みを浮かべ、かぶりを振った。

「……もう手遅れだろう。私は既に手を汚し過ぎた。この戦争を始めたのは私なのだ。猫の意思が混じろうとも、メルトラが導いたことに変わりはない。……そんな人間を、お前は助けると言うのか」

　そんなの、当然じゃないか。

「たとえ世界があなたを憎み、俺があなたを憎んでも、それでも助けますよ」

　これはきっと、感情ではないからだ。アルナの愛を伝えること、それは彼女を想おもう俺が負う役目であり、メルトラの罪を救うこと、それは王を想おもう護ご舞ぶ官かんの俺が負う役目。

「俺はあなたを憎んでいます。殺したいという気持ちがなかったとは言えません。でも、もしもあなたが償うならば、それは死をもってではない。こんなところで死ぬなんて、そんな都合のいいことは許さない。あなたは自分が始めた戦争を、終わらせる義務がある。あなたが犯した罪を、生きて償う義務がある」

「……私に、いまさら何ができるというんだ」

　彼女は苦いものを吐き出すように、言う。

「……この醜態を見ろ。あれほど王族の奇き蹟せきには頼らないと、自らの力で国を動かすのだと言っておきながら、娘の奇き蹟せきに助けられた私を見ろ。あれほど王おう歌かを愚弄しておきながら、今、私は戦争を止める奇き蹟せきが起こせたら、と、そんな力が自分にあったらと、悔やんでいる。……馬鹿な人間だ。救いようもない愚か者だ」

「確かに、あなたは馬鹿な人間ですよ」

「……」

「何が馬鹿かと言えば、ここに来てまだ、自分が独りだと思っていることです。戦争を止めるために、その責任を負うために、ただ自分一人が苦しむしかないと思っていることです」

「……私は……」

「あなたは確かに、多くの罪を犯してきた。けれど、それでもあなたを慕う者はいるんです。あなたが王として立つのならば、それを支えたいと、言う者がいるんです。……考えてみてください。ガラド中原に並ぶ四千の兵、たとえ彼らの中に迷いや疑いがあったにせよ、それでも戦いに参じたのは、誰の為ためですか？　誰の言葉があったから、彼らはあそこにいるんですか？」

「……」

「あなたはきちんと、伝えればいいんです。あなたを信じてくれた者に、もう一度自分を信じて欲しいと。この戦争は過あやまちで、血を流す必要はないのだと、伝えればいい」

「しかし、どうやって……！　どうやって、伝えればいいと言うのだ。王の言葉は届かない。どこにも、誰にも、届かない……！」

　再び零こぼれたその涙は、彼女がずっと抱え込んできた苦しみの欠片かけらに違いなかった。王族というしがらみを断ち切ろうともがき、もがけばもがくほど縛られ続けてきた王の涙に違いない。

　苦しんでいる王がここにいる。

　ならば、俺がやることはいつだって決まっているのだ。

「……手をとってください」

　その言葉を理解できず、メルトラはただこちらを見つめ返す。俺は左手を彼女の前に差し出し、言った。

「俺があなたの言葉を伝えます。この国の民、いや、この戦争に関わった人間全てに、あなたの言葉を伝えます」

「一体、何を」

「ただ、言げん血けつを繫つなぐだけですよ。あなたの想おもいを、全ての人間が触れられるようにする」

　この戦いを止めるために必要なのは、奇き蹟せきではないのだ。元凶となる猫は死に、戦争を行う理由はもとよりなくなっているのだから。後はただ、言葉だけ。

　王と人を繫つなぐ言葉だけが、必要なのだから。

「……あなたは受け止めなければいけません。あなたが吐いた噓うそや、奪った命に対する怒り、不信、それを受け止めなければいけないんです」

「……分かっている」

「でも、俺が手を握っていますから。痛みを分かつことは出来ないけれど、ちゃんと傍そばにいて、同じ痛みに耐えますから」

　人の感情は痛いもので、それに耐えることしか人は出来ない。でもきっと、その痛みを抱きしめなければ、人は前に進めない。

「一緒に、伝えましょう。伝えて、一緒に受け止めるんです」

　メルトラの手がゆっくりと近づく。人の手を初めてとるように、恐れ、怯おびえ、しかしそれでも俺の手に触れるとしっかりと摑つかむ。

　俺は全身の言げん血けつを繫つなぎ、メルトラの言げん血けつにそっと触れた。そして一方の手に握りしめた赤せき刀とうから、溢あふれる程の言げん血けつを身体に流し込む。

　やることは簡単だ。赤燕の国レポルガの人間、白三日月の国ルーガーダの人間、戦場にいる全ての者を調ちよう伏ぶくする。

　いや、ただその言げん血けつに触れるだけ。

　メルトラの声が届くように、彼女の手と民の手を結ぶだけ。

　きっと、俺はまたばらばらになるかもしれないけれど。

　俺には俺を覚えていてくれる人がいる。

　俺はユウファ＝ガルーテン。

　王の傍かたわらに立つ者──。




　　　　□　□　□




　後に、その一夜は《ガラドの夜明け》と呼ばれることになる。

　ついに赤燕の国レポルガの軍が動きだし、戦争が始まるかと思われたその時、全てが停止した。悦えつ薬やくによって我を忘れていた者も、迫る死の恐怖に思考を止めていた者も、皆が動きを止めたのだ。

　止まってくれ、と一人の王が語り、その言葉を皆が聞き届けた。

　その一言で、全てが止まったのだ。

　それからメルトラ＝カイ＝ベルヘスは莫ばく大だいな言げん血けつを通し、民との対話を行うこととなる。赤燕の国レポルガ、白三日月の国ルーガーダ、全ての兵が武器を下ろし、座を組んだ。そして皆が対等に王の言葉を聞き、王に尋ね、また互いの言葉を聞くことができた。まるで二つの国が一つの講堂となるように、途方もなく巨大な議場が開かれたのである。

　メルトラが戦争の真実を告白した時、皆を繫つないでいた言げん血けつには張り裂ける程の動揺が広がった。怒りや反感がメルトラを襲い、一時その対話は破綻するかと思われた。

　だがまっさきにメルトラを庇かばったのは敵国であるユルキド王。猫の脅威を認め、十分にメルトラの事情は察することができると、言葉を発する。無論、それだけで論争は収まらない。議論は日没まで続き、やがて収束した。

　全ての民が納得したわけではないだろう。多くの疑念がメルトラに対して残ったのも確かだ。

　しかし、確実に言えることがある。

　それは、その日、ガラド中原に血は流れなかったということ。四千と二千の兵が睨にらみ合あい、互いを視界に収めておきながら、大地には一滴の血も注がれることがなかったということ。

　そして《ガラドの夜明け》において、二つの国の長きにわたる王族の時代は終わりを告げたということだ。それより以後、王は民と言葉を交わし、王おう歌かによる最さい期ごの奇き蹟せきというしきたりも廃止される。

　孤独な王の時代は、こうして終わりを告げた。

　夜が明けたのである。







　　　【終】手記







　俺が記憶を取り戻したのは、《ガラドの夜明け》から実に半年が経たった頃だった。書庫でメルトラの手をとってから何があったのか、全てはイルナから聞かされた話に過ぎない。言げん血けつの境界を拡張して、二つの国の民の言葉を繫つなぐ。その代償として俺は、再び生きた人形になったらしい。全てが終わった時、俺は何も覚えておらず、人間らしい反応を見せることさえなかった。しかも拡張された言げん血けつが収縮しないせいで、ほとんど常に、一つの街を覆う程の知覚範囲を備えていたらしい。街にいると大勢の人間の言げん血けつを感じ取り錯乱状態に陥るため、俺は早々にエスレイから離れることになった。

　そして赤あか燕つばめの森の最さい奥おう、迎ぎよう燕えんの儀を行うはずだった儀場で俺は言げん血けつを癒したのだ。ずっとイルナが付きっ切りで、まずはアルナリスから渡された『血翼王亡命譚』を読み聞かせる。それを読み終わると、俺はぼんやりユウファという名前を思い出したらしい。それからはイルナの記憶を頼りながら、自分の思い出を書き留める。正直なところ、アルナやイルナに関係のない記憶は随分と薄れてしまっていて、今でも欠落は多い。場面が、まるで伝記のように途切れてしまうのだ。忘れてしまったその場所はいつか思い出すかもしれないし、永遠に忘れたままかもしれない。

　イルナに言わせると、どうせ人間は全てのことなんか覚えていられないんだから、変わらないでしょ、とのことだ。

　俺は自分が思い出せることの全てを並べて、これが自分だったと信じるしかない。始まりはやはり、アルナとの約束から。耀よう天てん祭さいのことや、ナサンゴラでの思い出も。時々、曖昧なところは確認も取った。フェムガンはわざわざナサンゴラ街史で俺が関係する部分の書き写しを送ってくれたそうだ。

　俺はほとんど本なんて読んだことがないから、細かい部分はイルナの手も入っている。亡命譚、っていうのは少しくらい格かつ好こうつけた方がいいのよ、とかいって、難しい言葉を使おうとするのだ。全く、俺だって読めないことがあるから、困ったものだが。

　それから森での療養中、多くの人が訪れてくれた。あまり大勢になると俺の言げん血けつに障さわるから、それぞれ、ぽつりぽつりとだけれども。

　ガタリは本格的にアルナリス王子として行動を始めたらしい。メルトラはユルキドに大きな借りを作ることになり、まさしくその担保としてガタリがあてがわれたそうだ。ユルキドはユルキドでガタリを自分の跡継ぎにする気らしく、さっそくガラド中原の開発指揮を任せている。

　そうだ。ガラド中原はもう不毛の地ではなくなったらしい。俺が皆を繫つなぐために使った大量の言げん血けつのせいか、死の言げん血けつが薄まり、少しずつ草木が芽吹き始めているという。一般的にそれはメルトラの王おう歌かのおかげということになっていて、人の住めるようになったガラド中原を白三日月の国ルーガーダに譲ることが、とりあえず赤燕の国レポルガの対外的な代償金となった。ユルキドはそれをガタリに預け、両国を繫つなぐ街を作るように奔走させているわけだ。《ガラドの夜明け》という逸話と共に、ガラド中原は二つの国の新しい形を象徴する場所になっている──と、疲ひ労ろう困こん憊ぱいのガタリが語っていた。

　しかし、彼は楽しそうにも見えた。その肩はすっかりスゥの定位置となり、彼らは仲良くやっているらしい。ガタリと共に、赤燕の国レポルガにとっても白三日月の国ルーガーダにとっても王おう鳥ちようとしての彼女の存在は必要不可欠なのだ。両国共にこじれてしまった昼山羊の国テテラ＝サテラとの関係はロクトルとスゥが間に立つことでなんとか踏みとどまれたと言っていい。

　そしてスゥはいまだに折れた翼がうまく治らず、長時間飛ぶことができない。ガタリを手伝いながら何か月もかけて悩んだ結果、彼女は俺達の旅の同行者ではなく、ガタリの王おう鳥ちようとして生きてもいいだろうか、と相談してきた。どこまでも律りち義ぎなスゥの言葉にやはり寂しさは尽きないが、彼女が自分の役目を見つけたならば、それでいい。多くの痛みを知り、互いを支え合うことのできるガタリとスゥはきっとこれからも上手うまくやっていけるはずだ。

　メルトラもまた、政務に追われる中を抜け出しては度々見舞いに来てくれた。まあ、彼女の場合、俺に愚痴を言いたくて来ているような節もあったが、それでもその表情から悲ひ愴そうなものは見えなくなった。無為な戦争を仕掛けた代償は、外よりも内側に大きく響いているらしい。ユルキドの配慮で国規模の償いはほとんどないと言っていいのだが、戦争へと導いた責任を問う声は小さくない。ただし、意外なほどに高位高官達が彼女を守る側についてくれるらしい。それはきっと彼女が王族としてではなく、一人の為政者として彼らとの信頼を築いてきた、その結果だろう。

　そういえば、最近、フェムガンとサーニャがやってきた。俺がかなり記憶を取り戻したとイルナが知らせてくれたらしい。ジルもついてくると言って仕方なかったそうだが、彼女は目下ナサンゴラを率いる長として、街を離れられない。俺はベオルの背に乗り、サーニャと一緒に森を探検した。たった半年会っていなかっただけなのに、彼女は少し背が伸びたような気がする。相変わらずベオルが大好きなところは、変わっていなかったが。

　それから──……




「ねえ、ちょっとあたしのことに関して、もう少し触れてくれてもいいんじゃない？」

　いつもの日課として自分の記憶を書き出していると、横から覗のぞきこんできたイルナが不満そうに口を尖とがらす。その手には誰かが差入れとして持ってきた、瑞みず々みずしい果実。彼女は口元からたっぷりの蜜を零こぼしながら、シャリシャリと音を立てて頰張る。

　そしてじっと俺の文章を睨にらみ、こう言った。

「これじゃ、あたし、物書きに口を出すうるさいやつみたいじゃない」

「……間違ってないだろ」

　ぼそりと呟つぶやくと、冷たい視線が飛んでくる。少しでもイルナに関して悪印象を書くと、厳しい検閲が入るから恐ろしい。

「一体、あたしがどれだけ苦労して、ユウファの記憶を思い出させたか……」

「そりゃ、感謝はしてるよ」

「……随分と簡単に言ってくれるわね」

「これで、お互い命を一回ずつ救ったわけだろ？　いや、ディナンから救い出したのも考えると、まだ俺の方がちょっとだけ貸しがあるかな」

「あたしは半年かけて救ったんだから、一緒にしないで欲しいわ。あたしの方が貸しよ」

「……」

「……」

　両者睨にらみ合あって、やがてくすりと笑みが零こぼれる。こんなやりとりを出来るようになったのも、全てイルナのおかげ。彼女がいなければ俺は生きているか死んでいるか分からないままだったかもしれない。

「でも、ほんと不思議なのよね。どうしてあれだけ言げん血けつを引き裂いておいて、元通りになったのか。普通ならありえないわよ」

「……まあ、俺は二人のアルナリスに摑つかまれてたからな」

　赤せき刀とうに宿った二人の言げん血けつ。数百年の間に溜ため込こまれていた大量の言げん血けつは《ガラドの夜明け》と共にほとんどなくなってしまい、今残っているものは結局アルナとアルナリスの言げん血けつだけだ。アルナリスの身体において主導権はアルナリスにあったのと反対で、赤せき刀とうの中では、アルナの言げん血けつが全体を巡り、アルナリスの言げん血けつは奥の方で眠っていることが多い。

　二人一緒にいるせいだろうか。アルナの言げん血けつから、母を求める激しい感情はもはや感じなくなった。言げん血けつを結び合わせると、どこまでも穏やかな、まるで昼の森で居眠りをする心地よさが伝わってくる。

　イルナは再び果実を齧かじり、それから何気なく尋ねてきた。

「──これから、どうする？」

「どうするって言われてもな……」

「決まってないなら、また、あたしと一緒に旅をしない？」

「ベオルもアルナも、アルナリスも連れて？」

「そうよ。それに約束したんでしょ？　ユウファの手で『血翼王亡命譚』の続きを書くんだって。まだまだ、あなたの知らない世界が沢山あるじゃない」

　生きること。生きて、自分の想おもいを語ること。

　それは確かに約束だった。二人のアルナリスと交わした、約束なのだ。

「でも、俺は王じゃないんだけどな」

「いいじゃない。本物の血けつ翼よく王おうだって、王族じゃなかったんでしょ？」

「それでもちゃんと赤燕の国レポルガを治めたんだぞ」

「ユウファだって三つも国を救ったのよ。きっとね、ジルも、メルトラも、ユルキドも、ガタリも、あなたにずっと頭が上がらないわよ。王達の王ってところね」

「そんな大層な肩書はごめんだ。俺はただの旅人に過ぎないって」

「──だから、亡命するんでしょ？」

　イルナがにやりと笑い、言った。

「血けつ翼よく王おうは亡命者よ。王でありながら、その地位を投げ捨てて、翼を求め放浪するの。ただ、自由に生きるためにね」

「……確かにな」

「アルナが数百年前に見たものを、あたし達も見に行きましょ」




　とりあえず、今のところはここで話を終わりにしよう。

　十分、俺は俺を思い出した。しばらくは文章のことなど忘れて、旅を楽しみたい。

　最後にアルナの言葉を書き写して、筆を置こうと思う。きっと、このおかげで、俺はユウファ＝ガルーテンの始まりを思い出すことができた。

　砕け散った俺を作り直す最初の言葉。それは間違いなく彼女の想おもいだと思うから。

　忘れてはいけない。

　血翼王亡命譚。

　これは言葉を話せない彼女と言葉を話せる俺の物語だ。







　『血翼王亡命譚』後書き




　──ユウファへ。




　お元気ですか。

　ようやくここまで来ることが出来ました。この本はアルナリスと私が一緒に旅をして、一緒に書いたものです。なんだか旅をするよりも、本を書く方がずっと大変だったような気がします。今、この後書きを書くために、私はアルナリスの身体を借りているんだけれど、最近は疲れのせいでしょうか、随分と意識が持たなくなってきました。アルナリスはいつでも身体を貸してくれるのに、私が起きていられません。……でも、仕方ないよね。この身体はもともと彼女のもので、私は居い候そうろうの身なのです。きっとユウファとまた会える頃には、私は深い眠りについていることでしょう。

　私は今、あなたが生きる数百年前を生きています。お伽とぎ話ばなしでしか知らないような町や国が残っていて、まるで夢を見ているみたいです。詳しい話は本を読んでね。もし分からない言葉があったら、イルナにでも聞いてください。きっと彼女なら、何でも知っているだろうから。アルナリスのおかげで、私も自分の目で、世界を見ることが出来ました。本の中でしか知らなかった雪や砂漠、海だって見たんだよ。本当はユウファ達と一緒に旅が出来たらよかったのだけれど。私だけ一足先に行ってきました。この世界はすごく綺き麗れいで、大切なものが沢山あって、それが皆ユウファの時代にも残っていることを、私は願っています。

　後書きをあまり長々と書いても仕方ないので、もうやめます。この本を読んでくれれば、私が生きて、感じたことは、ユウファにも分かると思うから。『血翼王亡命譚』はあなたとの思い出を残すための本です。ユウファを想おもって旅をし続けた、私達の想おもいを書き留めた本です。

　この亡命は、どうしようもないくらい寂しい時もあったけれど、それでも自由でした。

　この口を借りて、この手を借りて、何度も叫びました。

　ユウファ、あなたを愛してる。

　何度叫んだって足りないくらい、愛してるんだよ。きっと知ってると思うけど。




　数百年後にまた、あなたと手を繫つなげると信じて、私は筆を置くことにします。

　また会うときはもう言葉を話せないだろうから、最後にもう一度だけ。




　ユウファ、あなたを愛してる。


──ただのアルナより　　　　　　　







〈了〉
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大きくて緩慢な河の近くで生まれた人。

本作で第22回電撃小説大賞≪銀賞≫を受賞。
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イラスト／吟ぎん

赤燕の国は夕やけも美しいだろうな……と思います。書庫に差し込む陽とか。季節とかがあるなら、秋は紅葉で綺麗なんだろうなと思います。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先
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電撃文庫編集部

「新 八角先生」係

「吟先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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